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昨今の材料の暴騰、人手不足は深刻です。特に建築面においては節材節労が重

要な課題となり、それに適合する構造部材が要求きれてきました 。住友の軽量

H 形鋼、リ ップ付軽量 H 形鋼、及び軽量 H 形鋼を素材としたスミフレーム Hは、

こうした状況に対処すべ〈生まれた画期的な製品。現在、全国で販売され軽量

のため、他の形鋼に比べコストが安〈、しかも加工性、施工性抜群。工期が大

幅に短縮できるとい った数々のメリットが絶賛をあび、各地の倉庫、工場、畜

舎 、体育 館、事務所、 モータ ープールに数多く利用されつつあります。なお 、

大型構造物用プレハブ骨組としては先に開発したスミフレーム V が大活躍。好

評を博しておりますので、併せてご利用くだきい。

軽量H 形鋼の特長

1  . 大形サイズの生産可能

最大サイズ (450X 250)。軽量 H形鋼としては今までにない大形肉厚サイズ

( 12"1ん)

2. 材料から製品まで垂直的一 貫生産でコストダウンを実現。 品質も最高。

3. 走行切断機によるプレスカ ッ トのため、切断面が美しい。

4 . オンラインによるエアスプレ ー式塗装のため美麗 ・強固でかつ均ー な塗膜

厚が得られる。

5. 軽量のため他の部材に比べて総鋼重が少なくてすみ経済的。

6. 標準設計が完備( スミフレーム H )

。 住 友 金 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

大 眠= 大 阪 市 東 区 北 浜 5 - 15 (続住友 ピル} 電 口四 ) 5 I  1  1  

3腹 案 = 東京事千代図区丸の円 1 - ) - 2  ( &¥住友ピル} 電 (282) 6 1  1  1  
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合 軽 量 H 形 鋼

合 リ ッ プ 付軽 量 H 形 鋼

カ ス ミ フ レ ー ム H
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兵庫県公害研究所+ 兵庫県産業技術センター

施 工 村 本 建 設 株 式 会 社

設 計 監 理

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 面 積

精 進 規 模

工 期

兵 庫 県 建 築 都 営 鎗 課

神 戸 市 須 磨 区 行 平 町 3 丁 目

12. 943m・

975 m・

6 . 6 7 2 m'  

R C  B 1 F  6 F  P H 2  

1  9  7  4 . 3 - 1  9  7  5 .7  



大 阪 穀 物 取 引 所 ビ ル

大 阪 市 内 区 阿 波 崎 市 泊 2 丁目 14番 地

設 計 監 理 : 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 : 戸 田 建 設

空 E周 ・給 排 水

衛 生 : 大 阪電 気 暖房

電 気 : 近 畿 電 気工 事

敷地面積 : 1，183. 6 m'  

建築面積 : 1，003. 58 m'  

延床面積・ 5，962 .78m'

構造規模 : S R C  7  F 、P 1

工 期 . 昭和50年 1 月23日- 9 月23日

外 装 : マルチタイル吹付

こ の 建 物 は 、 我 国 の 商 品 取 引 所 の 中 で も 白血ーも

古〈、ド毎日主を極めた大阪穀物取引所で 、徳 川

ｈ 寺代の中ヒＺｲ ｩ から淀屋米市で始まり、大阪Ｎ［ Ｚ ｾ (.，，'i 

米 殺 取 引 所 を 経 て 、 現 在 の 地 に 戦 後 、 再 開 さ

れたも の で あ る 。 今 回 建 物 の 老 朽 化 と 商nl 市

坊 の 今 後 の 発 展 を 期 し て 、 穀 物 取 引 所 と し て

ふ さ わ し い ス タ イ ル て 苛庁築 さ れ る こ と に な っ

た。 こ の 処 物 の f訟 上 附 で は 、 毎 日 6 回 の 立 会

いで、 小 豆 、 手 亡 、 大豆 等 の 先 物 取 号 |が 行 わ

れ、 l込 産 物 の 流 通 の 円 滑 化 に 寄 与 し て い る 。

取引所の機能として使用される以外の部分は、

主 と し て 取 引 只 の .'J >': 務 所 と し て 貸 さ れ る こ と

に な っ て い る 。 こ の 建 物 は オ イ ル シ ョ ッ ク の

直後に苛|一同された、当社としては省エネルギー

に 徹 し た ビ J レ第 1 号 で 、 西 日 に さ ら さ れ る 権

而 の 熱 負 荷 を 松 少 | 以 に し た 意 図 を 、 そ の 外 観

に 索直 に表現し、 IIII 紫背ti 明 き を デ ザ イ ン ポ リ

シ ー と し た 建 物 で あ る 。 ま た 、 こ の 建 物 を 大

きく 印 象づけるのは、 6 階 7 階の斜壁であり、

こ の 焔 工 に は 万 全 の ク ラ ック防止 策 が と ら れ

た。 真 塚 達 夫 / 東 畑 建 築 事 務 所
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左 上 西1i11J より正而をみる

右上 立会い (6.71' 智吹依)

下 北 西 よ り み る
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建築吹付材概論

日本建築吹付材工業会

1  . 建 築 用 吹 付 材 の 概 要

1- 1 建 築 用 吹 付 材 と は

r;辿t i 5 川 11j(イ・J'.H J という ，i/-tl 立、II({ 千1148.'. 1'. 11 J  J  16 11 .illi illj 陀 栄 作 告 示 25

525 1)- で工業燃椴化法地行止Q . I ! i J にJ ，t づく 指 定 IHi，日1 の 表 の改 J E ( J  1  S  

A6907化 粧 川 セ メ ン卜 Ilj;: 千l材 を追加1) の '1' に I ｉｾ Ｇ か れ て公 式 に採 ｉｉｊ さ

れ た 。 そ し て f.iJ 1ド2 J  J に行 わ れ た .illi，ffi Pl ; 楽作i : . (ii !.の fj ミ毛 J! ii Z ，'，i' ，'{'IIU)  

ｊ ＺＮ Ｂ 持例 会のテキス ト ブ ｹ クには 往築 ＱＱ ｪＨイ Ｎｈ ｾ の 概念 として 次 のように

述 べら れ ている。 ，処 築 l次イナ材 に つ い て lリ1仰 な辺 義 づ け は 行 わ れ て

い な い が 『処 築 物の l人J ' 外 情 あ る い は 天 井 に E として H欠十l 工 法 によ

り、 Ｔ 少明、ゆず ｊｕ ｌｦ ｾｴ［ 玉、 ＱＢＱ 凸 悦 係 主 ど の テ ク ス チ ャ ー を付 与 し1 U二

げたも ので、その 山 の ｩｾ Ｑ Ｑ 分ＨＱ Ｑ 止 Ｇ ｌ 11/ ぃ日11分 ) の 11 さ が 0. 3 - 10 .0mm

位 伎 の仕 上 村 』 と い う こ と が で き ょ う 。 こ の吹イーH U 材 は処 築 物の

化 粧什: t.げを ーと円 (I (j とし 、これに日111立(I(j に 'ti ，j< される，t i ' i 'I' I:能 が付 与

さ れ る む の で あ り、 また』他也工法 としては、 11吹l次欠イ千付.J 工 法 以 外 に ロ 一 ラ 一 、

こて v冷金 }リ)人、 は け r喰従 リな どの』泊血コ工こL Iμ広iぶ- <  ｾ合守めたむのと ｬ ｩ ，斤 ，Ｈ午ｾ 粉釈 ｴ すべきてで Ｔ あ

る。」 ニのようなことカか、ら 娃z築長 川 l吹l吹欠イ付l

4主主とど，の』泊血工 lに- よ リ、 o.  3  - 10 .  0  mm .f'，l伎 の I'l さの映を形成し、 砂 ll t!状

棋 t;fi; lkの 立体 惚IJ 史 て ¥ 処 築 物 の | 付・外.1: 足、天 n の 尖袋 と{札泌 を 1-1(I (j  

とする ill 材 」 と定 義 づ け る こ と が で き る 。 処 築 j 日l次 什村 の J 1  S は 、

J  1  S  A6907 ( 化 粧 HJ セ メ ン 卜 吹 付 材 ) 、J I  S  A  6909 ( 介 成HtJI 行エ

7 ノレ y ョン 砂 情状 l次付材 ) 、J I  S  A  6910 ( 絞 JM脱 線l次イーl 料 ) の 3 Hf

類 が 公イ1) され て い る 。 ま た J A  S  S に つ い て は 、 従 ボ ぷn工。F お よ

び唯袋」こ。J' ;の '1 ' に ' 11欠イτI'H i:g
J として うれ'[IJ Ｑ Ｍ ｾ 心 ｼ 在 さ れ ていたが 、今 ｼ旦 ｬ

' 11j (1- 1工 ιJ'; J として新 しい TiT が 設 け ら れ る こ と に ら っ た 。 そ の他、

建設' t "i 認〉との法定| 山火材料 と し て は 吹十J ' H の 1' 1"か ら 認 定 条刊 に迎 介

す る む の に 対 し 、そ れ ぞ れ )，W I 日l等 第0003 1，りひJ土パ占ぺ( J奴!I，照i担E機 f質t 砂 i噌;笠位引z乞剖:状|伏此幻μ11吹1吹欠イ十什‘ .J 'j材オ村) 、

法 村 ｼト川 ｉ斗司可咋 ｲ ｊ ｾ、ｶｾ Ｎ郊 ｾ ｏ∞ Ｐ∞ ＰωＴ Ｍｾザ ＷＢ ( ヰ有T機 T質立f砂l沙少少抑i日唯1笠z引4状此 i塗金料 )上、J人必a主υE中材イ同句等一 t第「行印3刈0ω005 ザ ( 桜子令干吋E但1  

化 粧 j川|リj イ1: 卜

A訂品7司1松椴: 亨司準l'終1;三う分H飢!i( てで，L 今 l叫改正 を 機 と し て 佳 築 I11吹十l 材 が新 しく 追 加 され

る 見 込 み で あ る 。 この よ う に 挫 築 川 吹H 材 は 従 米 の1cf'.'r: . . - 材料 お よ び

往 築 川 崎料 とh i を並 べ て 建 材 の新 しい う ＩＭ ｾＡｩ Ｇ として 大 きく発 展 しつ

つある，述 村 で あ る 。

1- 2 建 築 用 吹 付 材 の 性 能

建築川 ｬ 次 ＱＮ ｊ ・ ｪ Ｇ ｾ の ー となる 佐川｝ Il  (I(j は処 築 物の |人) . 外 装 を化 粧 仕上 げ す

る む の で' あ り、 イー1:上げli の ノぞタ ーンと 色 で 判 徴 づ け ら れ る 。 l' l: つて 本

来 ｩｬｬ ｾ 長 川 ｬ 次十 ｈｾ の 純Ｑｭ によって 袋求 される Ｇ Ｑ Ｇ Ｑ Ｚ 能は変わるべき ｌ ので

は な い が 、 そ れ で む jl lJ j給 、 外 観 、施 工 の 1' 11泌 によ り'1' 1，能 を .flt に す

る こ と は で き な い 。 こ こに [E)む す べ き こ とは処 Z庭用吹十l 村 は 、 工 場

から ｮｾ 利 された 製日 』 を 挫築現場 で 施工 した後に、その ＱＱｾ 終機能をＩｾ

J草す る む の で あ る 。 こ の 比 地 か ら い わ ゆ る 「材 工 体 」 が IUI ば れ て

いる 。 従 っ て ニ こ で は 処 築 川 l次付材 の材 料 に 袈求 される ιドt能 と建 築

ｊｆｊｉｉ 欠十 ｊ Ｇ ，ｦｾ ( 総 工 後 ) に袋 求 される 性 能 と に 分 け て 述 べ る 。

1- 3.建 築 用 吹 付 材 の 材 料 に 要 求 さ れ る 性 能

O J! 'f/ i: 主去二;と '1'1ーがあ るこ と。

O (J U品'!.i.うよi 'l' l カずあること 。

Ｐ Ｇ ド ｕｫ 、色 なとＧカ Ｇ ｊＧ ｾｪＧｴＧｬ であること 。

o j，史川工-t-! . - (ニ Lι じ、作% ; 性

ｯ ｦ 鉛件、 ｊ む秋、他工 などの ｩ 以 ｊ 及 いに 丈 ｪ し安全 ｬ Ａｴ ｾＧ ， ｉ［Ｚ で あるニと。

Ｐ 乾燥、ィ疑手 Ｘ ｾ Ｇ どが ｬ Ｇ 分によ ｉＡ Ｇ ｾ、ニと 。

0 1吹 き 吊UJ 、l次 き111 しなどカ ' 1'1111 1二千Tえ る ニ と 。

1- 4 建 築 用 吹 付 材 に 品 質 と し て 要 求 さ れ る 性 能

0  乾 燥 あ る い は 似 化 '1 ' に ひ び わ れ 、 ふ くれを '1:. じないこと。

o H 也によく イJ l i ' す る こ と 。

0 而.1 ア ルカ 'I n カずあること

0 1面17J"I' 七カずあること 。

o  ｈ ｩ ｪＧ ｬ ｾ さに而 ｦ えること 。

0  汚 れ に くく 、 また 汚 れ を 掃 し や す い こと 。

0 1凝 依 する日11，1'1 を汚 染 しないこと 。

0 ;孟7 1 < が少ないこと 。

ｏ ｩ 点キ ， ｬｩ 、前 ｾＡｗｾ ，ニ，iU-t えらi L ること 。

ｏ ， ｬ￺ ・ ｴｩＧｾＧｉＧｉ Ｚ ヵ ｦ すぐ れ ていること 。

0 1坊I! j; '1' 1、 IVT. li γ1:'"- ど特長: t< な'1'1・fiE を 備 え て い る こ と。

0 1" ' 1" 1主制限例J i Ji に 似 川 す る む の に つ い て は 法 定 の| 坊火性能 をやrjlJ え

ていること。

2 . 法 定 防 火 材 料 と し て の 建 築 吹 付 材

2- 1，法 定 防 火 材 料 と は

イ Ｔ 燃材料、準 子 ｆ 燃材料、知 ｈＡ Ｎｉ［ ｪ Ｇ ｾ 本 Ｑ Ｎ Ｈ および ［ ｖ ［ ｩｬｬｦ ｾｾ 人材料 Ｉ として 必Ｚ築

)，HI ;法 ( お よ び|司 法地行令、| 見H系 住 ぷ '，( i fi 示 ) でえlI. iと さ れ て い る 池

宮廷材 料 をし、う 。

2- 2. 不 燃 材 料

コンクリ ー ｬ 、れ んが 、上じ、イＡ利 Ｑ スレー ト、主人出 ｬｩｾ ， アノレミニウム 、

ガラス 、 モルタ ｊ レ 、 しっくい で ｔ に ｾｩｩ する ｩｬｬ 築 材料 で 、処 ｩ 設大ＱＺＺＱ から

次 の '1'1ニfIE をイi す る と 認 め ら れ 、J 行注 され た むのである 。

Ｐ 燃焼 せず 、 かつ ｼ坊火 ｊ Ｇ ， イ￮Ｇ ｘ な変形 、溶融、 ｦ 色裂、 その 他 の ＱＱＡ ＨｬＯｾ

を 'ι じなし、こと 。

O IW火」ニイ'T' ，i下な灼; またはプf スを )/';' 1:. しないこと 。

般 に不 燃 料 料 は 合 イ1・成分の ほ と ん ど が無 機 質 分 で あ る こ と を ，jij 悦

と し て い る 。

2- 3 準 不 燃 材 料

木色セメ ント 板、石科ボ ード 当 Ｗ の ｩｬｬ 築材料 で 不燃料料 に ｪ ｜ ｾ ずるｼ切火

ＧＱＧ Ｑ 能 を 布ーするも のとして ｩｬｬ 設大 ｉ ｾ￭ から 桁定 さ れたむ の で、Ｎ￬ｊＮￚ Ｇｬ ［ｾ の 火

災 ＱＱ 干 の 加熱 に 対 しほとんど燃 焼 ｊｪｕ￭ ，とを起さず、 Ｑｾ 雌 ｊ､ Ｚ Ｚ むきわめてわ

ずかであるむのをも寸 。 ｩ ｜， ｩ イ よ燃 材料 は ｩ 三 喜 ｾｦ ， ｙｴ Ｚ￬Ｑｴ物 志どにおいて イ、燃

村+ いこ当主ずる 似: Il bがなさi L るほか、 L つ (;1:' らrA) 会長 ililll

'

民 を' 2 ける庁11う〉

の l人Hl 主にJ - I I <、られる 。

2- 4 難 燃 材 料

世 ｕＡ 具合板、日 ｕｾ Ｎｉ［ プラス チ ック 似 Ｑ ・ ＿ の 処築 材料 で 鮒 燃 Ｇ Ｑ ＧＱ ーをイ ｬ ー するもの

として建 設 大 臣 がJ行1とす る む の で 、 初 期 火 災 11.' 1' にぷ二しい燃焼 Jj Lr6<. を

起 きず 、避i 1 f L ヒ支 |lt〉: の あ る 大 此 の 発 慨 を し な い し のと い えよう 。 iHl

燃料料 は ｌ つばら ｼ 人 ｬ 袋制限を，ｾける ｊ ＱＴＷ 宅Ｈ 火公使川 宅 、 ｊＡｾｾＺｾＮ の Ｇ ＮＱＺ 宅

を ｉＺｾ ｈ ) の l付土工に 111 <、られる 。

2- 5 基 材 同 等 の 材 料

化 肱 仕上 げ に よ っ て )，W の |幼火 '1'1: を低 下 さ せ な い 条1' 1' の L の で 、イJ

燃、準不燃、ｩＱ Ｑｾ 燃 のいず れかに ， ［車、 り する む のである。すな わち、北

村 が 不 燃 ( 準不燃、告ff;燃 ) 材 料 な ら そ れ に 当 該材 料 で化 粧 し た 場 介

ｌ ノ とｻ本 として 、不燃 Ｈｩ ｬ ｾ 司二燃、事 ｉｉ ､ｾ Ｎｉ｜ Ｉ 材半斗 であるようなものを ｊ 行 し

ている 。Ｈ すなわち当 ｊ 良材 料 による ｦ ヒキ庄 に ｌ かかわらず 、 ー ド ｪｬｈ ｾ の

ｬｬｊｪ火 ＧｬＧｉ Ｚ ￍ￮ｾ のランクを Ｑ Ｑ ｜［ Ｇ ＱＢ させないしのをいう 。Ｉ )，W I司うjこの材 料 の

iミな や間Ji は 次 の と お りで あ る 。

0 1金料 ( 訓 令ベ イ ン ト 、イトlぷmIJ 行エマノレ y ョンヘイン，. )  

O )! ( F ，機質砂EZ状 11火 付 材

0 イf機 質 砂 情 状 11欠 付 材

0  阪府 ｴ 共事 ＩＧ＼ＱＱ Ｎ久十ｊＧＮｦｾ

Ｐ 繊維 ｬｾ ， ｴ

2- 6. 準 難 燃 材 料

i¥，i il 1 l 燃材料 とは L つばらとli 川 |二の" 刊か で 、 火 災 の JJi : J dVJ J!' . 、 安全 避

住 築 と社会/ 197551'11 IP;' 5  



燃 の ｝， ｕ 也 から ゴ ｾＧｫＧＱｩ 、浴 倒 Ａが あま リ ｲｬ Ｍ ｬ ｊ 組 と主らむ いア ー ケ ード 、 小 規

悦 L;{ .f1{ 、hU ー冷却l慌 の ケ シンク 材 料 な ど に ) IJ ，、ら れ る む の で あ る。

防火ＧＱＧＱＺ能 的 には Ｉￋ， ｾ ｉ ｬｊＮ溶 融 以 外 の ｊＧｊＧｩ Ｑ Ｑ については 市小燃 材料 または

i!1I燃料 亭|の そ れ と変 わら ない 。( II ({ 利 45 q 処 E没行 f tl 不 知 101 りおよ び

知 102 ザ参 l' !リ。J 三な材 料 と し て は 、 ガ ラス繊キj{ 合イ ｔ ｾ 千 ｜ Ｒ Ｘ Ｅ 以 」 ー の ｆ

R  ｐ Ｎｦｽｊｩ、石必ＱＧ｛ＦＱ 己 ｬ 八五 ｾｾｩ ヒ ビニ ノ レ 中 反カ ずある 。

2 - 7 . 基 材 同 等 防 火 材 料 と し て の 建 築 吹 付 材

)H ，j"[<iJ写 |幼 火 材 料 とは 、 建 築 物の 1)、j 袋 制 限 が迎 川 される 場 所 で は 汁

谷 され た|幼火 材 料 を使 )l J しなけ れ ば な ら な い が 、 そ の防 火 材 料 のま

ま で は 災花見ま た は イぷ議 の」ーから 光 分 で な い 場 介 が 多 L 、。 そ こ で辿' j ;'j

そ のー|二に l次イJ け る ど に よ リ冷 材 を つ け て 夫在J/. ま た は 似 μ 袋の li'JJ てを 11

(I() にf 1:土ーげ 地 じ を行 うこと に るる 。 しかし こ の た め に 素 材 の l耐 火 性

が し、ちじるしく !J¥下 させら れ る としたら 、 そ の 荻村 は |人I装 H日1111{ で前一

谷 さ れ た ｍ 火 』 ・ ｾ Ｊ， ｉ として 認め ら れ 主〈主るおそ れが生 じ る ので 、 こ

れ ら11: ｉ ＧＮ Ｎｦｾ の 被 いについて 建設 約 では ぷ 材 Ｈｊ， ｈ ｾ ) の ，fu. t 火 性 を 低下

させないように裕 布 材料 と主 主 ［Ｈｉｩ ｩ ， ょにｩｬｊ ｬ 山ｾｻ条件 をつ け て 、 その ￭ ｬｴｬｬ ドｾ ｻｩｪｩ ｅ

問 ｉ ＩＧ ｊ で ｻ史 川 す れ ば 基 材 の ｼり ｪ 火性 ｦｩ ｅ と ｪ， ｩ ｊ ｾ ケ として ｅ 認 め る ことにし た 。

これ が必 材 !百j iすと し て の 認 定 条 件 の本 円 である 。 処 築 l次イτj 材 のよう

な ｊ ｊｕ 泌総工 を ｦｬ ｾ う も の は 材料 の 品 質住 ［ f'l ¥と と も に 地 工TI :fjl が主主材 包

J' I¥の 屯生lJAな ポ イ ン トで もあ る た め 、 r  Ｉ ， ｾ ｾ 、 ｾ Ｇ ｉ 百 ｬ 等」として 条約 二を 付 し

て .ilUJ!i J 的 必 定 ( 業 界 団 体 に ー 定 の j ;J，l，準 に し た が っ た 認 定 を与 え る方

式 ) に よ る こ と に な って いる 。 そ し て .ilUl!i J 的 認 定 を '支ーけ た 弁仕 上材

に は E辺定供ガーが定め られ 、認定日: iHJt をI! lj り付 け て 、 1日』質 基 準 と地 工

法 司i に も と づ い て こ れ が完 全 に 夫自白 され た こ とを 証 す るこ と が義 務

づ け られ てい る。 ま た 毎年 そ の 当 該材 料 の j 工法、 l仮 先( ま た は似 )rJ )

夫紡、 .JT.び に 品質管旦II の状 況 主 ど を，建 設 行 住 宅 局 長 に 報 告 す る 義 務

が ある 。 Ｂ 本建築 Ｂ ｸ ｦ 寸材 工業 会ではい ち早 〈 燃 焼 試 験機 を ｾ［ ｩｾ Ｇ Ｑ ｊ Ｏｈ して

専門 技 術只 を 配出 し 、 ラ ンダ ムな 防火 Ｇｉ ［ ｴＺ ￭ ￬ ｾ チエソ ク を 行 うとと も に 、

迫力1111' 前 材 料 のこj' ;:lj ii チ エ ソ ク や防 火 '1;1二能 向 上 の た め の 技 術研 究 を尖

泊 して い る。 これ ら 通 則 的認定 を ｦｾ ｊ た 仕上 材料 は 、 品 質管理 Ａ などの

不やlii や地 工 管 J' I¥な ど の 欠 陥 に よ って 、| 切火性能 を満 足 さ せ な い こと

が 発 見 され た 場 合 は 、 業界 団 体 が そ の管 内 指 導 を行 う能 力 な し と判

断 され て; 認定 取 消 処 分 が 行 わ れ る こ と に な る 厳 し い 条件 がイサカ日され

ている 。 Ij ii 述 した .ilU り建築 "久イτj 材 に は 基 材 同等釘¥0003 号、f F .gお0004

号 、 |百J ｾ Ｂ｜ ＰＰＰＵ ｾ Ｇ ｊＭ の Ｓ つの 極類 に 大 別 せら れ て認 可 されてい る 。

Ｇ ｾ Ｑ ｽ Ｑ Ｑ 規絡 は当 初 Ｇｊｎ S  K 工 業会 規 格 で 111;ll'f し て い た が 、 漸 次 J 1  S が

ilJ ll定 され る に し た が い J 1  S 規 格 に移 行 し て い る 。 施 工 基 準 に お い

ても 、 J A  S  S がHi ll定 され れ ば す べ て 移 行 す る こ と に な っ て い る。

建 築"欠付 村 の 法材 同等 防 火 材料 と し て の 記、定 に は 材 料 と そ の使 用上

で の 粂件 が 定 め られ て お り、 こ の 条件 にイト欽 しないと 防 火 材 料 また

は防火』也工 として 認 め ら れ ない こ とは liii :iA した 辿 りであ る。 そのう

ち 、材 料 に つ い て の 条件 、旦IJ ち 含有 され る 有 機 物 量 は 、 そ の材 料 メ

ー カ ー の武 任 に お い て 管 理 され る が 、地 工 との 塗ギu'i J: に つ い ては 、

認定条 件 に 令致するよ う 施工管 坦 Ａ休ｈ￬ ｬ ｬ を 充分 に ｾ， ｩ 存 え る ことで こ の 問

題 に対 処 している 。 め ざまし い科 学: の進 歩 に よ る 有 機質 系 材 料 のWl

加 に と も な い 、 火 災 によ る人 身 'JS.j 'jk を考 えると い か に して 可 燃 性 物

質 の含 有 ｩｅ を 減 少 さ せるかに つ い て 努力 する 必裂が あ り、 ま た Ｇ Ｎ ［ￎｾ Ｇ に

こ の 日 的 に向 って 研 究 し つ つ あ る 王IL状 である 。

3 . 建 築 吹付 材 の J I S 規 格

3 一 1. J  1  5  A  6907引( 化 粧用 セ メ ン ト吹 付 材 .11(4利 4“51年F-三9引)-J川l 日イ十付付τサ寸J'一f制II I削1月定)

こ の "次欠イや付τサj 材 は .叶骨i辻t に “ リ y ン¥“ セ メ ン トリ シン " あ る い は

シン " と呼 称 され て い る材 料 で 、 この J 1  S の迎 ) lj J包囲 は 内 外装 仕

七工 ']¥. 1': )  11 ， 、る 無機 質材 料 を 主材 料 とした 化 粧 川 セ メン卜 "欠付材 と

主JI. 忘 さ れ て い る.。

3 - 2 . J  I S A 6909 ( 合 成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン 砂壁 状 吹付 材 ・II (}， 利 471[三

6 ) J  1  1-1付lI! ll 定)

こ の "欠イτJ' ｾ ， ｾ は ー骨 量 に ・ アク リ ノレ リ シン あ る い は "tlftJ J旨 ' ) シ ン" 、

イij l l1.t ;1)¥ ＮＱ ｩｴ ｾ 料Ｂ など と ＱＱ 乎ばれ て いる 外 装 川 と Ｂ ジ ュ ラ ク 、“ 京 壁 Ｂ

と呼 称 される 内装 用 の もの 、さら に 、ス キ ン. の 名 で親 しま れ て い る

有 色 廿 材 を J F1 ，、た 外 装 、 内装 j刊を含 む ものて、 あ る。 い ず れ も 合 成樹

JJ¥'i エ 7 ノレ シ ョ ン を 主材 と して いる 。 この J 1  S の jj 主月J範 囲 は 「建 築

物 の 内 外装 仕 上工 -1j l l こ使 用 す る 令 成flf l JJ 行エ 7 ノレンョンと '13 材 をおも

な 以来| と して こ れ を 吹 付 け て骨 材 の色 彩 形 状 な と に 応 じた組 面 仕 」こ

げ に す る材 料 で あ る 」 とjJl. 定 され て いる 。

6  

3 - 3 .  J  1  5  K5668 ( 合 成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン 模 様 塗 料 . JI( {手1147 (ド 6 ) J  

1  " イJ fljl lA' )

この i1J. 本| は日欠イ・j"iやり、 ロー ラ ー 喰 リ、 スチプノレ竹131によ リ110;'1 1ソ 0. 5

mm- 3. 0  ｭｭ の 半休塗 ｬ 肢 を 形 成 する 喰料 で 、 ｊＱ ＩＧ， 千｝ＧＮｦｾ の ＧＱＧ に 合 めて 扱 う

ほうが ＧＩＮｵｾ に 叩 し た ｌ のと 巧 えら れ る 。 この 校 総会 料 の 冷装 工 Ｎｦ ￹ は

般 に下 if; ;_ 工科、 デ ザイ ンJγ' :11央JM形 成工 川、 」ゴや工 ね に よ っ て 走Il イト

わさ れ ている 。この J 1  S では 介 j州 州市 エマノレション 政 係 "{;食料 はイト成

JJJ<: tMJJ 行エ マ ノレ ン ヨ ン と /ll j;f.f ， あ る い は 、 これ りに 7じて ん材 を))11 えた

もの を二七な 以来| と し、往 築 物 の !人l外 装 の 似 係 f 1:  1 げ に過 す る よ う に

行 った 液 状 の もの で あ る と )O.J;l. i. とされ、 スチ ソプノレ1-1: 1 げ 、 ゆ ず は だ

f  1:  1 げ 、 ) J IM仕 上 げ な ど が あ る 。 この うち 外 部川 の ゆ ず は だイ1:_1 げ、

Ｉ ｊｉ 耐 Ｑ Ｚ 上 げは 品 質 、 冷装工 代、ＱＱＺ Ｚ ー ｊＭＮ げの Ｉ ｦ ｾ［ ｉＩ｜ 共 に ｊｉ ｓ ａＶＹ Ｑ Ｐ 絞 ｊ ｲＭ［

快. f;(i "欠付 材 の イト成樹JJ行エ 7 ノレシ ョ ン系 (Jど It! )  と 全 < I，;J じと 巧 え て

よ L 、。

3  - 4 .  J  1  5  A  6910 ( 復 層 模 様 吹 付 材 .II ({千1150 'ド3 JJ 1 日付 ;IJI J定 )

この I次イーj 材 は 骨立 に lりにや1 7' イ ノレ 、 Ｎ ｾ ー ムレス タイ ノレ 、" タイ ノレ

状 Ｂ 欠付 材Ｂ むとと ＱＱ 乎称 さ れ ている ｪ 引 Ａｊｾ ｴ ｸｴ ［Ｈｩ を ｪ 形成 する Ｇ Ｑ 久付材 で 、数

手ifi の材 料 の l次 ili ね に よ っ て 、 脱 線 とlio，t久 塗l泌 を形 成 す る と こ ろ か ら

絞! 初紋様 の ? " 税; が生 れ た 。 この J 1  ｓ の ｩ 車川 範 囲 は 建築 ｾ ， ｾ の 外

X:J: の う え に 主 と し て I次イ寸 け に よ り 、 光 沢 を も っ I_ll] 凸 脱線 をやl ける 政

府 政 係 "欠イτl 材 に つ い て士w， i.i:: され て い る。

4 . 日 本 建 築 吹 付 材 工 業 会の 現 状

4 - 1 会 員 の 状 況

11({ f 1150
1
I
o  

8  J  J 末 に お け る 会員 数

IE会 民 ( メ ー カ ー ) 74-tJ  

1--t JJ )J 会 員 15{J 

1"，性 会員 1 U  

メー カ ー で あ る 正 会 員 は 、 そ の 裂 j込する 品 肢 によ り 1 百1¥会 只 と 2 耳目

会 只 に 分 か れ て いる 。

4 - 2 . 建 築 吹 付 材 の 生 産 、 流 通 機 構

建 築 "大イτl 材 のう ち法定| 幼火材 料 として建 設 行 から 認 定 を 受 け て い る

件 数 は 1I i'.{ 利 5011二8 )- J末 現 在 で次 の 泊 りで あ る 。

主主材 同 等 第 0003号 ー ー ・・0 ・・ 0 ・・・ .. .. 37  

11; 材 同 等 第 0004号 ー ・・ーー ・ー・ ・・ ・・ ・・ ・ー 164  

主主材 同 等 第 0005号 ーー ・ ・・・ー ・ …・・ ー ー32

合 計 ー ・ー・… ー ー… .. . ー 233  

参 考 の た め 、 防 火 材 料 認 定 番 号 と工 業 会 製 品 分 類 な ら び に J 1  S  

と の 関 係 を 示 す と 次 の 表 の と お り で あ る 。

| 坊火材料 l切 火 材 料 工 業 会

J尚 喜耳

認定寄 号 一 般 名 分 類

ｊｌ ｱｾ 同 等 無 機 質 砂 壁

I まH
化本庄用 セ メ ント "xイτl 材

白P;0003号 状! りえ 付 材 ( J  1  S  A  6907) はここ に入る

令 成 樹1mエマノレンョン砂 壁状 IIXイサ材

l司 有 機 質 砂

IU 良

( J  1  S  A  6909)  

自i'IO004号 己主状 塗 料 合 成 樹 脂エ? ノレy ヨン 侠 様主主料

( J  1  S  K  5668) は ここに入る

!日l 彼 合 型 化

日l類 主材 が有 機 'l'i: のもの は含 まな い

自';0005号 舷 J' 1'l 仕上材

制iJ 考

J  1  S 規 格 に 合絡 するこ とと 防 火 材 料認定条件に 合絡する

ことは男IJ個 の問題 である 。

こ れ ら法 定防 火 材 料 の 昭 和 48年 度 の 生 産 高 は 約 18万ト ン で あ る 。 こ

れ に 防 火 材 料 以 外 の 製 品 お よ び ア ウ ト サイ ダ ー の 製 31な ど を 加 えた

H召和 48年 度 の 建 築用 吹 付 材 の 全 生 産 il1 は 20万 ト ン 、生 産 金 額 は 200

億 円 を超 え る も の と 推 定 さ れ る。

流 通 機 椛 は

(1)メ ー カ ー→ 販売 代 理 庖 → 施工 者

(2)メ ー カー→ 施 工業 者

(3)メーカ ー 自 身 の 施 工

以 上 のイ}f:用 型

の 4 つ が あ る が一 般 に 生 産 量 が 多く、 j仮，完が全 国 規模 の メ カ ー は

(1)が多〈、 独 特 の 製 品 の メ ー カ 一 、 ある い は 多 種少 量 の メ ー カ ー は

(2)( 3)が 多 い 。 な お (1) を 主用 し て い る メー カー でも 、 必 ず 自 社傘 下 の

施 工 業者 に対 して は 技 術 指導 を 行 っ て い る 。 '受 注 形 式 は一 般 に 1 m'  

当 りの 所 要 材 料 費 と 施 工 費 を 合 計 した単 fiHi が 用 いら れ る 。



日 本 建 築 吹 付 材 工 業 会 製 品 分 類 表

町i( 大分野i) 限 ( 中分 類 ) ，)、長〉重1i
rlt' i'l 慨 嬰 エ 法 表 而 の 形 状 防 火 性 能 に よ る 区 分 関 ili J I S

I  主Jj A - l やE ①上吹イ寸 セ メ ント 50% 以上防水市1) を 含 む 1  上吹材、下 ｉｉￄ 材、彼Ｗ｡ ｾＧｩ 丙 ＱＩ {士」二リは巴l 』島村 ｬ ｩｏ Ｉ 可 ＧＺＡｪ［ 無機 ｮ 砂 Ｂ ， ｾ［ｉ 此 J  1  S  

無 機 質砂ｾｾ状 ｦ ヒ粧片 ｉ セメント ｉｉ ｾ 付 材 2  下 l次 、 上吹 存 1 回 で仕上 け る 凸のある相i ｾＢＧ｜ ＰＰＰ Ｓ 号 A  6907 

l収付 材

A  

( ポノレトランドセ〆ン 3  平 rl 1'lfii には tl<泊 舟1) 使 用 T侃 1吹イヰ材 イヒtII :芹l セ〆

( セメント 質、 ト、消 石灰、 ドロマイ

1( 6) 下吹 付 セメント 50% 以上防水両'I を 含 ま ず
( リンン状) . 1 s 定 条 例 Ｏト Ｑ 吹 Ｑ ｾＱ 村

無機質キ占結 材、

毛主

ト プ ラ ス タ ー 、 無機 質 である 1 中オ料品111蕊、セ〆ント、

無機 質 骨 材 制 ｉｉ ＭＧｾ ｪ 材 および添加 Ｑ 斉 ｉｊ を 無機' i ' I f i' Hお よ び4問機

〈経最ff 材を 主 成 分 と し 、 必 要 に 応 'i'I キ占車古宇イからなり、 こ

含 む 〉 無機 質
銘E

じ て 、 そ れ に 少 量 の 防

I@按稲荷IJ 合 成 I-IJIJ 旨エ 7 ノレンヨン

れにイT機 1' [.1長If 斉IJ を 悦

繊 制1，を 王 成 分 機 水剤、 IJ J i 料、被>i ' l i'i 'J な 入するときは ｉ ｾｮＯｾ 換 ｮ

とする) 質 どを力日える) iil で 重 iik比 5 % 以 下 で

1揖 A  2 f;{， 白色セメント 60% 以 上 100 メ y シ 1  .  J 二I I AHと按 /' tr材 よ り な る 仕上り l飼は あること

4す セメント系1 ' 1 1 : ' 料ーセメ ュ 以 上 のfi 材 ( 主 と し て ほ 砂 ) を 2  上 11九2 匝l で 仕 上 げ る ほ と ん ど 平 2 下 地 処 思 仕 上 付 の jヲ

キオ ン ト ウ 才 ー タ ー ペ イ ン 合 む こ と が あ る 3  、f1i-l HI而には接府高IJ 使 用 f旦である きが 3 mm以 下 町 場 介 は

)  

ト ( 白 色 セ メ ン ト 、 防 下地処思 ｉｾ にｦＮＧｲまれる介

水剤、白色 ｉｍｩ 料、岐 ｩｲｾ 性 成路JIJITエ " 7 1レンヨンの

温:知l を 主 成 分 と す る ) i史ffJ -:.J:は 11;1'¥・J換幻() 11で

B  f' [f ① 無 機何 材 セ メ ントＧ氏、軒、 機 ｉｾ￬ 材 Ｈ Ｊ水灯、 1  下 地 処 理 材 、 下 吹 材 、上 吹 材 仕 上 り は 厚 50g/ 'げをこえな L 、こと

無機 質 I写イミH H セ〆ント質、 セメント t'i. 系
I I，砂t'j 1.)、厚佐8 最 骨 材 等 ) を 主 成 分 と す

2 .  J 二吹 の 吹 付 i .:'ーに より I平l味を変 ￟ ｾ てＧ 粧 ｬｦｭ } j  

無機骨 材 、 無 機質 峰 iil '，'j 材 る mm以 七とする える 至 波 状 で あ

な ど を 主 成 分 と し 、 比 較的

|@中占紡級 品 目 材

無機質キ占結蒔1) ( ベン トナイト噂) 1 .  1百l 材 料 を 2 3 1国IIA付 け る る

原付 F担) 中オ系 無機( 質 ) 経 il1f t 材 ( ヒノレ石 ) 等 を主 2.  1収付 fEにより 2 - 20  .Ommの l写

成 分 と す る 。主主l平 5 mm以 上 と す る さとなる

3  特 妹IIA付 機 械 に よ る 施 工 が 多

し、

11 綜1 A  .fi[r  ① 外 装 用 外 部 用 合 成 樹 脂 エ " 7 1レンヨン格料 1  下冷材、上 ｵｾ 材 仕 上 り 而 は Ｉ，ｾ付加 ｊＱ 辛 l  J  1  S  

有 機 'i'I 砂 壁 状 合 成 樹 脂 エ" 71レンヨン塗料、 ( 主として アクリノレ系合成樹脂エ 2  下 格 1 問、 」ニ吹 1 回 凹 凸 の あ る
苫¥0004もｾ＠ -I-i 機 t1砂 lりえ

A  6909 

権; 料 無 機 質 材 ( 少 誌 の 経i itfi 材 " 7 1レション、体質顔料、消色l Ui料、 3  1::. 111 ¥材は現場で骨材を調合す 柑lD飼 i11_ 車'f 合 成 樹 脂 エ

( 合成 防IJ 旨エ の 場 合 は こ こ に 人 れ る ) を を王加成分) と し 地 粘 剤 、 防 腐 剤 な ど る場合と I況J 司令の 2 般 m あり 認 定 条 件 -マJレy ョン

'マ l レション、 主 成 分 と す る を添 に! l l ' i 機fi 材 を 浪 人 す る 材料品Il 成 無 機 iJtfi- 材 お 砂" 主状1吹{τ1

顔 料 、 無 機 質 ② 件l 装 用 内部用合成樹脂エマノレシ ョン物料 同 上 (:1: 上り lfii は よ び 作 l&:tMllfi エマノレ y 付

ＱＧ ￬ Ｇｦｾ＠ く較 1，1，，:J- ( 主としてビニーノレ系合成制脂エ 凹 凸 の あ る ョ ン を 主 成 分 と し 、 ニ

材 を 含 む 〉 を Ｗ ノレション、体質顔料、 ｾ Ｎｮ 色 ｍ 料 相lf(日 れに含まれるイT 1 幾1'1の

主成分とする) を主成分とし、 ｾ ｉ 粘 剤 、防腐剤な I色¥' 1'1換 n l，l が抗 日比て'

どを添加する) に煤水石、 I¥'. ;(丁、 15% 以 F でかつ、 170g

をヒ rノLレt布 、パーライトなどの細' l ' i 材
/ m' を こ え な い こ と

入する

B  .fi[i. ① 外 装 用 外部用合成樹脂エマノレシ ョ ン ( 主 1 同 材 料 2 回吹付 ( 下塗使 用 同 上

合成j : .Itnrr エ " 7 1レション、無 としてアクリ J レ系合成樹脂エ " 7 1レ の 場 合 も あ る )

機 ( 質) 骨 材 ( ノマーライトを Y ヨ ン を 主 成 分 と し 、 必 裂 に 応 じ 2  '11材 と パ イ ン ダ ー を 現 場 で 誹j

含 む ) を 主 成 分 と す る て抑制，剤、防腐剤を添加する ) に 千干するものと wt J l 司令の 2 陀 l Ji

天然石、 機陶磁質総材末をI、Lt JFf  fi fi z砂 な ど
あり

の 人 工 無 入する

② 内 装 用 内 部 用 合 成 樹 脂 エ " 7 1レy ョ ン ( 主 1  下 吹 材 と 上IIA材 か ら な る

としてビニーノレ系合成樹脂エ " 7 1レ 2  下 吹 材 1 JTI I. ヒ吹材 1 回 で(:t

ン ョ ン を 主 成 分 と し 必 要 に 応 じ て 上 げ る

￞ｾｉ 粘剤、防腐剤を添加する Ｉ に犬 3  f l 材 と パ イ ン ダーを 現 場 で 剥

然 石 無、 機陶般質器材 末をr、lt Jff 色I ¥，砂 な ど の
合 す る も の と l坑訓合の 2 舵聖:n

人 工 合 す る あ り

C  f'[( 内 部用 合成I f f t IJ 旨エマノレンョンおよ 1  問 中イ料21il ¥l吹付けて{ 上一七げる {上」二りは凶

合 成 樹 脂 エ 7 ノレン ヨン およ ぴ 合 成 樹脂 エ " 7 1レション塗料 ( 主 2  Ti 材 と パ イ ン ダ ー を 現 場 で 剥 凸のある特L

び 合 成 樹 肪 エ マ J レション愉 としてビニーノレ系合成樹脂エマノレ 合 す る も の と ほ 淵 合 の 2 陸 恕l 而

料 ( 無機質按> i ' l i'i IJ セ〆ン卜 ｹ ョンを主成分とし Ｎｾ ｉ 粘剤、防 ＱＱ ｬＡ［ あり

質 経 i，li:l 材を主成分とする ) 剣 、 必 要 に 応 じ 顔 料 を 添 IJ/I ) にヒ J レ

石 、 パ ー ラ イ ト 、 雲 母 な ど の 悔 機

経ｾＺ ， Ｚ Ｚｴ ￬ 材を浪合する

D  手E 1) 1I - A の l写付 II - A に iV'ずる 向 上

ｬｉ ｾｮ ａ Ｎ＠ B 、 C fo且の厚付 IftY 2")[J - Bの j平付 II - B に 郁 ず る

3) II - Cの j写イ寸 日 C に i¥，l ずる

|ω混上合記 3 純 の

J :. ，-I己に司.，ずる

( 復! 耐 え線吹{ 寸材 ) 合 成 樹 脂 エ 7 下 塗 材 ( 主 と し て 合 成 前1I 旨のエマ l FJ 也却L誼! 中寸 1 2 巨|、 主 材 1 光 沢 の あ る J  1  S  

ノレンヨン系 ノレション又は溶液) 主材 (0. 5mm以 - 3 回、 仕 上材 1 - 3 回 で 仕 凹凸 線 機 A  69 10 

下 の 口材 と 合成 樹脂エマノレション 」二lナa る ( ゆ ず IUL 、ク 阪府 f共和世11九

か ら 成 る 7 スチ ンク北大のもの ) お 2  .  li 主色仕上げと多彩 色仕 上 げ が レ タ ー 、 波 イサ 村

よ び 仕上 材 ( 主 と し て 合 成 倒 防 の できる 前! など )

泌 液 ) の 3 拒f [ の材料から 構 成され、 3.  111色は ク リ ヤ ー 又 は 着 色 エ ナ

0.5- 3. 0mm程度の厚きで、ゆず肌、 メノレ、多彩色はクリヤ ー を使

ク レ ー タ ー な ど の 様 微 を 特 長 と す 用 す る

る内 外装 化 粧 用 吹 付 材

反 応 硬 化 型 合 同上、但し主材の結合材に反応! i i J . i 1  下 栓 材 1 回 、 王 材 l 3 回、

成 樹 脂 エ 7 1レ 化ｊｦｾ合成樹脂エ Ｗ ノレションを用い 仕 上 村 1 - 3 回 で 仕 上 げ る

シ ョ ン 系 た も の 2  .  1j) .色 仕 上 げ と 多 彩 色 仕 上 げ が

てe きる

3 .  1位色はクリヤー又は l1 色 エ ナ

メノレ、多彩色はクリヤーを使

Tl' J する

反 応 硬化 F日合

向 上 、但じし担主合材成のl結:O1I1合R を材用に浴液た状もの

I"J  上

成樹) J fi 溶 液 系 反応破 f い の

111 'l¥l i  A  Hi  (1)  シ ー フ ー ( 下地 処 理 材 ) 合 1  合成樹脂エマノレンヨン系の F 仕 上 り 宙l は J島村同等

絞 合 型 化 粧 用 溶 剤 型 無機 質タイノレ状主位料 成樹脂エマノレションを主成分と I也処玉虫材を 1 - 2 回、 豆 材 を 判事目カぐなく
円司¥0005号向絞千円'1化 粧 m

仕 上 材 ( 主材 白色セメント 'i'I 合 し 必 要 に 応 じ て ポ Jレトランドセ 2 - 3 図、 f士上げ材 2 - 3 回 ゆる Aやカ・な fj: 土. 材

( 主材 セ メ 成樹脂エマノレション、無機 〆ント、無機質調H骨 材 を 浪 人 す で 仕 上 げ る 凶 ｾ ｊ があり 認 定 条 例

ン ト 質 合 成 樹 細 fi 材 、 顔 料 を 主 成 分 と す る こ と が あ る 。 紫 地 の 状 況 に よ 2  .  1件 色 仕 上 げ と 多 彩 色 仕 上 げ が 陶磁器タイ l 組成無機t ' ( 1 I 火やl 材 の

目旨エ " 7 1レショ る。 仕 上 材 ー合成樹月旨格商IJ り 施 工 し な い こ と が あ る て・きる ノレ;f k となる 表 fmに 令 成 樹 脂 系 的 検

ン 、 無機 質骨 型 塗 料 ) (2) 主 材 白 色 セ メ ン ト を 主 成 分 3 .  1ド 色 は ク リ ヤ ー 又 は 諸 色 エ ナ 料 で 仕 上 げ を 行 う も の

材 、 顔 料 を 王 とし、 ドロ 7 イトプラスター、 メノレ、多彩色はクリヤーを使 で 、 こ れ に 刷 い る 愉 料

成 分 と す る 。 Ｗ｡ ｾ Ｑ 色顔料、無機質納骨材、必嬰 用 す る は Ｑ 週 ｊｾｾ 換 ｗｊ ［ ｬ て Ｇ Ｙ Ｐ ｧ Ｏ ｭ Ｇ

仕 上 材 合 成 に 応 じ て 硬 化 促 進 剤 、 保 水 両IJ 等 をこえなし、こと

樹 Ｑｭ 溶剤 ｉｊｾ 強 を 浪 人 す る 。 合 成 樹 脂 エ 7 ノレシ 2 下 地 処 理 主 材 の 厚 さ

料 或 は 合 成 問 ヨ ン を 添 加 す る こ と が あ る 。 が 3 mm以下の土晶子干は下

月旨エ " 7 1レショ (3)  仕上材材料 アクリノレ系令成 fffl )J fi
地処思l に 合 ま れ る 作 成

ン1ft. 半J↓) 浴丙IJ I思 附 JH1 エマノレン ヨンの使

B  fo[f 
i ? ? I PIリ

(1)  主 材 ( 下 塗 ) 白色セメント 1  下 i吹 材 、 仕 上 材 仕 上 り 而 は 月:] -;11:は 凶 ' ¥リ換 算 Iti:で 50

エ " 7 1レシ ョン引 無機質化事11: A に エー7 を 玉 と し 、 ド ロ マ イ ト プ ラ ス タ 2 F' 収材 1 厄l 、{七」二材 1 - 2 回 ほーと/ レど三F g/ rnl を こ え な い こ と

材 ( 主材: セメント賀、合成 ノレション訟料 一、7 (1色顔料、 11)) 水剤、 l汲むよ性庖 て寸J: J ニけ' る f旦である

樹月旨エ 7 ノレション、無機什 を 絵 付 す る 知、無機制1 I '¥: i 材を主成分とする

材 、 顔 料 を 主 成 分 と す る 。
(2)  仕 上 材 ( 上1ft. 金料 )  

合 成 樹 脂 エ

仕 上 材 : 合成樹脂エマノレシ ーマノレション

ョン塗料) ｉ｣ｲ 堅 ｦｴｊｾｾ (1)  主 材 ] - A と同じ 1  下 地 処 週1材 、 主 材 仕 上 り は 厚

B に エ マ (2)  仕 上 材 合成樹脂エマノレショ 2  下 地 処 理 材 l 回 、 主 材 2 回、 1莫てザキfl TI日 } j

ノレション塗料 ン 塗 料 仕 上 材 1 - 2 聞 で 仕 上 げ る 歪 波 状 で あ

を! ' i J . イ寸する 3. 目 前 を コ テ 、 ロ ー ラ でj 'l' える る

工 法 も あ る

7  



建 築 吹 付 材 製 品 名 一 覧 表

( 円本建築 l次付材工 業 会 大阪支部関係)

N S K ぅHl i 工 科 吹 イ J' :I i:  

i主 {i :i  安

滋 吋J 1S

日:}j 火 材 料 認 定 番号 製 造 会 社 名 1/iii 巧

事1
目日"  

;y， )IJ 

町l f;[， 小分ui ( 1副) ( kg / I1l ') 持干 J，]"  

A  - 1  インタ ー ナ y ョナ J レC P 2  1.5 内 外 装 20kg袋 A  - 6907 イノ 7ーナンョナルペイノト側

I  A  - 1  小型f 日1カフーリ y ン 2  1.2 内 外 装 . ) e J I  25kg袋 A  - 6907 占長村問ｾ［ｴ￬Ｑ ＰＰＰ Ｓ ｊ Ｎ［ 小聖f' 旺lill 村(附

A  - 1  P C コート Y  2  0. 8 戸、I主2 ・) e J ト 25kg袋 A  - 6907  J島村 I，;J ｾ年 寄 ｬ ＰＰＰＳ ｾｽ ・ 小型 ｴ 旺 ｬ 必 ｈｾ Ｈ Ｎ附

A  - 1  キ ク ス イ リ シ ン 2  1.2  内 外 装 天 引 30kg袋 A  - 6907 Ｉ，ｾ村 ｉ ， ［ｊ Ｇ 手首， ＰＰＰ Ｓ 号 議j水 化"1 仁淀(rn

A  - 1  Y' イ" " リ y ン 2  1. 55 l人l 外 装 天 11 30kg袋 A  - 6907 )，1; 村 I，;J ｾ 守 ｾ ＰＰＰ Ｓ 号 十円相I化 学 1二業( 附

A  - 1  ダイヤライト 2  1. 55 i人l 外 装 k } 1  25kg袋 A  - 6907 庄村 I，;J' 竿司，0003
J

，j {!l 手U1ヒ'γ: 1てた( 附

A  - 1  ソリジ y トリシン 2  1. 5  内 外 装 . k J I: 30kg袋 A  - 6907 ｬ 庄中 ｾ Ｇ ｉ 丙 ｊ ｾ手罫 ， ＰＰＰＳ サ 合同化" { : 工y : ; ( 附

A  - 1  ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 2  1. 3  l人I外 装 J 三J I 30kg袋 A  - 6907 )，I; HI 百J ｾ 年 ｴｴＺ［ ＰＰＰ Ｓ 号 合 同 特 許 lli 材 工 業{附

I  A  - 1  エ パ ー ウ オ ー ル 2  1. 6  l人l 外装 天井 30kg袋 A  - 6907 」出材開 ｬ ミ ＢＡｆ ｾ［ ＰＰＰＳ ｾ［Ｍ 合同特許!辿 材工Y: ; ( 附

A  - 1  チ ヨ ダ ニ ュ ー リ ン ン 2  1. 2  I人l 外 装 ・天 井 30kg袋 A  - 6907 千代凹 f仁nrn

A  - 1  トーヨーリ y ン 2  1. 5  内 外 装 ー) e j j 今 30kg袋 A  - 6907  京協化成( 附

I  A  - 1  ノ ー ベ ル リ シ ン 1 8 2  1. 0  l人l 外 装 . ，k} 1  25kg袋 A  - 6907 JよHI ，;J '手首，0003- l } )L室長 illl 化仁業( 附

A  - 1  エマノレリンン 2  1. 75 内外装 ー パ ｾ ｪ 30kg袋 A  - 6907 ｊ 左中 ｾＧ ｉ ，［ｊ 1辛苦，0003
J
，.止 明日f化 'γ ー工業( 附

B  ① 小 野 01 ユ ニ ス タ y コ 2 - 3  10. 0 I人l 外 装 25kg袋 Jι 材 rr; J等主l 0003サ 小 !I'f'問主II 材( 附

B  ① キ ク ス イ タ イ ロ y ク 2  6 .0  I人l 外 装 35kg袋 ｾｉ［材同等第 ＰＰＰ Ｓ Ｍ｜ ヲ 菊水化学工業( 附

B  ① ダ イ ヤ ロ ッ ク 3  7. 0 Iλl 外 装 ・夫 jl ・ 30kg袋 Ｉ ， Ａｩ 材 ｲ ｲ［ ｊ 等白ｦ＾ｏ ＰＰＳ ｾｊ I丘和化学工業( 附

I  B  ① エ パ ウ オ ー ル D 2  7 .0 外 装 下 吹 18 e  fn ・ |二"X 30kg袋 Ｉｉｾ 材 ｉ ， ［ｊ ｾ辛 ｾ ＰＰＰＳ Ｍｬ ｊ 合同特許主l l H工 業 側

B  ① チヨダ，、イリンン 2 - 3  5. 5 内 外 装 30kg袋 下代凹化_ L(I制

B  ① トーヨースタ y コ 3  - 4  5 - 7  外 装 25kg袋
東 IU)j 化成{ 仰

B  ① セ フ ス タ y コ 2  5. 0 外 装 30kg袋 l lvl <安，"!.I!;化T. ( W

I  B  ② プ ロ ク リ ー ト ソ フ ト 1  2. 5  天 井 10kg袋 Ｉ，ｾ材ｼ百 ｬ 等第 ＰＰＰＳ 号 ( 附エービーシ一間会

B  ② ミクライト A P 1  - 3  6. 0 米 JI 50 e 袋 法 材 |言p年第0003サ ( 附エービーシー閉会

B  ② ダ イ ヤ セ イ ル 2  5. 0 天 J I 主 材 15kg袋 if.;} Jlli'i IJl 8kg {r; I  ｾｉ［＠ { .tI;i J  ';1H I¥ 0003号 td利1化学工業( 附

B  ② キタスイハーノレロ ｾ 7  2  3. 0 天 井 15kg袋 発j水化学工業( 的

B  ② ス タ ー ラ イ ト K 2  3. 4  天 井 20kg袋 J色付加J ｾ手 第 ＰＰＰＳ ｾｪ 合 l古l化 ' 学工y:;( .附

B  ② ジュラ y クス 2  1. 25 内装 ・米 } I 20kg 1 カートン J.!i H 同= 宇都0003号 阿国化成工業{ 附

I  B  ② アロｾ 7  2  3. 5 内 外 袋 天列 27kg 袋 JL 材 I，;J 寺 第0003号 スチライト工業( 仰

B  ② ヴ" ノレキン P V 1  - 2  2 .0  内 装 . - ^UI  50 e 袋 . 20kgf n )，I; H  I，;J ｾ Ｇ￬ ［＠ ｾ ￬ ＰＰＰＳ ｾｽ＠ 111:界 長(仰

I  B  ② チ ヨ ダ ニ ュ ー ソ フ ト 2  1. 5  天 ! I 25kg袋
千代目l 化工( 仰

I  B  ② チヨダヒノレソフト 2  0 .7  天 井 25kg袋 千代問化工( 仰

l  B  ② チヨタv 、 ノレソフト 2  2. 5 天 ) 1 25kg袋
下代間化工( 仰

B  ② デノレコート 2  4 .0  内談・ 米 ｾ ｉ Ｚ 16kg袋 J島村 I，;J 芳 首， 0003号 (附 日自IJM!'

I  B  ② ゾノライトアカウスチカルプラ7- . 7 - 2  1.3 天 井 10kg袋 庄村| 百l 苛苛，0003号 ハミ 7 ライトオブジヤ川ン

I  B  ② ヒノレデンコート 1  3 .5  内 装 ，ｫ ｾ Ｑ＠ 15kg袋 )，I;-I1' I，;J と守 首， 0003
J
，) ヒルデン( 附

I  B  ② ヒノレテ' ンライト 1  1. 8  内 装 J ミヂ1 15kg袋 )，I; HI ，;J 等首l 0003
J
，j ヒノレテ' ン 例4

B  ② ヒノレスカラー N 2  2. 0 内 装 . ，k -}I  15kg袋 Ｉ，Ａ［ ｾ イ Ｑ 百 ｪ 当者担 ｬ ＰＰＰＳ ｊ ，Ｉ ヒルデン(rn

B  ② ダンコート P 2  1.8 天 } I 18kg袋 18kgi !i 不燃 ( 11̂1) 第 1015号 憎 ｾｦ 左 ｩｬ ｬｉ ｬＺＺ ，

I  B  ② タ' ンコト F 2  10mm 折版1 . ; 1十l{ 12kg袋 18kgi n 而f 火 R - 0026 l附 1.1，:波 );，I}

B  ② セ フ ミ ー ト 2  1. 5  内装 . ) eJl 13kg袋
山 本 烈:y:; 化 ーl二附

11  A  ① ア ト ロ ン リ y ン 2  1. 2  l人l 外 装 25kg{r; A  - 6909 イサム ifr. 本K W

II A  ① 1  P リシン 1  - 2  1.3 内 外 投 23kg臼7 A  - 6909 J品村 I，;J '存司'¥0004
J
;子 イン 7ーナγ ョナルベイント酷i

II A  ① ウオ J レコート S カ ラ ー 1  - 2  1. 2  I人l 外 装 . ) ミjl 24kg1n A  - 6909 JUJ 材 I，;J とす 第0004
J
，) ( 附エービーシー i閉会

II A  ① A R コート 1  - 2  1. 2- 1. 4  !人l 外 袋 ・天 !I 28kgf官 A  - 6909 」在中寸 I，; Pす白1¥0004J，) 大 織 化 学 にYi (rn

II A  ① へ ー ベ ル コ ー ト 2  2. 2 内 外装 ー天 jl ｦ ｾ 主 Ｒ Ｘ ｫｧ 缶 ー Ｑ Ｇ｟［ す Ｇ Ｒ Ｘ ｫｧ ｻｃＭ A  - 6909 j島村 I，;J ｾ平苫 ｜ ＰＰＰＴ ｾｽＭ 大 儒 化 学 仁X; (附

II A  ① 小 Tf' 1I 1 7 7 リJ レユニ 2  1. 3  内 外 装 ー天チ l 22kgi fo A  - 6909 法材 ｉ ， ［ ｉ ｾ 辛苦 Ｇ｜ ＰＰＰＴ 号 小 野 BI 主主村附

II A  ① ニ ュ ー セ ン セ - ; ; ョン 2  0 .45  内 外 装 5 ガロン m A  - 6909 小野回生l l H仰

11 A  ① →1' 7  . ，ク リシンアタリノレ 1  - 2  1. 0- 1. 5  内 外 装 犬 JI 24kg{ n A  - 6909 )，1;村 11i] ｾ辛第 ＰＰＰＴ ｊ ，Ｉ 川 ｉ ｾ［ 従 事 ｈ 附

II A  ① ア J レコ' ン 2  1. 45  - 1.  65  内 外 装 23kg (li A  - 6909 ) H Hr; 1等 第0004サ |則丙へイント( 鮒

II A  ① カ ベ ト ン 3  0. 5- 0. 6 内 装 20kgi u A  - 6909 )，1 ; 材同等首，0004'り |則 l珂ベイ ント( 附

II A  ① カ ン ベ マ ス チ ;.;7 A 1  1. 0- 1. 4  内 外 装 ・天チl 20kg{J i  A  - 6909 1島村 1，，1'手 首'¥0004サ ｬ 比 ｉｾｱ ペイントＨ附

II A  ① キ タ ス イ コ ー ト リ ン ン 1  - 2  1. 2  内 外 装 ・大} -I' 27kg{ n A  - 6909 J，qイ I，;J 等割，0004サ 菊 水1t ? T . 1J 附

11 A  ① キクスイコートリ y ン綴水 2  1. 2  f人] 外装・夫 J Iニ 27kgi l i  A  - 6909 菊水化午工業{ 仰

II A  ① キクスイコートリンン荒目 2  1. 3  内 外 装 . . k Jl 25kgi J i  A  - 6909 術 水 化"f: ｛ＧＮＱｾＨ附

Il A  ① ンョーフレ y クスポ '1 ウムコート 3  2. 5- 3. 0 外 装 23kg11i  A  - 6909 近J i : 化引仰

II A  ① ンョー7 レ，7 7- 77' ) ルリンノ 2  1. 5  内 外装 23kgi l i  A  - 6909 Ｉｉ ｾ 村 ｉ ［［ｊＢ 手 ｾ ＰＰＰＴ ひ j[[ 1iコ f ヒマ桝j

II A  ① ンョー7 レッ7λ77' ) } レJI:." ノM 2  1. 0- 1. 2  内 外 装 20kg1n A  - 6909 i斤陀化' 下( 附

II A  ① ンョー7 レ，7 7- 7 7 リル' ) シン Z 2  1. 2  内 外 装 23kg{r;- A  - 6909 J在中{ " ，" 辛白1¥0004 J'J ・ j!L I Ht "t ( W 

11 A  ① ンョー7 レ，7スローラーリン/ 1  - 2  1. 3  l人i 外 装 25kg{ n A  - 6909 )，1; ｻ寸Ａ日 ｰ 存ヨ ｾ ＰＰＰＴ ｊ ，［Ｍ j!i li ゴ化小( 仰

11 A  ① y ョ- 7 レ ，7 A 7ルコート 2  0 .9 l内外装 22kgi 行 A  - 6909 Ｑ 庄村 ＱＢＱ 等司 ｾ ＰＰＰＴ J，j  近 J!:1t'γ ' : (W

11 A  ① ア ク リ ル ダ イ ヤ 1  - 2  1. 5  内 外 装 . Ｎｫ Ｉｾ＠ 24kgi n A  - 6909 法 ｈ ，Ｂ ｉｾ 存第 ＰＰＰＴ Ｇ り 恒手11化学工; JJ 附

II A  ① ダ イ ヤ E P  ') ; ' "ン 1  - 2  1.6 内 外 装 ・天井 27kg if; A  - 6909 J L材 lciJ ｾ庁第 ＰＰＰＴ 号 til 和化学工業( 附

II A  ① ダ イ ヤ マ ス チ ' / 7 A 1  1. 2- 1. 4  内 外 装 20kg (r; A  - 6909 JL 材 I，'J '. 事罫'¥0004号 t'l j' U1ヒサ' 工設側

II A  ① ダ イ ヤ ロ ー ルM l  0 .85 内 外 袋 天 井 24kg{ n A  - 6909 』庄村| 司等抗日004J，) -t!l 手U1ヒ' 下一仁史( 仰

II A  ① ス タ ー ア ッ ク ス リ シ ン 2  1. 2  内 外 袋 24kg{.r;. 
A  - 6909 i L材 I，;J 等 第0004サ 合同化学工業( 仰

11 A  ① ス タ ー ロ ー ル 2  0 . 6  内 外 装 20kg{ft A  - 6909 作 |百] 化学工業側

II A  ① スターソ 7 トロ ラー 外nl lfl1 1  - 2  1. 3  外 袋 20kg街 A  - 6909 作同化学工X ; ( 附

II A  ① スターモノレベ 2  1. 0- 1. 2  外 装 20kg台7 A  - 6909 J島村 1，;1等 首¥0004サ 合 同 化学 工 業 側

II A  ① エ パ ー サ ン ド 外 部 別 2  1. 3  内 外 袋 ・天 井 20kg缶 A  - 6909 ) ，1; 材! 言j : 存第0004号 合同特許主l l H工業( 仰

8  他築と 社会/ 1975'1' 1 1)1号
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11 A  ① y オf カ ケ ン # 400 1  1. 5- 2. 0 外 装 25kg (li A  - 6909 1141"1化研工業{ 仰

11 A  ① y ボ?カ ケ ン # 500 2  1. 4- 1. 45 外 装 25 kg{i i  A  - 6909 J" 付 問 主写司' 0004 .... ;  聞いl化 研 c 業( 附

11 A  ① ＧＭＧｾカケ ン ｄｏ 2  0 . 95 - 1. 2  外 装 25kg街 A  - 6909 人け ｈ ｲ［ Ｑ 専 有 ｾ ＰＰＰＴ -'，; 間[ ，，[ 化研工業l附

1I A  ① ラフオ、ス 7 2  1. 95- 2. 4 外 装 20kgf. n  A  - 6909  II LJ [I<[j ヒulf I:j 佐( 附

II  A  ① G O リン ン 2  1. 2- 1. 5  l人l 外 袋 ー天 n 2Skg{ti  A  - 6909 JH i l司等白1 ¥0004 ｊ ， ｾ ｟＠ ド[1 点検車H仰

11 A  ① ンン トＭＧＷ ス チＮ ｾ 7  A  1. 2- 1. 4  内 外 装 ポ n 20kg1n A  - 6909  ｊ ，ｾ付 ｬ 司［［ｲ［［［Ｚｲ［ ＰＰＰＴ ｾｊ ｾ＠ ｾ ｛ｉ 品 工命事 Ｇ Ｑｻ附

11 A  ① ンント フ フ コ ー ト # 100 2  1. 0- 1. 2  内 外 装 ・大 JI 20kg(ti  A  - 6909 Ｉｊｩ材 ｉ ｲ［ ｲ 等み ｩ｜ｏ ＰＰ Ｔ ｾ［Ｇ ｾ ｉＧ 見 ひや宇 ｈ 附

I1 A  ① y ン トー ラ フ コ ー ト# 200 3  1. 8- 2. 0  内 外 装 天 JI 20kg{_n A  - 6909 NI点検字K W

11 A  ① ス ズ カリ ン / 1  - 2  1. 3  I内 外 装 天 ) [ ， 25kgf l 1 A  - 6909 ｊ ， ｾ村Ａ日｝寺 弘 Ｑ｜ ＰＰＰＴ Ｂ［ 鈴Ａ免 ｩ ｾｾ む ｈ 附

II  A  ① レ ジ リ シン すト ￭ｾＱ Ｑ ＱＱＱ 1  - 2  1. 2  内 外 裟 ・ 天 J [ 20kg缶 A  - 6909 ｊＢ 村伊 Ｑ 等 ｾＢ｜ ＰＰＰ Ｔ サ 大 11 ，ｪ ， ｩ ｾ 料開 Ｔ

1I A  ① チ ヨ ダ ニ ュ ー レ ジ y ク ス 2  1. 2  内 外 装 ・天 井 2Skg1n A  - 6909 JJif i 同等白i ¥O004 J，}- T 代 UJ 化 ー1:(附

11 A  ① 千 ヨダ，、 フ ー コ ー ト 2  1. 2  内外霊長 ・米 n 25kgrF;  A  - 6909 Ｉ ｪｾ 村 Ｑ ＢＱ 等白Ｑ｜ ＰＰＰＴ ｊ ，［ T 代日 If ヒI : ( 附

11 A  ① チ ヨ ダ，、ラ ロ ー ラ ー 2  0. 5 l人] 外装- ) .く JI ・ 20kg (ti A  - 6909  ｊ ，ｾ村伊 ｬ 等第 ＰＰＰＴ J，; _  T 代 IIlf ヒ_1:(附

11 A  ① チ ヨ ダ レ ジ y クス V 2  0 . 8 内 外 装 天 JI 22kg伝 A  - 6909  下 代 IIlf 仁 r.{仰

1I A  ① アク リ ルサニー 外 ｦｦｬ ｾ ｲｮ 1  - 2  1. 1  外 装 24kg{ n A  - 6909 ＩＮｾ付 ｦ 詰ｊＱ存主Ｑ｜ ＰＰＰＴ ｻ［ テ イ カ N・;(;(附

11 A  ① サンテ "/7 7...テA ラ， 7 .7， ;ヰ100 2  1. 7  lλI 外 装 ・大 J [ 25kgtti  A  - 6909 J" j 寸|百l 等i . i ¥0004 り ｊｬｾ＠ 'IFペ イ ン ト( 仰

11 A  ① サンテＢ， ＷＱ ，テラ γＷ ス ｾＲ ＰＰ 2  1. 7  内 外 装 k Jl ベース20kg{I; ' ' ，¥'，付20kg袋 A  - 6909  ｊ ，ｾ付 Ｑ ，［｝Ｇ等抗 ＰＰＰＴ り ｊｬｾ＠ 'IF ベ イ ン ト( 仰

I1  A  ① サノテ， Ｗ ＷＮＮＮテラ ＢＯＷ ス ｾ ＱＰＰＰ 2  1. 7  
lλl 外 投 。大 J [ 4  ス20kg{ n .  '，'，十寸20kg袋 A  - 6909 ｊｈ Ｍｴ ｬ 百 ｬ 等 ｾｾ ＰＰＰＴ ＭＧ［［ 見 ｾ '11' へ イ ント (附

11 A  ① トア 7 ス チ / 7 A l  1. 2- 1. 4  lλI 外 袋 k Ji' 20kgl ti  A  - 6909 * ・11'へ イ ノ ト(仰

1I A  ① ト ー ヨ ー コー ト 外ffI) J l J 2  1. 0  外 装 18  e  1n A  - 6909 ｊｈｩｬ 吋寺第 ＰＰＰＴ ｾ［ ｾ ｾ防 ｩ ヒＯ，ｊ＼ＺＨ Ｇ仰

11 A  ① ト ー ヨ ー フ イ 7 2  5. 0- 6 . 0  外 袋 . k J l 25kg .lfI A  - 6909  Ｊｾ時 ｦ ヒｉＩｊ＼ＺＨ ，仰

I1 A  ① サナウンテ y トリ シ / し 2  1. 15  内 外 装 大 J[ 23kg{ti A  - 6909  地中寸 l吋 寺 第 0004 J，j  日本寸与徐裕料( 附

II A  ① サ ウ ン デ y ト リ シ :-- L L 2  1. 15  l内 外 装 天 n 21kg{ 1i A  - 6909 J島村! 日J l 手品i ¥O004 J，;. 日本特殊写生料( 附

11 A  ① ヘ キ サ イ ト リ ンン 2  1. 0  内 外:主主 ・ポ J [ 20kg (f; A  - 6909 J Hi 同等ゐi ¥O004 1}- 日本的料化' 判f ' . I )

11 A  ① ニ y ベ ス ー ハ ー リ シン 1  - 2  1. 5  fλl 外? を ・米 JI 2Skgf n  A  - 6909 ＩＮｾ付Ａ古ｊＱ年ｩｉ Ｂ｜ ＰＰＰＴ Ｑ ｽＭ 日 本ベ イ ン ト併4

I1 A  ① ニ y ベ リ シン 1  - 2  1. 5  内 外 装 ・米 J[ 25kg( r; A  - 6909  J主村同等みi ¥O004Jり 日 本ベ イ ン ト( 附

I1 A  ① ニ ッ ベ マ ス チ " / 7 A 1  1. 2- 1. 4  lλ IYト幸先 : kJ l  20kg(ti  A  - 6909  法 材 H 等 m 0004 ひ 日 本ベ イ ン ト( 附

11 A  ① 
，、ーゲン リ ンン 1  - 2  0. 9 外 装 20kg (1i A  - 6909  7 ジワラ 化予壁材 l :，t ( W

11 A  ① フジワ 7 ( 7) アタ リJ レリシン 1  - 2  1. 2  外 装 25kg (l ;  A  - 6909  Ｗ ジワラ 化 Ｇ ｦＺ ｾｉｾ H 工，t (附

11 A  ① ノ ー ベ ル コ ー ト L 2  1. 5  ｬ 人 ｬ 外装 ー ノ Ｇ ｾ ｮ 20kg (1i A  - 6909 ｊ ，ｾ材｛Ｂｊｬ寺第 ＰＰＰＴ '，; ) L ，長i lll 化 r' 舵(附

11 A  ① リ y ノ ス ー ハ ー 100 G 1  - 2  1. 2  内 外 装 AJ [  20kg{1i A  - 6909 水 谷ヘ イ ン ト(f'.I)

11 A  ① ミ ラ ソ ク ス 1  - 2  1. 0- 1. 5  l人l 外 装 k J [  20kg( r; A  - 6909 ミ リ寸 / ペ イ ン ト( 附

I1 A  ① エ 7 レ γ クス リ シン 2  1. 5  内 外 装 20kg (Ii A  - 6909  ｊＮｾ 付同等 ｭ ＰＰＰＴ ひ "J lulf 化ザ' J 二業( 附

11 A  ① エマ' ロー- 1レ 2  0. 75  内 外 装 20kg: t;- A  - 6909 Ｉｬｾ 材同等苫 ｾ ＰＰＰＴ -'，; Ｑｾｬ￺ｬｦｦ ヒ Ｇγ 工業Ｈ附

11 A  ① セ フ コ ー ト 2  1. 5  内 外 装 . k Jl 25kg{ F; A  - 6909 J" H1百j 害者 ;: no004九; 山本 ｾ ￭ 業化工Ｈ附

11 A  ① ビニロ ｾＷ リシ ［ＮＮＮ ｎ ｯ ＳＲ ライン 2 - 3  1. 6- 2. 15  外 尖 ｛ ＧＮＧ ｾ Ｑ Ｘ＠ e  (Ii・ 1" 1' 18 e  (Ii A  - 6909  AL村同等白1 ¥0004 り ロ y タ ペ イ ン ト{仰

11 A  ① セ ラ リ ン ン 2  1. 2  l人J 外 笈 2Skg{Fi ILJ - 1 メ兜業化」二i附

11 A  ① キ ク ス イロ ー ル 1  - 2  0. 8- 1. 5  内 外 袋 20kg{ Fi A  - 6909 保j 水 fヒ'γ' J : .業( W

11  A  ① ニ; ，- /ノ リンノコート No350ライノ 1  0 . 8- 1. 0  外 ;設 20kg A  - 6909 久 {以不ペ イ ン ト( 附

11 A  ① ニ y ンンリンンコート Nu360ライン 1  0 . 8- 1. 0  l人l 外 狭 20kg  A  - 6909  久 ｦａｾ 苧 ヘ イ ン トＨ附

11 A  ② 
ス チ y フ ル コ ー ト # 45  2  1. 5- 1. 0  rJ..1  主主 20kg  .  18  e  (1;  A  - 6909  Jム村r ..j 寺 第0004サ イノ7ーナy ョナルペイント 附1

11 A  ② I P ジユ フ ク 1  - 2  0. 9  I人l 装 20kg  .  18  e  (Ii A  - 6909 イノFーナy ョナルベイノト 嗣j

1I A  ② ス チ '/ 7 1レコート # 43  2  1. 5- 2 . 0  内 装 20kg  .  18  e  (1;  A  - 6909 J L村 l司等 m0004 1; . インFーナンョナルベイノト附

11 A  ② 
スチ y プ ル コー ト # 400 2  1. 5- 2. 0 内 装 20kg  .  18  e  (ti A  - 6909 i ，J ; 村同等主1¥0004 ｾｽＭ イノターナy ョナルベイノト(欄

11 A  ② 
ウオールコートアク リル内装川 2  0. 9  l内 装 k J [  ドifI'. 25kg( li" [..i !t. 20kg( (i A  - 6909  J " u同 等 m 0004

J
，}- (Wエ ー ピ -，_. . . ー ! 朗会

11 A  ② ウ オ ー ノレコー ト5 カ 7 一 1  - 2  1. 2  内 外 装 ・λ: J ト 24kg{1i A  - 6909 J左H [ 百p事白('; 0004-' ，; ( 附エ ー ビ ー シー 閉 会

11 A  ② ウ オ ー ル チ y ピ ー 1  - 2  0. 7  l村 袋 6  kg ir; • 8  kgF) ，j ・3. 5kg袋 A  - 6909 J Hl l 討l 等 m 0004 り (f'.I)エ ー ビ- ，_. . . ー im会

11 A  ② 
フ レ y ク ス ト ー ン |、 l ・1-. 1 0 . 2 ・0 . 3 内 装 l、12kg . J : 18. 4kg  A  - 6909 ｊ ，ｾ材同等第 ＰＰＰＴ Ｑ ｽ (附 エ ー ビー シ ー 尚会

11 A  ② 
A H コート 1  - 2  1. 2- 1. 4  内 外 装 . 7': JI 28kg{n A  - 6909 Lt 材同等自，0004

J
，}- 大f晶 化 ' γJ こ業(f'.I)

11 A  ② 
へ ー ベ ル コ ー ト 2  2. 2 l人j 外 装 ・大 n 28kg (r; A  - 6909 J島村同等! : i ¥0004 号 人:t晶化' 下J : 業{ 附

11 A  ② 小型f ' 1l l ア ク リJ レユ ニ 2  1. 3  内 外 装 ー大 J I 22kg{_rj'  A  - 6909 ｊ ，ＧｩｦイＡ百 ｬ 寄 ｦｾｾ ＰＰＰＴ ｊ ， ｊ 小野川主II 材( 附

11 A  ② ザ ラ "/ 7
1
) シン M 1  - 2  1. 4- 1. 6  内 装 ・天 )1 25kg (r; A  - 6909 J，q 寸同等 m 0004 サ 川 し守主宇K W

11 A  ② 
ア ノレコ' ン 2  1. 45  - 1. 65 内 外 袋 23kg{i; A  - 6909  ｊ ，ｉｩ ｈｦｩｩｬ 等音 ｾ ＰＰＰＴ ｊ ， ｝ l刻 凶ペ イ ン ト 附

11 A  ② 
カベ トン 3  0 . 47- 0. 61 内 装 ＲＰ ｫｧＨｊｾ Ｇ＠ A  - 6909 J川 4 同喜平白(¥0004 ｊ ，ｾＮ＠ l則 阿ペ イ ン ト( 附

1I A  ② 
カ ンペ Ｗ ス チ ｾＷ ａ 1. 2- 1. 4  rAIYト主主 米 JI 20kg{ti A  - 6909 l則PGペ イ ン ト( 仰

1I  A  ② 
カ ン ペ7 ス 手 y ク B 1  1. 3- 1. 5  内 装 20kg (J1 K  - 5668 J.!it i 同等冒' 0004.... 子 l如 何ペ イ ン ト( 掬

11 A  ② 7 ジ カ ワ コ ー ト 1  1. 2  内 外 装 25kg{_n '1.:.¥; 1: 川 If{i 'I'ベ附

11 A  ② ニ ュ ー猿 楽 1  0 . 7  内外; J i ，; 25kg (fi 
';; o;  1: lll l m' l>( f'.I) 

11 A  ② λチy プルピニペイント( ローラー111 ) トl 上2

0 . 08 - 0. 1  
f人j 袋 20kg( f; 

l品Ijl4ペ イ ン ト( 附

0 . 2  - 0 . 3  

11 A  ② スチップルピニペイント{ 欧十1 m)
」1J二lr  e  B1『1

0士一旦082- 00 51-0013  6  内 外 装 天 J [ 20kg (l; l見I1珂ペ イ ン ト{ 仰

11 A  ② キ ク ス イ じ ゅ ら〈 1  - 2  0. 6 lλl 波 大 ， 1 25kgi Fi A  - 6909 J，1;.I' 1 同等白(¥O004
J
'7 発j水化' ' ( ，工業側

11  A  ② S F 天拘ーリ シン 2  1. 4  k  n  20kg (f; A  - 6909 J &材 間 当i i.i¥0004号 近J i二化学( 仰

1 11 A  ② さん し ょ う ジ ュ フ 7 2 - 3  0 . 7  内 装 20kg (r. .  A  - 6909 )，1; 村J i i J等 m 0004号 近 1主 化 学 側

11 A  ② ンヨー Ｗ レｾ 7 7，コー7 ，7 N G 2  0. 8- 0. 9 f人l 装 20kg{ r，- K  - 5668  ) ，1 ; 材同等第 0001-¥] 近 t i : : 化小( 仰

11 A  ② ンヨー7 レ y クス コ- ? " I '7 G  2  0 .6- 0 .7  いl 室長
18kg{f;- K  - 5668  i，J; H 同 等 m oool サ ili: ri o化 q，(f'.I)

11 A  ② ンヨー7 レ '/ 7 Aアクリル リンン 2  1. 5  内外生2 23kg自7 A  - 6909 ｊ ι 材 ｬ 可等 割￬Ｇｬ ＰＰ ＰＴ ｾ 子 近 I主化' ' ( ' (f' . I)

11 A  ② ンョー7 レ ，7λ 7 7 リル '1 シンM 2  1. 0- 1. 2  l人l 外 装 20kg{日 A  - 6909 近 ti: 化学( 附

11 A  ② ンョー7 レ " / 7λ77 リJレリンン Z 2  1. 2  内 外 装 23kg( 1i A  - 6909 Ｑ ，Ｑ［ 材 ｼ 百 ｰ 専 ｭ ＰＰＰＴ ｾ ｽＭ 泣 nコ化' 下( 附

11  A  ② ショー7 レ y クスローラーリンノ 1  - 2  1. 3  l人l 外 装 25kg{f i  A  - 6909 ｊ よ ｈ ｉ 司等 ｩＮｩ｜ ＰＰＰＴ ｾｊ j!i: Ji : 化 学l附

11 A  ② ンョー7 レ y クスアルコ ト 2  0 . 9  1"1 外 装 22kg{ n A  - 6909 Ｉ， ｾ Ｎ ｈｉ 司等 ｾＧ［ ＰＰＰＴ 号 』斤 l i: 化 'γ ・(附

1I A  ② ダ イ ヤ ジ ュ ラ ク 2  0. 6  内 装 ] "uX20k耳{ n ・ ト.. 11.x24kg {n 1  A  - 6909 』島村 l吋等 m0004>'; tfi .手11化 γ ー工X ; { 仰

9  
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番 号

II A  ② ダ イ ヤ ソ 7 ト内部用 2  0 .8 内 装 22kgi n K  - 5668 必 材 Ilfj ｾｙｊｾ＠ ｾ ＰＰＰＴ モ［ が手口fヒ' ' ! 仁にた{ 附

II A  ② ダ イ ヤ マ ス チ ，7 8 1  1. 3- 1. 5  内 装 20kgf日 K  - 5668 ｬｈｾ ｉ ， ［ｊＱ写ヨ Ｇ［ ＰＰＰＴ Ｇ ，ＺＺ［ 十".制1化ザー工業( 附

II A  ② スタ ジュラ 7 2  1. 0  内 装 ・天 t l 22kgf f; A  - 6909 合 同 化γ. 工業( 仰

II A  ② ス7 ソフトロラ 内ff F>fll 1  - 2  1. 4  内 是 主 20kg !r; A  - 6909 
合同化さl ' じ知的

II A  ② エ パ ー サ ン ド 内 部m 2  0. 6  内 装 20kg{ 1i A  - 6909 Ｉ，Ａ［Ｎｉ寸 ｬ Ｇ ｩｊ 守 Ｚ白 ｾ ＰＰＰＴ ｊ ，［ Ｎ イ十I白l特 J i'-l J l H工業( 附

II A  
② ［Ｎ，Ｎｾカケン Ｃ 500 2  1. 2- 1. 45  内 装 25kgf f'; A  - 6909 Ｉ， ｾ村 ｉ ， ［ｊ ｾ手 首 Ｇ｜ ＰＰＰＴ ガー II 月Itl 化 uJ Uこ知的

II A  ② ン ポ カ ケ ン D O 2  0. 95 - 1. 20 内 装 25kg (r; A  - 6909 Ｉ， ｱ Ｍｴ ｉ ， ［ｊ 等白 ｎ ＰＰＰＴ ｾｪ 凶作l化研工業( 附

II A  ② y ポ? カケン #300 2  0 . 75- 1. 0  戸、l 袋 25kg (fi  .  16kgf n A  - 6909 ｊ 庄中 ｈ［ｊ 守 Ｇ ｾｩＰＰＰＴ サ Ｑｉ 月間化研工 ｾｦ 仰

II A  ② S K コート # 4000 2  0 . 95- 1. 5  内 外 装 25kgf n A  - 6909 Ｑｉ 月間化 ￺ ｊｬ Ｇｊ てｾＨｲＮｦ＼Ｉ

II A  ② ジ ュ フ ッ ク ス 5 2  0. 7 内 装 :...--'720kg( r; 'J - S20kg自? A  - 6909 lJ i Hl W 辛白i ¥0004サ ＱＱｾ Ｑｊｩ Ｑ 化成工た Ｈ附

II A  ② ジ ュ フ ッ ク ス B 1  1. 7  内 装 . j C }I 約2〉3fAkＴｶ Ｒ寸ぞ ＺＮ ｾｾｾｾオぷ ぞ 技 法リ圭桂 内主 ;J 巳
A  - 6909 Ｉ，ｱ ｾ Ｇ ｉ ， ［ｊ ＧＺＧ￬［罫 Ｇ｜ ＰＰＰＴ ｾｽ ｉｉｾ＠ Lfil 化成工業( 附

II A  ② ジュフ y クス R 2  0 . 9  内装・大} 干 '1
11

収20kg (r; . 上 吹 25kgfl7 A  - 6909 Ｉ， ｾ材 ｬ 百 ｊ ｾＧＡｊ［ 白 ｩ｜ｏ ＰＰＴ ｾｽ 凶同化成工業( 料品

II A  ② キ ョ ウ テ y クス 2  0 . 6  内 装 天ti 20kgfl 1 A  - 6909 Ｉ， ｾ材 ｬＧｩｊ￪ 手首 Ｇ｜ ＰＰＰＴ ｾ ｊＭ 布l'京 税 制 鮒

II A  ② サ テ ン ラ フ 1  - 2  1. 4- 1. 6  |刈袋 ・*. )1 25kgf n K  - 5668 1ι HI ，;J てす ｾ ＰＰＰＴ ｾｽ＠ 作I'JIι 喉事，Kt.ね

II A  ② ジュフク→T テン 2  0 . 9  l人l装 J く)1

ジ ュ フ ク 4ナテン 16kg{ r; .  

A  - 6909 ) HHi J 苛苛¥0004J' J  やl' 耳υ 駐車'K十ねｾｉｕ＠ 1I)J filJ 22 ｫｾ＠ f C" 

II A  ② ジ ユ フ ク サ テ ン ソ フ ト 2  0. 6 内 装 ・ 大 ) 1 16kgfl i  A  - 6909 ｬ ，ｾ 材Ａ日 ｬ 司自 Ｑ ＰＰＰＴ 号 やI'JI ι 主h宇H附

1I  A  ② ンントーエ' 7 7 ' イノレ 3 - 4  1. 0- 1. 2  f人l装 天 )1 20kg{r;  A  - 6909 Ｉ， ｾ材 ｉ ， ［ｊ 苛自 Ｇ｜ ＰＰＰＴ ｊ ， ｊ 相l' 点検辛K W

11 A  ② ン ぷ ト ー マ ス チ ッ ク A 1  1. 2- 1. 4  内 外 装 . ) <) 1  20kg{ 1i A  - 6909 )，1;-1寸 biJ Ｚ［す ｾ ＰＰＰＴ Ｇ ， ｽ 布 ｉＧ ｊｬ ｕ Ｇￍｴｾ む ｋ ｾ 羽

II A  ② ン ン 卜 ー マ ス チ y クB 1  1. 3- 1. 5  件'J 公 20kg{ 1i K  - 5668 Ｉ， Ｑ［材 Ｑ ， ［ｊ ＧＺＧ￬［ ｾＱＰＰＰＴ ｾｊ ＱＧ ＱＧ 東 主主 事 Ｇｋｾ 柿

II A  ② ハ イ プ ，"/ II 引 3  0. 74 内 装 天 )1 20kg{ n K  - 5668 Ｉ， Ｑ［材 ｼ 百 ｪ 等 ｾ ＰＰＰＴ 号 やl'東神1料{t制

11 A  ② スズカジュ' 7 7 1  - 2  0. 9 内 袋 大 )1 25kgf n A  - 6909 )，r;中イ f{iJ 7!J:司'¥0004 り 鈴鹿主主辛Kt湘

II A  ② '7 7 トン I人]苦11m 3  0. 6 内 装 . j C) 1  25kg{ n A  - 6909 )，q -t l，iJ 専有10004ぢ 鈴 鹿 検 事H的

IJ  A  ② ラ フ ト ン ジ ュ ラ ク 3  0 . 6  内 装 . k ) 1 25kg( f; A  - 6909 J，E材|百J' 事由'¥0004号 鈴鹿金事'K掬

II A  ② 
ラフトンテ，，' 7 ，， 7 7，内 ffllJJJ

ド1・"' ' 1

0. 915 内 装 . J<: ) I  20kg !r; ・4 kg{fi  A  - 6909 Jι 材|百J' 事司'¥0004号 鈴鹿主主料側
I-.l 

IJ A  ② 7 7 ト ン さ ざ な み 下 l ・上 I 0. 4 内 装 . X Ji' 20kg(1i ・4 kgfl i  A  - 6909 鈴鹿主主1 "K'仰

11 A  ② ラフトン」、_ ，. き
」ド: 11 ・寸' 1

1. 215 内装天J i ' 20kg(I ，' ・4 kg自7 A  - 6909 法材 ｼ 百 ｊＺ 写 ｾ ＰＰＰＴ 号 鈴腹役事'K'仰

II A  ② レ ジ リ シ ン 内 部 用 1  - 2  1. 8  内 装 上 20kgfl l ・ F l 6kg (T; A  - 6909 )，!i HI ，;J' 事担10004号 大日本塗事， ｋｾ 品

II A  ② チ ヨ ダ ニ ュ ー サ ン ド 2  0 .8 内 装 25kg( f; A  - 6909 )，1;-1寸 I，;J ':'i; ｾ ＰＰＰＴ サ 下代日 l化工( 仰

11 A  ② チヨダニューリプノレ 2  1. 0  l人l 外 装 20kg( f; A  - 6909 千代日 l化 工i仰

II A  ② アクリノレサニー内部Hl 1  - 2  1. 1  内 装 24kgf n A  - 6909 Ｉ， ｉ［ ｈ ｉ ， ［ｊ 可書 Ｇ｜ ＰＰＰＴ ｾｽ テ イ カ 産 業( W

11 A  ② サ ニ ー テ ッ ク ス 1  - 2  0. 54  F人l 袋 15kg{ Fi・ 下 i判 長)JII 剤 l kg1n A  - 6909 ｬ ， ｉ［ ｈ ｈ 将司 Ｇ｜ ＰＰＰＴ ｾｽ テイカ産業( 仰

11 A  ② デ ュ ー レ y クス # 100 2  - 3  0. 5- 1. 2  乱 Ｇｩｩ ￥ ［［ｾＩｪｊｬ Ｚ 20 e  ( n A  - 6909 Ｉ， ｱ Ｍｴ ｉ Ｂｊ 可首 ｾ ＰＰＰＴ J，;  デューレ ｹ タス 二 ｲＮｾＨ附

II  A  ② テ' ューレ y クス # 2000 2  - 3  1. 2- 1. 5  結成ｾｽｩＮｉｬ 30 e 耐 水1生ポーノレ A  - 6909 Ｉ ，ｱＭｴ ｉ ， ［ｊ 勾白 ｾ ＰＰＰＴ ｊ ， ［ テeュー レ y クス工剤師4

11 A  ② サンテ y クスデラ y クス #100 2  1. 7  戸、 ｬ 外企 Ｎ ｾ • k ) 1  25kg (li A  - 6909 )，1;-1寸 J.;J '1f百¥0004 り Jl i  'I Eペ イ ン ト 附

11 A  ② サンテ y クステ'ラ '1 7 ス#200 2  1. 7  l人l 外 装 j C) 1  ベース20kg !r; ・' I H-t 20kg袋 A  - 6909 ＩＢ ｕｉ ， ［ｊ Ｇ 寺田 ｾ ＰＰＰＴ ｊ［ｊ 見，，[ 1恒ペ イ ン ト 附

II A  ② サン T ? 7 スソフト 2  0. 5 F何 事E 14 e  {r;' A  - 6909 東 ;IEペ イ ン ト 附

II A  ② トアマスチ :.- 7 A 1  1. 2- 1. 4  内 外 袋 ・X ) I 20kg( f; A  - 6909 東 ｾｉｅ ペイントＨ附

11 A  ② トアマスチ ，7 8 1  1. 3- 1. 5  I人l 装 20kg( Ji  K  - 5668 東ヨEペイント( 附

11 A  ② トーヨーコート I人rffl¥Jl J 2  1. 0  l人l装 ノピ)1 18 e  (1; A  - 6909 J島村 IIIJ ｾ守司 Ｑ ＰＰＰＴ り Jl t l l J ) ; 化成(附

11 A  ② サ ウ ン デ y ト L S 2  0 . 75  l人r ［ｊＡｾ＠ 23kg( li  A  - 6909 Ｉ， ｲ［村 ｉ ， ［ｊ 等 ｾ ＰＰＰＴ サ 日 本 特 殊 ift.*，f(附

II A  ② ヘ キ サ イ ト ジ ュ フ 7 1  - 2  1. 0  I人l 装 25kg (li A  - 6909 )，r; H I，;J'!守白N0004
J
，) 日 本 検 料 化 '7・(附

11 A  ② ヘ キ サ イ ト 事llifli Jf J 2  1. 0  内 外 袋 . ) ( ) I'  20kg11i A  - 6909 Ｉ ｈｾ ｉ ， ［ｊ ，平 ｾ ＰＰＰＴ サ 日本住料化" { : 側

II A  ② カ ベ ンクス 5 2 - 3  0. 4- 0 .5 戸、l 装 ド"7-: 14 e  (1'; '  1二"7-: 25 kg {I'; A  - 6909 日本ペイント( 附

11 A  ② ニ y ペ リ ン ン 1  - 2  1. 5  !人I 袋 25kg( f; A  - 6909 )J ; 材 loi J 存症'¥0004号 日本ベイ/ ト( 附

II A  ② 
ニ γ 〈とえーハーリシン

1  - 2  1. 5  l人l 袋 25kg( f; A  - 6909 Ｉ，Ｑ［ＭＱ寸 ｉ ， ［ｊ 等白ｩ｜ ＰＰＰＴ ｾｊ 日本ペイント( 仰

11 A  ② ビニレ 1 7ス5000 A 千 y フル 1  0. 35- 0 . 45  l勾 袋 20kg{ f; A  - 6909 日本ペイント( 附

II A  ② ニ y ペ マ ス チ ' / 7 A 1  1. 2- 1. 4  l人i 外 装 λ; }I 20kg{l i  A  - 6909 日 本 ペ イ ン ト 側

II A  ② ニ y ベ マ ス チ ッ ク B 1  1. 3- 1. 5  戸、l 止t 20kg (li K  - 5668 1色村 (I;J :: 写白i¥O004'IJ 日本ペイント( 仰

II A  ② ア タ リ ル リ ス タ ー 1  - 2  1. 4  内 外 装 . j C Ji' 25kg (F; A  - 6909 il<材 I，;J 等司10004"; 1: .'; 士 川主s 材 工 業(附

11 A  ② 耐水 ｊ［ｾ ｴＺ ｬｾ 1  - 2  0 .8 件l 袋 27 - 31 kgffi  A  - 6909 ｊ 庄中ｾ I，;J ｾＧＩｩ司 Ｑ ＰＰＰＴ サ お上川主s 材 工 業 側

11 A  ② ノ ー ベ ル コ ー ト P C 2  0. 8 内 装 20kg(l ;  A  - 6909 ｬｈｾ Ｇ ｉ ， ｩｊＧ 牛耳 Ｑ ＰＰＰＴ サ ) L袋 illi 化工業{ 附

11 A  ② エ マ ジ ユ 7 7 2  0. 5 内 装 20kg{! ;  A  - 6909 ｊ 正 ｈ ｉ ＢｊＧＮｾ ［ ｾ ＰＰＰＴ サ 明日f化 乍 工 業(附

11 A  ② エマト y プ 2 - 3  0. 9 内 談 1" や20kgfr; . IJ r: 20kg ff; 2 5 f p  J島村 ｉ ， ［ｊ と す ［ｾ ｩ ＰＰＰＴ サ 'YJ r.J f化，" ; : _ c 業側

Il A  ② 
エ，' 7ロー『ノレ

2  0 . 75 I)'J 外 袋 20kg{!'; A  - 6909 Ｉ， ｉ［ ｪＧ 寸 ｉ ， ［ｊ 勺 ［ ｾｩ ＰＰＰＴ ｾｊ lリ!日f化学工業( 1 * )

II A  ② 
ノ、イ 7 周' / ' ' /  111  ｽｾ Ｇｾ＠ 2  1. 0  内 外装 20kg{ 1i A  - 6909 Ｉ， ｉ［ ｈｉＧ ｩ ｊＧＡ 干 ｾ Ｐ Ｐ ＰＴ ｊ ， ｊ rYJ r.J f化 'γ 工 業 側

11 A  ② セ フ コ ー ト 2  1. 5  内 外 袋 ・ ポ )1 25kg{ n A  - 6909 Ｉ ｈ イｪＮ［ｊｾ自 ｜ ＰＰＰＴ 句 ｩｊ Ｎｉ 本設 Ｑｾ 化 ｬ ご ｬ 附

II A  ② ビニロ y クリンン Nn31 ライン 2 - 3  1. 3- 1. 65 I人j 装 1".18  e  (Ii '  I
C

l 8  e  {.n A  - 6909 J品付 I"J 芳首¥0004
J
，; ロ y クペイント{ 附

11 B  ① ミュールコート G 3  J，; 1  - 2  2 . 9  内 外 装 j C) 1  1>l 11Fi 18kg{ri  .  Ｑ ＧｬＧＭＱＭｴ ＲＰ ｫｧｾｾ＠ A  - 6909 ｊ 出村 ｬ ・ ｩｊ 守 ｾ ＰＰＰＴ ｾｊ 組化成工業( 仰

11 B  ① ミュールコート G 5 一りー 1  - 2  3. 7 内外装 パＩ ｾ I  li- tJJ ¥'i 18kg( r; ， 1'; 材 20kg袋 A  - 6909 地 化 成 工 業 側

II B  ① ミュールコート G 5+ 3号 1  - 2  3. 7 内外装パ} I ' 樹 脂 18kg{ n .  1' J 材 20kg袋 A  - 6909 J i ! 1化成工業( 附

II B  ① キクスイク' ラスト 2  2. 5 内 外 装 25kg{ 1'; A  - 6909 菊水化学」 こ ｾＨ仰

11 B  ① ダ イ ヤ ス キ ン 2  2. 5 内 外 袋 25kg( r; A  - 6909 tli.手n化 学 工 業 側

11 B  ① ス タ ー ス キ ン 2  2. 5 内 外 装 25kg(! ;  A  - 6909 介|百l 化 学 工 業 側

II B  ① セ ラ ス カ ケ ン 2  2，4- 3. 05 内 外 装 -ア2タ0k』lkfJfa ラセーラ1ス5kカJ!(:ケ1) ン2m5k色.0νι ラ A  - 6909 凹固化研工業( 附

II B  ① チ ヨ ダ ニ ュ ー ス ト ン 2  2. 5 内 外 装 28kg (r; A  - 6909 下代旺l化コ: ( W

II 8  ① チヨタコ、イカ y ト 2  5. 0 内 外 装 28kg{]' ; A  - 6909 千代日 l化工( 仰

11 B  ① トーヨ - 7 リスター 2  2. 5- 3. 0 外 装 18 e  { n  A  - 6909 見i JU); 化成( 鮒

II B  ① ヘ キ サ イ ト ・スキン 2  2. 5 内 外 装 . ;' ;) 1  25kg{ f; A  - 6909 日 本 改 料 化γ 附

II B  ① ノ ー ベ ル コ ー ト B 2  2. 5- 3  I人l 外 装 調合守'18kg{ 1i '  let 調介25kg( f. A  - 6909 九 袋 ill l化工活( 仰

11 B  ① ジ 々 イ ア ン ト コ ト 1  - 2  3. 5 内 外 装 17kg{fi  A  - 6909 木 谷 ペ イ ン ト 附

11 B  ① エ ' 7 1レスキン 2  2. 5 内 外 装 25kgf1i A  - 6909 'iJCJ町f化学工業( 附

10 
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製
1111 r， 

ュ: れ' Il X  (・). j止 該 当 J I S

!lI 途 i¥fr 姿 防火材料詑、定者干号 製 i立 会 社 名 怖i 巧

m !;f， 小分知 ( 回 ) ( kg/ m )  番 号

Il B  ① セ フ ス キ ン 2  2 . 0 内 外 装 ＲＵ ｫｧｾｦ［＠ A  - 6909 山 本設ｾｾ監化工ｻ附

Il B  ① セ フ ベ ソク 2  1. 5  内 外 装 25kgi l1 A  - 6909 山本 総 裁化 工 側

11 B  ② 7 ジノー一つf ノレ 2  1. 9  内 装 18kg1:F，' 1;¥士 川 ifH司司附

11 B  ② タ イ セ イ ウ オ ー ル

ト ，併

0 . 85 l刈 袋 5 . 5kg袋 18 e 街 A  - 6909 大 北朝t 泊 耐(附
1'. 令

11 B  ② ト ー ヨ ー ク リ ス タ ー 2  2 . 5- 3  内ｾ ・ Ｎｫ Ｉ Ｑ 18  e  ff; A  - 6909 東 陽化成( 附

11 B  ② ノ ー ベ ル コ ー ト s W 2  1. 5- 2 . 0  件l 装 25kgiF; A  - 6909 丸 宮 ｾ ｩ 由 化工業側

11 B  ② ワ カ ベ テ y クス M 1  - 2  0. 3 内 装 20kg缶 A  - 6909 水 谷 ペ イ ン ト 側

11 B  ② セフスキ/ ト人I ilI¥!l J 2  2. 0  内 装 25kg缶 A  - 6909 法材 問主 号 、 首 ｾ ＰＰＰＴ 号 山 本 総 業化 工( 附

11 B  ② クリスタノレフジ 2  3 . 4 内 外 装 27kgf l ラ 12;土 川向4司附

11 B  ② 
7 ジ ル ー ミ ー 2  2 . 5  内 外 装 25kg缶 Ｇｩ［｜ 士 ｉ ｬｬ ｦｴ ＢＡｪ ｗｾ 附

Il B  ② 妓 :，w'i;¥' 1. :  2  1. 4  内 外 装 20kg缶 日 土 川 ifH<l' Hti l

11 C  ウ オ ー ル コ ー ト M 1  - 2  1. 2  反 ) 1 樹 脂20kg街 ・付 材 ! Ooe袋 』庄 中 寸同等 割 ｾ ＰＰＰＴ ｾヲ L附 エ ー ビ ー シ ー閉 会

11 C  シノレキーコート 1  - 2  0 . 6  内 装 ー天 tl ・ 18  e 缶 基 材 同 '!H n 0004号 大阪制i 人制i交易( 附

II C  キ ク ス イ ヒ J レトン 1  - 2  1. 2  内 装 ・天 } I 18 e 缶 M; 村 同 等 1('; 0004 .0;止 菊 水化苛! ; 工業( 附

II C  ヒノレスター 2  2. 3  天 } I
寸守 安石 J時n空2n511k4g k幸会u主f行ー」二時r. 7  kg幸之を

JJi H 間 帯; m 0004号 合 同 f ヒザ・工業( 仰

II C  エ パ ー テ y クス 2  2 . 3  内 袋 米 11' 下 'X 30kg袋 上 . " 7  kgfl i  ｍ［材同等 ｾｩ ＰＰＰＴ 号匂 合同特許主]¥材工業( 仰

II C  エ パ ー フ イ ト 1  - 2  1. 0  Iホl 袋 プ ピ )1 30kg袋 基 村 岡号 車耳 ｾ ＰＰＰＴ 号 合同特許主II 材工業( 仰

Il C  ジュラｾ 7 スロ y タ 3. 0  内 袋 ・米 )1' 粉体 ＱＰ ｫｧ 紙 袋 ・液状 ｬ ｫ ｧｴ ｬ ｾＧ 器 材 同士 字国 ｾ ＰＰＰＴ ｾｽ l間関 {ヒ目立工 業側

Il C  ポ ) UI J フフコート 2  1. 1  l人l装 天井 15kgfri  M; 村 I百l 部 白(' ;0004 ｾｾ Ｍ 事l' 束 険 料開4

Il C  タ イ セ イ ケ ー ソ

ド 吋す

0 . 85 . k )1・ 5. 5kg袋・ 18 e 缶 生長材Ｂ，Ｉ等 白 ｮ ＰＰＰＴ ｾ ト 大 木 紙i泊i(H(til

坤す

II C  ダンコート ｦｬｲｾ ｴ，ｩ ｉｉｊ 2  0 . 9 米 )1 9  kg袋 ー18kg缶 ( 附佐渡 };，I
j

II C  チヨ7 ' ヒ J レソフト E 2  1. 8  ブピ JI 15kg缶 基 材 問苦 手 ｾｩ ＰＰＰＴ 号 千代旺l 化工( 附

II C  チヨダノ マ ルソフト E 2  1. 8  天 井 15kg 缶 器 材 同 等割(' ;0004号 千 代 聞 化工( 附

Il C  テ' ュー レ y クス il 100 2 - 3  0 . 5- 1. 2  内 装 ・夫 升 18 e 缶 入 20kg 詰 デューレ ｾ Ｗ ス工業Ｈ掬

Il C  ネオノ マー/ レスキン A 2  3. 3  内 談 天井 60 e 紙 袋 液18kg缶 器材 ｼ 百｝ 等 ｾ ｩＰＰＰＴ 号 束 NI，<ー 7 イト(附

Il C  ヰオノマーノレスキ μ R 2  1. 3  天 41 基 材 18kg 缶 ・骨 材60 e 袋 法材 同 等 ｭ ＰＰＰＴ ｾ［ Ｇ 東1' 11/ < ーライト 附

II C  サ ウ ン デ y ドV M 2  1. 5  内 装 ・天 井 16kg缶 ・2. 4kg袋 日本特互いh半i附制

II C  サ ウ ン デ y ドV M- C 2  1. 1  I刈袋 ・天 井 16kg缶 4 kg袋 日 本 特 妹 小一宇Ktil

II C  タ サ イ ソ フ ト A 1  1. 0  内 装 16 e 伝 ｾ，ｉｩ村伊 Ｑ 等 羽 ＨＧ［Ｐ ＰＰＴ 号 日本格料化さま! : ( 仰

Il C  ヘ キ サ ン ド 1  - 2  1. 0  『λl 外 袋 天 井 骨 材20 e 袋 ー法 材 18kg缶 法材同当事m0004号 日本主主料 化学( 仰

Il C  ヘ サ サ イ ト V 1  - 2  1. 0  内 外装 天升 t f 材 66 e 袋 ・j J ; 材 18kgrli 必材 同等 W. 0004-B 日本 設料 化学{仰

Il C  ニ y ポーノレ 2  1. 0  内袋 ・天 井 基 材 10kg袋 ・1't 材 18kg11' i 必 村 同 等1( ' ; 0004号 ヒJ レコン (til

Il C  ヒ ル デ ン パ ー ル 2  1. 0  内 談 天 井 20kgffo .  60 e 袋 セ y 卜 ｊ ，｜ｩ ｈ ｉ 百 ｬ Ｇ 耳 ｾｩ ＰＰＰＴ Ｎｯ［子 ヒノレデン 附

Il C  ヒノレテ' ン G 2  1. 0  l人l袋 . k JI 20kgtr; ・60 e 袋 セ ッ ト ｪｈ ｾ 同等 官 ｾ ＰＰＰＴ ｾ ヲ ト ヒルデン( 仰

Il C  ノ ー ベ ル コ ー ト A C 2  1. 5- 2 .0  いl袋 ・天 41' ＲＰ ｫｧｦｬｾ＠ 丸 菱 iUI 化 工業(仰

Il C  エ マ ソ フ ト 2  2 . 2  件H袋 ・天 11 f t 材 20kg袋 4 . 4kgffi ｊ ｕ ｾｉ 百 ｊＧ 年 ｭ ＰＰＰＴ ｾ Ｚｩ 明 日f化 学 工業側

Il C  ダ イ ヤ E P セ イ ル 2  2 . 5 天 )1 18 e 台7 J，Ii 村 1，') ｃ 平ｾＧＱ ＰＰＰＴ ＮＮＱ ， ｊ ｦ 立 手口 化 Ｂ Ｍ ｴ Ｎｊ二 ｾ Ｈ附

Il C  ハ フ ス キ ン 1  - 2  1. 6  内 装 . kJ l  20kg倍 ・5 kg袋 法材 ｼ 司 Ｑ 手羽 ｾ ＰＰＰＴ 号 明日 ｦ 化ザコニｾＨ附

Il C  ヒノレスキン 1  - 2  1. 5  [人l 装 天 11' 12kg缶 ｊ ，｜ｩ材同 Ｇ Ａ ｩ［ ｾｩ ＰＰＰＴ 号 明 日f 化 "i 工 業 側

Il D  ① ニ y シ ン ア ト ラ ス 2  3. 0 - 8. 0  内 外 装 20kg  IEi 久 保 苧 ペ イ ン ト 附

II D  ① エ マ ロ ック 2  4 .0  内 外 装 25kg缶 明 ol Hヒγ 工 業 附

Il D  ① キクスイコート 1) : / ン淡 町主 2  5. 0  内 外装 25kg m  苦闘水 化 '"l 工 業{附

Il D  ① ンョー7 レ y クスゴーカリンン 2  3 . 5- 4 . 0  内 外 装 23kgtr; 近1主化ザ( 附

II D  ① ス タ ー E P カ y ト 2  4 . 5 外 袋 27kg缶 合 同 1t. Q 工業( 鮒

II D  ① ダ イ ヤ E P ロ y ク 2  4 . 0  外 装 24kg缶 tl _I . 和化'γ 工業{ 附

11 D  ① シポロ γ ク -F 1  中 l 4  - 5  内 外 装
t1-8i keg  4  2f157k・主J毒.ら自己牟4 2105kkg，ffT1t  7  

凶医l化 研 工業(仰

Il D  ① ［ＮＭｾロックコテ 引 ｊｉ 11C011  ・叶' 1

4  - 5  内 外 袋
1r8村kg2ff5. kーdんHらを牟ー42105kkg，ff111  7  

凶 l:li l化 研 工 業側

II D  ① チヨダノ、イロ ッ ク 2  - 3  6. 0 内 外 袋 30kg 世t 千 代 1111ヒエ(附

Il D  ① トーヨー 7 イフ 2  5 - 6  内 外袋 天} I 25kg箱 京 協化 /1比例4

Il D  ① エーデノレプ ;/ ＧＺ［ ｬ ｾＧｬ＠ G 3  下 I. J : 2

0 . 2  

内 装
下4 血持主 Jラ〈イピンンダクー 2185kkgv 告骨子7  "11日f化 'γ: 工業{ 附 | ラピノグI)! 鯨

1. 8- 2 . 0 

Il D  ① エ ー デ ル プ y γ 1'1'1 G 4  下 I ・上 2

0 . 2  

外 装
r → H楠t ... ラ〈イピンンタグ' 2185kkg広台告干7  

明日f化 学 工 業 側 ラビングI)! 憾

2 . 5- 2 .6  

II D  ① エ ー デJ レプ ;/ ';; 1  n; 'J G 5  1てl 七2 0 . 2 .  3. 5 外 装
Ｑ ｴ マて ｴ 楠 ｾ ｪ を ｊ ラ〈イピンンタクＧ 2185kkgu如i:r.-

3ザJlilf 化 学 工た{仰 ラビノグ脱線

IJ D  ① ダ ン ロ ッ ク 2  3 . 8- 4 . 3  外 袋 25kg袋 20kg街 』附 IO'. i/度};，11

Il D  ② スタースキンテ' フックス 3  7  外 告主 法 材 18kg(:fi ・付 材 30kg自7 作 !訂j 化 'γ 工 業(附

II D  ② ダ イ ヤ タ サ イ ロ y ク 2  5 . 0 外 装 25kg fn .w手l化 叶' :J 二業( 附

Il D  ② セ フ カ y ト 2  5 . 0  内 外 袋 25kgtro 山 本 給 法 化工( 仰

Il D  ② エ 7 カ y ト 2  6 .0  内 外 装 25kg台7 A  - 6909  明 研化 学工 ｾ Ｈ仰

Il D  ③ ヘ キ サ イ ト ・フ オ ー ム 1  1. 3  l六l 袋 ・ノピ 11' 10kgff i  日 本 検料 化学( 附

N S K 壬〉景Ii
コ日

Al止 I' X  十l 1立
日主主s II}j 火 材 料

製 造 会 む 名 制ii 巧 l
製

H  口"  
r， 用 途 干訂 姿 J  I  5  

封l 在R 小分矧 ( 回 ) ( kg/ m') 
鼎.; 認定 協 ｊ ， ｾａ

Il 1  P ソフト
8 7フ イ 守 雫 主 村

y プ コ ー

Q;3』300  1155  ② 2 . 7- 2. 9  
内 外 装

1  20 kkgg 台白17〈2320k  g  f17  

3) 18  

イノ7ーナンョナルベイント 酔j
?担1MゆE ミI"t 争イI

Il 1  P カ キ オ ト ン
8sプト 7y プイマコ- ーgト〉宝村- QC93001155 GD3 5 4 0  

内 外装
31 2108kkg広台告Iす:?) 20kg{:n 

イン7 ナy ョナルベイント 側 E  

IJ アトロンマスチ y クタイノレ ① 下 櫓 ②1"1
1
;世③上 主主 ① 0 . 2② 1. 2 @0. 2 内 外装

312108kkg  ｫ ｦセＧｆＮＭＨ ッ ｾ Ｒ ト 3kg t'- n  
イサ ム 設辛H附 E  

II ウオ ノレコートアクリノレ ① 下 裕 ②中 塗 ③」ニ控 ① 0 . 3② 1. 3③ 0 . 3  内 外装 平まi i tE 2 1主16! i KL 印

(仰エ ー ビ ー シ ー 閥 会 E  

Il ウオールコートクレーター ①下主主② '-1' 鈴 ③ 上 塗 ① 0 . 3② 3. 5③ 0 . 3  内 外装 下中 並検2155kkg広f告Rすシ・』ン一一ナ楠ー16165kZuf17  (掬 エ ー ビ ー シ ー 閉 会 E  

II ノl、!!'f- 8 l アクリノレタイノレ Ｘｚ 二号二 ￦ ｩￊ ｦｾ ィ |  伽由。句l  H『 0  .  l  k2申BG22ト - 30  3  5  内 外装
311168kkg広加告7古U25句 読

小 型t-I封池 村(仰 E  

II A R タイノレ ①下物② Ｇ ｉ Ｂｾ ③上塗 ① 1. 0 @1. 7'③ 0. 3 ヲ内〈外 畿多ド
13 2187k.g6k台z1〈宅ED: 2y8kトg{ H 

大 儒 化 '"1・」二業( 仰 E  

II A R タイノレクレーター ① 下 冷 ② 'I' f!a③上主主 ① 0 . 7② 2. @ 0. 3 ヨ内廷 外 袋判 312175k- g6fKkR屯D22ッ5kトg{ 1i 大 f晶化q: 工$ ( 附 E  

II A R スタ y コ ① 下 冷 ②中 iIs.③上 主主
G~〉04. 5K-3301 ぽ3-ZD0204  天内 外錠#  

D 25kgf告nす@ 25kg (r;  

ｾＩ ＲＰ ｫｧ＠
大 ｦ 晶化 ＢｻＺ にｾ Ｈ附 E  

II 7 1レチタイノレ芋f! !f'
QC2J3 11ご1岬"をミ 2  1  G D  B  l  '  附，1 8 00.. 1122  @ 1 3  

内 是主
311166 t  4 f釘R1・( g) 20kgf 日

I品l i!!i ペイント( 附 E  

1 1  



N  S  K 5r 努1 エ 結i iり、 イサ
1.-BE  e  ， ｴｾ えＢ斗 IIJi 火 材 料

製 目回日
名 用 途 帯ii 姿 J I S  製 造 会 社 名 制ii 巧

ま員 島E 小分顕 ( 回 ) ( k g / m' ) 千件 ' J 認 定番 号

II キ タ ス イ エ マ タ イ ノ レ ｾ［ プ士ラ ー と や イ寸 マ ② 主 村 ① 0 . 2② 2 . 4③ 0 . 2  内 外 装
ｾ ｾ ｾ＠ ｾ＠ ｾ自 ｉｾ 守 W 24kg{I-;. 

菊 水 化 学 工 業 ( 仰

? 担1M"夕、H H

E  

II キ ク ス イ エ 7 j ' イノレノレナ
31 イプ士」フニキイイマ ーa 主 村

① 0 . 2② 2 . 4③ 0 . 2  内 外 装
ｦＵ ｾ ｾ＠ ｾ＠ 2台1壬; <V24k g { n 

菊 水 化 学 工 業 側 E  

II y ョ フレ y クスコ 7 .，7 ｾｾ士」 ニ キラオ 匂〉主村 ① 1. 5② 2 . 5③ 0 . 3  内 外 装
31 1155kkg  g  ffRfT - GD2 5kgf f 7 

近 庄 化 学 側 E  

II ダ イ ヤ E P タ イ ル ①{下2 地色処) 0埋H怒@色仕主上材③村仕{上l 色村}  ￦ ｧ Ｚ ｾ ￦ ＵＺｾ Ｕ ＲＮ＠ 7  外 装 ｅ ｩ ｾ ｾｾｾＺｾ￦ ｩｾ ｾｾｾ 日行 f豆手1 I 化学工業側 E  

II ダ イ ヤ E P タイノレ E ｾ 下暗地 色処 ｦ 土 Ｒ」 ｅ二 村村 ｇｅ D王 村
① 0 . 2② 2 . 2③ 0 . 35  外 装 2干2 fk也g 処fETLgl H{ I 1l8k宇dgf 2f 目Qk g立1-1三7本イ f亘布l化 学 工 業 側 E  

II エ ポ ト ン 1* 3 0 0  
31 」y二崎電 ラ - a中 南

1. 5  外 装 ① ② ③ 18  e 缶 合 同 特 許 建 材 工 業 開 E  

II ス タ E P タ イノレ
ｾ 下 ｦ ＺｬＺ ｟ｬ地 ニ 処キ寸 理l HGD主 村 C41L30235f-b 0043- 幻 2。0  外 装 ＱＸＵ ｾｾ ｾＺｾｾＱ＠ ① 2 5k g缶 合 同 化 学 工 業 側 E  

Il ス タ ソ フ ト ア ク リノレ
ｾｊ 上刊 」久 二 Ｒ 時 ｄ 三 中 n}.:. ① 0 3 2て-お0053∞- L O1 5  外 装

1fJマ- 」61欠2守40k1g6 fktq'f11 寸"今、2 0k g{ 行
合|百j 化 学 工 業 側 E  

Il レナタイノレ
＿［ シ ｉ ｾ Ｂￃ フ- @ 中巾、 ①Ａｬ ｾＺＱＦ ￵ ｏｪｾ ぽ ｏ 2D2 7  内 外 装

31 1185kkgk ffcfT  〈D 2 2k g f R
四 国 化 研 工 業 側 E  

II レ ナ フ ソ7
ｾ｟ＱＺ 三 時 え フ - @ 中 1収 ①~ 0 2 g152~002~20の② 究2. 0 

内 外 装
ＳＵｩｾｾｾｾ 台 ｉｩ 壬 Kg ) 2 2kg{ 行

四 国 化 研 工 業 側 E  

II レ ナ フ ，7 S
?; シ1::，. ' 収 フ @ヨ中ロ欠

①三二0OAZ1E5邑-Q」02三200②3日 5  F人l 装
31 1185kkgg 出{Ii色 ) 2 2川 町

凶 固 化研 工 業 側 E  

II ソフタイノレ ① 下 裕 ②中 段 ③ 上 位 ｾ ミ 〉、 Ｐ。 フ12ーGーの) 1突の5 - 1. 8 内 外 装
312106k  k g  F h自lT〈222 0k g 桁

事1' 束 換;本Kr n E  

Il ラ フ ト ン ク レ ー タ ー U112JlζシD i:lー: _lラ→宇-イa 主 判 3
C DO. 1② 3 . ( ) @0 . 2  外 装

G4〉k14，fen f /吉3146k也，/f n q4D2k5，kf1g7/  鈴 鹿住事:K.鮒 E  

II フ フ ト ン 外 部用 ?; シl: _l 三本ライ - @ 主村
① 0 . 1② 0 . 9③ 0 . 3  外 装

q4〉14f也n G/ D 146 也 1r; ②4 k2 5k g/  

ｫ｣ ｻ ｮＨ Ｓ Ｉ Ｑ Ｖ ｫ ｣Ｚ ノ 〆 ｾ 1- 1;-
鈴 鹿 主主事附制 E  

II ラフトンジヤン; t : '

1 ) ::"'" ラ @ 主 村

① 0 . 1② 1. 5③ 0 . 3  
外 装 q4〉k14F  ft11-C/ D 146k  t  F/f ll〈4232k 5r kf1k7 /  鈴 鹿 主主制附 E  

3) f:I: _l 宇イ

II ラ7 トノジヤノポタ卜部 方 y ト周T

1 ン フ ② 〉 主村

① 0. 1② 2. ( ) @0. 3  
外 装

下喰14 t 4  t  -' 1'  中20kg 4  kgセ

鈴 鹿 設 事 ｩ 附ｾ E  
3) 0 : _l ニ宇寸 r ト I U二Hl 8kg 3. 6kgセ ノト

II ラフトンジャンボ内部カ y ト用T
ｾ［ シ ｴ τ ｩ 命 中 ライ ーa :i 三小4

① 0. 1② 2. ( ) @0 . 3  
内 装

下市14 t  4  t  .  'l' tf! 20kg 4  kg 

鈴 rN. 主主料 併4 E  
ft U .OSkg 4 kJ.: 

II ラ フ ト ン ミ ニ ジ ャ ン ポ ＳＵ ｾ［ｾ 一手 Ｗ イ q コ主村
① 0 . 1② 1. 1③ 0 . 3  外 装

ド市 14 t 4  t  中中20kg 4  kg 

鈴 鹿 EIl 料 側 E  仕上 ｦ ｾ 15kg 4  kg 

II ラ フ ト ン レ ザ ー 内 部 力 y ト 31 シシーフラ一一面 白 ｓｾ 主1:村l 二村‘
f f i g.  ｾ ② ＰＮＴ ③ Ｐ Ｎ Ｑ Ｕ＠

内 装

下市14 t  4  t  .  ' I' m2Skg 4  kg 

鈴 鹿 塗 料4附 E  ｉｴｬ 二 ｴｾ 15kg 4  kg 

Il チ ヨ ダ タ イ ノ レ ロ ー ン Ｓ 日 ｉｄ シ 誕 ー生ラ 付ー ｴｾｾ 立 ｪ三 Ｍ宇 ｬ イ Ｍ ＲH  ｦｦｩ ｧｾ＠ ｾ ｬＳ＠ 3" 5  内 外 装 ￟ ｽ ｾ ｾｾｾ ＭｧＺ￦ ｾｧ ｾｾｾｾ［＠ 千 代 凹 11 : 工附 E  

Il チ ヨ ダ ア ニ ー タ イ ル
? ; 誕シ 生村ラGDGD: J三三争H4 2  2 33 3② 2 . 5③ 0 . 2  

内 外 装
ＳＱＱＱ ＸＸｫｫ ｧｴ 付ｾｾｾ 白 ｄ 〉 Ｒ Ｑ ＸＵｫｫ ｧｫ ff117  7  

千 代 凹 化 工 附 E  

Il ト ア ク レ イ タ イ ノ レ
?; シト楠 72 一lli l色ヨ cl' 栴

① 0 . 1 2② 3. ( ) @0. 3  内 外 袋
311166k14g ＶＴｦｦ 行 ｲ ｾＢ くＺｧＩ ＲＰ ｫｧ ￭Ｇ ｊｾＢ Ｉｪ ､ ｬｾ ペイント側 E  

II ト7 7 レイタイ ノレマウント
31 」y二百t フ @ '.I" "" 

① 0. 12② 1. 5③ 0 . 3 内 外 装
31 1166kkgkf也177G D2 0k g  f17  東 ｾｅ ペイントＨ附 E  

II ト ヨ エ ポ ス タ
31 」y二n欠ラ ( g)  1-" 1収

①- - 053R1F -言、0n5135【②V0 2 20  内 外 装
寸1マロn久夕、 (( 立f:l三牟l4- }) 1265k  KMzf絢tyt srE 

京協化成{ 附 E  

II ト ー ヨ ー サ リ ー

g y  ラ ② 下 帆

__L:_ JI_久 ｃｉＺコ ｕ ｣ｩｊ ｧＺｾ ｾ ＼￭Ｖ ｾｪｏ 内 外 装
」下ブtkl久 (( 主{上」材 }) 1625 5kgkk紅 七t sryt !  

京 協 化 成 附 E  

II ト ー ヨ ー ロ y キ ー ?を
.J :二 n久フ くVi ' " UX

①- 05a O1C~3300 ‘ 215-②0443 0  内外益金

1、n久 ((孟三村l )} 2 5kkk 制t 材1

l 二日欠 ｕ Ｚ｟ ｉ ｾＩ Ｑ Ｖ Ｎ＠ 5 kg 宅: ";，.- ト
京協化成{ 仰 E  

II S K ア ス ト ン
Q欣コ③プ1ラI: _jイ 7村 GD二仁村

① 0 . 2② 3 . ( ) @0 . 3  内 外 装
QCEJ31186kkg  ，ff1171 G 〉2 3k gff7 

日 本 特 殊 建 材 附 E  

II S  K  7 - ロ ン ス' ω母、cプU f，ラl イl→マ宇イ ーQ) 主 判
① 0 . 2② 1. 5③ 0 . 3 内 外 装

山13l 1l 6 k g 臼f17;，G D2 0kgf c-

6 k g  
日 本 特 株 主li fイ附 E  

①② ③ ン フ 1  ①2  0 1 - 0 12  

ンーラ - 16k.lt Ili 中南ベ-;1.， 25k;.: m

II ニ ソベタイノレラ y クE M A ド1' 1敢 ベー ス 1 1. 8  - 2 . 2  内 外 装

上岨地『世料椛 ( 閣時} 15kHffTh5h  KT世" m 
日本ペイント( 附 E  

fヒ削1 8KHk fT70 6kbEH E  fH I二 科 雄

｟ Ｑ ｾ Ａｴ￟Ｎ＠ 2  0 . 28 - 0 . 3 CiA :H l  12kg {li '  Ii!t! fヒ仰1J l .81(j，: in

11 リ 7' カ y ト ①子].cプD fラ土」イ二マキオ 窃 豆 1茨
① 0 . 3② 1. 3③ 0 . 4  内 外 装

∞3 1250k K Mミt177① 2 5kg{.r; 
信 越 ユ ニ y 卜( 附 E  

11 ハ ー ゲ ン
1  

21  44 (( 二11二1 在芭LL )  )  
外 装 2 0k g f_ft 7 ジワラ化学壁材工業側 E  

11 ポ ン タ イ ノ レ レ ジ ン ω (3) (，プ上」フ二やイイマ ② 主 村 E -1〉03 15C-わ- 0042f L21〉10 53  
内 外 装

三l:三7争・4 2t 0t k」g二OI1T3 0kf igzJ宅4z 1y 1ト8 kg  
ポンタイノレ( 附 E  

11 ポ ン タ イ J レー F 1 m下f上」地ー付本4@ 主 村 | ω- 03. O1C- Do0 2  m I O  
内 外 装 三H:三」卒4 宇4 1186KkM必 ff FE7Y  ポンタイノレ( 附 E  

11 ポ ン タ イ ル ー ペ ン ① 主村②{ 上上材 |出; . 3 - ; :
内 外 装 三H三τ 本l寸→宇4 1168kkg，ff行n  ポンタイノレ( 鮒 E  

11 ポンタイノレ T  3日〉下f:l: 地』二村牟ィf② 主 村
C -1302 . 516-ー30 0 22E292 0  

l内 外 装
をFミI也ー中114J18J二k字g4白161 k ，f重17三.; ィt 20kg

ポ ン タ イ J L.-{附 E  

11 ノ ベノレア トタイノレ

1) :::"-- フ @ 主 制

① 0 . 15② 3. ( ) @0. 3  内 外 装
包3 〉1166kkg  rF桁r. - @2 0k g 台7

丸事告円11化 工 業 側 E  
3) t l: _l 半4

11 ノ ベ ル キ ン グ タイ ノレ Ｓｓｾ士」 二 や フ イ ーQ) ヨ三村 ① 0. 1② 1. 5③ 0 . 3  内 外 装
仁c王EJ 1155k.g3 kF訂g正加;1) 2セ0 kygf l  c  

九重量 iill 化 工 業 側 E  

11 ス テ レ オ コ ー ト ｾｦｬｾ 二 本 ＷＴ G 〉主判 ① 0. 1② 3. ( ) @0 . 2  内 外 装 2 0k g缶 水 谷 ペ イ ン ト ( 開 E  

11 ス テ レ オ ク レ ー タ ｾ ｾ ご ｟ｬ ］ や フ Ｔ ｦ G D量三宇4 ① 0 . 1② 3. ( ) @O. 2  内 外 装 2 0k g缶 水 谷 ペ イ ン ト 附 E  

11 エ マ ト ン 35.1:二ー栴 ZフGー3 ク1(lリD ヤl、ー吋11l  I  f f i g  ｾ Ｇｦ Ｒ 叩 ＰＮＵ 内 外 装
①申下シ 7  f11s1也kg{クIi母リ上司口Ok，桁

『守!25kg ヤ- 18kKfIi
明日f化 学 工 業 側 E  

11 エ マ ト y プ テ' 7 "/ ク ス ① 下 塗 ② 上 段 ① 1. 1② 0 . 45  内 外 装
:CD11 l F二iftt 2 0kg{: r; 

I抑 制 「 化 学 工 業 附 E  
楠 2 0k g f f;

Il エ? ノレアクリノレタイノレ 意fシ:1，ー仁やラ寸 否 王村 2 . 8  内 外 装

エマルン ラ 20kg i r ; 主H 20kg{ !i

明日f 化 学 工 業 側 E  
カラ ークリヤー 15kKfti

11 セラタイノレ R ① 主 材 2 ② 仕上 村 1 ① 4 . 5② 0 . 3  内 外 装 ① 2 5kg f. l' 1②18 e  f n 山 本 祭 業 化工( 附 E  

II セラタイノレ U ￦ ｦＺｩ ｾｾ ｾ ラ Ｔ @〉主村 ① 0 . 2② 1. 5③ 0 . 3  内 外 装
2aコi 1188 tt  fffftJ q ヨ18kg{ r;

山 本 穀 業 化 工 側 E  

11 ウ オ ー ル コ ー ト E R
① 下 旬 ② 'I' !ft. ③ 上 段 ① 0 . 2② 1. 6③ 0 . 3  内 外 装

ド持tl 6kgセ ノト '1' 神12Skgセ r

日制エービ ー シ 揃 会 R E  
1'. 噌'! 18kKセ y トシンナー 16 ， 

11 ウ オ ー ル コ トA R ① 下 企 ② 仁1" 主主③」二段 ① 0 . 3② 1.  6 @O. 3  内 外 装

下m15k gm 中市24 .1kgセ r ト 1:

側 エ ー ビ ー シ ー 閥 会 R E  
m16.5k セ y トシンナ - 16 t

1I エ ポ ロ W 7 ス チ y クタイノレ ①下! f J I1② 中 段 ③」二段 ① 0 . 2② 1. 5③ 0 . 3  内 外 装
①- 6163k1g8 k  セFセy ly  ② ＲＵＱ ｾｧ セ ｹ

イサム塗料引梢 R E  

II A R タ イ ル エ ポ ① 下 車 ② 中 盤 ③ 上 挽 ① 1. 2② 1. 8③ 0 . 3  内ホ: 外袋JI 
申 硬 主化 ｈＵＳ 匂ｾ缶缶 硬化ト曲H137kg6缶セ マト申主11お同島

ＱＱＳｾ ＮＧ ，＠ ｦＨ ｬＩ ｉ ＱＮ Ｖｾ 七 ｲ ト 大 儒 化 学 工 業 側 R E  

1I コ - 7 .，7 P X  
|詰i i LU ζ 石品Ei ;I 村

I 2hl U 5
( V1 . 8 - 2 . 0  

内 外 装
f  F  l 」E19ミや1寸5 k1g6 fk出g {ー1'7二i=_ .f'-i" 25kg { r;

近 l主化学( 附 R E  

11 ス タ ー ソ フ ト エ ポ I  ｦｦｩｾＡ［Ｚ 土索中帆 ① 0 . 3'② 1 窃 0 . 4 外 装
下硬町化民E舟O41K1s8 H唖缶化fj<i仕I 上8k，村ff176kg中{f;吹 24kg

合 同 化 学 工 業 側 R E  

II ダ イ ヤ エ ポ ン E ① 玉 付 ②7( ( 色 仕 上 村 ① 1. 5② 0 . 25  内 外 装
二士邑村 2主0 k1g  5 kft ラ

d-セ

fE

y  
ト

f豆布I 化 学 工 業 側 R E  

1I リンタイノレ T G ?; プ'j: _lラ二手イ，

マ ② 主 付

① 0 . 2② 1. 5③ 0 . 3  外 装
。自

311

0/06kgセγ ト@ 20/2-3kgセ J ト

6kJ;: /4k セ
y

ト
ニ 洋化成工業{ 附 R E  

1I リンタイノレ R G ?; プ'cI: ラ卜本イノ

マ ② 主 村

① 0 . 2② 1. 5③ 0 . 3  外 装 ①但】1106K/0R 64kkgt

七 ト申20/2・3k，セ
y

ト

ニ 洋化 成 工 業 側 R E  

II リ ン タ イ ル S G ｾ ［プ十 上 フ 宇 イ Ｔ ｦｇ Ｗ 〉 Ｍｈｇ

一一
ｄ →主 材 制

ｉ ｾ ｧ 窓口 外 装

由

c b1106

/0  
6hkgg 

セセ

y  
ト(I) 20/2-3kg セ I  ト

kg/4kg -t 
"" ト

ニ 洋化 成 工 業 側 R E  

11 レ ナ キ ャ ス ト 31 -yl

コり、

フ 匂) 1:1' U欠

仁~王

J 0

3 013
⑦

- 0042- 0
包

0

〉

5

2 0  

内 外 装

d

自'，0

主

B

主

4

宇上
4

」

2 0

二

k

亭

4g f1f57@kk
〉日ｲ［｟Ｚ ｾ｟ ｦ ＮＱ Ｍ 2  k g  

凶 凶 化 研 工 業 側 R E  

11 フ' ロ ケ y トタ イノレ 33;二」フ二中イ
4

v  
G D主 判

① 0 . 2② 1. 5③ 0 . 4  内 外 装
/プ ラ

J ｫｾ＠
イマ

ftt

IE  E /

プ

18 t

t  

fH 主
t H

缶

20kg 

世 界 長 附 R E  

11 レジタイノレ ① 下 絵 ② 'l" i[1J. ③上空佐 ① 0 . 5② 2. ( ) @0 . 5  内 外 袋 2 5k g缶 ー16kg i:fラ 大 日 本 !'1J. 5制 附 R E  

11 ト ア ウ オ ノ レ タ イ ルW

1m
壬 持 フ

② '.1'
楠

① 0 . 1 0② 1. 5③ 0 . 3  内 外 装 q: 3I

〉
1166kkgv

缶千円

@ 2 0kg{:r;-

来 ! IE ペ イ ン ト 側 R E  

11 A Q タ イノレ ①王材②{ : I : 上材 ① 2 . 0② 0. 3  ト人j 外 装 3A  

E擁

Qハ

B

ウ

17k7a

14kRgat

て

t

唖コ

f;滋 A

ン日
k

ー

gRIa1t 

0  

日 本 サ ン カ ラ ー 例4 R E  

11  S K エ ポ キ ン ー B QeJe dプ〉臼ラ一イt 7
やィf

G D主 村

① 0 . 2② 1. 3③ 0 . 3  内 外 装 ??;コ31106kkgvt

千

t

日

; ' @20kgl <1: 杵 i

日 本 特 殊往 村 側 R E  

11 エ ポ キ ン カ ラ ロ ン ク ① 玉 村 ② 仕 上 村 ① 3 . 0② 0 . 4  内 外 装 ① 2 0k g ft 7②2 0kgffi '  信 越 ユ ニ y
ト 附 R E  

11 ヘキタイノレ ーエ ポ |部ZZ15Z ふ2

E21!

〉0

町吉

230- - 03~3Eo2

，
0- 5

1 5  

内 外 装
k  

下強

fft 1'6k
主
zfHE15k

下組

f后

4 kg桁 主H23_ 5

日 本 塗 料 化 学 側 R E  

11 ニ y ペ タ イ ル フ ッ 7 E P O
I  
ｧｳＧ ｬ ｾ 楠ベス Ｑ

が
n 2  

15 2; 8 2 2  

2 8ー 0 . 3
内 外 装

ＴｧＴｴｚ 科ｾ議 ベ Ｑ Ｕｫ
ス

｡ 缶
ＲＰ

3k5ak
缶

a

缶{j;C;硬
E

化

l
硬財化

1

鮒

8k1g
缶

5"
缶

O.6k

上

g
缶

4  

日 本 ペ イ ン ト 側 R E  

11 エ ポ キ ン ポ ン タ イ ノ レ ベ ル ① 主 材 ② 仕上 材 |出3 3 3 i
内 外 装

上セ町
x 叩 kgf
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111 B  ② チヨダノ、イレジ y クス ① 主 材 ② 仕 上村 ① 5 . 0 @1. 2  内 外 装 ① 30kg袋 ②25kgf l1 千代田化工( 附 C  

111 B  ② チヨダノ、イタイル ① 主 材 ② 仕 上 付 ① 5 崎 0 . 5 内 外 装 ① 30kg袋 ②15kg1日 T 代 田 1ヒエ( 附 C  

111 B  ② トアマスチ y ク C E ① 主 材 ② 仕 上 材 ① 2 陪 0. 25 内 外 装 ①{ n長2 訂Df七正3l0kHz2袋0vklkuf行11 概 12kg J司aLZ0材0 0同5等ＭｻＮＭＺｾ＠ Jl U Eペイント( 附 C  

111 B  ② ニ y ペ マ ス チ y ク C E ① 主 材 ②{上 仁村 ① 2. 0 @0. 22 内 外 装 f1H三字4f3k主g0」kfcg孟- 判裂を2・0k41a4手f11112配 121;;g JmEoS4Of 0l司5号t

1守，

日本ペイント( 附 C  

111 B  ② ノ ー ベ ル タ イ ル B 11  ＿［Ｕ ｾプ ｩ Ｚ 」 Ｗ 二 年イ Ｔ マ ー也) : E刊
① 0. 2② 5- 8③ 0 . 2 内 外 装 Q; 3;J z18OK " K n  ED20kk袋 メL ，疑il iJ化工業( 附 C  

111 B  ② iりJ 6lf リy ン
ｾ＠ 中J 二控惜 ②按 ｾＢＱ推

6. 5- 10. 0 内 外 装 Zl1τ・3吟h13200kkg，4f1是7 9 kkf 11  法!:f¥0判0 0|百5134可ー←， 
時Hl f 化 学 工 業 側 C  

そグ》

キクスイ y リカタイノレ ￟ｾ Ｎｩニ卒イ寸 マ -(g) 3己H
① 0 喝 2. 4③ 0 . 2 内 外 装 QfE3〉1188 也t f f k行g) 24kg{ l'i 議j水 化γe工業{ 附

他

そ町

キクスインリカタイ J レノレナ
?;5;プ上上7 村イマ ー包J 圭 H

① 0 抱 2. 4@ 0. 2 内 外 装 Qf3J〉1188 Etff1I1T 2 24kkf 11・
菊水化学工業( 附

他

その

キ ク ス イ ン リ カ リ シ ン 2  1. 4  

夫lλ j 、普ヲfl E  

2Skg1n 菊 水 化 ザ 工 業 側
i池

そ町

セ フ ミ タ イ ト N - 4 1  - 2  0. 4 - 0. 5 内 外 装 20kg11う 間同化研工業( 附
池

そグ〉

セ ラ ミ タ イ ト N - 300 1 - 2  0. 6 - 0. 7 内 装 2Skg1n l四国化日仁l二:J:; 仕掛
他

そグ》

セ フ ミ タ イ ト N - 500 1  - 2  1. 0 - 1. 2  
究内 対装

2Skg{ 1i 凶 l豆| 化研工業{附
他

そグ3

セ フ ミ タ イ ト N ー 1000 1 - 2  0. 5 - 0. 6 内 装 24kg セ y ト 四同化研工業仕掛
他

そ町

キクスイ y リカコート 1 - 2  0. 3- 0 . 7  
天I司グト霊井安

20kg旬 菊 水 化 学二lこた( 附
他

そグ〉

キ ク ス イ シ リ カ ソ フ ト 1  - 2  0. 5- 0. 9 
天内 装井

20kg1n 保j水 化学工業( 附
他

そグ》

キ ク ス イ シ リカ ロ ー ル 1  - 2  0. 8 - 1. 5  内 外 装 20kg{Fi  奇lj ノK 化会/ー工業( 附
他
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内 外 装 吹 付 材

* 信 頼 の シ リ ー ス

ＧヲＷｴ Ｍｊｾ ヨートシリーズ

- 種 類

アクリル樹指系化粧吹付材

ウナルヨート JI !lI!.I J L

エポキシ樹脂系化粧吹付材

ウ M ルヨート Z ポキ三，

アクリル樹脂系クレーター模梯吹付材

ウナルヨート" ! J L I - g -

ウレタン樹指系防水化粧吹付材

ウ貢ール: J - t - . ! J LI - 9: '  

セメント系スタッコ模様吹付材

ウ貢ールヨートニ ＱＹ ・ｾＺＺＺｊ
着色合成樹脂リシン

ウ' " -J" :::JートS 折ーリ三，こ，

( 練 JA B C雲

大 阪 支 社 干 532 大 阪 市淀 川 区 西 ヰ 島 4 - 2  - 9  

T EL  06( 303)  1171刊

京 都 干 600 京 都 市 下 京 区 五 条 通 室 町 西 入 南 側上 柳 町 223 - 2 丸 新 ピ ル 4 F

T E L  075( 361 )  7266 

神 戸 〒 650 神 戸 市生 田 区 加 納町 4 ー ! 岩 崎 ビル 2 F

T E L  078( 331 ) 0543 



連 続 気 泡 と 独 立 気 泡 の 相 乗 効 果 を 発 揮 ?

〈バ イ ン ダ ー な し で 簡 単 に 吹 付 で き る 内 ・ 外 装 仕 上 材〉

E 置匡ヨ

ｐ ロＮｾｾ

ｰ ロＮｾｾＮベコ

ア口 y ク お よ び ア ロ ン ク ベンは、 ヒ ル 石 、 真 珠 岩 " ー ラ イ ト 等 の

連続気泡体と硬質ノぐー ラ イ ト 等 の 独 立 気 泡 体 に ア ス ベ ス ト、 グ ラ

ス ウ J レ 等 を 最 も 効 果 的 に 配 合 し 、 と く に 吸 音 性 、 断 熱 性 、 対 衝

撃 性 、 結 露 防 止 性 に 優 れ た 相 乗 効 果 を 発 揮 す る 特 許 製 品 ( 第7512

89号 ) で 、 接 着 剤 を は じ め 全 て が 充 分 な 品 質 管理 の も と に 完 全 配

合 さ れ 現 場 で は 水 を ， 毘 合 す る だ け で よ い 内 装 吹 付 材 で す 。

I DI雲量

7: i : h、二えトエノ

渓 カヲ ログご請求ください

作 循 に 生 8 る

ガ ム ス ト ン は 特 殊 な セ メ ン 卜 系 重 厚 吹 付 材 で 、 施 工 に 際 し て は シ

ー ラ の ! 必 要 も な く 、 パ イ ン ダ ー を 混 合 す る 必 要 も あ η ま せ ん 。 コ

テ 押 え の 場 合 は 、 ガ ム ス ト ン の 水 号 | き 硬 化 時 間 を 4日分 一60介 に 調

節 し て あ る た め 、 コ テ 押 し の タ イ ミ ン グ が 取 町 易 〈 、 美 褒 な パ タ ー

ン に 仕 上 げ る こ と が で き る 外 装 吹 付 材 で す 。

蚕T Y L I T - ス チ ラ イ ト 工 業 株 式 会 社

J守 テ ラ イ ト 製 品，

本 京町堀ｼの ＱＵ Ｈ 東亜ピル Ｕ 階Ｉ電話 ＨＰＶ Ｉ ｾｾＳ ｟ ｾ＠

東 京 出 張 所 東 京 都 杉 並 区 西 荻 北 2 の 5 の l 電話 ( 03)339 - 9478'f¥i

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 中 村 区 鈍 池 町 3 の 28 の l 電話( 052)471 - 5191刊

福 岡 出 張 所 福 岡 市 西 区 田 島 5 の l の 7 電話 ( 092) 801 - 4212附

工 場 大 阪 市 平 野 区 長 吉 出 戸 町 6 の 13 の 28 電話 ( 06) 708- 3798'的

1 5  



人間らしさの空間をつくる

・特殊デザイン工法立体十戴剥士上材

ｾ・ ＷＷ ヲ四 ｲＷ 早川
( 村 l1' j-/l '1 時[い1' )

ローラ - iiJ 装 工 法 の 概 念 か ら 大 き く 飛 躍 し た 特f; k ロー

ラー 工法 に よ り 、 従 来 か ら あ る 各 種 の ロ ー ラ ー 塗 装 工

法 お よ び 吹 付 工 法 で は 得 ら れ な い 、 全 く 新 し い 立 体 映

様 の 壁 面 を 創 造 し ま す。

- ゴシックライフにおける特殊テザイン工法は・. . ••• ••• 

従 来 の 、 口 ラ に塗布材を含浸又は悶着させて、被塗物に塗り拡

げる工法や、ローラーの表面 lこ施されだ模様を、あらかじめ塗布材

の塗布されだ壁画に転写させる型押し工法、又は複層僕様吹何材に

うけるローラー押え工法などの、ローラー工法の概念から脱却し、

完成させ疋特殊ローラー工法で可。

ローラーの材質と表面の凹凸侵傑および塗荷材〈ゴシッフライフ〉

のすぐれ定性状とが合わさって狙特の立体僕様ガ形成されますが、

ローラーの凹口僕僚と仕上げ模僚とは直接的相似性はなく、部分的

に観察すれば不均 僕様でありなガら、全体としては均整のとれ芝

すばらしい壁画が創造されまでヨ。

- 特 長

o 変化に富んだ斬新な立体僕様。

。ローラーの種類、塗荷量によりデザインガ自由

に選択できます。

ｏｾ 塗膜は素地との付着力にすぐれ、強靭で伸縮性

り7 ラ ッ7 を生じません。

o 色 調 自 由。

0 トップコート仕上げによりさらにデラックスに

仕上げることができます。

仕上ーげの純m {史 111 :J: ift. イIJ lllih't / :li

コシ ックライフ S 1.0- 1. 5kg / m'  13- 20m'  

コt シ y クライフ M 2. 0- 3. 0kg/ m'  6. 6- 10m'  

ゴシ ックライフし 3.5- 5.0kg/ m'  4. 0- 5. 7m'  

• 
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仕 上 げ 模 樟 の 例

コンクリート 素地ワンタッチ厚付型吹付材

ト盟国事4 16

複層模様吹付材シリーズ

ＱＱｾ 刊の深みのある山 ｪ 、 ｲｦ 状 の ， ＼タ ー ンと， ｾ ｩｬｬ ， Ｇ ｩ し いた

＿ｊｾ カ Ｂ ｆ ｉ ・ Ｏて ＾ ｪ �守， 刈 ｉＺ ＧＺ ｪ ｾバＺ， ｲｬＨ｛ ｪ Ａ｣Ｈｬ Ｚ U r  J  -1-トーヨ・口吻キー

トヨ・"IJ -

トーヨＭＧＱリ叉ｾﾭ
アクリル系高級リシン

トーヨーヨート (i; 問。004J

< J > 東陽化成株式会社

I ' /H"，'[ 1; "川 4による J -:j i: +-l'dよ 、! U! _ 物を献 11' 1旬、上

と カ ラ フ J レ，，- ( 1: I 村 で 情凶 IC (1 '  I け J -1-

トーヨー ｚ 菰 ｾｉｊ ・ 竺 ＲＱＵ と［［ふいよ ［［ｩｴｦＺ＿ 仇いろ

トヨー ｚ 菰 ｾｉｊ ・ ＧＯＷ ト 幻てはおふロア
エ ム キ 品 川 J ど a 刊 ￭ｩｴｾ

トヨ- : t ポヌヲーZ戒. ! I ｾ［［［［［［叫ん 、 ｬｊＴＲＱ ほ

東 京 営 業 所

大 阪 営業 所

京 都 営業 所

広 島 営 業 所

九 州 営 業 所

手

口

忠

白

手

白

手

O

手

白

一
-

三

口

一

言

。

--=

o

z=

o

z
=
ロ

電

電

電

電

電

東 京 ( 03) 542 6  7  2  7  

大 阪 ( 06) 443 0977 ・0978

京 都 ( 075) 751  0 6 アア

広 島 ( 0822) 43 0  4  6  1  

福岡 ( 092) 801 0  6  7  4  



豪 華 な 仕 上 り と 優 れ た 断 熱 性 。

内 装 吹 付 材 の イ メ ー ジ を 一 新 し た 重 厚 吹 付 材 、

そ れ が 東 邦 の ネ オ ノ ら ル ス キ ン で す 。

置

所

一一

責

務

企

事

同

ル

築

共

ビ

建

組

庖

一

合

務

タ

総

林

エ

ン

本

中

セ

日

大

竹

島

側

聞

抑

制

抑

ノ中

計

ヱ

A

設

施

[ ネ オノf ル ス キ ン の 特 性 】 日 高 い 吸 音 性 l以7干キは 、l川平 4 仙 の121合 2000Hz で41% 、また 4000Hz で65% と、l以内 1I欠{. ) 一村 として

も催秀で 、 多目的 ｬ 次 十 ｈｾ としては依めて有効です 。 また 、 よ り ＨＮＧ ｝ｪ し、 ｬ 吸九 七 ｬ を求める場 介 は ＱＱ 欠 十 ｝Ｂ Ｑ Ｇ Ｏ を

hJqす こ と に よ り解決できます。

回 超 々 軽 量 プ ラ ス タ ー や 白 セ メ ン ト 等 の 出 合 材 を 全 く 使 用 し て い な い た め 、比 重 が極 めて軽〈

( 0 .  3kg / e ) 、 :1") 離 の 心 配 が 全 く あ りません。

園 高 い 断 熱 効 果 J ，j(状独 」工会¥i 包体 の 束手rl ノマーライトのみを 骨 M として 利 用 し て い る た め 、 熱伝 導Z不

( 0 .  076kcal /mh. C ) が小 さく 、表 而ーからの l以7)'くも な い た め 断 熱 効 栄 は 抜併 です。 また 、引 に結 跨r5Jj 止

を 要 求 さ れ る 厨 房 、郎、呂場等には 特 殊 タ イプの l次 付 ( ネ オパーノレスキン F タ イ プ ) も あ り ま す。

四 重 厚 多 目的 吹 付 材 J占村 同等司令¥0004号 の 内 では 11伎 の 、lりI¥.J I/ 10"1，1/ の認定を' 豆けていま寸 。 こ れ で

こそ本当の. wJ 平 多 目 的1I欠付 1'-1 で す。

固 完全 な 責 任 施工 会 社 創立 以 米 、 ネオパーノレス キ ンの材料 は一切 販 売 し て い ま せ ん。 そ れ は 材 質

の 選 定 か ら 心 の こ も っ た 地 工 ま で が、完 全 な究 H 地工 で な さ れ て こ そ 初 めて 、 弊tJ が白 {ι を もって

お 勧 め で き る 製 品 が で き る と f三 じ て い る か ら で す。

遅刻
東邦バーヲ[ F . ・株式会柑

大 阪 市 東 区 森 之 宮 酉 の 町 代 表 06- 941 - 9243 - 7  

〈営 業 所 〉 東 京[1Hl &i Jz:.::.: . . . . . . . . . .  ｾ＠ 広 島 ｾｉＺｉＧ ... Ｎｉｚ ｾ ｟ Ｚｷ＼Ｎ￮ｉｉ ｬ ｟ ，＠ 岡 山 (11:1*. .  ) . . . .  . . . .  

高 松 0878- 33 - 1  8 0 2  金沢 ｲｬｵ Ｚｙｾｾ 松 山 0899- 24- 5 3 2 0

1 7  
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口 ココ 風 か
ら超モ夕、ンまで. .  .  

あ ら ゆ る 建 築 の 内 外 壁 画 に

ご 自 由 に

数 多 く の 製 品 か ら

お 選 び い た だ け ま す

」ア ご ＿三 千い ＮＮＮ Ｍ］， ａ Ｂ ，，Ｚ ｾ ｾ ι ｦ

、7 ・，. " _ .' ｾ Ｎ ー
一 ム ｾ

.  亀ニご‘ ，一ｾ Ｍ王ｾ ｟Ｍ Ｍ

.  
ー ‘ 4

.  

州 ・

.-. . . .... .守 .

_"_  
， 

-_  

ｾＮ＠ Ｇｴ ｾ ｾＺ ＭＮ［＠ ... 

一占-- - ｾＭ‘＠ -、1ι

4‘‘ -噌. ‘

4‘  

セラヌキニJ

E ラヨート

セラb ・3 ト

セラリ: J ニJ

セラヌヲ・19::1

tョラヲイ111

⑬ 山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 ・ 工 場

大 阪 営 業 所

東 京 営 業 所

名古屋営業所

静 岡 営 業 所

福 岡 営 業 所

広 島 営 業 所

仙 台 営 業 所

大 阪 府 摂 津 市 東 早1) 府 i 丁 目 3 番 6 号

大 阪 市 東 区 唐 物 町 4 丁目 55番地( 本田Tホ初ビ J レ)

東京都千代田区麹目T 4 丁目 7 - 8  ( 地引第二ビ J レ)

名 古 屋 市 中 区 栄 3 丁目 2 3 の 1 4  ( 山市ピ J レ)

続 岡 市 泉 町 3 4 号( 山本ビル)

偏 岡 市 1専多 駅 前 4 丁目 3 の 1 4  ( 菅原ビ J レ内)

広 島 市 中 広 町 2 丁目 2 0 の 9 ( みのるビ J レ)

仙 台 市 よ 杉 2 丁目 4 の 4 6  ( 森林会館ビル)

干564

干541

干 102

干460

干420

干812

干733

干980

1i 06 (340)  9131( 代表 J

1i 06 ( 251)  6781 ( 代表)

n 03 (265) おお( 代表)

n 052(  262)  6774  ( 代表)

n 0542( 82)  6  0  4  0  

8 ω 2 ( 431)  6940 . 3912 

n OO22 (91 )  6  2  0  0  

合 0222( 22) 1  2  9  9  

司、、

ヤ

ー・、
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大橋化学の菖級唆付材

ア ク リ ル 樹 指 エ マ ル シ ョ ン

μｳ 市 ｟ｉｉｾ ￞Ｈ ｉｉ
スタ ッ コ 状 塗 料

ア ク リ ル 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン

ｉ［ｬＺ 昌訂ｾ
吹 付 タ イ ル 状 塗 料

ア ク リ ル 樹 指 砂 高 級 壁 状 塗 料

民主民 ｾｊＢＧ］］
ア ク リ ル 樹 脂 砂 壁 状 塗 料

A L C板 専 用 外 装 状

ア ク リ ル 樹 脂 砂 壁 状 塗 料 ｛，ｾＮ戸 ｉ ｉｾ＠

圃 発売元 株式会社 向 R 1:: : " - Q -

⑧ 製 造 元
ス橋 f巳学 Z 業株式会市土

| 新いミ建築のイメージを創るのは- - -

安定主主SHOFLEX 吹 き や す い . グ 塗 り や す い . グ

樹 脂 系 吹 付 材 の 決 定 版 ｆ ヲリｾｾリ ｚ ，Ｚ，

さ ａｬ ｪ［］ｪｬＺＮ，，ｾ＼

内 外 壁 タ イ ル 状 厚 膜 塗 料 コ ー マ ッ ク シ リ ー ズ

{憂 雅 な 尽 壁 主EJf 三T AうL21壁太郎シリーズ

一 一壁太郎シリーズ・混合不安のない既配合高級仕上材/ 一一一

A 聖!'.III......_ 既 配 合 の た め 、 現 場 調 合 の 不 便 、 不 安 な く 水 で 混 合 す る だ け てい強 力 な

、副 い わ ゆ る |理 想 の レ ジ ン ・ モ ル タ ル | が で き ま す 。

嬢 潜 強 度 が 早 〈 出 き 、 且 つ 優 秀

保 水 性 、 粘 性 に す ぐ れ て い る た め 、 施 工 作 業 性 ノ 〈 ツ グ ン

下 地 は ベ ニ ヤ 、 右 綿 板 、 特 に A. L . Cに 最 適

仕 上 は 壁 太 郎 仕 上 塗 材 で一一一色 彩 ・ 艶 ア リ ・ 艶 ナ シ ・ 何 で も OK .1 

スタッコ調一寸 内部吹付おさえ ｾ

|壁 太 郎 ス タ ツ コ I 壁 太 郎 さ ざ れ 石ド

@ 回 炉 将 … 替 え も 笥 単
下 地 コ ン ク リ ー 卜 に 必 要 な 通 気 性 も 良 好

要 は 理 論 に あ っ た 仕上 材 で す 。

案外と気のつヵ、ないのが打放し下地調整ノザですイ壁 太 郎 パ テ ト f 二22221T

近 庄 化 学 株 式 会 社
秋 田nOI 88- 32- 2777 福 島n 024- 46- 281 1附 東 京n 0 3- 291 - 356 1附

静 岡n0542- 52- 8474 名 古 屋n 0 52- 521 - 4321附 富 山n0 764- 41 - 4935

金 沢n 0762- 68- 2230 広 島n0822- 63- 1544 福 岡g ω 2- 441 - 30日間
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実績が輝く

｟Ｍ｟ｾ］ＯＺｊ 京Ｍ - ' 9- r '  JL ，システム

豪華なノ マタ ーン ・優雅な光沢一-

二 ッ シ ン ポ ニ ー タ イ ル F 堅牢で豪華なパタ ー ンの水系 エポキ シ下 塗 ・王吹き材

ニ ッ シ ン ポ ニ ー タ イ ル E 同じ く経済的な水系 エポキ シ玉吹き材

ニ ッ シ ン ポ ニ ー タ イ ル 中 塗 7.k系 ヱポキ シ中塗材 ( E と併用 ・経済仕上 げ用)

ニ ッ シ ン ポ ニ ー タ イ ル 上 塗NO. IOO 優雅な光沢、超硬質無責変1'1 ，ポリウレタン樹脂仕上げ材

ニ ッ シ ン ポ 二 一 ク リ ー ン 耐久力の優れた水系 1 液型特殊合成樹脂仕上 げ材

欠イ宗孝べイシト株式会社

. 本社・工場 干 533 大阪市東淀川区西淡路町 2 丁 目 389番 地 T  E  L  ( 06) 322- 6271 ( 代)

・ 東 京 支 庖 〒 143 東京都太田区大森南 3 丁 目 23番 地 9 号 T  E  L ( 03) 74 1- 8941 (代)

- 厚付吹付材シリーズ

. 内装専用吹付材シリーズ

ダイ ヤソフト 〈エ' 7 1レション系ゆず! 日l状仕上げ〉

ダイヤジュラク 〈エマルンヨン系砂壁状仕上げ〉

ダイヤ E P セイル 〈エ 7 ルション系天井用 l次付材 〉

ダイヤ ロック R <セメント系絞合唱仕上げ 〉

ダイヤ E P ロック〈アクリル系厚 l次仕上げ〉

ダイヤタサイロ ッ ク く 色Ｇ討Ｇｻｾ多彩厚 Ｑｉ 欠仕上げ 〉

・砂壁状吹付材シリーズ

ダイヤ ｓｐ リシン ＼ ｾ Ａ 民機高分イリシン 〉

ダイヤリシン 〈セメント系| りH< リシン 〉

ダイヤ E P リシン 〈アクリルリンン 〉

アクリルダイヤ 〈綴水性高級アクリルリンン 〉

ダイヤスキ ン〈多彩アクリルリシン 〉

・厚膜ローラー 塗材( ぬ りぎ い) シリーズ 4・圃... . . . . 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃h 大 阪 支J吉・ 営業所 まま( 06) 333- 575 1  

ダイヤマスチック A <エマルション系砂壁状仕上げ 〉 直 ｭｬ ヨ ｾｉｲｬｾ ヨ 名 古 屋 営 業 所 公 ( 052)822- 5570

ダイヤマスチ ック B <エマルション系内装さざ波状〉 対w 広 島 営 業 所 公 ( 脱 2)21 - 6261

・・・V 可 高 松 営 業 所 fi' (0878)62- 3915

Z イヤマスチ ック C <セメント系タイル状仕上げ〉 恒 租 仕 掌 工 業 株 式 会 社 福 岡 営 業 所 公 ( 092)611 - 3263

本社・東京都太田区大森北5- 8- 11  f i 03- 763- 021 1干 143/ 大阪事業部 ・大阪府豊中市豊南町南6- 3ー 13f i 06- 332- 5721 〒561 /工場・大阪・東京・ 高萩 ・札幌

2 0  



日 本 住 宅 公 団 御 指 定 材 料

日本住宅公団関西支社指定工事届

防 火 材 認 定 番 号 関 連 J IS

化 粧 壁 セ メ ン ト 吹 付 材

ソリジッ卜スタイン ( R 2 型) 基材同等0003号 J IS 6907 

合 成 樹 脂 入 化 粧 用

エ バ ー ウ オ ー ル ( R 4 型) 基材同等0003号 J IS 6907 

セ メ ン 11欠 付ー 材

合 成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン

エ バ ー サ ンド
基材同等0004号 J IS 6909 

砂

ヒ

下

モ

壁 状 H欠 付 材

j レ 石 日大 付 Ｊ ｾ＠ エ バ ー テ ッ ク ス
基材同等0004号 J IS 6909 

地 調 整 用

ス タ ソ ー ル
/レ タ ル 添 力日 斉り 一

合同特許建材工業株式会社

本 社 大 阪市 東 住吉 区 駒 川 町 3 丁 目 54番 地 T  E  L  ( 702 )  78 14代 表

; 場 大 阪 T E  L  ( 06 )  709 - 5735 東 京 千 葉 T E  L  ( 0474 )  23 一7767

事業 ｲ ｾ￭ 東 京 T E L ( 03 )  990 - 3252 名 古 屋 T E L ( 052 ) 503 - 4344 

話i 岡 T E L ( 092 )  521 ー 2731 キし l脱 T E L ( Ol l )  582 - 6976 

建 築 仕 上 の 省 力 化 と 不 燃 ・ 防 水 ・ 美 装 を 追 求 す る ノ

〈四 固 化 研 の 建 築 吹 付 材〉

ア ク リ ル ス タ ッ コ 状 厚 吹 材

・有 機 質 l次イサータイル ーーレ ナ タイル・レナラ ック( アクリ ル ) ・レナ キ ャ スト ( エ ポ キ シ )

・州 '/'1: タ イ ル ・リシン ・・ーー ーー ー ・・・ ーーー・ ー・・ ー ーー ・ー・ レナ フ レ ン ド ・ソ フトリ シ ン

・ア ク リ ル ス タ ッ コ 状 厚11大材・・・・・・ー一一. . . . . ..ー ー ー ・ーー ー ー ・ -ー ー. .. ・. . シポ ロ y ク

・ア ク リ ル リ シ ン ・ロー ラ - JIlリ シン ー ーシポカケン ・ラ フ ネ ス ー 7 ・シ ポ ロ ル

・本立;1た附石H欠付材 ーーー ー・ ーーー ..... .  ー..・・・・・ ーー ーーー ー ーーー ーーー・・・ ・ ーセラスカケン

・内装 mソフ トニIk 吹 付ータ イル ーーー・・ーー ーー ・・・・ ー・ー ー・ー ー・・ー・ーー・・ー ・・・・・・・ ー レナ コー卜

. 特 殊塗 料 ・壁 装 材 ・溶斉IJ ・ 無 機 軽量 骨 材

本 社 大 阪 府 茨 木 i l1 ｲｾ ， 穂相 Ｑ ＭＶＭＵ Ｑ f i ( 0726 ) 26 - 6231( 代 ) 〒 567

東 京fi (03)  344 - 9461  r，占}i f i (052)  931- '1149 福 岡公(092)271  - 5253 

仙 台公 (0222) 91- 2608 広 ぬまま (0822) 22- 5433 札。見合 (011)512 - 1505

大阪工場fi (0726)43 - 6245 点京工場合 (0462)51ー 2728

2 1  
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吹付仕上げからローラー工法まで幅広< 施工できる

］山 ｾＳＢＧＱ Ｑｉ昌也 Ｒ
.PJ¥付仕上 げでも、ローラー仕上けで、も、お好み

に応 じて選択いただけます 。

. 密着性、耐候性に優れた性能を発樺 します 0

. 塗料づ くりの手法が充分生 かされており 、使う

人の立場に立った使 いやす い塗料です。

ノド社 ・大阪市街品I X : 祈 J臼6 - 8 -10( 干553) T E L 06( 458) 11 1l 

点京 ・" * 京初品川 |支南品 川4- 1- 15( 'T' 140) T E L 03( 474) 111l 



一 明 研 の 建 築 防 水 ・ 内 外 装 仕 上 材 -

建 設 省 認 定 防 火 材 料

¥:J f ' I:J 哩' J : J、I I耳目哩司、

¥I11l l 主3、I l l l Ii百

1J fI!l171、I I lι耳、

基材同等第∞05号
0 ア ク リ ル厚 肉 リシン 吹 付 材

認定防火材料基材同等第0003号

認定防火材料基材同等第0005号

認定防火材料基材向等第0004号

※ 外 公 付 の
エ マ J レリン ン 表 示 許 可 工 場

エ ワ レ ソタ ス リ ン ノ

ーエ. ーァロ ←- 1レ

エ 7 ル ス キ ン

エ マ カ γ ト

，、イフ・ γ ソ

※ |人l 袋 村

エ マ ト γ プ

エ7 ジュ ラ ク

エ マ ー ソ フ ト

1人n¥ll lI l .工 7 ル

1レ ナ フ ァ ー ザ ー

ル ナ ファ ー ザ ー ク ラ ウ ノ

園
建 築 用 吹 付 壁 材 ・壁 塗 料

の 総 合 メ ー カ ー

明研化学工業株式会拡

本 社 明 石 i!i 藤 江 中 谷町 888番 地 (078 )928 - 3456({- 1;; )  

第 二 工 場 神 戸 市 垂 水 区 岩 岡 町 野 中 字 福 吉 5 6 4

営 業 所 大 阪 ・東 京 ・名古屋・広島・福 岡 出 以 所 仙 台

ｬ ｚＵ 開眼ｾｾｾザ ｩｕ
( 冬 場 施 工 可 能 、 抜 群 の 接 着 力 で 新 登 場 。 I

リンタイノレ{ ま

ソ フ ト な 丸 山 と ユ ニ ー クな' { ' [ ! 必、

'{!2 i ヒに ' " ん だ 也;付、μ:付添、

山 か な 色 彩

と い う つの フ ィー リ ンク の Ｏ ＧＮに ｝Ｂ ｉＡ 氾 ＨＨｉ Ｈ ｊ な Ｔ を ｊＧＯｾＯ Ｚ をも っ た

JJL代 の ，出 築 に ふ さ わ し い エ ポ キ ン WJJ 照 的 新 し い 11) ，十l タ イ ノレです 。

. < ' ンシ ョ ン の |人j 外 公

. オ フ ィ ス ヒ ノ レ の |ノサ外公

. タ ー ミナノレビノレの i人l 外 公

. レ ジ ャ ー セ ン タ ー ビノレの |人I 外 公

. シ ヨ ソ ピ ン グ セ ン タ ー ビノレの l人j 外 主L

. ス ナ ソ ク 、 テ ィ ー ノレ ー ム の l人l 外 尖

ｾ＠
、，"，¥

群 を 抜 い て い ま す。 f i

接 着 力 は

〈3 ｾ 二 三す 〉

一

す

一

一

れ

一

一

t

縮

一

一
は

樹

一

一
期

一
に

一

一工

対

一

一

Z

一

本 ヰ土 : 605 京 都 市 東山 区 一 焔里子-4>= IIIT11 - 1  電 話 ( 075 ) 541- 4311 (大 代 表 )

東 京 支 社 : 103 束 京 都 中 央 区 日 本橋 本 IIIT 1  - 9  第 10中 央 ピ ノレ 屯 話 ( 03 ) 279- 3031 ( 大 代 表 )

大 阪 支 社 ー 541 大 阪 市 東 区 平 型)'IIIT 4 - 18 東 海 ビ ノ レ 屯 話 ( 06) 2 03- 3 8 71( 大 代 表 )

名 古 屋 営 業 所 ・ 450 名 古尿 市 中 村 区 笹 山 Hη ' 1 - 1  新 名 古 尿 ビ ノ レ 北 館 '711. 話 ( 052 ) 581- 8511 (代 表)

京 都 営 業 所 605 京 都 市 東 山 区 楠 稲 伴 ノ 上H円 7 ー 2 ' ，[ 話 ( 075 ) 541- 4311 ( 大 代 表 )

北 陸 営 業 所 910 福 井 市 中 央 3 - 1 ー 5 二 谷ピノレ 屯 話 ( 0776) 23- 0694 (代 表 )

工 場 : 京 都 / 名 古 屋 / 川 崎

海 外 事 務 所 ニ ュ ー ヨ ー ク / ジ ュ ッ セ ノレドルフ

2 3  



| あらゆるシャν レ の 企 画 に 挑 むT P P A N-

社 会 が 拡 大 し 複 雑 化 し て く る に つ れ 、 企 業 活

動 も 単 に 一 面 的 な と ら え か た だ け で な く 、 社

会 心 理 学 ・文 化 人 類 学 ・ 人 間 工 学 な ど 広 く 学

聞 の 成 果 を 取 り 入 れ た 多 面 的 な ア プ ロ ー チ が

. マ ー ケ テ イ ン グ 部 門

企業 向 似 ＧＱ ｇ 柄 Ｑ Ｑ ｽｊが刻 ｉ ｊ Ｊ Ｈ ｉ ｾ ｊ に ｬ ＮｦＨ ｭｊ され

るためには、あらゆる 11}Jf{ ，] Iニ丘刷l して

いる こ と が 大 切 で t . そ こ で7 ー ケ

テ ィ ン グ 古III"J は、七 - 1レ ス プ ロモ ー

ション 、 商品ｉｬ ｽｪｾな どに 記・ ｾ な、 あら

ゆ Ｎ ｾｴ ，ＧＯ 秘 的 収 集 と Ｎ Ｑ 制 作 、分析、 ｊ ｬ ￯Ｑｨｪ

を行 な L 、ま寸 .

. ア イ デ ア セ ン タ ー

7 ー ケ テ イ ン グ治 則J に Jょっ・いて . 件H¥

ｉ ＮｬＮ、行キ ャンベーン Ｑ￬＿Ｚ ｾｨￎ 、七 ール ス プ ロ

モ- ，. . . ョン イT': ll hjの 、正当ー から、パンフ レ

y ト、 P R  ，Ｎｾ ＺＮ 、 ディスプレ イＮ パソケー

ジ 、 ノベルティ な どの 企 [Ihj 、 山 11ュを

ji な L 、ます

必 要 に な っ て い ま す 。 そ う し た 時 代 の 要 請 に

応えて、 トッ パ ン の 企 画制 作 部 門 は 印 刷 を 軸

に あ ら ゆ る 媒 体 を 一 体 化 し 、 新 し い 社 会 ・企

業 ・生 活 環 境 づ く り を 目 指 し て い ま す 。

- ト ー タ ル メ デ ィア

人 IlI Jili 9i曲、 l似ッピi:"; ffQJ の す べ て の '1f. HII

をメ ディアとしてとらえ 、そ の総 令 (I'J

な1f: : 11l 司とl) fJ発 を お こ ない ます. iキ'が

ｾ ｾｴ 的日 Ｑｦ ｴ 附を 民 的、 ｦ 訂土立 ｉｬ ｦ ｊ 免Ｎ C ]  

;f j' llhj 、映 i官、fIl i し物、流行 IlfJ 発な どの

ｾｬｬ ｬｊ ｩ 占 ｊ 泉、 ｮｾｊ 1午、:J.i施 を111 勺 しま す.

. そ の 他 の グ ル ー プ

以 上町 一 つ の ff lSIUJ には、 そ れぞJ t JhJ，

) J チ ー ム が組 織 され て いま す o 1，1/-1111 

分 Ti' の アイ デ ア と テ ク ニ γ 7 を駆 使

して 、 1';': とな っ 1.:. ftlJ j1a fi 91由をl民!日l

しま す.

凸 版 印 刷 株 式 会 社

関西支社 大阪市福 島区海老江上 4 丁目 23番地

2 4  



4 建築 6 団体合同新年交礼会

恒例により建築 Ｖ 団体合同の新年交礼会を下記のとおり ｬｾｦ ｊｩｕｩ いた

します。 相 互 遡 礼 の 煩 を 省 き 、 一 堂 に 会 し て 年 頭 の 祝 辞 を 交 換 い た

し た い と 存 じ ま す 。

日 時 昭和51年 1 月 5 日 ( 月) 午後 111寺30分 - 211寺30分

会 場 大 阪 コ ク サ イ ホ テ ル 8 階 宴 会 場 ( 東 区 内 本 町 )

会 費 1，500円 ( 当 日 欠 席 さ れ て も 会費 は い た だ き ま す。)

申 込 12月15 日 ま で に 会 'l' i を 添 え 、 本 会 ( 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3

一37 日 本 位築 協 会 総務 課 T E L 06一 231- 9648 ) へ お 111込

み下 さ い 。 参加 者 名 簿 を 作 成 い た し ま す の で 〆 切日 を厳 守

聞 い ま す 。

H自利J 50
i jo'r に 建 設|共j係 功労 者 と し て 叙勲および袈主主 を 受 け ら れ た

Ij . を招 待 し て そ の 栄 誉 を 祝 し ま す 。

共 催 団 体

ヨ 木 建 築 協 会 大 阪 府 建 築 士 会

白 木 建 築 学 会 近 畿 支 部 日 本i建 築 家 協 会 関 西 支 部

大 阪 建 設 さ位 協 会 日 本 建 築 材 料 協 会

日 本 建 築 協 会 会 告 一

司会員忘年懇親会の中止 について

お知らせ

恒 例 の 日本 建 築 協 会主 催 、 会 員 忘 年 懇 親 会 は 本 年 も 諸 穫 の 事 情 に

よ り中止 す るこ と に な りま した の で お 知 ら せ い た し ま す。

「建築と社会」誌パックナンバーのおしらせ
下 記 パ ック ナ ン バ ー が そ ろ って お り ま す の で 、 購 入 ご 希 望 の 方

は 日 本 建 築 協 会 ま で ( 電 話06- 231- 9648 ) お 巾 し 込 み下さい。

* 印は欠号

l x 

II i':l手口42
i
f 1Ii':l和43年 H召手口44i l'. II i':l手口45.11三 1Ii':l和4611三 1Ii':l平日47

i
f H召和48年 II i':l利49年 H召手口 50{f

(48l 長) (49J長) (50集) (51集) ( 52J!k) (53集) (54集) (55柴) (56柴)

*  住 宅一 60年 代

*  
建 築 産 業 の 現 代 社 会 冬 手 オ リ ン 歴 史 的

正 lEI .u: I剣 場 日11 111 生 前 の 総 指 と 70 建 築 教 育 ｉｾ＠ fs-it I  自官

桃 iit と ) j Ji ，) と I;J: {iif か
年 代 の 展 望

ピッ 7 と札 帆 1;'1 境 保 全

行11 111 の
鉄筋コンクリ 行日TI i エネノレ 泉北ニ ュー タ

l明日 の 往 築

2  住 設 機 械

い こ い の 場

ー ト椛iit 耐 iぷ 建 築 と 安 全 ギと !!'f. 公 1与 600号 記 念 号 ウン( 7 ) コミュ

はどうなるか

w.: il iJ の新，建築

設計の 再 検討 化 ビ ノレ ニ テ ィ 胞 設

*  計一阿と住民一
卜l . -j>: i ! l :築|励会 50周 年 記 念 日本万同 ｴｾ ＱｪＺと イ ン テ リ ア 大 阪 大 林

3  

50周年記念号 事 業 記 録 号

中 許11か ら の

技 術 開 発

建 築 J主 権 法

デ ザ イ ン ビルデイング

保 養 所 作 品 イ ン テ リ ア

報 管

*  
設 計 ー の 百11 di ｾ ｊＺＺＮ＠ i市と レ ジ ャ ー と

既 成 市 街 地の p  c  t，反 を

4  社 会 と 往 築 幼 児 施 設 老人とすまい 都 d1交 通 問 題 住 宅地務制Ii の 使 用 し た

y ス テ ム 化 み ど り 地 設
方 策 工 業 化 住 宅

*  
J往wi 史の 方 1") *  J ヒ侠ニ ュ ー

日11 di と グ ッ ド デ ザ :ii -:: jll'i と 設 計 大 阪 llil 1努

5  

流通: s : 11-11  

教 育 地 設 一 現 代 に よ み

イ ン iA Ji}J  

手IJ 用

タ ウ ン 白 1. iilli 

社 会 ・建 築 ・法

がえる 過 去 一
の プ ロ セ ス ピルデ 4 ング

*  
往 築 行 政 に 量 産 住 宅 老 人

建 築 生 産 と 者 Ｑｉｉｉ￭ のｽ ｾ［観 と
6  fj'. :0と と 設 Wl 医 療 施 設

J¥/I待するも の

山 市 建 築 問 題 解 体 工 学

の 設 備

流 通 機 椛 の

地 設コミュニティ

変 容

転 換 し つ つ 欧 米 に 住 宅 一 建 築 家 ピ j レ の 省
建 築 と プ レ ス

7  生 路 地 設 mnl i 交 通 施 設

ある住宅' J : : . j J ' f . お け る 契 約

者11 市 と HP i背

エ ネ J レギ 化

トレストコン

*  

の す ま い
7 リート 椛 ji i

自主 号

*  
( 任 中 学 )

ｾ Ｇ ｾ＠ 1r 1 プレハプ
モ ン ト リ オ nJI ili 告も給 解決をせまら ，建 築 家 の 'I 'i; 換 !tJ J の $Irl 司途地域i I l ll 生前折7 ) < . 処思

8  

- Iレ 万 博
処 J:! i ! . 地設 れる公 :1 ｩｾＺ＠ 11-11題 課 題 と 六 任 と 環 境

住 宅 の 柿 造

白血設のあリ I 'iニュータウン
号tじー比ト 1三i-J-

Art と し て の

*  *  
軟 弱 I也 昔話 自 ＱＱ 市ｻ 主 ｉ｟［［ ｾｽｊ ＺＱ へ 人1 i ¥J 球続

9  住 設 n イt

住 J i 1f

海 j羊 1; f. J !}e 工 Ｇ ｊ ｾ ;i .1 凹i

と JlsT一、fζ プMく

柿 造 と! 必 工 み ど と し て の

のアプロ一千
タ ー ミ ナ ル

*  屋 似11)) 水工・J';:
nJ l  市 σ〉

民 家 の 系 議 デ ィ ベ 変 貌 す る 書量音対策と

10 11止j庄 の 外 装
相1 111 防 災 仕 上 と 材 料 の 失 敗 汐IJ と

アクセサリー と保存計j i ] j j
ロ ッノマーー 往築生 ｪ［Ｇｾ

そ の 対 策
|坊 音 材 料

*  ｾＢＧ｜＠ 1  4 回 ｾＢＧ｜＠ 1  5 回 第 1 6  IIII 
第 1 7  Inl  ｾＱ＠ 1  8  1旦l 第 1 8 回 ｾ＠ 2  0 厄l 第 2 1 回 第 2 2 巨l

11 

-，'f 王手処築家 苛 年 技 術 者 ") '1:年 技 術 者 -，'f i_1三技 術 者 '，'i '  11'- 1主 術 者 ｾ Ｇｦ 年技術者 干了年技術 者 ':; 'J 1: 1三 技 術 者 青 年 技 術 者

12  Jはu 5 と生命

却i nJl rl1計 画 法 九 州 か ら の 山 |場 ・ lLi 陰 ＱｾＱ 然 と

北| 控の新建築

ヨーロッバの ビ lレ| 坊災 に 集令1 :t 宅 の

の 訪 問 題
*li ｾ号 か ら の 判i t号 レジャ ｾ ｉＯ｜ｉ ま ち づ く り |射 す る 1n 1 設 備 ( 予定)

挫築 t 社会/ 1975"1三11 月号 2 5  



ー ナ

日本建築協会法規委員会

質 疑 な ど町役稿をお i年ち しております.

9 7  

消 防 用 設 備 等 の 設 置 単 位 に つ い て

消防法第 17条 ( 消防用設備 等 の 設置規 定) の適

用については、原則 として、それぞれ 1 の』東を

形成する防火対象物とされているが、この倣 と

しての解釈については、従来、しばしば疑問と

されるケ ース があったが、今回 、 自治省消防庁

から、思IJ 記のとおり、新たに通達が示されたの

で、ここにこれを 掲 載 し、参考に資することと

します。

( 大阪市消防局予防部 国中隆夫 )

消防用設備等の設置単位について

各側道 ｊＨＮｦ リＧ， ｾｩｲｴｬ ￭ｽｪ ￈ ＱＱ 郎氏あ て 消防庁安全救急課Lk

昭 和 5 0
J
I' 3 J J S 日 消 防 安 tn 26 J .j-

t票記のことについて、昭和38年 9 月21日付自消

丙予発第57号をもって通達したところであるが、

防 火 対象物 相互 の 接続 方法について 種 々の 態様

が出現 してきたこと苦手にかんがみ、今後この取

扱 いを下記のとお りにしたので、この旨管下市

H汀村 に通 知の上、よろしく 御 指導願 いたい。

コ
r
u

s-
-
-
n
 

第 1 i!!f 防用設備 寄Fの設置単位 は、建築物 であ

る防 火対象物については、特段の 規定 (仔IJ 消

防法地行令第 8 条、 第 9 条、第 9 条の 2 、第 19

条第 2 J賀、第27条自主 2項) のない限 1) 、棟 であ

り、数J也ではないこと。

第 2 建 築物 と建築物が渡り廊下( その他 これ

らに類するものを含む。以下 同じ。) 、地下述給

路 ( その他 これ に類するものを含む。以下同じ。)

文は 洞迫 ( 換気、 IIJ ) : 房又は 冷房 の 設備 の風ii' L

給 排水 管、 配ｾｴｌ 管等の 配 管類、電 線 類その 他 に

これらに類するものを 布 設するためのも のを い

う。以下同じ。 ) により接続されている場合は、

原則 として 一棟 であること。ただし、次の各号

の 1 に該当する場合は別練として取扱 ってさし

っかえない ものであ ること 。

1  建築物と建築物が地階以外の階にお いて 波

り廊下で接続されている 場 合で、次の(1)から (3)

までに迎合して い る場合

(1)  渡 り廊下は、 i並行 文 は 運搬 の 用途のみに供

され、かつ、可燃性物品等の存置 その他 通行 上

の支障がない状態にあるものであ ること。

(2)  渡り廊下の有効幅員は、接続される - 1i 又

は双方の建築物の 主要構 造音11が木造である場合

は 3 メー トJ レ未満、その他の場合 li 6 メートル

未 満 であること。

(3) 接 続 される建築物相互 聞 の 距維 は、 11渚にあ

って は 6 メー トノレ、 2 階 以上の階にあっては 10

メー トルを超え ないものであること。ただし、

次 のアからウまでに迎 合する 場 合は 、 この|浪り

でなし、 。

ア 接続される建築物 の外壁 及 び 屋 被 ( 渡 り廊

下の接続部分からそれぞれ 3 メー トル以内の距

維 にある部分に限る 。 次のイにおいて同じ 。)

については、次の( ァ) 又は( ィ) によること。

2 6  辿 築 と社 会/ 1975年 11月号

(ァ) 耐 火 構造又は防火構 造で造られていること 。

(ィ) (オ以 外のものについては 、耐 火 椛造若し く

は防火構造の へいその他これらに類するもの又

は閉鎖型スプリンクラ ーへ y ドを用いるスプリ

ンクラー設備若しくはドレンチャー設備で延焼

防 止上有効に防護されていること 。

イ アの 外壁及び屋綴には |井l口音11を有しないこ

と。

ただし、面約 4 平方メ ー トル以内の |羽口苦11

で甲極限j 火戸又は乙極限j 火戸が設けられて いる

場合にあっては、この限りでな L 、。

ウ 渡り 廊 下については次の(7) 又 は( ィ)に よるこ

と。

(ァ) 1吹 き抜け等の |品l放式であること 。

(ィ) ( ァ) 以外のものについては 次の A から C まで

に適 合するも のであ るこ と。

A  建築基準法施行令第 1 条第 3 号に 規 定する

椛 造耐力上主要な部分を鉄骨 造 、鉄 筋 コンクリ

ート造文は欽' 白鉄筋コンクリート造とし、その

他の部分を不燃材料又は準不燃材料で造 ったも

のて" あ ること 。

B  建築物の両端 の接続古11に設け られた出入口

の 部分の而ti'れま し、ず れも 4 平方メート J レ以下で

あり、当該部分には甲種| 坊火戸又 li 乙殺: 防火戸

で、随時開 くことがで きる自動閉鎖装置付 のも

の又は煙感知器の作動とj ! I i 動 して自 動 的 に 閉 鎖

する 防 j立の ものを設けら れていること の

C  次の自然排燈用 ｉ ｪｾ ｊ 口部又は機械排煙設備が

排煙 上 有 効 な 位i査に、火災 の際容易 に接 近 で

る位置から手動で|刻放で きるよ うに又は煙感知

器 の 作動と ｩ 生動 して ｉ ｬｾ ｊ 放するよ うに設けら れて

いること。た だし、 閉鎖型ス プリンクラーヘッ

ドを用いるスプリンクラー設備 又はドレンチャ

ー設備 が設けられているものにあってはこの| 浪

りでな L 、。

a  自然排煙用 問 口百11については 、そ の面 積の

合 計 が 1 平方メートノレ以上て' あり、かつ、屋根

又は天井に設けるものにあっては、渡り廊下の

幅 貝 の 3 分の 1 以 上の中高で長 さ 1 メー トル以一七

の もの、 外壁に設けるものにあっては、その両

11¥11に渡り廊下の 3 分の l 以上の長さで高 さ 1 メ

ー トJ レ以上の もの その他 これ らと 同等以上の排

煙上有効な |品l 口部を有するも のであること。

b  機 械 排煙設備 にあっては 、波リ廊下の 内 部

の煙を有効、 かつ 、安全に 外部へ排除すること

ができるものであり、' ; l L 気て' 作動させるものに

あっては手ド常' ，11: 1. 原が|附置 されていること。

2  建築物と建築物が地下述給路 ( 天 井 部 分 が

直 接外 気に常H寺j) 日放され ている もの ( ｾ 、わゆる

ドライエリア形式のもの) を| 徐〈 。 以下 同 じ。)

で接続されている場合で、次の(1)から (8)までに

迎 合 す る 場 合

(1) 接 続 される 建築物又はそ の部 分 ( 地 下 辿 給

路 が接続されている 1，皆の部分をいう。 ) の主要

構造音11は、耐火構造であること 。

(2)  地下述給路は、通行又は速織の用 途のみに

供され 、かつ、可燃物品等の存置その他通行上

支障がない状態にあるものであること 。

(3)  地下i主総所は、耐火構造とし、かつ、その

天井及び壁並びに床の仕上げ材料及びその下地

材料は、不燃材料であること 。

(4) 地 下連絡 路の長さ (地下述給路の接続する

両端の出入口に設けられた 防 火戸相互 の 1:¥J i 腐を

いう 。) は 6 メートノレ以上であり、そ の中市民は

6 メート J レ未満であること 。

ただし双方の建築物の接続音11に閉鎖型スプリン

クラ ーヘッドを用いるスプリンクラ ー設備又は

ドレンチャー設備が延焼防止上有効な方法によ

り設け られている場合は、こ の|浪り ではない。

(5) 建築物と地下連絡路とは、当該地下迎給路

の 両端の山入口の部分を除き、 ｉ ｬ ｾｊ 日書 Ｑ Ｑ のない 而 ｦ

火椛泣 の床又は壁で区画されていること 。

(6)  Ｈ Ｕ Ｉ の ｈ ｾ ｾ 入口の関 口 部の面 抱 ｉ Ｈ は Ｔ 平方メ ー ト

J レ以下であること 。

(7)  (5)の出入 口 には、甲種防火戸で随時 1mくこ

とができる自動閉鎖 装 置 付の もの又は 随 時 閉 鎖

することができ、かつ、煙感知31it の作 動 とjjf 到J

して 閉鎖 するもの が設けられているこ と。

(8) 地下連絡には、 I 、(3)、イ、( ィ)、 C 、(b)に

よ リ相|煙 設備 が設けられていること 。 ただし、

閉鎖型ス プ リンクラ ーへ y ドを 用 いるスプリン

クラ ー設fiii が設けられている場合は、この限リ

ではな い。

3  建 築物 と建築物が洞道で弘接続されている場

合で、次の(1)から (5)までに 適 合 す る 場 合

(1)  建 築 物 と洞i立と は、洞道が接 続 されている

部 分の1m口百11並びに建築物内に 設けられた 円検

及び換気のための 1m口音11 ( 2 平方メ ー トル以下

のものに 限る 。) を除き、関白書11のない而.t 火 椛

ｩｩｴ の床 又はｾで区画されて いること。

(2)  洞i立は耐火桃造又は 防火榊 造とし、 その |村

11¥11の仕上げ材料及びそ の下地材料 は不燃材料 で

あること。

(3)  洞道内 の風辺、配管、配線等 が 建 築物内 の

耐火ｾ ， Ｇｉｉ ｩｩｩ の壁又は床を 貫通する場合 は 、当 該 Ｑ ＧＱ

i必苦11にお いて、当該j武道、配管、配線等 と1同追

及び建築物内の耐火構造の壁又は床とのすき 1:11

を不燃材料で埋めてあること 。た だ し、澗辺の

長さが20メー トl レを超える場合にあっては、こ

の|浪り でなし、。

(4)  洞近の両端の ｉｾ 日ロ部 Ｈ 建築物内 に設けられ

ているものに 限る 。) には 、申告' 1¥1切火戸 又 は 乙

fif( 防火戸 (1m口音11の面 積 が 2 平方メ ー トJ レ以上

のものにあっては、 自動閉鎖装置付 の ものに似

る。) が設けら れ てい るこ と。

(5)  (4)の|別口百11で換気のた めの常時間波状態 に

ある ものにあっては 、防火ダ ンパーが設けられ

ている こと 。

第 3 その他

1  この基準は1I i " ，和50年 4 月 1 日から 五IU召され

たいこ と。

なお、既存の |坊火対象物でこ の基 単 に 迎 合 しな

いものについては 、lI ij 和 52年 3 月31日を 1=1途に

当該基準に迎合するよう指導されたいこと 。

2  1昭和38年 9 月21日付自消丙予発白057号 「消

防 J目設やiii 等の設誼単位について 」の II!I迷 は廃止

するものであること。
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ニムース 原稿をお送り くださ L 、.

明 石 高 専 ' 75 建 築 展

ー 芦 屋 浜 に か け る 夢 一

きる 9 月 13 日一 19 日 に か け 、 明 石 工 業 高 等 専 門

学 校 ・ 建 築 学 科 4 年 生40人 を 中 心 に 、 首 屋 市1也

先 の 埋 立 地 126ha に 住 宅 ， 商 業 ・ 公 共 施 政 、 公 聞

な ど を 計 画 し た 、 わ 75建 築 展一一一首 屋 浜 に か け

る事ｾ， Ｍ J カe日目イi泣き h. た。

住 宅 都 市 芦 屋 " 。 ノ マ チ ン コ 屋 め な い 街 と し て

市 民 的 消 ら か で 誇 り 高 〈 、 康 史 の あ る 雰 囲 気 を

現 代 の 都 市 に 如 何 に 創 造 し て ゆ く か を ね ら い と

し た 本 展 は 、 住 む 人 び と に と っ て の 狭 〈 小 市 民

的 な 迎 帯 感 で は な く 、 n 容 で 抱 容 力 の あ る 日 本

全 体 で の 誇 り 得 る 共 感 を 、 建 築 空 間 的 内 に 創 造

し な け れ ば な ら な い と し 、 原 点 を 直 視 し な が ら

若 い 19オ の 夢 を 馳 け め ぐ ら し た の で あ る 。

来 年 に I F HP兵 庫 国 際 会 議

1  F  H  ｐ Ｈ 住宅・ ｦｯｬｬ 市および地域［ｴ Ｍ ｪ Ｍ ｈＡＡￎ 同 ｉ ［ｾｪ 出 合Ｉ

の 国 際 会 織 が 、 米 年 ( 昭 和 51年 ) の 5 月 17 日 か

ら22 日の 5 日 HI l にわた っ て ‘ 兵1・H県 で 1)l:I1!1i さ れ

る こ と が 決 ま っ た。 会 淡 町 主 題 テ ー 7 は r 人

間 居 住 刻 犠 改 作 に お け る 地 方 公 共 同 休 の 役 i ' f IJ J

で 、 参 加 鋭 悦 は 約 600 人、うち海外 参 加 者 約300名

が 見 込 ま れ て い る .

な お 、 こ の 憐 会 に 、 プ レセ ミ ナ ー として、 r よ

り よ い 居 住 環 境 へ の改訂リセ ミナ ー J を 三 回 ほ ど

聞 く 計 画 が ね ら れ て い る 。

画 圃 函 園

『古 墳 の 設 計」

き た 問 題 に 光 を あ て . 弥 生 時 代 に は 今 ま で 考 え

ら れ て き た 以 上 に 科 学 技 術 が 伝 わ っ て い る こ と

を 明 ら か に し た も の で あ る 。

序 章 r 人 と 遺 跡 と の 出 合 い 』 に つ づ き 、 第 1 昔11

r竪 穴 住 居 内 設 計 』 に お い て は 、 そ の 柱 穴 の 位

也、 H宇 蔵 穴 、 カ マ ド さ ら に ゴニー絡 め 寸 法 ま で 、 物

尺 に よ っ て 規 定 さ れ て い る こ と を 実 証 的 に 検 肘

し 、 笠 穴 住 居 が タ テ ・ヨ コ 間 A基 準 紋 に よ っ て 高

度 な 君 主 計 が 行 わ れ て い る こ と を i明 ら か に し 、 今

ま で の 竪 穴 住 居 の 居 住 民 は 原 始 的 な 人 々 で あ る

という 通 鋭 か ら 抜 け 出 し 、 こ の 新 た な 悦 点 よ り 、

民 衆 の 竪 穴 住 居 に こ の よ う な 設 計 技 法 が み ら れ

る 以 上 、 支 配 階 級 の 建 造 物 や 築 造 物 に も 、 当 然

同じような設計技法が見られるはずと、自ｾ 2 部

r 古 墳 の 設 計] へ と 展 開 さ れ る 。

こ こ で は 、 各 傾 向 飯 合 型 古 境 内 形 態 決 定 が 料 税

目 状 の 罫線を号| いた 貫生 百 十 盤 上 で 行 わ れ 、 そ の 中

央 を 通 る タ テ ・ ヨ コ 十 字 型 の 斜l が 段骨十 法 単 線 で

あることや、墳丘長の八分長が ｊｩｾ ｩ 制 圭ぜ あるこ

と 、 さ ら に 高 さ の 問 題 を も 明 ら か に し 、 ま た

大 型 前 方 後 円 墳 を 「三つめ R宣言十型 J ( ①後向者目

的 直 径 が 墳 丘 長 の % の も の ( 仁 徳1¥主砲 に ② % 以

上 で 前 方 音11 と の 述 結 が ヨ コ の 設 計 法 都 線」ニて' 行

わ れ る も の ( 応 神 陵 型 ) 、 ③ 悲 単 線 の 下 に さ が る

もの ( 日 築 除 後 型 ) ) に 分 類 、 検 討 し 、 前 方 後

円 墳 の 変 遷 を も あ と づ け て い る .

第 3 晋11 r 設 計 技 法 的 背 景 と 源 流』 に お い て は、

相 国 男 A  5 判 188 頁 ￥2 ，300 築 地 書 館 古坦宜的 Z宣言十 研 究 か ら 明 ら か に な っ た 新 技 法 の 波

本 容 は 、 間 然 の こ と か ら発 堀 ( 考 古 学 ) の 魅 力 来 、 背 景 、 源 流 に つ い て 追 求 さ れ 、 角 度 の 使 用 、

に と ら わ れ た 智 者 が 、 発 掘 を 続 け る な か 竪 穴 式 同 図 型 的 流 行 、 さ ら に “ 天 円 地 方 " 鋭 、 心 御 柱

住 居 が “ 物 尺 を 使 っ て 貫主 計 さ れ た の で は な い か に つ い て も 追 求 さ れ て い る 。 こ れ ら を 過 し て .

と い う 疑 問 か ら 、 竪 穴 式 住 居 の 殻 宮 十 技 法 に 取 り 唐 代 束 ア ジ ア 文 化 閤 の 前 に “ 泌 代 東 ア ジ ア 文 化

組 み 、 つ づい て 前 方 後 円 墳 の数百十に、さ ら に は l到 " が あ っ た の で は な い か と 氾 ! 定 さ れ て い る 。

そ の 設 計 技 法 の 背 奴 や l1j ;t 流 を も 追 求 し た も の で 、 ま た 、 著 者 向 研 究 に と っ く む 情 熱 的 な 姿 勢 は 、

今 目 的 考 古 学 、 土 木 史 、建 築 史 も が 取 り 残 し て あ ら た め て 、 学 ぶ と は 何 か を 教 示 し て く れ る 。

企企企 Ｖ｟Ｖ｟Ｖ｟ ｄ｟ ｄＮ ｟Ｖ｟Ｖ｟ｾ ￥ｾ￥ｾ￥ ｾｨ 樹 の話シリーズ・ ＱＵ ｾ 企企ｩＺ￠ＱＺ￠企

ト ウ カ エ デ

Ac er  tri f i dum Hook .et  Ar n 

かえでキヰ

ト ウ カ エ デ は 約 150秘 の か え で 科 の 仲 1111 の 一 つ

で、 「唐 か え で J の 和 名 か ら も わ か る よ う に 、 中

国 大 陸 京 都 原 産 め i i H廷 高 木 で あ る 。 そ の う ち 約

100純 の か え で 属 は 主 と し て 北 半 球 の 『 品 衛 に 分

布 し 、 秋 め 紅 葉 が 美 し い 庭 木 と し て 世 界 に 広 〈

栽 培 さ れ て お り 、 ト ウ カ エ デ も そ のー 純 で 、 中

国 大 降 か ら 台 湾 、 九 州 、 四 園 、 本j + l 、北海道南

部 に 至 る ま で 広 〈 分 布 し て い る 。 日1) 名 「三 角 楓 J

と い わ れ る の は 、 ま 告 の 表 而 に 光 沢 が あ り 、 裏 面

は 背 緑 か ら や や 白 色 を 帯 び 、 先 端 は 浅 い 切 れ 込

みで Ｓ 裂し、底音 ＱＱ はゆるい Ｑ ＱＱＱ ｾ ｊｩｬで全体が 三 角形

を日jと し て い る た め で あ る 。

こ の 樹 の 特 性 は | 場 樹 で 生 長 が 極 め て 早 〈 、 メIJ 込

み に 耐 え る と と も に 大 気 汚 染 に 対 し て も 比 較 的

強 い 。 伊 { 主 義 朗 氏 の 『 街 路 樹』 と い う 本 に よ れ

ば 、 全 国 160都 市 の 街 路 樹 の 樹 純 別 内l 舎 は ① プ

ラ タ ナ ス ( 20 . 9% ) ② い ち ょ う ( 20 .6% ) ③ し

だ れ や な ぎ ( 10. 9% ) oニ セ ア カ y ア ( 7 .6% )

⑤ カ ロ リ ナ ポ プ ラ ( 4 . 9% ) とな っ て い る 。

こ れ ら の 樹 木 は い ず れ も 環 境 迎 応 性 が 強 〈 、 生

長力が旺慌て・者[1市 の 街 路 樹 と し て の 条 例ーを 充 分

1nii え て い る 。 し か し 樹 木 管 理 の 而 か ら み れ ば 、

い ち ょ う を 除 き 他 の 全 て は 病 虫 答 に 弱 〈 、 特 に

6 月と 8 月 の 年 2 回 発 生 す る ア メ リ カ y ロヒト

リ の 格 好 の 餌 食 に な り 、 ま た 、 台 風 製 来 の 比 較

的 多 い 西 日 本 で は 風 に よ る 倒 伏 を | 坊 ぐ た め の EZ

Jtl I明 定 も 必 要 で 、 包 ・ 理 者 に と っ て は 余 分 な 支 出

が い る こ と に な る 。 その点、 ト ウ カ エ デ は 先 に

述 べ た 街 路 樹 の 特 性 を 有 し 、 f封 皮 が 淡 褐 色 で 講

をつく り 、 貝 殻 虫 な ど の 呼 を [1余けば、 他 の か え

で に み ら れ る 穿 虫 事nの被害も少なく、変 JUI の 抑 定

も 数 年 に 1 回 行 う だ け で 幣 姿 で き る し 、 生 長 の

バ ラ ン ス も 保 た れ 、 ア ス フ ア ル ト の 報 射 熱 に 耐

え る か え で と し て 、 都 市 緑 化 に た ず さ わ る 人 々

に お 推 め で き る 樹 木 の一 つ で あ る 。

上 原 敬二 氏 の 箸 舎 に ト ウ カ エ デ に つ い て 次 の よ

うな描写ーがある 。 r唐 紙 、 御 用 に つ き し 唐 船 長

崎 え 持II主りイ段、ぼ織の筋、君主形慌て 三 尖 間 対 に

付 き ー 、 色 有 、 後 ほ ど 背 く ま 信 表 す べ よ く 光 有

て 青 漆 に ぬ る が ご と く 、 変 も か は ら ぬ 色 不 断 な

が め ・0 ・・ 1大の 紅 葉 あ ざ や か に 洗 朱 の ご と く 、 又

薄 紅 焚 色 さ ま ざ ま ま ぢ り て 染 る ー ・ 』 と あ る 。

今 の 大 都 市 で は こ の よ う な 言 葉 そ の ま ま に 1;1 ，、

か な い が 、 そ の l 1t 姿 がl挑 め ら れ る も の と し て 、

京 都 洛 南 の 束 縞寺 に 古 い 木立 があ る ほ か 、 大 阪

の城北公問、 天王寺公 悶 Ｈ Ｇｾｩ Ｎ尺悶 Ｉ 、大阪城公

図 ( 大 手 前 付 近 ) に 見 ら れ る 。

最 近 全 国 の 過 密 者[1市 で は 絞 め 7 ス タ ー プ ラ ン づ

く り が さ け ば れ て い る 。 街 路 樹 は 都 市 長 鋭 上 そ

の 主 役 に な る こ と は 当 然 だ が 、 視 野 内 線 五1あ る

い は 付 近 の 妖 観 な ど の 観 点 か ら 、 日 本 建 築 協 会

の す ぐ そ ば 北 浜 3 丁 目 か ら 南 へ 下 る 三 休 橋 筋 の

トウカエデの並木は、近くの御ＮＺＺｾＺ筋に圧倒きれ

て 目 立 ち に く い が 、 何 と も 言 え ぬ ム ー ド を 持 ち 、

グ リ ー ン ア ッ プ の 一 つ の 指 椋 と な っ て い る 。

〈大 阪 市公 l明日1雄 投 深 長 佐 藤 泰 記、

、
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今回、観者の買では 、r私のすきな空間』 に引き

つづき、 『私のきらいな空間」のテーマでの投稿

をご紹介いたします。

〈 私 のきらいな ｾｉｉｕ Ｉ

神戸さんちかタウン

読者の頁

〈私の きらいな空 l吋〉

国 鉄 三 宮 西 口

戸 川 富 爵

サンプラザ サンチカ止k・4主とますます三宮は開

発 がj並んでいますが、彩、は国鉄三宮駅西口が、

いつも気になります。

三宮駅で降りる場合は、凶口のゴミゴミとした

〈私のきらいな笠 IIU)

屋 上 空 間 の 貧 困 さ

大 森 雅 史

初日をｾＡ｜ｆ， ｾｮｬ ｩ に過ごしているせいか、私の生活

闘が炊いせいか、私にはいあの通りのいあの建

物のあたりカげというように、特にホここ" と

い っ てきらいな空間は十字んでこない 。 ｾｾｾいてあ

げるならば、私の場合、どこそこの場所という 。

ことではなく単に 「屋上」である 。「フラ ッ ト -

J レー フ」 である 。

ｾ｛￨＠ 'I[で神戸をぬける際、六月! の 山並みから税総

をi丘〈に修してくるとその有様がよくわかる 。

そこには少しでも公の休 まるような、会1 のきい

た物など全くなし、。 本当にこれだけテレビがあ

るのかと 思 うほど、円} かまわずニョキ ・ニョキ

と ｾｦｩ をもたげるテレピ ・ アンテナ 。 屋上には欠

戸 田 敏 行 芥閥気と動〈際に生ずる J/ j と府がぶ つかり合う かせぬものでございます、というようにきま っ

いらだちから、逃れるために、怖に来日を利用 て自につく色がはげ、無神経に政置されたI l i 水

戦後30年、神戸の表玄関は元町から 三宮へ移 っ せぎるえないのです。 J l の煮し熱い日には、と タンク 。 地上を追いやられ、屋上で忘れられた

てい った。 その 中 心 、 神戸さんちかタウンも 10 ても待ち合せの場としては、選ぶことなど不可 かのような もり れかけた植木や箱峰 。 建物とはｾＡＧＮｆ，

年目を迎えて、大改装が去る 10月に行われた。 能です。 それに税界の中で、特に、 4 m削|煽ぐ 関 係 に、それでいてはなれようとしない、いや

私 は早々新しい やl' 戸に会えるのではないかとい らいに 、1000 x  800 ぐらいかと 忠われる 太くて大 にけばけばしく政栄心の Ｉ ｾＱ い広告搭やネオン

う希望を ｊ ｪｻｾに問タウ ンを訪れてみた 。 きな柱が目だつ。 ゅうに人が IJ _ I . J - 五人は隠れる サイン 。 それを裂から践に支える 311j びた欽' 討。

しかし、私の思いはみごとにうらぎられた。 ことができるだろう柱は、人の動きを、非情主 その他、 ゴ乙、物- F 竿、等々 。 このような状態

地 下街の必要性が地 上の前町i不J i から起 った収 までにも| 坊も: していると，思える 。 人々がよりス は少し ｉＩｦＮ ｊ けた術ならどこにでもある 。 それも ｣ ｬ ｾ Ｇ

象であれば、当然ある脱皮の圧迫感. はさけえぬ ムーズに動かなくてはならない場であるだけに、 心古11よりもそのまわりに一層このような傾 li'l は

ものである 。 しかし、新しくステンレスで仕上 動線の防げとなる大きな位は、見るのもいやな ';11いように思う 。

げられた天井はただ人ごみを反映してさらに笠 ものです。 立ぜこのように無惨な屋上が多いのだろう 。 こ

聞に圧迫感を IJII え、け っして IJ Lj 7J に逃げをゆる そして 、天井が低いのは、上から抑しつけられ れはその縫物の肘住者、利用者の無配! 単による

さぬ笠 川 を作り 出 す 。 もし ｾ ｉＺＺｊ が 二 万 Ｑ［ＧＱ のみに ているようで、とても ＮＧＺＲ Ｎ苦しくにがい ｾ ｴｍｊ です 。 もの fごろうか。 ; 1 ' 1 - はそうは思わない。 現イEのよ

IJ 日いているなら、人はこれを信・とよぷ。 人I/l J を 人間l をより深〈大切に与える時に、間的ーがいく うな民上 て' は転 j高に対する危険や、風間の 問 題

のみ込み、はきだす巨大な管これがタウンと吉 ら美しく 、 ンヨ y ピング ・タウンとして桧りか で生活安 I: ¥j として活用するにはかなりむずかし

えるであろうか。 えられようとしても、最も必要で、人々の集 中 いと思う 。 これは設計段階において安易に屋上

地下街、なに故にこれなど人を集め、これほど 皮の高い、より人I l I J を与えなくてはならぬ空間 を設け、卜分な配胞がなされていないせいであ

しめつけなくてはならないのだろうか。 : i l l 築家 が、 ｛Ｑ をとざし、目をｻ人せ、，むのつまる ｾｉｴ｡ で る。 さらに、それ以 IJij の問題としてその建物に

には、それほどの独裁性がゆるされているのか、 あっ ていいものかどうか、係。 動きやすく 、快 足上が本当に必要であるのかどうかも点世IJ に検

っきえぬ疑問lがわき上がる 。 通で1 ' 1 ' びやかな場であ って欲しいものだ。 それ 討すべきであろう 。 いずれにせよ、現状のまま

我々の知らぬ疋町から、計図された雑断の 三引 によ って、神戸は一新し、ファ ッション ・タウン では住み良い生活空間や快適な景観は待られる

へ、私の誇りとする神戸はどこにい ったんであ とはなりうるのではなかろうか。 ことはない。 適切な解決が期待されよう 。

ろうか、とふと忠う 。 ( ｉｖｉ ＺＺｲｩ ｾＧＺｪｾＧｬ＠ 怨 築 学 科 ) ( 明石市 JJi 建 築 学 科 ) Ｈ ｾ月石市Ｃ 姐 ＡｾＢＧｮ 斗 Ｉ

V 神戸 サンチカタウン

¥ 

ご己

、て

¥ 
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〈 私 の き ら いな きｾｉｬ ｕ ＾

き ら い で は な い け れ ど

『三 番 街」

高橋道日月

ウインド ー ンヨ y ピングにも歩くことにも !1fれ

て所イ1: なげに 好みの l喫茶 1;¥1 を凡 つけ 、お茶 を注

文して - 11与をだ! うというのが今の r.l 1心 ではあ た

りまえ の ことなのだということに設れも 疑 いを

他 かないようである 。

十毎回 のンヨ ッ ピング街のー Jf J には 阪急三千件i: hと

いうオｾ ＱｉｩＧ［Ｍ しい ｊ 也 下のショ ッ ピングセン タ ー があ

る。 流れる水がせせらぎの :tHいを 峰 き立て、討

をたてる沌が、気持の よい 吹 抜けがそ こが地下

であることを忘れさせるほど、又、記 ti ' ! : をゆさ

ぶる LU米のいい 人ユー物 であることを 忘 れ させる

ほどに魅力 的 で 7 7" / タ ジソク な宮川 て-il :t: iたさ

!.L ている

しかし、 ー 刷、他 と同 じく l ji. なる 商業 主義 の 砂

I央にすぎないというイメ ージ もある 。 それは、

ショ y ピングセンタ ー|勾にl拠1i S/h以外に ほどよ

い1，j;.: {'，[! のZE川 がないということから生じている 。

休 ｻＧＡ ＮＡ を ｦｬｽ る為には 商 業的 ｾ ｉ Ｚｮ を ｘ ＺｉＮ う こ とによ っ

てしか得 ることができず 、 わずかばかりのベン

チは 隅 っこに 追 いやられているのが現笑である 。

儲 かに 三 祷 街は水 と音と 光 と宅!日! の述 統 と硝 チ

で 心 作 ｩ いばか り の ｩ ｾ ￭ 出 をされた空 間Ａ なのである

が、そうい った理由 で嫌 いなをHII なの である 。

三 番街の談11，';- しいを聞 は何年 か Jj 行の傍 田 のはず

れと 、一 企業の: i e悶 とによ って生み 出 された 幻

［ｪｾ ではあるが、 ｴ ｩ かな ｾ ＱＱ Ｑｉ Ａ 進的 が 人 々に大きな

［ｪｦ ｾ 号ＱｰＮを与えて、それが定 府 し つつ ある事実は 凡

逃せない。し かし、それは 尚業 主義 が人々 に与

えた誘が士! の ようなものである 。 幻b与をそ の{立

f泣から 人々 の 手元に '11併 せる 、つま り、仕組 ま

れたｾ ｕｬ ｬ よ り、仕 組ませた空 間 へ の 主 体 の 尿検

を計る為にむ、又 、人々にと ってより索附 しい

Y ヨツ ピン グセンターにする X; にも このイ本恕笠

Ij 日の不 起 とその 化りブJ について 巧 えてみるべき

ではないだろうか。 ( Ｊ ｪｊ ｇ Ｎ ｩｬｬ ｾ サービス ｋ Ｎ ｋ ｬ

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

〈 私 の き ら い な ｾ ｉｬ ｕ ＾

人 の 通 る ト ン ネ ル と し て の

士也下f萄

春 井 秀 雄

きらいなｾ ＱｬＱｉ としてすぐに ，思 い 出 すのは 、線問

地下 街の|坂や1'テーパー トか ら堂 !;占地下街 につな が

る ｉ ｅ ｉ 地 下街 部分 で あ る 。 動 ｫ ｾ は 下図 に示すよう

にわかりやすいパターンにな っ ておらず、 ここ

の空気は、この地 下街 の 空 気調 主主設備 がととの

っていないせいもあ って、 ゴミゴミし た! ぷ じに

なっている 。 これ ではとても 大 阪の 玄関、 しか

も中心地区の環岐 にふさ わ しいといえるもので

はな L、

ましてラ ッシュ一時 には 、阪事1' 傍 目 、 地 下鉄 凶

ツ情似の i1fJ.f1ITH:I 、地下鉄1制J : J t : 筋線の権回、 li lJ:J.:

大 阪JW( がこの 地 区に 被 給 してあ り、こ れらの駅

から の釆り 継ぎの 人々 とここを 通 って通 勤する

人 々が 「 ゴチャゴチャ 」 にな り 、 ｉ ｾ ｉ 分の意 思 て Ｇ

Ａ� く こ とができない状 ｲｾ である 。

朝、 家を 山 てラ ;1 :，/ュ 一時 の1[ 1ド ( 身動 きでき

なくてじ っ としている状態 ) からや っ と解 政 さ

れて、 動 けると 思 え!j:' 、今 度 は FI分 の 意思 で自

由 に動 けず、 人の波 にの っ て進 むのみである 。

これ が J，nの 日や 、} 1のあつい |埼 であれば不 快 感

はー!百mす。 このような状 態 で会社 につき 仕 平

ができるのかと 思わ れる 。 それではこ こ を:iIfi ら

ずに 地 上 を歩 こ うとすれば 、非常 な遠 まわ りと

な り、航断歩道、 あるいは歩道 析 をいくつか通

っていかねばならない 状 態 に対 して 、非常 に疑

問 を感 じると共に 、こ の線 な状 況の地 下 街 で、

もし大きな ・ｊＧ［ｾ ｬＡＺがおきたらと 思 うとゾーとする 。

まして これは 、身体 が他民主な人 でこのような状

態 であるから 、身体 ｬ ｡ ｾ Ｑ 与者 や 、身体 の 調 子が 必

い人 にと っては もっ とこたえるものと ，思 われ る。

それ 以 上にここの 地 区 で仕 下 をしている 人 は逆

になれているかもしれないが健 康 に悪いと 思 わ

れる 。 一五IJ もはやく改者 の対 策 をたてるべきで

はない だ ろうか ? ( R & A総令百十回研究所)

V 地下 1階レ ベルの歩行ヰ ック地点分布図

圃 園

『空 間 計 画 ノ ー ト 』

r空間計画ノート 』

大 久 保 昌 一 箸

A  5 半IJ 280頁

'1 1，700 

清 文 社 刊

富 安 秀 雄

空間計画ノ ート

本の始 めにj & べら れ ているように 、空間計画の

究 極の 目的 は 、生活環境のア メニティを 保全し 、

創 出する こ とにあ るとす る材 者 が 、者肝11 と、そ

れにかかわる空間に つ い て与 え、 その l村包 する

矛盾を 通 じて 問 題 をあきらかにしながらまとめ

たの が 本訟 である 。

今 日、急 速 な経済成長に よっ て もた らされた各

分野 での孟みは 多 〈、者11市 につ い て も、開発 と

保 全 、災当 、公害による環境 のi政壊 、 住 民 参 加

の必 要性等々 、 それが対 象 とす る空間に 言I l @は

広 〈、多織化 してい る。 これらの 問題 を、都市

の空 間 にH¥点 を絞 り な が ら、キ11互 の 関連 を 明 か

にし 、 位置づける こ とが本;-1::のねらいであ り、

特 色 でもある 。

著者については 、周知 の通り 学者 で あ り 、 同 時

にす ぐれ た計四者と して 経 験 も傑 〈、日頃 の 帯

績 が 、秩序正し い理論展IJf Jの 背后 に、者11市が当

関する生々しい 姿 を感 じさ せ るゆえんとな っ て

いる 。

内容 は者11市 問 題への アプロ一千と 題する 序章 に

つづいて 、 守 十 四 ｾ ｲｾｮ Ｏ 納ｾ Ｑｩ Ｚ Ｑ の吉 ｼ 回目 。、、 物的 空 間 計

画。、、今 目的号車題θ と 4 つの :Ct から 出 来ている 。

計画 空間j の章では、空間l そのものの 意 味 を厳 街

に考 察して 、併せて 都 市 化の過位 、 地 域の 説明、

行政領域 について 述 べてい る 。 第 Ｒ ＺＴｴ の ｾ ｉｉ ｻ ｊ の

計 画 では 、都市 の機 能 - 柿造 を明 らかに した う

えで 、 ｾ Ｑ Ｑ Ｑｉ 計画 の な ｬ 味 と 、 その 方法 が 述 べられ

ている 。 第 3 t:t は、 いわゆるフィジ カノレ ・プラ

ンの作 成方 法 が、土地利用 計 問 、 各 部 門 計 画 に

分け て述 べ られ、現在の都 市 計 画 の実 態 にそ く

して、わ か り易 〈、要領 よくまと め られ ている 。

弱 い 空間! の保 護 の必 要性 や 、ペ デ ス トリ ア ン計

画 等 は、在来の この程 の計 画t!? に見 られ なか っ

たも のである 。 また環境計画 では 、環岐谷置の

考え J7について も触れ られてい る。

第 4 i;! は、今 目的課題 と云うユ ニーク な題 で 、

歴 史 的空 間保全 ・計 画 の民主 化 につい て述べら

れている 。 いづれも著者が、 中 之 島 保 存の 活動

や 、住民参加 の生 活 環 境 改 善 計 画 を 通 じて 考 え、

ま とめた ものと 思 わ れ 、 文字 通り今目的談題を

どう 見 るべきかを示してい る。

付 として 、英国都 市 計 画 にお ける 開 発 計画 の 説

明 があるが、本Efi 全 体 を通 じて 、地方自 治体 iこ

あって 、者11市 問題 にたづき わ る人々 の 利用 に配

地、が払わ れて おり、都市計画の基礎を 学 ぶ 人々

にと っての 、JiUfr の入門主? でるある 。

( とみやすひでお/ 市詰首都市開発主It 築コンサルタンツ )
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建 築 の 眼

ヨ ー ロ ッ パ の 都 市 公 園

梶 浦 恒 男 . 大阪市立大学制生活時蹴居学科住生活学講座

坂 本 勝 比 古 ・炉市教育委員会儲精髄瞬、工学問士

瀧 光 夫 ・瀧 光 夫 建 築 都 市 設 計 事 務 所

荒 川 治 徳 ・清水建設大阪支后筏術部樹脂課長

7 月号より12月号まで上AG4 氏で担当

ど こ に い っ て も ヨ ー ロ y パ の 都 市 公 図 に は 、 ベ ン チ で 新聞 や 本 を 読 ん た: 1) 、! ? 予かに樹木や池をながめている人が多い。

日 本 の 公 図 と 大 変j s う と こ ろ で あ る が 、 そ う い っ た 相 逃 が 生 ま れ る の は 、 生 活 問 符 が 採 な る こ と も あ ろ う が 、 住 宅 が 都 心 部

に 敢 然 と 立 地 し て い る ヨ ー ロ ッ パ の 都 市 と 、 都 心 部 に 人 の 住 め な く な っ た 大 阪 な ど 日 本 の 都 市 と の 差 異 が 大 き い よ う に 感 じ る。

パ リ の モ ン ソ 一 公 閣 は y ヤ ン ゼ リ ゼ 通 り か ら 1 kmほ ど の 都 心 部 に あ る が 、 じ つ に 多 く の 市 民 が い こ い 、 主 主 透 し て い る 。 老 人

が 多 い 、 子 供 を つ れ た 主 婦 が 多い。 東 京 の 日 比 谷 公 園 や 、 大 阪 の 中 之 島 、 天 王 寺 公 悶 な ど に こ う い っ た 光 裁 は み ら れ な い 。

モ ン ソ 一 公 園 を 乳 母 '11を お し て 出 た 銀 髪 の 若 い 主 婦 が 、150 mほ ど 歩 い て 街 か ど の 閥 庖 て ヴ コ ぃ 物 を し 、 左 に ま が っ て ア パ ー ト

に 入 っ て い 〈 。 都 心 に 住 宅地 が あ り 、 そ し て ア ノ マー ト の 高 さ を し の ぐ 樹 々 に か こ ま れ た 公 図 が あ る 。

な に も パ リ だ け の こ と で は な い。 戦 火 に 焼 か れ た フ ラ ンクフ/ レ トでもケノレ ンでも 同 様 で あ る 。 ド イ ツ の 大 学 の 先 生 が 、 日 本

の 都 市 に よ く 似 て い る ぞ と い っ た ジ ユ セ ノ レ ド ノ レ フ で も ホ y フ ガ ノ レ テ ン な ど 市 民 が 緑 を 楽 し ん で い た 。 ヨーロ γ パの者1I市 公 図

は 日 本 の そ れ に 比 べ て 、面 積 が 大 き く 、 数 が 多 〈 、 樹 木 が 大 き く 多 い だ け で な く 、 市 民 が よ く 利 用 で き る 位 置 に あ る こ と を

強 < ! 感じるのである 。 ( K )

関 西 建 築 界 の 土 壌

今 日 い ろ い ろ な 機 会 に 、 関 西 と l見l束 ( と く に 来 の 場 合 は 束 京 で あ る が ) を 比 較 し て み ら れ る こ と が あ る 。 そ れ ぞ れ の 土地には、

そ れ ぞ れ の 風 土 や 歴 史 に よ っ て 培 わ れ た 土 峻 が あ る 。 が 、 そ の 代 表 的 な 例 と し て 、 関 西 と 来 京 と が 比 較 さ れ る の で あ る と 思 う 。

近世以前 の わが凶 の Ａ恋史 のなか で、京都、奈良、大阪をもっ関西は、ｬｩｉｾかに日本文化の桁い手の役者 Ｑ Ｑ りを来してきたことは

事 実 で あ る 。 そ し て 、 近 代 を 考 え て み よ う 。 近代の日本は、 政 治 、 経 済 、 文 化 の 中 心 が 束 京 に 移 ワ 、 中 央 集 中 年 的 色 彩 が 強 ま

った の で あ る が 、 少 な く と も 戦 前 の 関 西 で は 、 そ れ ほ どm京 偏 重 の 風 は な か っ た と い っ てよし、 。 明 治 、 大 正 、 昭 和 前 期 の つ

づく |見l肉 の 建 築 界 は 、 東 京 ほ ど の 華 や か さ は な か っ たとしても、 フlf 笑 に そ の 内 容 を 充 笑 さ せ 高 め てきた。

各 地 に あ る j丘ー代 建 築 の 治 産 が 、 そ れ を 無言 の う ち に 物 語 っ て い る し 、 日 本 建 築 協 会 の fi ll1L ( 大 正 6 年 ) も 、 そ の 最 た る も の の

ひ と つ で あ ろ う 。 そ の 土 台 わ れ た 土 壊 を 生 ん だ の は 、 関 西 を 中 心 に 活 践 し た 多 く の 建 築 界 の 先 謎 た ち で あ っ た 。 彼 ら の 活躍 の

足 跡 を 府i り み て 、 組 も れ た も の に 正 し い 評 価 を 与 え 、 人 間 味22か で 個 性 あ る 者11市 を 復 活 す る の に 資 す る こ と が 、 今 日 ほ ど 望

まれる; えはないのではないかと，思う 。 関 西 建 築 界 の 泣 か な 土 壌 は 、 決 し て ま だ 失 な わ れ て し ま っ て は い な い の で あ る 。 ( S )

自 然 そ の ま ま 恐 怖 症

者11会 の 子 供 に 米 合1時 間I の 絵 を 捕 か せ た ら 、 緑 あ ふ れ る 回 図 風 景 ば か り だ っ た と い う 話 が あ る 。 コンクリ ー トジャングノレに育

つ チ 供 た ち に と って 回 図 は 、 未 来 願 望 の 対 象 に な っ て い る わ け だ。 考 え て み れ ば都 市E12筑 が 殺 伐 た る 光 長 に 変 っ て き た の は 、

ここ ＲＰ 年ほ どの ことだから、そういう ｊ ｩｒｾ にっくりあげたのは、回図的環境に育 っ た人たち ｦ ごといえる。たとえばコンクリー

ト ア パ ー ト に 生 れ 行 っ た 建 築 家 は 、日 本 に は ま だ ほ と ん ど い な い は ず だ し 、 遊 び 場 不 足 の 幼 少 時 代 を 送 っ た 人 も ま れ だ ろ う 。

Jよt ま れ た 以 岐 に 行 っ た れ ば こ そ 、 こ ん な ひ ど い 環 境 を つ く り 出 す こ と が 平 気 で で き た と い え る か も し れ な い。

問 図 に 税 し ん だ | 止 代 に は 、 自 然 は ど こ か に あ る も の 、 少 な く と も っ く り 出 す も の で は な い と い う 感 党 が 桜 に あ っ て 、 何 か こ

と を な そ う と す る と ど う し て も 人 工 的 な も の を つ く っ て し ま う 、 と い う こ と が あ る の で は な か ろ う か。

この と こ ろ ず っ と 、 日 本 人 全 体 が 、 空 間 恐 怖 症 な らぬホ 自 然 そ の ま ま 恐 怖 症 、、( ナ チ ュラ フ ォ ピ ア と で も い う か ) に か か っ て

いるとしかおもえなし、 。 未 来 都 市 を う た い 文 句 に し た Ti 国 間 の 人 工 ぶ り を お も い だ せ ば 、 未 来 都 市 を 回 医 ! と 柿 〈 世 代 と の 差

が よ く わ か る 。 と す れ ば 本俗 的 な 環 境づ く り は 、 こ う し た ひ ど い 状 態 の 0: 1"で 生 れ育 っ た 世 代 に よ っ て な さ れ る と い う こ と に

なる 。 夜、 の で き る こ と は せ い ぜ い 悪 〈 つ く らない 、 多 く は つ く ら な い 、 と い う こ と に な る だ ろ う か。 ( T )

再 び 失 敗 は 成 功 の も と

失 敗 は 成 功 の も と と い う が 、 失 敗 を し て 取 り 返 し の つ か な く な る こ と も 多 u、。 失 敗 し な い た め に 、 定 め ら れ た 手 順 を 守 る こ

との重要さを ｲ ｊｬ ｩ にｾ ｾｾ いたが、手順に定められていない例外事項に対処する能力も箆要であろう 。 例外事墳が起きても、適格

に 対 処 し て お け ば 失 敗 に は つ な が ら な い 。 そ れ に は 笠 包 な 専 門 的 知 識 も 必 要 で あ る が 、 そ れ 以 上 に 今 ま で の 失 敗 の 経 験 や 、

日常 の 訓 練 を 生 か し 自 分 の も の としておかねばならなし、。

、 定 め ら れ た 手 }I 阪を li I J i ること、つまり別 の 新 し い 手 順 を 創 造 す る こ と も 大 事 で あ る 。 そ し て こ の 手 順 は 建 設 業 の 場 合 、 自

分 で つく り 、 自 分 で 笑 行 す る の が 多 い と 思 う し 、 又 そ れ は そ れ で よ い こ と で あ ろ う 。 そ う す れ ば 例 外 事 項 に も 対 処 し や す い

し 、 新 し い 手 順 も かliiE し や す い と い う も の だ。 た だ 注 意 し な け れ ば な ら な い こ と は 、 一 人 よ が り の 手 順 を 創 っ て も 何 に も な

らな いとい う ことである 。 ｾ Ａ ｴ が見ても納得のゆくものであり、多くの人達の厳しいチエンクを受けたものでなければならな

い は ず だ。 向 分 で 決 め た こ と を 自 分 で 笥 ニ る こ と は 大 変 む ず か し い が 、 多 く の 人 の 目 を 通 し た も の で あ れ ば 守 り や す く な ろ う 。

この よ う に 既 存の 手 }I偵 を 破 る に は 、 上 記のよう な 手 続 き を 経 た う え で 行 わ ね ば な らな い。 た だ 何 と な く 手 順 を 守 ら な い と い

う こ と は よ く あ る こ と で あ る が、 大 変 危 険 な こ と で あ る 。ホ だろうよかろう司壬放 の もとかである 。 ( A )

挫 築 と社会/ 1975年 11月号 3 1  



数 年 内IIj か 句 H 本 で し 、 交 Il!I 安 全や |坊 災 IfIi を巧- hr. し た 本終 的 な kck j立や

歩 行 者 l :'j. !l Jj 立 が 計 l凶 さ れ る よ う に な っ て き た 。 高 度 成 長 経 済 下 に お

け る l_li Ｇ Ｑ Ｇ 心 の 行 ｉ ｬ ､￯ ｾ 川 に 刈 する 以 行 か ら 、 人 間 を 小心 とし たヒ ュー

マ ン ・ス ケ ー ノレ の J_T、行 .r，-:ili 11¥1に 対 す る 強 し、 ニ ー ドの あ ら わ れ で あ ろ

う。 ニ ュ ー タ ウ ン に 多 い JT' 'I!:  ill 分 離 の 紋 i立や 、 H 本 に は 比 ら れ な か

っ た 紋 ＱＲ かなシ ョッ ピ ング ・ モ ー ノレ 、 さ らには河 川 や Ｇ Ｑ 仇 ｩｬｬ ｾｪ ￍＨ の 乍 Ｑ Ｑ｜ Ｑ

を遊 歩道 と し て 再 生 手IJ 川 さ れ つ つ あ る。 わ が 国 に は 普 か ら 街 道 や 政

地 なとＧ 風土 に Ｇ必治 した 歩行将 ｾ ｾ II¥J の {ム統 が あ り、 習 慣 を ふ ま え た 11

本 独 自 の もの を つ く っ て ゆ け ば 、 そ の 手IJ )IJ や 管沼! が 充 分 に な さ れ る

の で は な い だ ろ う か。 (亦絵 勉 )

5  都 市 設 計 資 料 -

〈緑道・遊歩道〉

神 戸 市 都 市 設 計 資 料 研 究 会

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

、.，.

@  

V 中通 買 物 公園@ 以 di l人! の f;，;o; Hii ｾＮみの ｉｦｦｩ I，'i m に イ ノパ タ 卜

を与 え るため J I匝l さIL たむのである 。延 以 0. 9.( 州、中前 18 m の

ｯｦ Ｇ 央 に ｬ 投策 ｅ 古来 緊急 Ｇｉ ｩｾ をゆるやかに 蛇行 さ せている 。

¥

ι

 

.、、.

O ，' t ，‘  

.， I  l  J I . /  .: _  .1ド セ 与 l

3 炉・---'-"" 、ー._ z 専 守乙 Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ ご 冨こ Ｍ Ｎ Ｍ、 ＺＭ Ｎ，，Ｚ，Ｚ， ｬ ｾ ｾ ｾ ・九-

.'t :  ro;:. :ニJ ??¥J ーーヘ R ‘

砂旭 川 買 物 公 園@ 。

)i!l 川駅 JI IJ 的中i.i 20 川 、

延以来ｾ Ｉ 1  /0" の U'fil ，' f1J: i

か ら f'l 1' 7J '11 を締 的 HJ

し 、 Ａｈｔ ＮｲＮ Ｇｾ Ｇ ｩｊ Ｂ の ｹ

ヨ y ピ ン グ ーえ トリ

ー トに し た . H本 に

お ける 附 1，'iiJ i TヰIlf J 発

の き っ か け とな っ た

代 表 的 な も の で あ る. .  

V 東 京 字 国 川 遊 歩 道⑪ ⑪ /1;-1以 上のス ペ ー ス

を刷J J日したむ の で 、-iT はi些ょι をいたず句 に .11，

べ た設 計 をされる I晶子ト が ! ?か った が、 i立とし

ての{立世 づけを するこ とによ リ、 必E骨J也的 な

雰 l羽欠を 'J三み (- (共 の遊 び場 と して 人 討 をあ つ

め ている 。

，必埼

Ｎ τ ｾ ＮＮＮｦゅｾ ._ 

也:::-.- .. - -....._ ム 句

司 岡山 .，... .  

k.  "' .  

ｾ Ｎ Ｂ 午 ､ｕｊ ｀

_ _  -C=;I .， ｾ ＢＡＡ Ｍ . .  

③.; "，.，. .. ..- ー. -

V 新 宿遊 歩 道 公 園 ・ 、、 四 季 の 路。 O@) r.J 1'，l[ 

'1札i丘町IdHJi! 9.肢を利j 川 したむので、 L* さわずか

260 川、>1' 抑 制.¥8  m であ るが、 周 辺 町環境 や

対 似 r{'J 上 に大 き〈 以献 して L 、る。鰍 木 林風 な制

法 と大J ' ll イT 町制 :(， をio!! った舗装 が特 徴 である 。

宅‘ ヲ 伊竜 三

、総. - #〆会う¥/ A

｜ “ ミ ｾＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ( ! 、

"  r 移F YJ @ ?

砂 控E原宿( 長野県) a  lI' iJY; fII J の1J i 泊 筋 には

'1三前J f J 水路 がi丘町 rll 央 にぷけり IL lJ rに 前 二i と

io'I i紫さ を与 えていた 近年 f'I!fo)j 'll lど泊 の ため

片側 に寄 せら れ た が J 、つ まで むヒ ュ - 7 / ・

スケー ルの空 I: ¥J 創造 を心 がける 必 泌 がある 。

E X  i lr制限f

V 港 町 くすの木広場4Da 航 浜 di 庁 合 1. ， 

， ｪￎｪ 肉 、 ｉ ｾｊ ｾ Ｉ 申 ｩ μＵ 川 、長さ Ｑ ＲＵ m の リニアー 1 、

タイ プの広 場 であ る. 駐 '11場 む 含 ま れ

ているヵe 人 とJj 1 の干'J I.tU内づ〉由佳を隠l るた

め レベルぷらを つけたリ 布任: 1&でスクリ ー

ン を つく る工夫 をしてい る 。 将米は ｊ ｾ ｦ

和I 般 を利 mした大 j凪リ公陪I ( 平 均 'tf.¥35

m 、生i HH . Um) とつな がる J I'jifii であ る

@  

温
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I<k道 空 n: 阿 川 成 嬰 紫 に 剖 同 的 に

路 を も ち こ ん だ 例 で あ る 。 水 深 は

浅いが、河，< ，に変化をつけ抑り

ｊＱｬＡを設けて臼とｬＮｊに ｩｬｾＱ ，、を与え、

子 供 述 に は 小 川 町 雰 問 うえを味わ

る こ と カe て・きる

惨 泉 北 ニ ュ ー デ ウ ン ( 大 阪 府 ) <<T

大 阪 以 北 ニ ュ ー タ ウ ン 内 向 ・; 中総

If-k j立は J也区内向車十 1( [IIf-k J也を 干白紙 ([ 'J

にとりこんで、 ｾｫ ｉｾｾｾ かな ｩ［ｴ 飽 ｴ と、

ゆったりした雰問 ｾｴ の歩行 ｊ ヨーで ｉ Ｚｬ ｊ

を 川 成 し て い る

T 7 ヨルカ島の並木トンオ，) レ@ と 北 大 ポ プ ラ 並 木 @

触 ｩ 且官 川 を も ， ｗ Ｑｊｘ するｽ ｾ 紫として大き〈分けて削減

と他物 ｴＺＮ ｾ｛ￌｬ ｩ の Ｒ つがあげ句れる Ｎ f[! U主 を 用 い る 場

介 は t:¥1州. ｴ ｍ 形によりて ｾｈ りの雰 ｉｊｉｉｾ ，ＢＢ全〈変化す

V 舗装のバリエーションt ! l a a w 交 通 f誌 の 少 な い Jp行 者 道 路 で は 周 辺

広'P党 に よ っ て い ろ い ろ な ， < タ ー ン が 巧 え ら れ る 。

砂須 磨 ニ ュ ー タ ウ ン ・ 高 倉 台 @

神 戸の ｾｲｩｊ ｦ 号ニュータウン ｩｦｾ ｬＱ 台 地

区 内 セ ン タ ー か ら l点身1;1)( に ひ ろ が

る 紋 辺 は 帆HO m、 延 長 約 1. 5  kmあ

りrl ' l l 1 住宅や11昌 人 住 宅 を ゆ る や か

な カ ー ブ を 摘 さ な が 句 ぬ っ て 巾 〈 。

iflj 木 を 宮i ' Ml . . . やわらかな rl 然 的

雰 間 宮、を i.( 出 し な が ら 周 辺 の ハ イ

キ ン グi立 と つ な が る 。

砂夙 川 オ ア シ ス 道 路 ( 兵 庫 県 ) Qi)

問 符 市 町 M川討い 、の従{ 立ノ〈スが走

るi立 路 で あ っ た が 、 数 年 jj;J の 弘 か

句 オ ス シ ロ 道 路 と し て n動 'I [ を 締

め，LU し 市 民 に n日放したためも、きい

き し た If-k が 同 i¥i した r. llr行河川と

し て は n件 、 が 伐 っ て い る 河 川 で .

4色川町 j笹 JPill と し て tJ l . しまれてい

る

V ス ベ イ ン ・ コ ル ト ザ コ 小 路 @ と 京 都 ・ 産寧 坂@ 花 木 で 空 r::r を 附 成

す る の と は 令 く 反 対 に :m物 の 明 1m1'; けて" ｴｎ ｴｉＩｾ比された歩行す ［ 宅 ｾｮｊ である Ｎ

消 淑 な 感 じ が 袋 三}と さ れ 、 ス ペ イ ン と 日 本 の 風 t ゃ判↑ nの巡し、を充分巧

! &. して J l"l l町 し な け れ {ま な ら な い

V 赤 坂 オ ー プ ン ・コ リ ド ー ル

ｦＱ￬ｾ と万惇動く歩道ｦＱＩｾ

キ，ki且 と は Fも な り 令 〈 人 工 (1勺な

ベ デ ス ト リ ア ン ーデ ッ キと ;JiiJ

<  Jp. j立 も 歩 行 者 セ 1111の 一 つ で

あ る 。

参 考 文献建築文化 ｎ ｾ ＲＰＶ Ｎ No.298 .  都市住宅 ｎ ｾ ＹＰ

新 建 築V O L 49 ｎ ｾ＠ 9  建 築 と 社 会V O L 56 NO. 6  

. J A P A N  I N了E R I OR D E S I G N  NO. 145  ランドスケープ ｖｏｌＴＮｎｾ＠ 4  

@  

3 3  
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N S 防煙シャッターは建設省告示第 2564号の規定に適合. グ

政令基準¥火災時の空気圧 2 kgj m
2

B寺¥煙の

漏気量O.2m
3

jmin.  m
2

をはるかに下廻る0.03

m
3

j min. m
2  

( 業界NO. l ) を記録しまし疋。

防煙シャッターの開閉には、業

界最高の性能を誇る、 L 型電動

開閉機を使用しております 。

御 一報次第カタログお送り します。

近年¥ビル火災でのいだましい¥犠I[注者

の続出はそのほとんどガ〈火〉よりも

〈煙〉によるものでその為建築物の防

煙l性能の向上が一段と重要になってま

いりましだ。

建築物の設計上¥防煙¥防火区画での

シャツタ の役割は非常に重要なポイ

ントとなっております。

その防煙区画に¥すばらしい遮煙 l性能

を備えだ" N  S 防煙シャッターを¥

御採用下さい。

株式会社日本シャツター製作所

大 阪 本 社 大 阪 市 淀 川 1><: rll 川 北 3 丁口 2 需 4 J }  '，J1，; li06( 301)  3656- 9 営業 所 償 浜 ・大 宮 ・静 岡 ・千 葉

大 阪 工 場 大 阪 府 枚 )j di m ＱＩｾ 川近 Ｑ T  1-1  7 需 J也'心，;，f，0720(57)4535- 9  

東京 工 場 川附 ､ｪｬ ｬ Ｇ 似灰 ｾｉｩ メ ｌ r点 3 寸目 1 1  5  9 番地' 心話(f り044 (411 )  6325 

名 古 屋 支 唐 名，' ; hl di ＱＱＧ 川 ｉ ｺ ｕｴ 江ｦｬｉ ｔ Ｒ ｔｉｉ Ｑ Ｒ 帯地 Ｇｬ ｬｌ ｬｾ 占 Ｈｦ り ＰＵＲ (361)  7441 

九州支庖・工 場 協| 崎県粕Itm; 相'，1豆町大' j ':f 【l' 貯n:Elfl 相1' 984- 4  '，{L話 09293 ( 8 )  4661 

北 陸 ・京 都 ・神 戸・ 高 松

広 島 ・北九 州 ・ 大 分 ・宮 崎

鹿児島 ・佐 賀 ・長 崎
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ｾｧＭ［Ｎｊ ｉＢＢＺｉ ード

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

耐 久 性 の す ぐ れ た 防 湿 床 材

特 長

耐久性 : 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すべり抵;十克性 : すべり十正f克性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 園、⑮

FLl NTKOTE 

、.，.，

フリントコート につい てのお問合 せ は 下記へ

。
ｪ 陳武 ＸＵＱ シェル厄 ｾ￦～ 版発売所
コ ｆ 宅 ｉｾｉＭ こｉＺ ｾｉＭ 施工販売部

大 阪 !ll>532 大 阪 市淀 川 区 西 中 島 2 丁 自 11 番 30号 室ま ( 06) 303 - 7 13 1  

東 京- ! l ! >104 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁目 4帯 地( 第2ぬ η 彦 ビル 3階 ) f i ( 03 )  562 - 4646 

名 古 屋 -li! 461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日 本橋ピノレ4 階 ) 怨 ( 052 ) 931 - 8537

広 島! l l >730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 帯 6 号 ( 西 林 ビ ル 3 階 ) 公 ( 0822) 21 - 1224 

福 岡 m，810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 1 - 1  - 5  ( 舞 筒 ビ ル 3 階 ) f i ( 092 )  77 - 1961 

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111Ili 



大 阪 府 立 青 少 年 海 洋 セ ン タ 一 大

• -

明





大 阪 府 立 青 少 年 海 洋 セ ン タ ー

段 置 者 大 阪 府 企 画 部 青 少 年 対 策 様

遭 営 財 団 法 人 大 阪 府 青 少 年 活 動 振 興 協 会

基 本 構 想 機 総 合 計 画 事 務 所

段骨十・監理 大 阪 府 建 築 部 営 鎗 計 画 標

施 工

大 阪 府 建 築 部 営 鎗 工 事 課

坂 倉 建 築 研 究 所 大 阪 事 務 所

( 協力) 平 田 建 築 構 造 研 究 所

三 共 共 同 コ ン サ ル タ ン ト

新 日 本 段 備 研 究 所

( 段備監理) 三 鷹 建 築 段 備 研 究 所

建 築 海j烹 ・ 鉄 建i l 段 共 同 企 機 体

海原建量宜

志 真 建 段

多奈川産撲・定、真建設・浅川組共同企機体

電 気 亀 谷 電 気 ・ 東 光 電 気 工 事 共 同 企 喋 体

亀 谷 電 気 工 喋 所

給 排 水 衛 生 亀 谷E重量生エ蝶

日 本 管 工 業

空 関 南 大 阪 ・ 不 二 月 島 学 共 同 企 蝶 体

日 本 管 エ 喋

亀 谷 建 股 エ 喋

処 理 股 備 菜 図 工 蝶

所 在 地 大 阪 府 泉 南 郡 岬 町 淡 総6190

敷 地 面 積 61 ，587 . 73m'  ( 全敷地面積 3 12 ，871 m') 

建 築 面 積 4，363 . 10 m'

延 床 面 積 10 ，794 .  94 m'  

収 容 人 員 宿 泊300人 日帰 り200人

他 職 員 48名 カ ウ ン セ ラ ー 100名

主 な 施 段

宿 泊 管 理 機 R C、6 F

総 合 ホ ー ル ( 体 育 館 ) R C、l F

集会展示棟( 研修棟) S  _ 4 F  

( 建築面積) ( 延床面積)

1，336. 69 m' 4 ，958.  62m'  

812 . 52m'  762. 67m・

685 . 91 m'  1，829. 71 m'  

スタッフケビン

艇 庫

R C、3 F  81 . 46m・ 243 . 91 m'  

進入道路下部情築物利用 1，161 . 10m'

後 械 棟 R C、3 F 723 . 74m'  744. 46m'  

浄化施設( 処理場 ) RC、91 、l F 466 .∞m・ 824 .24 m・

そ の 他 各 種 屋 外 施 段

工 期 昭 和48年 12月 一昭 和50年 5 月

開 段 昭 和50年 7 月初日

写点抽i最長 * 出げf彦

航 空2j:Jl: S  S 現 像 所

① 宿 泊 管 理 棟 ④ レ イ ン ジ ャ ー オ フ ィ ス

⑤ ス タ ッ フ ケ ン ビ ル

⑥ 経 庫



昭 和50年度 ・第 4 回 若い 会 員の 集 い

j毎とレクリエーション

一一一 レクリエーション施設を考える 一 一

( 大阪府立青 少 年 海 洋 セ ン タ ー )

レ ポ ー ト

余 ＱＱＱ ＧＱ ＱＱ 与 ｮｮ のｊＱＧ Ｑ 大に伴って、最近 ＱＧＭＧ 川 ｉＩｦｬ ｾ によるレ

ジ ャ ー 泊 設 と 共 に 、 9! i" 外 活 動 セ ン タ 一 、 11年 の 家 、

少 年 の 家 と い っ た 公 共 団 イ 本 に よ る レ ク リ エ - " ヨ

ン 地 設 の 務 1l i i J がめざまし〈進んでいる 。 そ の き 小 、

去 る 7 月 に 大 阪 府 立TT少 年 海 洋 セ ン タ ー が オ ー プ

ンした。 大 阪 府 下 町 海 岸 線 に 残 さ れ た 唯一 と 行 え

る品k ｴＲ かな ｮ 再民主 ｴ 誕且をイ呆った ｴ 炎申命にあ勺て、方 自 ｪＧｾＢ

'<1三 が 生 前 を 共 に し な が ら 海 の レ ク リ エ - " ョ ン を

掠4 しグ〉る』也3止でテある 。

ＮＱＧ，ぃ会只のよｾいでは他に先がけ「レクリエ ＭＢヨ

ン 地 設 を 巧 え る 会 」 を こ の 海 洋 セ ン タ ー に 持 っ た 。

当 日 は ま ず 、 海 上 に 突 き 出 た 研 修 練 町 大 西 洋 ( 研

jl i : ' 笥は海洋名、宿泊宅は各司自由: } ' ，で 11千 ば れ て い る )

に お い て 、 ，Wt r. 則的 )1二上- 1111志 弘 氏 、 仕 食 を は さ ん で

( 仕 食 切 も 含 ま れ て い る と は 安 い 会 資 た ' こ と I ) 、

太 III 降 口 氏 の ，o. Yj . 怖があった。

大 阪 府 内 レ ク リ 行 政 振 興 的 立 役 者 、 )1二l二 氏 は 、 現

状 の 社 会 分 析 に は じ ま り 、 「 余 暇 と レ ク ' ) J に つ い

て 1よ し 、 税 野 か ら 氏 松 内 の 巧 一 え と 、 ま た 公 共 に よ る

レ ク リ 』 血 設 の あ り 万 を 言 舌 さ れ た 。 そ の 小 、 B也おt ，!卜

1"可 に 際 し て の J 島 本 と し て 、 技 術 的 ア プ ロ ー チ 、 チ

ェ ッ ク と 共 に 、 お < >丘 11( 内 向 明 付 : 化 、 利 JTJ 而 か ら検

討、その ｹＮＮｾ の矧 ＱＩＪ ーやれ苛動といったソ Ｗ ト Ｑ 市内 ｔｬｬ 主 ｺ

Ｇｾｴ を ｾｲｴｬ ［ｬＱＺ， Ｑ ;き11. た .

地設計 ｾｬｩｩＺ 設 ｾｉ をされた太田氏 ｴ 立、企川町起りから

).f J)もするまでの車壬iめと、 これカか、句の 3訂計|十一-¥ド仰f目f町可を吊号さ fれL  

た @ 迂進主入 E路骨の勾同配己カか‘ らてでe き て し ま つ た 民 い 11側11川l叫リ l明i恨尺を

拘舷主fI制似側11山則l'制1リl に F凡 止 た て て の

い j泊i H路骨下の介Iト川州，1引IUi )¥作r の必佳E芯設t ぺや3 法白的勺 J技主f術車桁i(的内に 1:川問l日川!円1紅勉I の 多

かつた ｲ海Ｂ保 ｊ珍土上槻の Ｓ別 ｬ十一附て η 卒ノ々マ、表に ｦ れない実話をｾし

〈江丹さ 11. た 。

J障がI に 続 き JiruJ 止見学、 カ ッ タ ー 講 料 ( ヨ y ト空宇一

切 の 利J l ' J は 入 場 料 に 含 ま れ て い る ) に 日 引 の も て

あましぎみの ｽｊ を ｈｾ して 一 同グ ， ［Ｙリ 。 悠談会で

は if if. _ヒ 械 の 外 装 コ ル テ ン 鋼 に つ い て 祈 泌 が 集 '1' し

た . 't. lt り だ く さ ん の プ ロ グ ラ ム を ス ム ー ズ に こ な

し、予定的1 I ，1j : 川に閉会した 。 1" 司，.• Yj.r. rli 、 if' j: ｾ Ｍ羊センタ

ーのスタ ｙＷ の Ｔ ・干名 Ｚｦ ｩＡ ニＡｾｊＮ射します 。

日 時 昭 和50年 9 月6 日(土 )

集 合 10 :  40→解 散 17 :  00 

場 所 大 阪 府 ・泉 南 郡 ・岬 町j車輪

会 場 大 阪 府 立青 少年 海 洋 セ ンター

参加 者 51名

( 大 久 保 久 能 記 )

務 師 大 阪 府 企 画 部 青 少年 対 策 課 主幹 井 上部 志 弘 氏

坂倉建築研究所大飯事務所 取締役 太 田隆 信 氏

行 程 11 :  O(ト， 12 :  30 講 演 r余 暇 とレクリエーション J

井上講師

12 :  30 - ・13 :  30 昼 食 ・休 憩 ( 自由行動)

13  :  30→ 14  :  30 講 演「海洋セ ンターについて J

太田講師

14 :  30→ 16 :  30 見学、カ y ター講習会

16 :  3ト 17 :  00 講 師 と と も に 懇談会、終 了 后 解 散

“ 遊び" と余暇施設のあり方

橋 本 敏 子

ヰムたち町 f! ; J 辺から t毎 が 王 手 わ れ だ し て か ら 久 し い.

if if. 1日 の 白 砂 が コ ン ク リ ー ト の 滋 l 日 明 に 変 っ て し ま

っ た hli¥jit は 、 い つ の II¥J に か あ た り ま え の 比 例 れ た

も の に な っ て し ま っ た 。 そ し て 、 そ れ に つ れ て 1ft}.

の イ メ ー ジ も 次 第 に 食 材 な 汚 さ れ た 海 へ と 変 っ て

い る こ と に 、 あ る 日 は っ と 古1ペプ〈 。

r炎愉のす'1少年i f ，品 i 下 セ ン タ ー に も コ ン ク リ ー トの J姐

仰 が あ っ た 。 し か し 、 そ れ は 災 に μ ' )1 ' に柄拘{γ' と

な っ て il i f . と| 挫と人 unを 綬f U ' 何< J i l ( i していたのである 。

ア プ ロ ー チ の メ イ ン 道 路 か ら 会 訟 を み た H与、作I を

イ メ ー ジ し た か 、 と 参 加 者 の 何 人 か に 1 J t1' 、 て み た 。

ぺI( 鑑、J i ' 鑑ですなあ" 情 工 場 み た い で す ね え "

検作I と な < ＧＱ Ｍ Ｇ 均 三円ロマンチシズムがｩＺ ｾ｜ っているみ

たし、 1; etc
o

そ こ に は JI}(j[[ み る こ と の μr な く な っ た

、、i主主ぴ" の掠i し さ が 儲 か に あ っ た 。 抑JJll止 を あ び、

i!'}' '1 ，に他 つ! . I S会 ・l誕示 縦 は I也 上 の ，i ] t ; 物1i f の イ ン デ

ィ ア ン レ ッ ド と 対 間 的 な 欽 サ ピ 色 の 肌 を み せ 、

11与の産主j f : ! J を車' ) み つ け よ う と し て い る . 心 ，1勿の 内書11

は、すべて船 内の雰凶気である 。デ ｹ キから船 ｾｈ

へ 、嗣IJ < 狭 い Ill' i l企 を 手 す り を つ か み つ つ 下 に 降 り

て み た が 、 r'I 分 の 船 誌 に わaれ ず ベ ソ を か い た 、 あ

の i進路 が こ こ に も あ った。司室 内 サ イ ン が あ ま り つ

い て い な い の も む し ろ V 主 い 砂 町 通 主 ぴ を : 主 み だ す

お も し ろ さ と な っ て い る 。 明 耐 の 名 付1I1'(; 示 も 内 部

内雰 ｉｴｬｬｾ｜ を峰りあげている 。

住 吉 島 そ の も の は やl' 伐 の ゆ き と ど い た 作 品 の よ う に

忠 わ れ る が 、 余 111型 地 設 の あ り J j " と し て 巧 え る と い

く つ か の IH] 姐 が あ る よ う だ 。 一 つ に は IjOJ 殺 の 場 所

で あ る 。 大 阪 の 近 郊 と は い え .1'111，( ' 、から 1 ¥時 1:11以 上

も は な れ て お り 、 n 1i1li に 利 用 す る と い う わ け に は

い か な い . 都 心 近 〈 に は 、 こ の よ う な ・ ぶ ま れ た n

然 部 境 は も は や な い の だ か ら 仕 } J が な い と い え ば

そ れ ま で の ニ と で あ る が 、 余 III !.l iti !Ir)J そ の も の が 円

'i;:; 生前ーと切り肖I告さ れ た と こ ろ で 車'/;)IJ の L の と し て

あ っ か わ れ る と い う 与 え 万 そ の も の を 検 討 し て み

る必，ｾカ￡あるのではないか。 また、 ｾｾｪ た ｢ 血芯土によ

〈 あ りカf ち な ニ と で あ る が 、 姐 日 勿 だ け っ く り 、 I人l

干干や迎 ｬ 常がｾｴＺまわしになってしまっているところ

が 多 い 。 こ こ の 場 作 は ト レ ー ナ ー が ' 市 政 し て お り

利用者ーと の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン も う ま く い っ て い

る 機 子 で あ る が 、 こ の よ う に 大 統 校 な 地 設 に な る

と と り わ け 輸 マ ス " で 処L司1さ れ が ち で あ る 。 コ ?

ーン ヤノレ ・ ベースではないよさを也かした辺Ｇ［Ｚ ｾー の

シ ス テ ム カeヨヨ ま れ る 。

ｾＱｉ Ｑ Ｇｬ行政が活再書化してきたのは、ｉＧｦｩ ｬＱ 己こＮｴ ｩｩ￭ｪ のアン

バ ラ ン ス の 火 う め (，'-)役 '，'mり が か な り あ る 、 と い う

の は 少 し 皮 肉 な 凡 万 か も し れ な い 。 余 暇 ま で 行 政

で 竹 互E し て い た だ か な く て も 紡 k梓 と い う 人 も い る 。

しかし、そんな. l ! IU:i 1は と も か く と し て 、 ヲ 官 れ た れー

Ill ij 朽 の T ーによるこんな占也設が元生け ら れ た こ と は 非

常 に 給 制t な こ と で あ る 。 今 後 、 社 会 人 の た め の こ

の 傾 向 場 が、 日 常 生 活 の 中 で も っ と 使 い や す い か

た ち で 設 け ら れ る こ と が 望 ま れ る 。

( 生 活 環 呪 文 化 研 究 所 )

青少年の未来への成果を秘めて・. .

竹 島骨量車見

淡 輪 町 駅 か ら 少 い て 15分 位 、 深 い 4会 林 を 通 り 抜 け

ると梅を前に海洋センターの担! W i ，i ) ¥が11，(; 11日した 。

ｦ ｬｻ ｦｄＮ 敢的に眺め ら れるその場所からは ｉＺｊ ｾ 則 的 な 巡 形

にもまして、深配[ 0 . に塗られた必: 物が今般f } J 1 I 民主的

世u ＼鮮かであった 。 ｾの色と ｲ 俗的色、それに Ｔ 公的

品止の H且 に し む 色 ど り に l泊 ま れ た 深 紅 色 の 対 ! m，こ紋

初J は ギ ョ y と し た の だ が 、 縦 に 走 る デ ッ キ が 亦 い .16b

Lりの よ う に 見 え た と き 』 北 大 な 奈 良 の 者11 を 初 怖 さ せ 、

JT少 年 内 夢 を γf む 組 物 の 色 と し て の 深紅 色 は う っ

て つ け で あ る こ と に 気 が つ い た 。

十';0; ｾＨｉｉ Ｍ ｉ Ｍ ｉ の船内如｜ < 悩 よ り 詰 ま で 巧 に プ ロ y テ ィ ン

グされた必 Ａｾｩｈ 作はまことに楽しい ー｟ ｲＺ ｉ Ｚ Ｑ の生活ｊＩ ｉｉ 制 ｬ

は 厳 し い も の で あ ろ う が一。 そ し て 山 内 展 三 宮 内 か

ら 一 気 に 延 ひ る 伐 怖 の ご と き デ y キ は 1れを n ，、て

海 ーヒ に 浮 か 」ζII ( 示転転に j卒 す る 。 こ こ で は イ土.J:Iト:(1:，火

で も し た ら さ ぞ お も し ろ か ろ う と 札 い 、 を め ぐ ら す 。

レクリエＭＢヨン焔設ということでｾ｜楽な気持で他

物 を 見 学 さ せ て も ら う つ も り で い た が 、 利 用 .r; - は

プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 生 活 し て い る と い う こ と で や

や か し こ ま る 。

11'. な る レ ジ ャ 一 地 ι設 で は な く 刊 少 年 の 未 来 へ の l此

米 を 絡 め て い る と い う こ と で あ った。

この成果を ｗＩ 待しつつ峻い防射しの ｲ ｬ Ｇ 、 占Ｚ ［ｾ風吹〈

i
1
1
1
1斗{ こ 30 人 来 り カ y タ ー 2 Ａ主に分来して持て Ｇｾｈ ｬｬ ｴ ぎ

t_H し た 。 号 令 に 合 わ せ て 主 主 然 と i ¥"l < ・ものだが、，jfT

f主的 般 に も つ れ 合 い ど う に も さ ま に な ら な い 。 し

かし、 一 息 、 し な が ら 船 上 か ら 眺 め る 浜 は そ の 兵 し

さ を 紀 以 之 も め で た と い う ロ ケ - " " ヨン に、i f ，サi Y'

セ ン タ ー は Yモjit と し て 'I?- 由子であった。

と く に 展 示 縦 は 圧 巻 で あ る 。 海 l二に 山 た 太 い 4 -1豆

町ピアに支えられた? ' ; / スの去のし、た他物はJ e にぶ

11.J し て い る よ う で あ っ た 。 外装まで$ ; 1 ; 十h fょでl ( &} 広

し、 その ｭｈ ｩｴＺ長官主主問中反の ｾｗ は主主 Ｔ し ｌ り ￺ｽｊ カ ･ あ っ た 。

I' ，'O A  ａ 誌 」 ニ で ｩｩ ｬ［ＺＩ，ｾ維の長崎ノ Ｇｊ＼ ｊｪￃ￟ｩ｜ を向からの ｩ 単噌

' J]:j .:C て' よ4 た こ と が あ っ た 。 こ ち ら の } J は招町に l正し、

シ J レエ y ト で ，jij 万 円 ピ ロ テ ィ で 突 き 」ニら れた. J TI/>(

し の パ ラ ベ y ト が ( ¥< ス カ イ ラ イ ン を n き 、 明 に

く り ぬ か れ た 窓 は j形 り が 深 〈 タ イ ル の テ ク ス チ ャ

ー とともに> t ! . _.! J ';. な コ ン ト ラ ス ト を な し て い た。 そ

し て こ れ も 一 つ 一 つ め 寸 法取 り が 二夫 し 〈 大 変 印 象

的 で あ っ た。 こ の 展 示 練 の 印 匁 も 全 < 1，') じ で あ る 。

悠らく ＱＮＮＮ に猛け狂う町沖 ｾｊ に挑 ｉ ｪ 世する民不織は Ｎ Ｂ釘・ Ｑｪ

の- ! A 姿を 凡 せ る も の と 思 う。

イ ン テ リ ヤ か ら デ ィ テ ー ル ま で 微Jil し て 向 日 を モ チ

ー 7 と し た オ リ ジ ナ ノ レ デ ザ イ ン は 大 変 勉強 に な っ

た 。 そ し て 今 回 の 見 学 会 は 、 大 変 比 い レ ク リ エ ー シ

ョ ン と な っ た 。

"此 iV( 下 さ っ た 大 阪 府 内 引 」ニr.l I，止、弘先' 位、坂介 )¥C;j'0

F斤 の 太 田 1I制， f先 生 、 そ れ に お !止 祈 下 さ い ま し た 必 :

*1励 会 的 持 者Rに お 礼 Ij-' し 上 げ ま す。

( 東，屯E 設 JJ- コ ン サ ル タ ン ト )



特 集 ・ 第22回 青 年 技 術 者

設計部 門 高 松 伸 構造部門 藤 塚 敬

11 山 ロ 祥 悟 11 佐 々 木 照 夫

11 
矢 作 茂 設備部門 迫 村 隆 毅

11 小 )11 j青 11 中 嶋 利 治

11 伊 藤 7t: 施工部門 岡 田 正 徳

11 谷 田 庄 司 計画部門 田 辺 之 (順不同 )

青年技術者選衡委員会総評 選 衡 委 員 長 松 村 慶 三

可能性への挑戦が背年の特権であるとすれば、たとえその成果が現実的に高い評価を与えられるもの

でなくても、若きの燃焼の中にきらめく資質と未来への可能性が望見されれば、本企画の目的は達せ

られたと言うべきであろう。今年も多くの立派な業績の資料が審査只の前に並べられたが、応募者の

過半数が大組織に属する 30オ代の人たちであることもあり、その中て' の個人の仕事への関り方につい

ては審査只の判断に頼ることが多かった。しかしながら建築技術者の能力が各方面で問い直されてい

る今 日、もっと多くの会貝の 中からよりぬくことのできなかったうらみは残るにせ よ、背年会只の活

躍ぷりの一端がうかがえることはまことに喜ばしいことである。入選者の一層の研鍛を切望する。

部 門 511]

応 募 者

入 選 者

設 計

8  

6  

構 造

2  

2  

設 備

3  

2  

施 工

2  

1  

計 図

2  

↓

1

一7

1

9

h

ヨ

E

1

1

なお、部門別にみた今回の応募者数と入選者数は上表のとおりであるが、以下に各部門の審査貝の評

をのせる 。

設計部門 . 設計が集団で行われるという点で個人のカラーよりも組織のカラーが強〈現れるのは止む

を得ない点であるが、その 中でも、青年らしい消新の気溢れるものが何点か見られたことはまことに

喜ばしいことであった。青年技術者としての経験型かな笑力を積むということは当然のことながら 、

チームに新風を吹きこむ創意が見られるかどうかということも重要な選衡の対象となろう 。 また主旨

の言葉と作品の内容とが必ずしも一致しないものも一部見られたが、建築家としての主張が作品を通

して A に現れるように今後の研鍛を期待したい。

構造部門 : 両作品とも、現在の構造設計技術の観点からみると、水準を超える力作であり、デ ィテー

ル的に見ても苦労の跡がうかがえる 。

ただ、審査上困惑することは推せんされた青年技術者が、この計画のどの範囲まで担当したかよく分

からない点であり 、提出された資料のみでは、評価ができないというのが笑状である 。強いていうな

ら、社歴10年程度の技術者のアイディアが採用されやすいのは、 I長塚君の場合ではないかと推察する

が、与えられた仕事の質がこの結果をうむことになったのであろう 。

以上を考え合わせて、両名を合格として、若い構造技術者に希望を持たせたいというのがいつわらざ

るところでーある 。

設備部門 各種設備工事のプレハプ化ユニ ッ ト化をテーマにした中嶋君、防災設備の基本的問題に反

省を加えようとしている迫村君を選出した 。現在、建築設備に謀せられたテー? の中に現場施工の工

期短縮と合理化、ピルの防災施設の完備とその運用法の確立がある 。いずれも急を要する問題である

が、多数の専門技術の理解と連繋が必要なためにその解決は大へん困難である 。

両君ともその点を充分認識して多数の専門家の協力を得ながら、その知識を組織的に結集して問題解

決に一歩踏み出した 。 これまでの実績と努力は高< a平価でき、行年技術者として今後の活mがJ i l J待 で

きる 。なお 'N' ，- しくも選にもれたー君については資料を盤側i し、今一度応募されるようおすすめしたい 。

施工部門 : 本年も大手建設業界から 2 名の応募があった 。提出された資料は、ーは大型プロジェクト

の施工管理に附するもの、ーは研究グループ内での技術開発に| 刻するものであ った。年令的にみても

中堅技術者として相当の実力を備えた方逮であることはよく判るが、大きな仕事のなかで、その方の

関与の力点がどこにあるかを読みとれる資料を揃えてもらいたいものである。施工技術は華やかなも

のではな く、きわめて地味で忍耐強いものであるという意味も含めて、今回はー名の選衡に止めた 。

今後も自らの手足で蓄積した実績をひ っさげて、多数の力が応募されることを望むものである 。

計画部門 : 今回は、応募点数が 2 点しかな く、寂しい限りである 。 さらにその うち l 点は、過去にお

いてすでに設計部門において入f I ・経験をもった人の作品であ ったこともあ って今回は遠慮ねがい、残

る 1 点について、選評を述べる 。

レポートは、翻奇→計画のオーソド ックスな手)1頂をふまえた労作である 。当然、 一 人で単独に仕上げ

ることは不可能であるが、作者のインテグレーターとしての能力がなければできないことであり、こ

こではそれを評価した 。 また、プレゼンテーショ ンも良好である 。

計画への社会的要請が高まりつつある現在、計画部門への応募が鹿んにな ってしかるべきかと思うが

この点については、今後を期待したい 。
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和気町立藤野幼稚園(上)

所 在 地

敷 地 面 桜

怨築而申立

延 床 面 積

構 造

工 期

l岡 山 県 和 気 l"l和 気 町 藤 野

3，OOOm'  

903m'  

903m'  

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 平 屋

1973年 6 月 - 1974年 1 月

地 方 公 立 幼 縦 図 特 有 の 経 済 的 な 粂 件の 中 て l遊 具 等 の 設 計 の 併

さ れ ぬ ま ま 、 さ ま ざ ま な 遊 具 の 可 能 性 を チ ェ y クし、金具やノ マ

イ プ 、 そ れ に テ ン ト 用 の R C .fWI造 体 等 を 用 意 す る こ と に よ っ て

少 し ず つ 時 間 を 経 て 泣 か に な っ て い く こ と を JVJ 待 し た 。 ま た 保

育 室 に 隣 接 し て 、 中 庭 の l覧祝を 兼 ね た よ て ¥ 教 仰 の 個 室 を 設 け

た こ と な ど は 、 若 干 の 新 し い 試 み で は あ ろ う 。 プ レ イ ル ー ム は

ひ と つ の 大 き な 遊 具 と い う 考 え 方 に た っ た た め ス テ ー ジ の 扱 い

に は か な り 苦 心 す る こ と に な っ た 。 と も あ れ 、 こ う し て で き あ

が っ た も の は 、 い わ ば 、 白 〈 者11い キ ャ ン パ ス で あ り 、 子 供 述 が

必 ず こ の 上 に 色彩 を 彼 得 し て ゆ く で あ ろ う こ と は 信 じ て 疑 わ な

.、。

和気町中央公民館日笠分館(左)

所 在 地 岡山県中日気1 N1和 気 町 日 笠

敷 地 而 桜 1，039 m'  

建 築 面 積 243 m'  

延 床 而 梢 365 m'  

m 造 鉄 f i i生 地 上 2J l 昔

工 期J 1971年 12 月- 1972年 4 月

敷 地 は 山 陽 の 山 ふ と こ ろ に 、 こ の 土地 特 有 の 岩 JULに 紋 の は り つ

い た よ う な 山 々 に 閉 ま れ た 小 学 校 の 校 庭 の 延 長 上 の 一 区 画 で あ

る。はじめて訪れたときは存の真 ＧＦｾ りであり、そのとき 、 なん

と な く 恥 ず か し そ う に 咲 き 乱 れ て い た 桜 の 怠 木 二 本 の 印 象 が そ

の ま ま 設 計 の プ ロ セ ス へ と 移 行 し た 。

メ イ ン の 空 間 は ア プ ロ ー チ か ら ロ ビ ー を ぬ け て 背 後 の 吉 井 川 支

流 日 笠川 へ と 至 る 線 で あ り 、 そ れ は 同 H寺に桜の- l t 木二本をつな

ぐ 総 で も あ る 。 他 の 空 間 は そ の 似 に ま つ わ り つ く 。 そ れ は 風 土

と そ こ に 住 む 人 々 と の 閑 り の 糸 口 を ijij / : l しい老木に求めた苦心

の 結 巣 で あ り 、 そ の 単 純 な 方 法 の 中 に 、 こ の 建 築 が JS¥土 と 人 々

の 中 に な に げ な 〈 入 り 込 ん で い く こ と の 願 い を 込 め た わ け で あ

る。

l川11川11川11川11川|川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川l川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川|川l川11川11川l川11川11川|川川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川l川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川|川川11川111川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川111川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川l川11川11川11川11川11川l川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川|川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川l川川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川l川11川11川|川l川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川|川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川|川川|川|川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川l川l川11川11川11川11川11川11 l  
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高 松 伸

生 年 月 日 昭 和23年 8 月 5 日

学 腹 自 目 利49-'1三 3 月

京郎大学工学部処築' 下科大学

院修上司品41終了

業 自主 11目f1146年 5 月 ー "召手[ 150年 1 月

環境主11築 研 究 所 所 属

11自平日 50.if.

株式会社庇般書十室I l M股

作 品 康

昭 和46年 日 本 雄 築 学 会 卒 業 設 問 コ ノ ク

- / レ入選 N 邸 山 本 邸

昭 和47年 初 気 町 中 央 公 民 館 目 笠 分 館 ・

商 梅 田 ハ イ タ ウ ン 計 画

昭 和48年 初沢町立誠聖子幼椛幽 K 邸 ・

木 谷 邸

昭 和49年 セ ン ト ラ J レ硝 F 設計M; 技入 i盟

J需ロ邸 ーニ 村 邸

昭 和 50年 内 田 限 合 組i 設 計 図 ・三 愉 株 式

会 社 陀 1111保 養 所

すいせんのことば 堀内三郎

価値観が多機化し、設計がますま

す組織化する中にあって、彼は何

よりも「設計とはまさしく人間的

な行為のひとつである 」 とする自

分 の A号え fj や立場をしっかりと見

つめようとして苦 悩している数少

ない処築家の一人であると思われ

る。今後の成長が大いにJ t l H寺され

る。

ことば ひとたび設計にまつわる状況に閉まれはじめると、そのさまざ

まな問題の錯綜の中で、たちまち自らのJ f ; 点が〈・らつきはじめます。に

もかかわらず、その混迷の1 "1' でも、まさしくたったひとつの解を( i IJ り出

さなければなりません 。 そしてまた、そのようにしてまがりなりにも彼

し出された解も、ひとたび往ち上がるや、それまでまつわりついてきた

さまざまの思いや音楽をはねのけて、頑として独りで諮りはじめます 。

つまり、そんな J'i¥¥に、ただでさえ頼りない基点は、二lli 三lli に 希締化さ

れてしまうわけです。 しかし、それはむしろ設計というものの辿る、い

わば当然の泊経であり、そんな中でも必糊に耐え得る確かなものを彼し

求め、表出する作業を般気良〈続けねばならないと思っています。 設計

とは、ねにと っては、まずきわめて例人的な私自身の確かさの 問題 であ

り、設計に手を染めれば染めるほど、この間いは私の中でますます脹ら

んでいくような気がしています 。



森下製薬本社ビル

所 在 地 大 阪 市 東 区 道 修 町 4 丁目

敷 地 面 積 1，049 m'

建 築 面 積 837 m'  

延 床 面 積 6 ，909 m'

基 準 階 床 面 積 547 m'  

構 造 規 模 S R C 造、一昔II R C 造 、地 上10階 地 下 1 1渚

最 高 高 さ 42 . 6 m 

工 Jtll 日召和 48年 5 月 一昭 和 49年 11 月

設 計 要 旨

低 層 部 両 異 に 凶 ま れ た 前 庭 、 そ れ に 統 〈 エ ン ト ラ ン ス ホ ー ノ レ を 通

し敷 地一 杯 ま で 拡 が る 空 間 、 低層 音11の 扱 い 、 低層 両 翼 に 軽 〈 乗 せ

た 高 層 部の デ ザ イ ン 等 、 高 層 化 し た 建 物 の H 皆ま わ り 処 理 の 一 例。

古 く か ら 薬問 屋 と し て 栄 え て き た 街 並 の 一 角 に 爽 や か な 空 間 を 自1)

りだすことをねらった、守| き。のある建物。

久保田鉄工第二本社ビル

所 在 地 大 阪 市 浪 速 区 船 出 町 2 丁目

敷 地 面 積 13 ，194m'

建 築 面 積 1. 8 8 8 m'  

延 床 面 積 24 ，3 5 9 m'

基準| 滑床面積 1 ，020m'  

構 造 規 桜 S 造、一昔IIS R  C 造、 R C造 、 地 上16階 地 下 H 皆

最 高 高 さ 65. 1  m 

工 期 昭 和 50年 6 月 ~ 昭 和 52年 5 月 ( 工 事中 )

設 計 要 旨

敷 地 に 隣 接 し て 高 速 道 路 が 走 り 、 周 辺 の 環 境 は 雑 多 な 建 物 の 密 集

J也 で 、 今 後 の 開 発 が 予 想 さ れ る 地 域 で あ る 。 こ こ で は 、 建 物 を 高

層 化 し 足 も と に オ ー プ ン な 空 間 を つ く る こ と で ま わ り の 環 境 に 積

極 的 に 働 き か け 、 周 囲 の 発 展 の 核 と な る こ と を 計 っ た 。

ま た 、 設 備 的 に は 、 敷 地 内 に 既 存 す る 久 保 田 鉄 工 社 諸 施 設 に 対 す

るエネノレギーの供給源を備えた建物である 。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

山 口 祥 悟

生年月日 昭和 18年 9 月27 日生

最 終 学 歴 昭 和44年 3 月

東京大学大学院建築学

(吉武研究室) 修士課筏修了

業 歴 昭 和44年 4 月

作品略歴

徐式会社日建設計に入社

説在に至る

県立岡山朝日高校第一期工事 (43年竣工)

住友生命浜松ビル(48年竣工 )

森下製薬本社ピル(49年竣工)

久保閏鉄工第二本社ピル(52年竣工予定 )

すいせんのことば ｾ袋公明

山口祥事若君はきわめて地味な男で

ある ー常に冷静な判断のもとに

完苦笑に物事を積み重ねていくタイ

プと 言 えよう 。 彼の仕事ＮＮ［ ｾ 1) を見

つめてきた私には、より絞維で高

度な技術を必要とするプロジェク

トに直面したときに発長II される彼

の広い視野をベースにした創造性

が楽しみである 。

青年建築家としてのことば : 建築を形づくる多くの条件の中て¥その建

築の性絡を決定する縁む基本的なものは 、 その地域のもつ風土 ・伝統

生活僚式等その土地固有の体質による条件である . 都市に建築をつ くる

場合も同じことである 。長い時間をかけて形成されてきた街並や周囲の

環境に対する建築の対 応の仕方には、表面的なフ ァサードの扱い方等デ

ィテール上の処理によるむのではなく、建築の基本となる椛 ｾｴ において

十分煮つめられた解決を必要とする 。 また、現実の問題としても、新し

い建物の出現によ って 、そ の附近一帯は、 交通 訟の.I¥'i }JII 、日 l閉め問題、

電波障害、ク ー リン グタワーによる騒音等々迷惑を絞る場合が多いわけ

で、出来上が った建物が瓦に魅力あるものとならない限り、それは単な

る邪魔物としての級いを受けることになる 。私は、多くの条件の中から

私なりの解答として設計した、規模も条件も全〈異なる こつの本社ビノレ

が、今後、周囲の人々か らどのような形で受け入れ られ、それぞれの地

践に定着してい くかを じっく りと見詰めてみたいと思 う。
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今治カントリークラブハウス

目立造船阿蘇研修センタ ー

設 計 概 要

地 築 場 所 熊 本 県 阿 蘇 剖l 阿 蘇 町

敷 地 面 積 132，357 m'  

主主築 面 般 1，556111'  

延 床 開 般 2，169 m'  

f/l i巡 規 模 R C 進 一昔日S 造

地 上 2 1; 昔 、 俗 屋 11' 皆 、 地 下 1 階

工 期 昭 和49年 3 月 - 49年 10 月

設 計 主 旨

国 立 公 閣 内 に 建 つ こ の 研 修 セ ン タ ー は 、 忠 ま れ

た 正 取 境 の 中 で の 研 修 と 宿 泊 お よ び 交 流 の 場 と し

て の 機 能 を 満 た し 、 自 然 と 人 間 と の 融 和 を 図 る

こ と を 設 計 の 基 本 理 念 と し た 。

自己223十 回 は 、 本 館 ・ホーノレ隙 ・修苦皇室 棟 を J也j杉

に 沿 っ て 自 己 也 し 、 本 館 は 斜 面 を 利 用 し て 、 そ の

一 部 を 前 面 オ ー プ ン の地 階 と し た 。 ま た 、 管 理

部 門 と 研 修 部 門 と を mt 行 さ せ る こ と に よ り 、 玄

関 前 の 広 場 ス ペ ー ス を 生 み 出 し た 。

平 間 計 画 は 、 本館 1 1滑 に 主 婆 室 ( 談 話 宅 ・食: hl :

- 研 修 宅 ・集 会 室 ) を ま と め 、 研 修 者 のー 自 の

生 活 の 大 部 分 が こ の フ ロ ア ー で 行 わ れ る よ う に

し た 。 談 話 室 ・食 堂 は 最 も 桃 笠 の よ い {立自立に配

出 し 、 大 き な 併1ロliI l と 前 面 に 設 け た パノレコニー

によって外 ｴｦｬｬｾ Ｑ 日 ｬ との融和を図った 。 ｈ 皆は宿

泊 室 専 用 ! 穏 と し て 、 独 立 し た 静 か な 住 空 間1を 雌

保 し た 。 浴 室 は 地 階 に 設 け 、 中 央 階 段 に よ っ て

宿 泊 階 と 簡 淑にi ! J ! . * 告させた 。 管 理 人 室 ・従 業 只

室 お よ び機 械室 は 1 階 と I也 | 堵 の 北 端 に サ ー ビ ス

部 門 と し て ま と め 、 研 修 者 の 動 線 と サ ー ビ ス 抑j

似 の 分 離 を 明 確 に し た 。

第 2 回光明池H P設計競技D.近隣センター

11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川l川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川l川11川11川11川11川|川|川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川l川|川11川11川|川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川l川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川l川11川l川|川|川l川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川|川11川11川11川|川川l川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川l川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川l川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川|川11川|川l川11川11川11川11川11川11川|川11川l川11川11川11川11川l川11川|川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川|川l川11川11川l川11川l川l川11川11川11川11川11川11川|川l川11川11川11川11川l日川11川11川11川l川11川l川|川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川111川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11 l  
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矢 作 茂

生年月日 昭和 14年 6 月 7 日生

政終学 歴 昭 和38年 3 月 千築大学工学

部主I l 築学糾卒業

業 務 歴 H召初38年 4 月 ( 附大林組入社

東京支活設計部勤務

作品略歴

日目利45年 12月 ( 附大林組本町

設 計 部 勤 務 現 在 に 宝 る

城西働糾大学、中津川カントリークラブ

クラプハウス ( 神奈川県住築コンクール

佳作) 、今治カントリークラブ 7 ラプハウ

ス、目立造船阿必研修セ ンタ一、第 2 回

光 明 池 H P 設計綬技 0 ・近隙センター

( 佳作) <ス? .'/ フー只として計画に書加入

御堂筋東洋ピル( 地工中 )

す い せ ん の こ と ぱ 鶴 田 昭 一

建 築 に 対 す る 誠 実 な 1創 立 と 、 た ゆ

ま ぬ 努 力 に よ る 着 尖 な t! HUをもと

に 、 細 部 に ま で 行 き と ど い た 、 密

度 の 高 い 作g日1 をtilJ っている 。

点 而 目 な 設 計 姿 勢 は 、 そ の 人 柄 と

ともに建築主からの信望も高〈、

持 前 の 柔 軟 な 創 造 力 と デ ザ イ ン セ

ン ス の よ り 高 度 な も の へ のJ民間に

今 後 、 大 き な JUI 1 寺をいだかせる .

青年 技術 者 の ニ とぱ ill 築 物 は 、 完 成 し て そ こ に 存 イE す る と い う そ の こ

と だ け で 人 に 何 ら か の 彬 判 を 与 え る 。 したがって、設計段階でよく. . J j ' え

ら れ て い な い 他 物 は 、 人 IIl Jに対し て1m害 者 と も な り か ね な く ，ｲｩｬｬｾ 公害 ｊ

ということ l i さえ 11円かれるほどである 。 私 自 身 今 ま で 設 計 し て き た も の

をみても、その仕 Ｇ ｊ ｾ に愛Ｎｻｪをも っ てエネルギーを充分注いだものほど、

や は り 結 栄 は 好 ま し い も の と な っ て い る と 思 う 。

技 術 と 知 識 が ま す ま す 紺l分 化 さ れ つ つ あ る 今 日 、 広 い 枕 野 に 立 って そ れ

を い か に 人 間 的 に ま た 創 造 的 に 綜 合 化 し て い く か が 、 JiitJ 十技術i / ' i にうえ

ら れ た 課 題 で は な か ろ う か . 決 し て コ ン ビ ュ ー タ ー で は 解 決 で き な い こ

の よ う な 領 域 を 大 恨 に して 、 少 し で も よ り よ い も の を 創 り 出 す た め に 努

力していきたし、



神戸新聞上月リバーサイドタウン

クラブハウス

設 計 総 工 竹 中 工 務 広

所 在 地 兵 庫 県 佐 用 1m上 月 町 久 崎

!li U也而4貰 8，098 m'  

建 築 I別 賞 1，126 m'  

延 床 而 秘 1，987 m'  

構 造主Ii!.快 R C 、 3 F 、 P 2  

工 期 昭 和49年 1 月 ~ 昭 和 49年 10 月

大井 開発ビル

控革主大井開発降式全社 構 造鉄骨造/ 鉄骨量筋コン 7') ート造

所在地点京都品川区大井町 1- 50- 3 階 敵地下 l 階、地上16階、 11¥屋 2階

設計竹中工事広 監地面繍 5，53901

施 工大井関尭ピル共同企業体 建襲面偵 4，960町

(材中工務広大林組) 延面積 31，025耐

梅田阪急 ビル 8 期

( 百貨底)

l川11川l川l川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川|川川11川11川|川川l川11川111川11川11川11川11川11川11川11川l川111川11川11川11川11川11川11川|川川11川|川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川l川11川11川11川|川川11川l川11川11川11川l川11川l川11川11川11川l川11川11川|川川11川|川川11川|川川11川1111川l川11川11川11川11川l川l川l川l川l川1111川11川l川11川11川11川11川11川|川川11川11川|川川l川11川l川l川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川l川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川l川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川l川l川11川l川l川11川l川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川111川11川11川11川|川川11川11川11川|川11川11川|川川l川11川l川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川|川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川l川l川l川11川11川11川l川l川l川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川|川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川|川11111

小 川 清 一

生年月日 昭和 17年 1 月27 日

最 終 学 歴 昭 和40年 3 月芝浦工業大学

建築学科卒業

職 歴 昭 和40年 3 月竹中工務脂入社

作品略歴

昭和41年 桃山学院登美ヶ丘校舎

昭和43年西武百貨r . 5 事務所練I甘築

昭和44 日本ミネチュアベアリング佐

- 47年 久工場内工場 ー事務所 ・住居群

昭和44年 松下通信工業佐江戸工場群

昭和45年 神 奈 川 前 特 大 学 附 属 病 院

昭利46年 阪急百貨庖銚山授、大井熊

昭和47年 大 井 開 発 ビ ル

昭和48年 梅 田 阪 急 ピ ル 8 期 (百貨庖 )

昭和49年 赤 砲 東 浜 広 域 公 団 計 画

昭和49年 神戸新聞上月。j パーサイド7ウン7ラ7ル咋ス

す い せ ん の ニ と ぱ 徳 間 昌 克

建 築 設 計 者 は 、 い つ の 時 代 で も 、

そ の 技 術 は も と よ り 、 人 格 的 な 幅

と 奥 行 が 求 め ら れ て い る 。 彼の自1)

造 的 、 か つ 術 極 的 な 姿 勢 と 若 さ に

似 合 わ ぬ 謙 虚 な 判 断 力 を 評 価 し 、

す い せ ん し ま す。

青 年 技術 者 と し て の ニ と ぱ ( 省 エ ネ ル ギ 一、低 成 長 時 代 に お け る 建 築 家 の

役 割 ) 。建 築 家 も 社 会 の ー 只 で あ る こ と 、 雄 主 主 行 為 は 膨 大 な エ ネ ル ギ ー を

重 要 し て い る こ と 、 ま た 建 設 行 為 自 体 、 人 間 的 生 活 の 行 為 的 中 で す ば ら し

く 価 値 あ る も の だ と い う こ と を 十 分 認 識 し て い る 。

建 築 設 計 者 に 与 え ら れ た 使 命 は 、 建 設 行 為 の も つ エ ネ ル ギ ー を 縫 実 に 突

のあるものにしなければならなル、。 結 呆 と し て 作 ら れ る 建 物 、 環 境 に 十

分 な 価 値 と 存 在 感 を あ た え な け れ ば な ら な い と 思 っ て い る 。

建 築 行 為 は 、 ま ず 、 人 を 自 然 を 社 会 を そ し て そ の サ イ ク ノ レ を 愛 す る こ と

から始まる。人の美ｦｦＮ識をｾｴｬｉＩに対する感情、自然のカとそのしくみ、

社 会 の 中 に お け る 人 )11] 本 来 の 価 値 観 の み な お し 、 挫 築 EjtI十行為の中に、

ま た 設 計 者 と し て の 業 務 の 中 に 、 今 、 そ し て 将 来 と ら諜 されつづける' j ' {

'f;}、 f生制て' あろう.

・私 の 現 在 の テ ー マ お よ び 留 意 事rti

1 . 自 然 環 境 の 中 町 総 築

2.  ms市 街 区 の 中 の 建 築 像

3  い生活の知，1&， " に 頬 す る 、 単 純 で 箆 喪 主・事 が ら の 再Z思議

4  建 築 設 計 に お け る 筏 術 の 結 集 と そ の 表 現 方 法 は 何 か

5  良 き 物 の 再 表 現 、 そ れ は 、 ま ね で は な い 、 最 良 の 方 法 で あ る

4 5  



丸亀市総合会館

所 在 地 丸亀 市 大 手 町 3 番 の 1

地 工 建 築 銭 高 組

給 排 水 ・空 調 三J併土

電 気 山陽 電 気 工 事

工 期 昭 和48年 7 月13 日 活 工

昭 和49年 9 月30 日 竣 工

敷 地 面 積 3，299. 36m'  

建 築 面 積 l ，729. 23m'  

延 床 面 積 6，559. 22m'  

構 造 規 模 鉄 筋 コ ンク リ ー ト 造

地 上 5 階 地 下 H 皆

設 計 要 旨

丸 亀 市 は 四 国 の 歴 史 あ る 城 下 町 で あ る 。

こ の 建 物 は 、 市 制75周 年 記 念 事 業 の 一 環 と し て

計 画 さ れ た 。 身 体 障害 者 ・ 老 人 ・婦 人 ・児 童 そ

れ に 勤 労 青 少 年 の た め の 走 " 、 の 場 と し て 、 ま た

教 養 文 化 活 動 、 各 種の 講 座 ・研 修 活 動 の 拠 点 と

し て 、 文 字 ど お り 、 市 民 の 総 合 福 祉 セ ン タ ー を

目 指 し て 建 て ら れ た 。

敷 地 は 、 丸 亀城 の 内 堀 の す ぐ 近 く であ り、 行 政

の 中 心 地 区でもある。 環 境 、 最 重 見 と も 、 申 し ぶ

ん の な し 、 場 所 で は あ っ た が 、 面積 的 に や や 狭 い

上 、 不 鍛 形 で あ り 、 そ の 上 、 美 観 地 区 と し て の

壁 面 線 指 定 ( 10M) や 軒 高制 限 ( 2 0 M) が あ っ

て 、 こ れ ら の 規制 のなかで、 い か に 上記 の 内 容

の も の を 盛 り込 む か 、 そ の ブ ロ y ク締 成 に 、 大

変苦心した建物て' ある。

京都市崇仁北部第 2

市営住宅

所イ王 J也 京 都 市 下 京 区 川 端 町

処m而将t 683. 72m'  

延 床 面 般 7，056. 38m'  

附 進 焼 以 S  R  C;立 、 地上 11J:皆

l必 ユ二 位 築 地 問 組

1桁 生 新 下 工 業

t正 気 若 怯f立会t

工 JlJ l 11問[ 147年 5 F1 - I IsH' 48年 10月

こ の 雄 物 は 、 不 良 住 宅 地 区 改 良 事 業 の ー っ と し

て 、 京 都 市 が 計 画 を 推 し 進 め て き た も の で あ る 。

敷 地 が 、 鴨 川 べ り に あ る 附 係 で 、 外 観 に つ い て

は、とくに、京都市の ｉ ［ｒｾ致容議会ならびに景観

専 門 委 只 会 の 厳 し い チ ェ y ク と 助 言 を 得 た 。

11川11川l川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川"'川11川11川l川11川11川11川11川11川|川l川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川|川11川l川11川11川11山11川11川11川11川11川11川|川l川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川" '川11川|川11川11川11川|川川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川l川11川11川|川川"川"川11川"'川11川11川11川11川"川"川11川11川11川11川11川l川11川11川"川11川11川11川11川11川11川11川|川川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川"川11川1日川!日川11川"'川11川11川l川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川l川l川"'川l川川11川11川11川11川11川|川川"'川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川|川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川"'川11川11川|川11川|川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川"'川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11 l  
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伊 藤 元

生年月日 Jli3ft IJ5年 9 月7 日

政終学鹿 l昭和40年 京都工芸繊維大学

エ:京学者五建築工芸芸学科卒業

業 歴 昭 和40年{ 捕安井建築設計事

務 所 入 社 現 在 に 至 る

作品略歴 ミナ ミ地下街虹のまち 1 Jtl I  

明石市庁舎機会隙

新 幹 線 姫路 駅

設省丘学閥体育館

オー ミケンン女子寄宿舎

京郎市栄仁北部第 2 市 営 住 宅

丸亀市総合会館

野村m券合歓の郷保養所他

南阿蘇国民休暇村 ( 計画中 )

す い せ ん の ニ と ぱ 佐 野 正 一

持 続 性 の あ る 凡 帳 面 な 性 格。 その

克明さを x: l われ て 事 務 所 の 資 料 室

チ ー フ を や り 文 献 や 海外資料な ど

相 手 に 数 年 、 そ の l湖、建築設計の

大きな流れ、鍛宮・な計画性を自ら

体 得 し た よ う だ。 会館、ホテノレ等

飯 合 機 能 を も っ 設 計 を 担 当 す る に

適 任。 いままてa 大 小 の 設 計 に 関 与

したが、これからがいよいよ本番

をJ l IH寺する 。

青年 技 術 者 の こ と ぱ 一 般 に 芸 術 と 呼 ば れ る も の は 、 そ の 作 品 を 通 じ て

人! 日! の 「理 性」 と 「感 性」 の 岡 田 に 、 強 烈 に 訴 え る な に も の か を 包 含 し

ています。挫 築 が 純 粋 に 芸 術 で あ る か ど う か の 議 論 は 別 に し て も 、 少 な

くとも 「人間」 を抜きにした建築は、もはや単なる装飾化されたハコと

呼ばれても仕方がないでしょう 。

私は、建築の ｲｾｉ ｉｊｬ ｊ というものに 興味 をもち始めて以来、この ｲ ｾｉ ｈＱ ｊ

が、そこに生活する人 間 の紛争 � に、多大のｬＺｾ響力をも っ て働きかけてい

ることを知りました ｯｲ ｾｉｕｊ ｪ は常に、私 ｩ 主に何かを語りかけてくれます 。

空11l I に耳を l頃け、釜山l と対話て'き るときこそ、rmmと人出Jj の 本 当 の か

か わ り が 生 ま れ て く る の だ ろ う と 思 っています 。



ダイヤモンドファミリー

奈良ファミリー

所 在 地 殻 良 市 西 大 寺 東 町 2 丁目 4 番 地

ｾＮｈ也 ｉ 面持ｻ 28 . 771m'  

，建 築 而 償 8 ，830m'  

延 床 商 微 42 ，400m'  

村i造主見様 R C 造、 J也下 1 1培 、 地 上 5 1! 皆

l l ' i112 1J 皆

峻 工 昭 和47年 3 月

昭 和49年 4 1滑ポー リン グ 場 改 造

ダイヤモンドシティ

東住吉ショッピンク。センター

所 在 地

敷 地 而 桜

建 築 而 積

延 床 而 税

構 造 規 様

竣 工

阪 市 平 野 区 J A破 2 丁目

13，126m'  

6，690m'  

20 ，566m'  

R C造 、 池 上 5 階、 1 1111 3 階

昭 和45年 6 月

昭 和47年 311皆 ポ ー リ ン グ場. l flr.lJi

昭 和49年 2、31! 皆ポーリ ング場 改 造

_11... γ ! ?  

守 ＩＮｬＨｽｾ ｾム

こ の 2 つ の シ ョ γ ピ ン グ セ ン タ ー を 改 め て 見 直 し て 見 た 場 合 、 や は り 商 業 建 築 と し て

の 時 代 に 対 応 し た 変 化 が 、 い く つ か 見 ら れ る 。 昨 年 ( 49年 ) 暮 に 両 シ ョ ッ ピ ン グセン

タ ー と も 、 ポ ー リ ン グ 場 を 売 場 に 改 装 し て い る の も そ の 一 つ で あ る 。 そ れ だ け に 建 物

自 体 ( 設備 計 画 を 含 め て ) 固 定化 し た も の よ り 、 内 部 レ イ ア ウ ト の 変 化 に つ い て い け

る フ レ キ シ プ ル な 考 え が 喜 要 求 さ れ 、 そ れ が 次 第 に 地 域 に と け こ ん で 、 シ ョ ッ ピ ン グセ

ン タ ー と し て の 機 能 を 発 郷 し て い る よ う で あ る 。

11川11川11川|川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川|川l川11川11川11川11川11川11川l川l川11川|川11川11川111川11川11川11川11川11川111川11川l川l川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川|川川l川l川11川l川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川|川川l川11川|川l川l川111川11川11川11川11川|川川|川11川11川111川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川|川|川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川|川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川111川11川11川11川11川l川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川|川川11川11川l川l川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川|川l川11川11川11川11川|川川11川11川|川11川11川l川11川11川l川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川l川11川11川|川11川11川11川1111川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川l川l川111川|川川11川11川11川11川11川l川l川l川11川|川111川|川山11川11川l川11川11川l川l川l川11川l川11川11川11川11川l川11川111

谷 田 庄 司

生年月日 昭 和 16年 3 月19日

学 歴 昭 和34年 3 月

大阪市立工芸高等学校挫築科

卒 業

鹿 昭 和34年 4 月

設計略医

株式 会社 東畑主 ｮ 築 Ｇ ｉ ｾ 務所入社

昭和47年 12FJ 

ジャスコ 姐!R生膏IJ坊と闘 S / C 干且t; f

番加 l 現イ王に至る .

ジ ャ ス コ 大 久 保 活 計 画

ダイヤモンドシティ* 住吉 y ョy ピJ グセンター

ダイヤモンドファミリー奈良ファミリー

ジ ャ ス コ 山 崎I占

ジ ャ ス コ 三 木 町 計 画

ジ ャ ス コ 合 散 の 郷 保養 所

鳴門ショ ッピングセ ンター

東住吉 S . Cポーリ ング場改造工事

務良ファミリーポー ') 〆グ場改造工' 1'

すいせんの ニとぱ 鈴 木 洋 也

谷田君は若くして当社に入社して

以来、学校では 1!} られないずtill な

実務による主II 築学を修練してきた 。

その結保がー ill の y ョ y ピン グセ

ンター主II 築 で凡<)>に :{E! l 日〈耳T織を

われわれは比た 。 この組 ｾｩ の建築

ｾ主計は、多 手 ｅ 多械の税尖 ＨＱＧＱ 袋 三 位を

確かな竹絡を持 っ た μ［ｩ 置と ｊｾｾｾ な

笑際経験でも って、安全快適経済

的な設計にスピーディに構成せね

ばならぬ宿命にある . 谷回芯はよ

くこの忍耐プJ のいる設討をまとめ

て主主築家としての i立を歩んできた、

われわれの力強い協同- / ' ，. の一 人 で

ある .

所 感 . 今までに何回となく、ショ ッピングセンター ( 以下S. C) の設

計および現場監理を経験してみて、一番充実感を味わえるのがオープン

当日の華やかな雰閉気である 。 オープン前の行列、広内の顧客を待つ状

態、それまでの苦しかったこともすべて忘れて、工事関係者一同、その

雰閉気を味わう 。 これは一般ピ J レの竣工式とは、ま ったく巡った商業建

築 ｾＱＡ 特のものだと思う 。 そして自の当たりに 、 ＱＱ［ ， 日まで苦心して ｩ｡ った

り考えたりした、広場が、噴水が、利用され、 -} '{.I まれているのを見ると

何一つ疎かに設計できないという気持になる 。

& 近は S . C のillJ 止も、以前と i主って開発申請時の協議内容 で 、111公 害 等

の検討、それに大規模小先原舗法で地元商応111 との; 品j 怒と、なかなかス

ムーズに設計の万i . . illi まない状態である 。 また往築基準法、消防法等で

防災避総等が、厳しく統制されているが、それらの問題に対して、デベ

ロ y パー| 則が、，t .iETI而から取りくんで解決し、また協力してもら ってい

ることは、 J幻十を 1[1.当するものにとって大変カ必〈感じる次第である 。

4 7  



Y 団地高層住宅の構造設計

( H P C工法 )

H . P . C工法は在来工法と比較すると、つぎの

事柄に留意しなければいけない。

1 .  P  C 苦11材 の 最 大 寸 法 ・重 量 ー製 作 精 度 を 慎

重 に 決 定 し 、 作 り や す い 形 状 と す る こ と 。

2 . 現 場 へ P C音11材 を 搬 入 し て 連 込 む ま で を 十

分考慮すること。

3 . 仕 上 と 躯 体 の 相 関 関 係 を 十 分 検 討 す る こ と 。

4 . ぅtr工前には設計、設備、 P C製 作 工 場 、 現

場 、 等 工 事 関 係 者 と 十 分 な 述 給 、 打 ち 合 わ せ を

しておくこと。

と く に 、 例 造 計 画 上 重 要 な こ と は 各 部 材 形 状 ・

種 類 を 少 な く し 、 転 用 性 を 上 げ る こ と 、 音11料 の

接合形式を似重に検討することであろう。

本団地の架縦形式と接合方法を示すと、

A .  5畏聞方向 笠 芯 有 ス パ ン 10 . 1m を 2 枚 の P

C 板 で 構 成 し た 鉄 骨ープ レ ー ス 内 蔵 の 独 立 耐 渓 唱

とし、 F ig- l の と お り 一 枚 の 耐 震 P C 板、住f RlJ

仕 口 と 相 対 す る 耐 震 P C 板 と の 取 合 を 高 カ ボ ル

ト て ¥ ま た 上 下 階 と の 接 合 を 現 場 溶 接 で 計 画 し

た。これはつぎの型由からである。

1 .  10 . l mを 1 枚 の P C板 に す る と 微 量 機 の 容

量 が 大 き く な り ( 10t /枚 ) P C 板 の 製 品 村 皮 と

運 搬 を 考 え る と 大 き す ぎ る 。

2.  ｴｾ カポノレトの採用は、品質管理がしやすい

こ と と 、 建 方 作 業 が 簡 単 だ か ら で あ る 。 しかし

V 型 プ レ ー ス の た め 下 階 と の 接 合 は 建 方 に げ を

考 慮 し て 現 場 浴 按 を と っ た 。

3.  P C板 内 に 内 蔵 し た プ レ ー ス の 形 状 は 、 機

合 側 所 を で き る だ け 少 な く す る こ と と 床 板 と 位

の取合の関係からである。

B  桁 行 方向 柱芯々 6 . 6 mを1本 のP C 梁 ( 鉄

骨内蔵) と S R C 往 ( 現 場 打 ) と で 柿 成 し た ラ

ーメン形式とした。梁端音11 も 耐 震 P C 板 と 同 じ

ように日カボルト (1草野) で接合した 。 P C梁 か

ら は 位 按 口 の た め の G P L 以 外 出 て い る も の は

ない( 端部の設計は S 造 で 断 面 決 定 ) 。 端 部 を 現

場溶接、その他で設計しなかったのは、

1  現 場 溶 接 は 往 方 順 序 と 制 度 を 十 分 管 理 す る

こ と が 必 裂 で あ り 、 こ れ は 現 場 に と っ て 大 変 ゃ

っ か い な 問 題 と な り 得 る か ら で 、 構 造 設 計 上 の

管理Eからも 神 経を使うところとなる。

2  梁端を S R  C ;生 と す る と 、 鉄 筋 の 核 合 が 問

題 と な る グ 1) .， プ ジ ョ イ ン 卜 、 ス リ ー ブ ジ ョ イ

ン ト 、 液 按 な ど が あ る が 、 い ず れ も 一 長 一 短 が

あり、また経済性、地工性の而で総長がててきた。

伎は梁{ 土ロを G P L 形 式 と し た の で 、 鉄 筋 コ ン

ク リ ー 卜 断 面 に 対 し 鉄 骨 断 聞 が % 程 度 の 伎 せ い

となっている 。 これは F ig- 2 のとおり終局耐力

式 で 安 全 を 儲 か め た 。 住 同 士 の 接 合 は 3 府一節i

柱・梁接合部

支持リプスラプを基本とし、パノレコニ一 、廊 下

床 は 室 内 よ り 突 出 さ せ た カ ウ ン タ ー ウ エ イ ト 方

式 を 係 用 し た 。 主 体 構 造 の う ち l禾 の 形 状 を 決 定

す る こ と は 、 そ の 縫 物 の 良 し 恋 し を 決 定 す る 大

き な 原 因 の一 つである 。

床は通常つぎのことを満足しなければならない。

1  . 微量|在不if 霊 に 対 し 安 全 で あ る こ と 。

2  娠耳目J 等 の 防3 を生じないこと 。

3 . 水平方向の剛性があり、 J也泌H寺の力をスム

ー ズ に 伝 達 す る こ と 。

こ の 建 物 に つ い て は 1 、 2 に 対 し て 般 利 試 験 に

よりその安全性を雌かめ、 3 に つ い て は 妥IIIIJ-

伎戸分の地袋カを各ｼ滑の床 Ｑ で而Ｍｴ｢ＧｾｾＮｾまで伝達さ

せ 水 平 方 向 の 剛 性 を 低 保 し た 。 片 持 床 に つ い て

は 処 方 の 安 全 性 を 十 分 々 隠 し て 被 令 部 に 工 夫 を

IJ I 1えた 。

ごとに日カポノレト摩擦接合としている 。柱 の 料 D . 基 礎 地重量測査によると、 G L ー 16 m - 21

Fi g- 1  耐震壁詳細

JJr. と 連 込 み 精 度 は 、 こ の 工 法 の 重 要 な ポ イ ン・ト m 附 近 か ら 砂 際 層 が あ り 、 こ こ を 支 持 地 盤 と す 戸 ｏ ｾｾ ＺＭ / )  

ー 一 、 . ，. >+. - r N (t)中 沖 、 /

となり、仮liJ l P C si と 桁 行 P C 梁 の 按 合 点 で も るアースオーガーんよるセメノトミノレノ注入エ C. I ' ¥後 ，り 引

ＱＰＰ ｾ ｊｬ 邸 弁Ｍ～ .， 

あるので、納まりとにげを考え、 R C 部 分 を 税 法主I ! 込杭を係用した 。杭耐ブJ の 倣 ;tfl. は 、 鉛 白 峨 》同事営会シ

Fi g- 2  

栓の累加強さ 、

場 打 と し た 。 附 引 力 所 と 水 平 附 試 験 を 行 い ， it9: 31 が 安 00  大 イ イ00 150 終局強さと

!1I 1111111111: 床 形 式 間口 6 .6 mを 支 持 ー と す る 2 辺 会 で あ る こ と を 実 証 し た 。 一 川 ) 設計応 刈 係
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藤 塚 敬

生 年 月 日 昭 和21年 12月 1 日

般 軒 学 歴 昭 和40年 3 月

大阪府立今宮工業開等学校生li

築 料 卒 業

x.; 歴 昭 和40年 4 月 側 大 林 剥l 入 社

作品l f I

本宿主II 築本部股引脅11勤 務 . 現

在 に 至 る

積水化学工業滋賀水口工場P- 1600::Iこ場、

大林組枚方機械工場 C I虫、大林組瑞光波

( ! 笠式 P C 5階主的、大林制l' 程式 P C 巡 5

階建棟措置主計、担3訟省主H目工業化工法に

よる技術考案鏡抜(，ぐイロ y トハウス ) テ

ラスハウス 70の締法般計‘ 大阪大林ビル

十構造監理、芦屋浜高層住宅プロジェ 7 ト

チーム参加( 大林グループ上 京郎市住宅

供給公社山糾南械立分限住宅( H . p . C  

工法 8 - 11階主的、西武西宇治団I也{ 虫 式

PC  5階祖1) 、大林フローラ堺分峨住宅( 段

式P C 5 階建)

すいせんのことば 尾路義一

P C 、とくにその構iE設計におい

ては、 P C 桜作、現場での総工 }i

法、おさまり設備関係など閃述す

る分野の 目 ｉｾ ｲ￭Ｈを熟知 Ｑ しては じ めて

可能で、ある 。d長塚: e は、他の附iiE

設計も (夏禿であるが、とくに P C

の分野においてかけがえのない人

であり、他者11門r. ¥1の;U:，I! ，花も笑顔を

もってとりまとめ、多くのタイプ

のプレハプ集合住宅を完成した 。

今後の活躍を期待したい。

青年技術者としてのことば : 作物はそれを作った人の恩を忘れなし 、.

1 鍬 1 鍬、般公よ く、ていねいに畝立てをしてやると良いも のがで

る。設計作業もそれがいえる のでは、ないだろうか、こ つ こつと似合i

よく検討し、 一 歩一 歩前進してこそ、よいill 築物ができると思う 。訟

は、このう( ¥持を大切にしたいと々えている 。



武庫川学院大講堂の

構造計画

1  建物概要

本 位 物 は 間 目 、 尼 崎 の 境 界 を iJtUL る武/ oI UII に 近

嫁した敷地に、 - i l i の 武Fll 川乍院キャンハス日十

両 のー っとして本館、中央館、 ;ic念 図JF館、 '1'

央体育館主事に引き続いて自11立 35悶 年 を 記 念 し て

処 設 さ れ る も の で あ り 、 地 下 u 軒、地 J: 5 1; 昔、

協 Lii ｕ ｴＧｩの こ ￬ＺＮ ｭ［ 金を収谷人口約 ＲＵＰＰ ｾ 同の ｉ ￎＧ ｙ Ｂ 堂、

従別途を厚生地足立とする泌物として ｾｉ 附された 。

2  梅造概要

(1)基 礎 ' 本 位 物 を 建 設 す る キ ャ ン パ ス ー 併 は 武

w川の三角州地域であリ、 G. L ー18. 50m以深に

非 常 に 秘: な 砂 傑lfii が 分 布 成 j討する 。 こ の た め 恭

縫 は p c  ＼Ｎｾ、世 ＶＰ｣ ｭ を用い杭打独立法礎として

計 阿 し た 。 ま た 杭 施 工 法 と し て は 現 政 市 街 地 で

組込杭としての汎用工法となったセメントミノレ

ク 注 入 工 法 を 用 い る こ と と し た 。

・杭 の 鉛 IU : 万向峨荷試験について 当主 ￟ｾ 生地の

支 持 府 は 砂 礎j音 で あ り セ メ ン ト ミ ル ク 法 人 工 法

を 用 い た 場 合 、 プ レ オ ー ガ ー 後 、キ心型込 ま で の

tfnに砂時器用部分の孔笠の崩峻が j 三じ- I/c支 持 j J に

対 し て 枇 も 大 き な 婆 素 を 山 め る わI 先 端 部 の 砂 礁

1M中 へ の 姉 入 反 の 予 測 が む ず か し い と 巧 え ら れ

た。 そ の た め 本 工 事 に 先 立 っ て 試 験 杭 の 施 工 を

行い、ｪＢｲｦ ｲ 入長を ｊ 巴雌するとともに民 ｊｾｉｾ 幻ｼ支持

ブJ の 3 伐 を 松 大 荷 量 と し た 鉛 也 ) j 110)  ，1世相試験を

ｻ￯Ｇｾ 、杭支持力の確認をした 。

ビ
ロ

'

内

U

D

5

 

0

4

 

p
o
 戸

。

A

U

-

-

D

O

E

 

唱

。

-

a
u『

-

n

u

 

i

 

4

a
'
内

ζ

-

q

d

 

(2)主 体 架 精 ・地下| 町立幅十反日置を含む鉄筋コンク

リート ift ラ ー メ ン 構 造 と し 、 地 上 階 は 屋 似 ト ラ

ス、 3 F - 5 F IHJ 客 席 支 持 卜 ラ ス を 鉄 骨 iiE 、そ

れ以外を而Ｍｴ｢ＮｾＡ笠を含む鉄骨鉄筋コンクリート榊

iさ と し て 計 画 し た 。 ま た 全 体 的 な 力 の 流 れ を 符

r，?; 段 床 部 の 剛 性 を 々 l也した三次元モデノレを解析

す る こ と に よ り 確 認 し た 。

Ｍ ｾ似トラスの構造 屋 似 ト ラ ス の 規 娘 、 形 状

などを決定する要因としては、

a スノ マン が3 6 mと長大である。

b. 昼 娘 荷 量 が 似btT上 コ ン ク リ ー ト 打 診 を 必 要 と

し、 非' 品に工丘い 。

c 舞 台 を 有 す る 挫 物 特 有の プ ロ セ ニ ア ム アーチ、

ぶ ど う 棚 、 絞 維 な j移状の天井がある 。

d 搬 入 、地組、主主万3十回を早Jtil に 確 立 す る 必 要

カぜある 。

以 上 4 点 が 考 え ら れ 、 役 大 ト ラ ス 成4. 5m、一般

トラス成3. 0 mの 主 判 を HI問問、 11U材 を 地 形 鋼 と

し た ト ラ ス で 計 画 し た 。 なお f! 1. : ' 用昔日付はドI! 似');役

員十 γ ス テ ム に よ り 決 定 し た 。

横断面図

- 科目前支持トラスの川i定 客 席 は 約25001市であ

り 、 そ の う ち の 約 900 1，?i は 3 F か ら 5 F ま で 2層

をつな f 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 泣 の 段 床 と な っ て い

る. この 3 F - 5 F 問 客 席 を 支 持 す る 構 造 体 の

ｴ Ｎｊ ｈ 具 、 ｉｦｾ 状を決定する袈凶としては、

a 匁: 榊から の 持 ち 出 し 長 さ が13 m と長大である。

b 客 席 が 2 府 に つ な が っ て お り 、 そ の j形状を包

含 す る た め に は 構 造 体 の 成 が 6 mにおよぶ。

c 搬入、地組、 J建 方 計 画 お よ び 変 形 に 対 す る 性

能 純 保 の た め コ ン ク リ ー ト 打 設 計 画 を 早 期 に 確

立 す る 必 姿 が あ る 。

以 上 3 点がJ j - えられ、最大成 6 m、 上 下 弦 材 は

ビ J レトア y プ H 鋼 、 腹 材 は H 鋼 の 持 ち 出 し ト ラ

ス と し て 計 画 し た 。 な お 厚 板 の 多 い こ と 、 斜 交

官11材 の 多 い こ と 等 に よ り 実 物 大 試 験 体 を 作 成 し

協 彼 検 貨 を 含 め て i務 核 地 工 の 完 全 を は か っ て い

る。

大阪ロイヤルホテル新館の

構造計画

“  

( 1) 基 礎 本倣地附［ＡＱＺは西大阪の ［ｎｾＱ 平州地てヘ

ml l 府 が 厚 < j 断'1' 1しておリ、河口デノレタ I也僚の

I処刑的な織りIサ イ ク ル を 示 し て い る 。 こ の i'I' Hl

層 に 不 務 合 に ry. わ れG. L ー25ml l付 近 よ り 、 い わ

ゆる「天満 ｪ 刊 」と ￆｦ ｬ卜 されている新しい ｩｊ ｊ •、似砂燃

ｬ 習が存心Ｚする 。 このためＩ，ｾ礎は新しい ｩｊＡ 、似砂喋

層の表層部で多少I 0fll の 変 化 が 凡 ら れ る こ と を

も Ｑｭ え、 ｇＮｌ Ｍ ＲＹ ｭ の米 ｩ ， ｾｪ 砂暗雲 ｬｦｩｩ に主主治 ［ させた

ベ ノ ト 杭 に よ り 支 持 さ せ る 。

Ｈ Ｒ Ｉ 主体架権 ・ 地下ｼ滑は地下外笠と面 ｊｬｩ Ｎ ｾ 墜を持つ

問11な鉄骨「鉄筋コンクリート造ラーメン桃iZi であ

り、地上 1 - 4 1滑 は 向 層 部 か ら の カ の 伝i主をス

ム ー ズ に す る た め 鉄 骨 鉄 筋 コ ン 7 リート i22 とし、

高 層 部 4 - 30階 は 欽 什 造 ラ ー メ ン 椛 泣 と し て い

る。n円己t丘は n!ij万 r，，) になるべく問11性 の 偏 心 が な

い も の と な る よ う 計 画 し 、 と く に 純 鉄f i iti とな

る高層部ではねー配也を 図 ー 1 のごとくとし、 山l

方 1") の告lJ 桝 の 剛 性 に 大 き な 越 を 生 じ な い よ う 村ー

の弱判! 万戸，) に取りつく大梁! i ;1白書11はピン按千? とし、

桁方向は外 ＱＱＱＱＱ Ｇｊｩ日仰のみを耐 ｩ 長、而 ｭＮ ｬＮｾ削除として

ぷ ＱＱＱ ｾ した 。 また下層部でロビーとしての機能上

映がほとんどないことを巧! 伍して、地上1; 告では

ｉＺ Ｎｴ を而， ｴｬｩ Ｎ ，ｦｾぷとして巧 ｉ Ｎ ￦Ｎせず ｫ 下 ｽｪ 1") に ほ ぼ 一

般 な l司11性 を 持 つ よ う な フ レ ー ム の み の 集!mとし

た。 な お れ 、 梁

f!l:)1I 村 は 800 シ

リーズのローノレ

H 形 鋼 を 用 い て

いる 。

(3)耐震設計。 面f

以設計はし、わゆ

る動的而f浜 設 計 --1-- 8.000+ 8.000叶

を行う 。 す な わ

ち V. 体 (I(J な 実 情 図 1  鉄骨造部分の柱配置

j立物を数学的モ

デルに; 丘換し、迅fw:J) )J fj[ 式を 1'" 介 と し て 、 こ れ

に氾! 定する J也鴎外百しを作用させて地以応答解析

を 行 し ¥ そ の 応 答 泣 に 必 づ い て 耐 以 安 定 性 を 判

定 す る 手 法 に よ った。

l川11川l川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川|川11川l川l川11川|川11川11川11川l川11川11川l川11川|川11川11川|川11川11川11川l川11川11川11川|川11川l川11川l川l川l川11川l川l川11川11川l川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川|川11川l川11川l川l川11川11川l川|川11川11川11川11川l川11川11川l川l川l川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川|川l川11川11川|川11川11川11川l川l川11川|川11川11川11川l川11川11川l川|川11川|川11川11川11川11川|川11川11川11川11川l川11川l川l川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川|川11川l川l川11川11川l川11川11川11川l川l川l川l川11川11川11川|川11川11川11川11川l川l川11川11川11川l川11川l川l川l川11川l川l川l川11川11川11川l川11川11川l川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川|川l川l川11川11川11川|川l川111川11川l川11川11川|川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川|川l川11川11川l川l川l川11川11川|川11川11川11川11川l川111川l川l川11川11川11川11川11川|川11川|川l川l川11川11川11川11川|川l川l川11川
11  
|  

佐 々 木 照 夫

生年月日 昭和2Ii f' 2 月9 日

枇終学歴昭和147年 311

大阪工業大学ill 築学糾卒業

業 廃 昭 和39年 3 月

兵1取県立兵庫工業高校卒業

昭和39年 4 月竹中工務応入社

ｾｊｴ 新 制造課勤務、現在に至る Ｎ

作品略歴

大阪ロイヤ J レホテル新館 大阪ロイヤノレ

ホテル別館プール ーホテ J レ南海・武庫川

学院大講堂 ・武1' 11川学院中央体育館 ・夙

川学院短大校合 ・城星学院修道院 ・型ヨ

ゼ 7 型肢閣 ・大阪目先' l J Jfiil 病院 ・東長原病

院 神 戸 Y MC A . 新l問地事l' 鉄ピノレ 久

光製高巨大阪事務所 ・1"1兵プラザ ・万博ソ

述 館 山rn1 t t 線久御山工場

すいせんのことば 倉 石 秀 夫

佐 q 木和は入社以来10年余、構造

両日一本で過ごしてきた 。大規伎な

もの、ト担割[ なもの、一応何でもこ

なせるし、また仕 Ｇｉｾ が一番而白い

1111の来リ切 った時期lではなかろう

か。

来日Ii らしいバイタリティーと、そ

れでいて神経の細かい仕・ ｉ ｾ 振りは

将来大いに期待できる 。

青年技術者のことば よい往物をつくるためには、その他物が要求す

る純々の条例』を的Mi に把出し、 1i!d; 合理的な万法を jfl ボすることによ

リその条 ('1ーを満足させることが必要になる 。

合月ｬＨ ＱＨｊ な万法を構造設計の 中 に反映させるために日常心がけるべき ｊ ｊｾ

mとしては、

1  . 日々i J . t Jかする池袋技術に叩応する 。

2 . 他 物11占| 々の特伎をとらえる 。

3. 他物に対する行j 鰍を最大限に収集する 。

4  . 巧え }j の比較を 'Ii
/
; に行い . 1i :-:TI 策を} ，I . ｾ、出す 。

等が巧えられ、また、それらを渦足させるための地道な努力の帯般こ

そが、よい建物を作リ tHすための杭になり 1!Tると思う 。

4 9  



ビルの防災設備計画

松近、大阪市内に竣工した某ピ J レの防災計耐の概裂

です。

防災設{ 仙の設備内谷は、下記の図に不す jtlj リで、往

物断面を透映して表現してあります.

火災発見から消防隊圭1) ，{i までのシーケンスは、下記

の全 体 ｹ ーケ ンス および ｉｾ 動指令ン ケンスに '1、す

jtlj りです。

向動指令シーケンス の L ' C . R設定 l凶路について

は、今後、充分迫ポしていかねばなら主いと思いま

す。

採水

R翠 ー- I  

消火

軍二棚謡う白火事11均 言r 「i一i主調i  灯 種係ー

発:局見手、

非i

常! ! 用育

Z 周i l電月

〆コ。

;!!君1: 
ン;

___ー'  

人土三

非常用 EV

，自

E達亙豆. 唱 し 1 旦 丞 監 理 室 F 三三

消 火 用 水

一

一

何

一

法

締

法

注

用

l

i

一

日酔

…

山

ん

お

紙

一

州

杭

。

ザ

防機関

防災設備の概要図

防 災 監 視 盤 例 1

防煙量竪下降

.' 排煙口開放 1  

:. j MI ファン始動 !  

:  ( 排煙口開放と連動) :  

r 空間ファン停止 l  

:  ( 排煙口開放と連動) :  

l 環気ダク トの逓煙ダンパー閉鎖 i

;. ｾ巧煙シヤ， Ｚ［ー下降 !  

i 特別遊移階段排煙日開放 I  

L _ ーーーーーーーーーーーーーー一一ーーーーーーーーー_ ，

;. エレベータゲージ内非常放送 j  

，一般ヱレヘ- : ; 火災管理運転 1  

I 非常三レベータ ，肖防空民運転 j

t 非常放送による避灘録噂 i  

ｌＺｾ円二持［一一一一一二 Ｍｈ 糊隊到着
1  1;… に よ る ヒ ユ コ

スプリンクラー消火 1 1開栓噴水放水

粉末消火 1  i加圧ポンプ起動火災発生 ，

目 l信号 !  

」ーー一一一一ーーー一守一ーーーー _ . J

匝三E ( 訟壬ふー泌i王子 無人liiaの後、消火活動開始

防災計画の全体シーケンス ( 某ピルの例 )

パニ y ク状態を氾，ti . E するのに、そ

のときの人nuの邸J きを、 L . C. R

に泣き代えて理J歯を組み立てる

以後、防災訓練( 予行なしとする)

を繰り j g し、そ の1111に反応心. l ' J ! ' ' j ' :

lニの 凡J也から、人の! l I) J きを観察し、

L ・C R に分解して里tLi歯つける。

それによって、火災指令) ] 式( 会館

- 1' i 指令・: J ｾ火附 ｉￜ 七時指令等Ｉな

らびに防災体制のアフターヶアを

5乱立する。

疑 Ｑ Ｚｉ Ａｦｩ ｪｊ ｲｬｾ 硲 認回路は、検知同怖の ｦ ｌＺ 圧

訓IJ j E および制iD! J 検知総司スキャニング

等を ｾｉ ｾｉ 由にて行うＮ

防災計画の自動指令シーケンス ( 学習回路の例)

防災監視主主 例 2 防災監視量産 例 3

|川11川|川11川11川11川11川11川11川11川|川11川|川11川11川l川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川|川|川l川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川l川11川11川|川川l川l川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川|川川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川IJ川JI川111川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川|川l川11川11川11川11川11川|川|川|川11川11川11川11川11川|川川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川|川l川l川11川11川11川|川川|川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川11川l川11川l川11川l川11川11川|川川l川11川l川11川11川l川l川11川11川l川11川11川|川川11川l川11川11川|川川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川l川11川11川11川11川11川|川川l川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川l川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川|川11 l  

迫 村 隆 殺

生年月日 昭和 14年 6 Fl l 6 日

最 終 学 歴 昭 利40年

北大電気工学科卒

業 歴 11目初40年

株式会社日他設計に入社

以後、設備部にて ｾｬｬ 公設備の

殺計に従事

作品略歴 日本万博政府航

払， ｩｾ 量百 ｉＧＨｊ ，Ｇ可

II 筒屋百貨応m改築

住友銀行広ぬ支広

中 / 砧センターピル

日本銀行大阪支前
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すいせんのことば 上回恒太郎

敢近、ピノレの al1，f! I ＩＺ，防 災 ｾ ｉ 耐 ｬ の

i[( 要 性 が 社 会 的 に 伐 rl されるよう

になった 。 i D村. f : t は万 w政 I(.f 自立の

i設計に参画して以米、不特定多数

{ 1 のハニ ，7  ｾＺＩ［ＮＡｉＦＮ における ｬ 洋Ａおの

動きを解析するに‘ "， た' ) 、 f正公 (I(j

知; 世と経験を 11j j l J したり、各附 II

動センサーの 1m発をはじめ、防災

鍛 の 設;lf- に門 ililJ伽n卸-["l : の¥'1門技

術をf l ' t 極的に導入し、 i重次その成

米を挙げている . 今後とむその 11，

111カf 大いに mJl 寺される .

青年技術者と してのことば( 防災設備について ) : 近年r . I I r/ i 袋ほとして

の建築物は大規枚化 似怖化の傾向にあリ、超刈1Mビルの災川まいう

に放 ＱＥ ず、不特定多数 ｦ，ＧｑＩｾ まる場所のノ、ニ ッ ク対策は ￆｾ な課題で

あり、 j建築設備にたずさわる- I ' i として、火災 風水' J ; . から人命とその

財産 を守る使命から逃れることはできない。防災設計には「ミニマム

デサイン」の思: t 1 ，! から脱却し、 一 歩i J L めて基本 (I(j 忠治的反' ( i を加えな

がら充分なる Ｑｉ 主 ＨｉＨｪ 防災 ｾｉ￯ ， ｨｩ を推ｩｊｌすべきではなかろうか Ｎ

n主(I(jl 坊災 ; m1i j は 、防災組織 |この，，/';1問題を解決するととむにそ の組織

に? ' /' チしたハード ソフトのシステム的af'i ilji こそ肝要である。さら

に ｹ ステムに適介すべき端本感知センサーの開発および消火 ・ ｾＩｪ 姥

ｾＩｪ 水 ・ 防胤・遊韓 ＱＱ ・ Ｂｍｐｦ の各防災機総の単品を総合的に ＾ＢＭｉＨｩ した ｼ 二 、

ソフトの liJf 1t: . それに合致したハードのfl'l 磁的I l 日発とが、今後防災 ;H

ｾｦＡ ￎ にはー府必婆となろう Ｎ

今後、ますますわれわれ設備伎 l k- l ' i として保安実務. fi . 防災 IHIHI メー

カー ・ ｩｬｬ 築オーナー・ｾｾＺｩＮ Ｑ 守 ｙＰｩ Ｇ と より綿密な情報交換を ｦｔＧ 、ながら、

防災技術の総合併l発を ii t . i J Lしてゆく }'ifEを柿! 毒している 。



東洋不動産江坂ビルの

ダクトユニット工法

1 . は じ め に

東洋不動産江坂ビルは、大阪の副都心として、吹田

市が計画した土地区画繁理地域に建つ高層ビルであ

る。今 日、工期! の短縮という命題のもとに、地工の

合理化に対して多くの試みがなされている 。 この ι也

物において、

(1)ダクトシャフトユニ y ト工法

(2)給排水メーン管ユニット工法

(3)l 60 m 冷媒配管ノ ぐー ツ工法

(4)スプリンクラーユニ y ト工法

(5)":. リメータファンコイルユニ汁

(6)便所配管パーツ工法

(7)基準階スパイラルダクトパーツ工法

(8)冷H是房メーン管ユニント工法

(9)畿地階天井ユニ y ト工法

(l O) f ! 1 圧幹線施工計画と笑施

等の数々のユニ ッ ト工法により、従来工法よりも現

場での作業工数( 箱入、ダクト吊り込み . 1't i血部の

穴. t 1 I l 等) が少なく、防護回数も少な く、かつ、適正

な自己只計画 ( ピー ク時に、 I曽只することのない ) を

笑現することにより、施工の合理化という 問題にア

プロ一千した. そこで、 これら のユニ y ト工法の中

の、ダ7 トンャフトユニ y ト工法について、その工

法と実績を以下に記述する 。

2. プ レ ー シ ン グ 利 用 に よ る ダ ク ト シ ャ フ ト ユ

ニ ッ ト 工 法

同一シャフ ト内を通っている使所排気、排煙、 O A、

R A ダクトを、 S 造部分において、プレーシングを

利用することにより、フレームをな くし、 3 階分の

笠ダクトを l ユニ y トとし、各階分岐管まで取り付

けたものを工場にて加工し、各節欽 ｴｬＧｾ 建方完了時に

タワークレーンで吊 1) 妨げ、 総 入据え付けを行った。

なお、プレー y ングダクトは 1 ユニ y ト分のみ製作

し. 再利用を行った。躯体の鉄骨等の誤差を修正す

るために、ユニ y トの支持金物をスライド式にし、

ユニ y トを定位置に据え付けてから国定用ピースを

取り付け、梁にボールトにて締め付けて悶定した。

3 . 工 程 の 短 縮

ユニ ッ トのJJII 工組み立てを工場で行い、現場での作

業は吊 1) 込み、抱え付けだけであるため、現場での

工 ｊ ｾｉ 短縮は当然である。従来工法であれば、シャフ

ト工事の う ｮ 手時期 ｩ におい て、設 備工 Ｂ ｊ ｾ の作業がピー

クになり作業只の燃貝が必要となる が、欽f f主主方完

了時にダクトシャフトを吊 1) 込むため、このピ - 7

時の作業を少なくすることができる 。 これがユニ y

ト工法の第一の目的であった。

4 . 揚 重 回 数 と 作 業 員 の 減 少

3 階分のユニ ッ トをタワークレーンにて吊リ込むた

め、従来のように、各階} j IJ にコンテナを持ち込む必

要がなく、ユニ ッ ト! 聞の接続用苦11材も非常に少ない

ので、 他の作業用コンテナで扮虫することにより、

ダクト用としての単独コンテナを使う必要がない。

また、作業所における作業只は、吊リ込む時点の立

合い ・抱え付けとユニ y トi閉め接続、および、駄目

工 Ｇ ｊ ｾ を行うだけであるため、従来工法と比較すると

非常に少なくな った。
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ユニット吊り上げ開始 ユニット据え付け状況

ユニット姿図

5 . 達 成 成 果

ダクトシャフトユニ ント工法により、以下の成栄を

f尋ることができた。

Ｈ Ｑ Ｉ 高度な安全性Ｈシャフト内に ｉ ［ｾ 口昔日がなくなる 。Ｉ

(2)施工精度の向上( 工場製作による完全な品質位攻)

(3)ぬ重回数の減少 ( ユニ ッ ト化により材料コンテナ

数減少)

(4)工程の短縮 ( 工場製作による現地作業の簡紫化)

(5)現場作業員の減少( 工場製作による現地作業の附

ぷ{ヒ)

(6)コストダウン( J ニ記の; m点から得られる 費用)

さらにユニ y ト化により、シャフトスペースを有効

に利用でき、後続作業をするのにスペースを確保で

き、さらにメンテナンス通路を充分確保できた 。

なお、このようなユニ y 卜化による工法は、われわ

れ設備関係者だけの計画ではできず、建築但当者ーと

の十分な倹討と協力、建築の理解な くして決して十

分な成果e は符られないことを明記したい。
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中 嶋 利 治

生年月日 昭和 19年 1 月29 日

最 終 学 歴 昭 和37年

神戸村野工業高等学校卒

業 歴 昭 和37年 4 月

併と式会社竹中工務! 苫入社

大阪本r. ! 認到崎剖喝己属、現恋に至る

主な ｦＱｾＱ Ｑｩ Ｑ 武庫川学院

悶辺製i >! i 大阪工場

田辺製薬本社ピ J レ

住江織物本社ビル

伊奈製陶大阪ビ J レ

大同生命本社ピル

阪Jむ江坂配送センター

東洋現像所大阪工場

江坂東洋ビル

等の設備施工IJl当

すいせんのニとぱ 加議光一

建築設備は、建築と設備各部門を

一体化すると L 寸重姿なポイント

がある 。 その '"1' には技術的 . Ｊｩｩｾ＠

的無駄があり、それどころか設 ｪｾｩｬｾ 手

命にまでＩ［ｾ ｾ ｾしている場合がある 。

中嶋君は、これらの問題を能力性 ・

笑用性 ・13頼性・経済性活点に立

ち、それらを見事にコーディネイ

トする新しい総合設 ｪｾｬ 技術者とい

える人である 。

青年技術者のニとぱ 住築設 flil は建物の内容および鋭肢が呉なるゆえ、

すべての建物において、同僚の地工は望めず、おの討のの粂 jq' 下で施

工計画をたてることが施工組当者の腕の見せどニろであリ、楽しみで

ある 。 むし、従来通りの施工をしているだけであれば，建築業界の発展

は望めず、われわれ技術者ーとしても何の楽しみもなくなるだろう。

夜、は新鋭工判こ従 ・ ｊ ｾ する場合、，［ ［ ｾＮに新しい感覚で物 ＼Ｇｊ ｾ を 凡 つめ 、今ま

でに 科た }'t ifi な続験と長11減とを十分に生かして計画を進めている 。 ま

たjjii 回の失敗を繰り返さず 1也よリも一階、優れたものにするため、 検

討に検討を Ｑｭ え、 Ｇ ｩ［ｾＧ に 一 歩前 ｩｦｦｩ をと努力している 。

幸い に私1;1: u" 聞 .11江坂において、 2 件、日I l ' i ピルの地工管理を行うこ

とができ、ほとんどのものについて、ユニット、プレハプ、パーツ 化

を行い、相当の実績をあげることができたと思う。同時に多くの設備

工法のデータを集めることができたことを必んでいる.

今後、このl ' l ! T l な体験を生かし、ますます絞雑化する設備の施工に正

面から取り *11み、一件一件の怨物に 五主主宰を尽くし、思い出ある建物を

作っていきたい。 5 1



負の摩擦力を低減する

くい工法の開発

1.  まえカずき

近 年 に な り 、 く い の 製 造 技 術 やbffi 工伎術のi . f f i Jj )

の 度 合 が 早 く な っ て き た 。 ま た 械 造 物 の 大 鋭 校

化、敷地盤11'に i半う' 飲料地盤への進出などの社会

的安 ｾｮ にＡ半い、軟弱な ｉ 也盟主を ＱｾＧ いて添い支持層

に 構 造 物 を 支 持 さ せ る こ と が 多 く な っ て き た 。

処 設 省 の 調 査 に よ る と 、 会 固 めI也 総 沈 下 地 域 は

19地 域 に 迷 し 、 そ の 兆i伎のある 地 悠 ま で 含 め る

と32都 道 府 県 に お よ ん で い る こ と が 報 侍 さ れ て

いる 。 大 阪 に お い て は 、 大 阪 府 の ほ ぼ 全 域 が こ

の 地 域 に 入 っ ている 。

こ の よ う な 地 総 に 施 工 さ れ た く い は 、 !'l の l摂隙

力 が 原 凶 と 巧 え ら れ る 不 同 沈 下 等 の lSF:よ. を受け

る こ と が 多 々 あ る 。 そ の た め 負 の 降 線1) に|品lす

る 研 究 も 活 発 に な り 、 そ の 成 栄 を と り 入 れ て 「 也

事甚法礎椛 造設計J i JV V' . 同 解 説J に 反 映 さ れ て い

る。

- } j 、l ' l の J智被力 に 対 し て 何 ら か の 対 策 が 必 〈

袈望されている 。 こ の れ の 1ft! 察力が大きいほど、

くい本数を . 11' : したり、 実 断 而 を 大 き く す る な ど

不 経 済 な 必 縫 地 業 と な る こ と を ま ぬ が れ な い 。

ま た 、 不 同 沈 下 に よ る 主 主 物 の 断 書 も 発 生 し や す

い。 私 は こ の 問 題 に 取 り 組 み 、 そ の 対 策 を 与 え

て き た 。 そ れ は 、 く い の 周 市l を 強 化 プ ラ ス チ ン

ク 等 の 紡 み や す い 締 絞 で 縦 う こ と に よ り 周 辺 地

盤 の 沈 下 を 緋 阪 の 変 形 に よ っ て 吸 収 し 、 く い 体

に {云 迷 さ れ る 負 のl管 綴 力 を 低 減 す る く い 工 法 の

11日発である 。

。 薄膜
潤滑剤

〈い材

2  工 法 の 概 要

この く い は 図 ー 1 に

刀ミすように Ａｾ の ｬ 管ｬ＿ｩ Ｑ

力 を 低 減 し よ う と す

る 範 聞 の く い 体 の 周

回 を 紛 み や す い 樽 股

て'f. a : い、そ σ)/ }I]に i/ 川

tff 持IJ を絵4ぼしたもの

である 。 こ の ii 1f.目見 が

I也盟主沈下に ili 従 し て

嗣(1むこ とにより、く

し、に伝達される負の

図 ー 1 くいの概要

負のI f ; f l察力の実，則

図 - 2 開発概要 フロ ー

際 機 力 が 低 減 さ れ る 。

i¥lf. ij 莫は 圧 紡 に 対 す る 抵 抗 が小 さ い こ と の ほか、

く い を 設置すると きに I也重症の j管撚低抗によ って

生 ず る 引 仮 応 力 に 充 分 耐 え う る 引 必 強 度 を も っ

性 質 の も の が 必 裂 で あ る 。 材 料 と し て は 強化 プ

ラスチ ッ ク、布、ｩ｜ｾ｜Ｎ、欽板等が ｩ￭Ａｩ ｭ できる 。 ま

た ｩＯｾｊ ｲＮ ｴ 剤 ｬ まくい体と ｶ 注目英の ｊ 経僚を緩和するもの

であ りグリース等がJ j '・えられる .

3  開 発 概 要

11ij 述 の 原 硬 に 対 し て 夫 JTJ 化 に 去 る ま で の /)f.J発 概

裂 は 図 ー 2 に 示 す と お り で あ る 。

Ｒｭ の悦 ｊｾｾ ぐいをｉｦ ｊ ¥. 、て、 li ij 述 の } J 法 で 処 息 し

たくいと、ｾ処理のくいとに作用する負の ｬ 経燦

力を iWJ 定 し た 結 来 は 図 - 3 に ぷ す と お り で あ る 。

この実験の結栄 、 ｩ｜ ｾ 肢 をとりつけたれの ｬ 管微力

による平均周l 1 i if$ 燦ブJ 伎 は 0 .012t / m
2

であり、

こ の 他 は 周 辺 地 盤 の せ ん 断 強 さ に 関 係 な く ほ ぼ

一 定 の 他 を 示 す も の と 巧 え ら れ る 。 一般 の 軟 弱

粘土中における・ド均周 l白)/'，号機ブ) / 支は 2 - 4t / m
2

て' あることを巧え i L は了、この促L思1を し た く い に

作用するＡｾの ＱＤ ｬＱＮ ＱＱＩ はほとんど巧胤しなくてよ

し、ことになる 。

与! ，u'. 、 l晃J i l ! i においても神戸ホートアイランドを

はじめ 各 ｉ 也 の波深 ｊ 也 ｉ 戒で ＡＧ ｬ の ｬ 管銀 ｾＱＩ による隊古ー

が 問 題 とな っ ている 。 こ の よ う な 地 絡 に l制発し

た く い を 用 い て そ の 対 策 を す る 計 附 を 1
1
1
1
し進め

て い る 。 そ の一 例 と し て 、 臨 海 地 に 雌 土 造 成 し

た 敷 地 の 工 場 に つ い て 簡 単 に i f べ る 。 図 - 4 は

その工場の自己; r c 図であり、 図 - 5 は 土 府 断 lui で

ある 。 J Hj ! : ) 習となる j瓜fヒイヒ! 品j f i は 'J! lO也 f人j で G L  

15m - G  L - 6 0 mと か な り の [可l :f，'トを刀ミしてい

る. こ のI也盟主にJ > t l l ( されたくいには、従米々え

られていなか っ たＤｊｦｊ ｾｊυ ｈｬＧ ｬｬ 材、 ｩｪｾ 干 ｾｬｬ 刊において

も 負 の J制 祭 力 が 働 き 、 そ の fl ll ，は iWJ定 結 米 に よ れ

ば 径 1. 0 mの 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト ぐ い に 段 大

510 t にな っ た。 1 JUJ に ill てら Ht . : 工 場 に 、 こ

の 地 盤 の 傾 斜 に よ る !'l の l伏線ブJ の大きさの: i Q い

に よ り 大 き な 不 |司 沈 下 ( 1比大 170 mm) が 生 じ た 。

ま た 絶 対 沈 下 も 松 大 250 mm' E じた 。 し た が って

1I ｊｕｊ 工 Ｇｊｾ において、絶対沈下 ｬ 止も悩ｽＩ小さくし、

不 同 沈 下 も ほ とんど' 主じさせないように、また

くいのノド数も f) ki払泣きせ、より続前 (1() に ，1J'ji hj す る

ためにこの. f ' l の I守!托4力を flk滅 す る く い を m¥. 、る

こ と に な っ た。 このくし、を /TJ¥. 、ることにより 1怯

継地 ｾＧｬｾ を Ｔ '，1/1J 減 と す る こ と が で き る 。

- 20 

輸力 ( k9 )  

100 

--， 

100 

図 - 3 負の摩嬢力による軌力分布の比較 ( 最終測定値 )

l 糊

口湖

図 - 4 工場の配置
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4 . ま と め

沈下を生ずる ｉ 也鈴に ｾｦ￯ｩｬ 司された雄物、ＧＦＱ｜Ｚ L lニーJ';

が ｦ Ｇ ドう他物のくいに先生するＡｾの ｬ 彩ｬＱＮ ｬＱＩ <7) :λ t n 

が l事J 61i :に な る に つ れ 、 そ の 対 策 を よ り (1]1: 実 に お

こ な う こ と が 強 〈 袋 望 さ れ て き た 。 こ の 開 発 し

た く い を ITJ¥. 、ることにより、沈下に対しても、

支 持 ) ) に 対 し て も よ り 安 全 に 設 計 が で き 、 経 済

(I(JI こ-t ることカずて' きる 。

このくいをJ n いるとき、設計JTJ の 問 I(ij/併t寄付) 1.立

として 0 ，l l / m
2

の 他 を月い 、れば' 夫験他 か ら す れ

ば' ム
4

令 111リの 11([ となる 。 こ れ に よ り 初j 切の日 (I() を

光 分 に j主成できると，旬、う 。

今 後 、 数 多 く の 実 地 を 試 み る こ と に よ リ 侃 ぶ し

た く い 工 法 と し て い き た い 。
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岡 田 正 徳

生年月日 昭和22年 3 月5 日

最終学 歴 昭 和44年 3 月

国立名古屋大学工学部

主J ! 築学科卒

制 度 昭 和4411' 4月側竹中工務前入社

昭和44年4月設計脅1t，' 11造設計

昭和44年8 月技術部技術獄

昭和45年4月工事部技術諜

昭和48年7月技術研究所

昭和50年7月工事部技術

な

L  

5 2  

業 歴

超高層建築の生産システムの1 : 11発

竹中式先端地盤国結ぐいの開発

くいの閉塞効栄町研究

J自削にl牛う詮物と地盤の挙動についての研' 先

負の摩擦カを低減するくいの開発

その他、各極建築物の地工計画

すいせんのこと( ; 1 : 玉経敏男

本人は入社以後、設計部情i主謀、

工 Ｇ ｲ ｾ 昔 ｉＱ 技術謀 、伎材 Ｚ￮ 町 ｦ Ｇ 先所＿Ｑ［［にあ

って地工計問、技術開発、 'ilLTI 化

草子ーの業務 を担当し、 'ii:; にJ主神i ｾＨ ｟Ａ新

に正面から取 り組l み、今日にいた

ってお ります 。 そのl問、必向l回生II

ｾの生産システムの雌立、地工法

の開発等、多くの成* を治めてお

ります。 ここに将米有望なる i' j"年

技術者としてすいせんする次第で

す 。

こと( ; 1: : 現在、資源のtli 泌がさけばれている時代であり、われわれの世界にお

いてら、決してその例外ではない この時代にわれわれは一体何をなすべ きで

あろうか. 一両において資源の純保、 n然の保全であリ 111たとしても、 1也IOI に

おいては浪ＧＱＧＨであリ、 ｦ 政ｊｩｬ ｬ であ っ てはならない Ｎ 主ｊＡｾにおいてもそのことを熱

ｬｾ しなければならない Ｎ ｭ 物がいかに立派で、その機能む完備したものであ っ

たとしても、地峻全体におよぽす彬慨も充分に巧えねばならない. また、施工

の同Iから; ; -えれば、振動、脳 行、地位沈下、汚染専の公1:- を出したりす /11工、

その他物的役目は社会に対して抑かれざるものとな ってしまう . われわれの技

術革新には新しいニーズが、そして今まで以上の新しい 7 アクターとなるもの

が加わ っていることを認却し、新しいものへ戦いを挑まなければならない . そ

こには新しいものを生み出すための努力と; t ; しみがある . が、それを遊けては

明日はないと思う .

われわれ総合建設業に従事するも のにと っては、設計から地工まで- J : t した体

制 ｬ を最大に利用し、社会的ニーズに答えることができると思う Ｎ 事 ｕｅ 、ｾｊＮＮのお

かれた立場が、物を作ることに対して、その全体を判断できる立場であること

を巧えれば、今後ともこの般本精 神をも ってトータルに 4・えた価値とは何かを

々え、技術革新に立ち向か っていく所存です.
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土地利用面積配分 ( 計画値 ) h a  

公共 l必殺 道路 2. 40 

林 道 自転 III; 丘場 1. 53 

Ｑζｾ ｊＮＧ ｪ＠ 1. 05  

ｾｕ 也 0.54  

小 ｾｦ Ｇ 5.52 

交i泊施設 鉄道施設 0. 48 

鉄道敷 2. 53 

パス ・タクシー問地 0. 90 

小 3十 3.91  

公 益 地 設 行 政 施 設 0. 55 

文 化 施 設 1. 00 

保安施設( 野?;i ・消 防 ) 0. 40 

公鋒サービス地設( 水 jfi . 重j;j 挺) 0. 91 

医療地設 0.90 

小 計 3. 82 

収 益 施 設 所業娯楽業務総設 3. 24 

住宅 0. 85 

ｾＱ＠ '1f t，場
2.21 

リザープ用地 0.28 

，1、 jl- 6. 58 

合 ｉ ｾ ｉ 19. 83 

商業娯楽業務施設規模( 計 画 値 )

プ ロ I 7 名 林 ; 必要; ，tj 十rHIl 延 床 面H!

m
2  

m
2  

ｾｬ ｩｉ Ｂｉｊ 市 ｩ 釘 5，540 17，800 

コミュニティサービスショ y フ 2，800 6，530 

fi l ' Wi  6，880 17 ，960 

スーハ- " 7 ーケ ッ ト 5，010 9，110 

Il fmセンタービル 7，910 14 ，830 

ノｾＭｴＭ 31  28，140  66 ，230 

1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  lH川川11川川11川川l川川11川川11川川川11川川川l川川川l川川川11川川川l川川川11川川川11川川川l川川川11川川川l川川11川川川11川川11川11川川川|川川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川l川川l川川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川川11川川川11川川|川川11川11川11川川11川川11川川川l川川l川川11川川川l川川11川川11川川11川11川川川11川川川l川川11川川11川川11川11川川l川11川川11川川川11川川川11川川11川川11川|川川川11川川l川川11川川11川111111111111111川川11川川11川川11川11川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川川|川川川l川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川|川川11川川川11川川川|川川川l川川11川川l川川11川川川l川川11川川川11川川川11川川11川川|川川川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川川11川川11川111川川11川川11川川11川川川11川川11川11川川11川川11川川|川川11川川l川l川11川川11川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川川11川川11川11川川11川川川11川川11川川11川川l川山11川川川l川川川l川川川11川川川11川川川|川川川川11川川11川川川11川川川|川川11川川11川川11川川川11川川川11川川l川川川l川川川l川川川11川川l川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川|川川l川川11川川川11川川11川1111川川川11川川11川11川川川11川川l川川川11川川川11川川11川11川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川l川山川l川川川l川川川l川川川11川川11川11川川|川川川l川川11川川川|川川川11川川11川川11川11川11川川11川川川11川川川|川川川川11川川11川111111川川|川川川11川川川11川川川|川川川l川川11川11川川11川川11川川11川川|川川11川川l川川川l川川11川川11川11川11川川11川川川11川川11川川l川川l川川川11川川11川川11川11川11川川|川川川l川川川l川川11川川11川11111111111川川11川川川l川川川11川川11川川11川川川11川川川l川川川11川川|川川l川1111川川l川川川11川川川11川川11川川l川川川11川川川11川川l川川l川川11川川川H川川川H川川川H川川川H川川11川111川
11 l  

青年技術者のことば 。ある土地をどのようにして広j主の生 hij に役立っ

てもらうのかを巧えていると、無限の: a r . 1 I の中で無数の陪l姐をし、かに

一つの環境としてまとめるかということが諜題になる 。建 築 物 ・土地 ・

樹木 ・ 供給処理ｪｊｩ ｦｾｩ￬ . 交i泊施設とかいう各分野は、それぞれに多くの

背 景 ( 技術 ・経済 行 政ー ) を 縫えている 。それらに 一 つ の 万戸'J と

しての形を徒示することが土地利用計画に燐わる人 IHI の役目と巧えて

いる.

単体の施設計 Illij . 設計から始まった紅、の業廃は、それらの置かれる地

域 社 会 環境あるいは都市などの問題の中に入リ込み、ゆれi政1< 社 会

の点 中て¥プロジェクトの一つの万戸.J としての形を捻示していかねば

ならなくな って いる Ｎ 人間的うるおいと ＱＲ かな生活をボめる躍 ［￭ｩｾ 型を ｉ 前

たすための形を、 l守j ，1を持 って 提 示するために土地平IJ mal 阿に経験と

努力をH ! み虫ねるニとによ って 、環境税制il の技術と千法を町f腐 し て い

きたい 。

田 辺 一 之

生年月日 昭和 17年 9 月 4 日

最終学歴 日目利44年東京都立大学大学院

修士諜筏修了

業 I!l B目相44年4 月株式会社日控ぷ; 十人

社 現在同大阪本社m市計画部

( 546)  i'l '縄⑨ランド基本計画

( 547)  兵庫県淡路仏悩良地区土地利用

械恕同J ，f ; 本計画、北m③団地基本計画、

沖縄⑦j 也区土地利用基本計画、連繍省三

j在主II 海洋性レクリェーション基地構屯1計画

( 5 48)  磁六甲開発情屯1計画、神戸市m

Ii' i レクリェーション海伴情恕計画

<  S  49)  南阿波サンライン③大瀧地区基

本計画、 7事ヶ飾⑨地区基本Ji 阿

( 550)  神戸市須熔ニ ュータウン 中央地

区センタ一基本計画同基本設計、兵庫県

亦{ j ¥! 海浜公団基本計画間基本設計

す い せ ん の こ と ぱ 田中孝勇

士与し、悶辺右は ill 築家として郎市計

固め分針に入り、そのJ差点の条件

をf共謀することに ffl 放をもやして

いる一人である 。 とくにレクリェ

ーション公闘計l珂等、成熟社会に

不可欠な袈ぶとなる i主生活と環I党

問題にテーマを当て、フィジカノレ

な技術から事業化へのフィージピ

リティ，mf l j まて坤; ，iJ .:L. ( 求めてゆく

人である 。

5 3  
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支持ぐいの負の摩擦力

小 泉 昇

1  .  くいのネガティブフリクション

支持ぐいが厚い圧 縮 性の地盤を ＱｾＧ いて支持層

に達している場合、はじめは、 地盤の摩擦力は

支持力に協力しているが、何らかの原因でこの

地盤が沈下すると、この摩擦力は零になるばか

りでなく 、逆にくいを下に引きずり込む作 用を

することが考えられる 。このJ禁機力をくいの負

の摩擦カ (ネ ガティブフ リ7 ション) といっている。

近来、海辺の深い埋立地や厚い軟弱圧密層に

施工さ れた支持ぐいが著しい沈下を示す現象が

あらわれ注目されだした。

2. ネガティブフリクションに対する検討

ネガ ティプフリクションの対策あるいはその

設計に対して日本建築学会“ 基礎構造設計規準 "

に具体 的 な方法が提案され、また建設省指導需品

よ り指導方針 が提示された。

考え方はつぎのとお りである。

(a) 地盤沈下のない湯合 (b) くい・地盤の沈下と中立点N

との関係

a
F P  

図 1 くいの支持機構

図 1 の(a)は斜線の軟弱! 習に沈下のないときで

摩擦カ QF. pl i 先立訟の支持カ Q pと協力して荷量

P を支持する 。 ( P = Qp + QF . P) (b)ではこの地

盤が沈下し摩擦カ QF . Mまくいを下に 引 きず り込

み荷量として働き、支持カとしてはマイナスにな

る。 ( P= Qp- QF . N) このときくい先端の沈下が

なければ、荷量 P とQF . Nの和に対してくいイ本が

耐えねばならない。(2)式はその検討である。も

し先 端の支持カ Q p が降伏 し、先端 が 5 0沈下し

たとする。このときのくいの変形は PI こよ り(b)

図のように直線的に変化する。

一方 、地擦の変形は点線のように変化 し、

点より下では地盤の変形よりくいの方が大きく

なる。 N 点より上音11て' は殿様力 Q F. Nは下向 きに 、

また下苦11では摩擦力 QF. 州立上向きに、すなわち

Qpl こ協力すると考えられる 。

これらを考慮して検討する式州1)式である。

Qp + QE . P  

Qα + Q F.N壬一一一一一 (1)  

1.2  

Qα + QF . N孟σ F A p ・・・・・ … … ・・{2)

Qα ・くい の許答支持カ( t)

5 4  辿築と社会 / 凶75年 11月号

Q p :  < い先端 の極限支持カ( t)  

σF ' A p ・くい 体 の短期許容支持力( t)  

3 . 摩擦力と先端極限支持力の計算

(1)、(2)式 の検討には QF . NとQF . Pの算定が必要

であって、 (3)および(4)式が提案されている 。

ｑｆＮ ｎ］ ψ Ｑ ｾ Ｎ ｱ ｦＧ＠ dz  ...... .... .{3)  

QF . P=ψ1 t . qf '  dz  ・ー {4)  

φ < い周長(吋

z :  < い頭部からの距縦(刈

qj : 単位面積当た りの周商摩燦力 ( t/ m' )

L n :  < い頂よ り図 1(b)の N 点までの距離 ( m)

L : くい全長 ( m)

粘性土に対しては粘着カ C {t/ m'){ 一利l圧縮強度

仰の) 1 ) をとり、砂では平均 N他から計算する 。

q f =  3  + N /5{t/ m') C のiJll J定のないときは、 qu

=  2+ 0. 4z{t/ m') から概算♂する 。た だしこの値は

正規圧密の粘土の quの統計値であることに注意

しなければならない。

Q  pV' ) t ) : 定には、 N値から求める {5}式が示され

ている。

Q p =30N A p{t) …  ーー '{ 5)  

N :  < い先端 からくい径の 4 倍上部、 l 倍下

音11の範囲の N11也の平均

A p :  < い先端の 有効断面積 ( m')

その他 これに 関する関係式が示されているが

省略する 。

4. 群ぐいの場合の Q F. Nの低減

以上は単ぐいの言 I'! ' j : であって、笑際の場合に

あてはめて計n: すると予想外 にくい耐力が減少

する。そこで併ぐいの場合には QF Nを低減して

もよいことになっている。この考えはつぎのと

おりである。

図 2 は 2 本以上のくいが設置された場合を示

したもので、 (3)式で算定した Q F Nを、くいを取

り囲む円筒形 ( 図 2 のハッチの 円筒 ) の土塊 の重

量に換算し、その問 の: i l l なった 面積を円の面積

から差し号 |いた分だけ低減できるとするもので、

円の半径reは(6)式より求める。

(  D.qjJ沌 グ ¥M

re= ' - ' _: : - +ー | ー・ … {6)  

¥ y  4  /  

re : 土塊に換算した円筒の半径

D: くい径 ( m)

qf n :  QF . Nの単位面積当たり平均値( t/ m')

7 ・土の有効単位休秘重量の平均値 ( t/ m')

2 本 打

群 ぐ い

。

どｾ9  

レ/
， 

ν  
， 

レ/
， 

8  

レ〆'

とど

ν  
/  

7  

↓/  
， 

6  

' /  

i /  

' f  /  Ｕｾ＠
/1/  一一一 2 本 打打

4  
， 

/  
一一- 4 本

3  

/  

一一一一群( "'、 一一

レ/

2  

1  0  4  

8i  0  

低

滅 0.2

率

o  0. 2 0 . 4 0 . 6 0 . 8  1.0  1. 2 1. 4  1. 6 1. 82. 0  

､ Ｏ ゐ 一一ｾ d 杭間隔

f吾 土 塊半 径

図 3

r eを半径とした円をかき、図 2 のように重な

りを求め単ぐいとしての問と、重なりを考えた

欠円 ( 図 2 の着色部分) の商税の比 ょっ低減率Bi

を求める 。この計算は商倒なので図 3 のように

横車h'こdl reをとり、縦取hより Bi を求めることが

できる 。 Bi は外端のもっとも不利 なものを示す。

この図表より群ぐいの場合は大幅に QF . Nが減少

することがわかる。なお、 reの計針式は (6)式よ

りつぎの (8)式の方が簡単である 。

/  QF . N IY 

r e =  Iご子二→ 一 一…一 "(8)

J γ .L礼 .π 4

Q ，たN : (3)式で求めたものをそのまま使う 。

(6)式とは多少ihl うが安全1U1J

)' : 水而よ り上では 1.6  - 1  .  9  (tl  m') 

水 rlJ :ill i立は 0.6- 0.9 ( t/ m') として概

算する 。上 |浪は砂時壁、下| 出は粘 土

5 .  あとカずき

以上で

計司n知法は概圃略骨耳連型II 解されたことと思 う九。今まで定

i畠J立1自qな耳兄り才E及tいのなカか、つたネ 式ガf テイプフ リクン

ヨンの検討に具休的な一方法が従示されたこと

は結梢であるが、これにはなお幾多の疑問l が感

じられるので、いささか私見を加えてこの析を

終わる 。

( i)  粘性土の厚さにかかわらず QF. N'7l 計nがな

されること 。 すなわち庄密沈下のi l l : 的考慮がな

いこと。

G  i)  圧密沈下の時間的フアクターが考えられて

いない。粘性土の圧* 沈下立は短期間内には微

少で、そのH寺点で考えると、作用していた QF . P

は消滅、〈い耐力は減少するが、あらたな平衡

状態で再びQF . Pが発生するだろう。そして徐々

にくいは沈下するも、計算式のような極限状態

には達しないように恩われる。

(日i ) くし、休と土とのJ経様力が粘性土 の粘精力 と

等しいと考えられていること 。 C = q u/2 は粘土

のせん断抵抗であって、粘土とくい体との付活

力はこれよりイ、である 。

( iv ) 地盤の沈下が粘性土 の圧密沈下 のみに 起因

すると考えられている。たとえば、脱土層の材

料が砂礁で締め固めのおこなわれていない 状 態

の場合は、下部に粘性土がな くても 沈下が起こる 。

その他、まだ不明確な点、疑問 な点が多々あ

って 、これ らは今後の研究、数多くの実Mi 例の

集積により解明 されるだろうが、当而する問題

として検討の一方法としては有意義であろう。

( こいずみ のぼる KK新 ill 技術研究所)
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消 火 設 備 の 改 修 工 事 の

問 題 点

中 岡 弘

1  . は じ め に

昨 年 12 月 、 消 防 法 施 行 令 第40号 改 正 を 最

後 と し て 公 布 さ れ た 一 連 の 消 防 | 刻 係 法 令 の

中 で 特 徴 的 な 事 項 は 、 既 存 す る 防 火 対 象 物

の う ち 使 用 区 分 に よ っ て 消 防 設 備 の 技 術 上

の 法 I艇 を さ か の ぽ っ て i直 用 さ れ る い わ ゆ る

「遡 及 組 定 」 が1J，Iえ ら れ た こ と で あ る 。 す

な わ ち 法 に 該 当 す る 防 火 対 象 物 は す で に 使

用 中 開 業 中 の も の で あ って も 規 則 に 定 め る

消 防 用 設 備 の 設 置 義 務 が 諜 さ れ 、 そ の 納- f '

)11111民はつぎの通りである。

・
斤1'( J市 ・ス パ ー 7 ー ケ Y トなど、 I也下

l h ・紋f ' ; - 用途|りJ 火 対 象 物 て' 特 定|坊 火 対 象 物

を内 Jほ し た も の H召手1152. 4  .  1  

• ＱＱ 央 ｾｬｩｪ￟ ￎｩ . 集 会 場 ・ダンスホーノレ ・キャ

バ レ ー ・ 料 理 庖 ・ホテノレ旅館 ・病院主( ( . ト

ノレコ ・サ ウ ナ H召利 54 . 4  .  1  

と 定 め ら れ て い る 。 し か し 、 滋i及 改11まの桝

iiEょ の 困 難 性 を 勘案して、 一 定 の 条 件 を 示

し、これに合、致するものは中寺WIJ として」岳部

に よ ら な く て も よ ろ し い と す る 緩 和 的 な 巡

別 法 触 ( 50年 7 月10 日ml !}j 安釘177-C:i白川 |妨 げ

安 全 政 急 諜 長 通 達 ) が 示 さ れ 、 こ れ に 合 欽

す る も の に つ い て は 部 分 的 ・修理! 的な改修

で済むが、問題は特例必. t ¥' i に合欽しない処

築 物 の 改11まである。

以 下 、屋 内 消 火 栓 ・ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 を

既 存 の建 築 物 に 施 工 す る 場 合の 対 応 I(II のみ

終を、地工設計 ・ 改修工事の進渉ＧｬＧＱＺＮｦｬｬｩｾ侃に

つ い て の 配慮点を挙例し、 dちー望誌を 加 え て 参

々に{ 共することとする。

2 . 消 火 設 備 の 改 修 設 計

釘I Ｑ の問題点としてポンプ 、 自家発 ｾｬｬ 設

1iiii な ど の 機 器 類 の 収 納 場 所 、 配 管 敷 設 経 路

な ど の 撰 定 が あ る 。 前 者 の 考 慮 ，1;11 . は設備改

修 後 に 必 要 と な ってく る 設 備 の 試 験 や 点 検

検 設 に 対 す る 配 慮 で 、 試 験 点 検 の た め の 排

水 能 力 に 考 慮 が 加 え ら れ ね ば な ら な い。

また既設の建築では、自己匂= の敷設経路は

盟主1J: の 敷 設 ス ペ ー ス に 余 絡 が な い 場 合 が ほ

と ん ど で あ り 、 凍 結 予 防 措 置 を 加 え な が ら

昼 外 旅 出 等 の 撰 定 が必 要 と な ろ う 。

スプリンクラーの配管では、水平自己f ¥u・の

} J 法 がllE妥 な 条 件 で あ る 。 す な わ ち 新 設 の

場 令 と 同 様 に 、 ス プ リ ン ク ラ ー 配 信: を天井

裂 に 敷 設 す る に は 、 既 設 天 井の 解体 復 111 ( 彼

旧 は 至 維 で あ る の で 更 新 と な る ケ ー ス の 方

が 多 い ) 、 天 井 義 に す で に 配 管 さ れ て い る 給

排 水 、 ダ ク ト 、 屯 管 類 の 隙 l引 を 縫 っ て の ス

プ リ ン ク ラ ー 敷 設 と な る た め 、 工費 ・工 WI

に波及する結果; は大きい 。

あ え て 天 井 議 に 管 路 敷 設 す る か 、 鍔出 と

す る か は 美観 上 の 工 夫 と 工 期 工費 の 相 以lの

中 で 決 定 き れ な け れ ば な ら な い。

第 2 の 問 題 点 は 、 当 該 対 象 物 に 既 設 の 消

火 設 備 が 富 生 け ら れ て あ り 、 こ の 管 路 か ら ス

プ リ ン ク ラ 一 等 を 分 岐 す る 設 計 と す る か 、

別 系 統 の ゾ ー ニ ン グ を 行 う か の 撲 定 と 、既

設 の 消 火 装 世 の 能 力 不 足 を 、新 基 準 に 合 致

させるために主包・路 ・ポ ン プ 等 の 交 換 ま た

は 例 設 に よ る 方 法 の い ず れ を 撲 定 す る か な

ど の 基 本 的 な レ イ ア ウ ト の 考 慮 が あ る 。

これらは前述の特例法 ｩＮＱ ｾ か、消防法地行

規 則 に合致させることとなるが、施行規I l i J

に 定 め る 条 例ニのうち 、 7)< ｩｾｪ ＺＷｽＨ圧、ポンプで

は そ の 1止 出 能 力 な ど に 細 かなl I ilj 約が力JJ えら

れているために、 1[1 設 備 を 分 岐 す る 場 合 に

も 、 ポ ン プ の 部 分 的 な 更 新 を 行 う 場 合 に も 、

設 計 項 目 中 で は 重 要 な ポ イ ン ト で あ ろ う 。

3. 施 工 お よ び そ の管 理 に つ い て

既 設 改 修 工 事 の 鮒 易 は 、 施 工 商 の 加 工 技

術 よ り む し ろ 工 事 条 件 や 工主JH. J ; i 境の方が、

より大きな Ｉ［ｦｾｾ を与える。その 問 題点を例

示すると、

① 改修工事の時間予告が夜間i に限られ、主主

聞 は 平 常 通 り の 執 務 、 営 業 を 求 め ら れ る 場

合 の 施 工 管 理 は 多 雛 で あ る 。 と く に そ れ が

商 品 を 山積 し た 売 場 部 分 で あ る 場 合 な ど は 、

その商品、イ十球イJU i 品や内装の養生、紛失予

|功、火災予防、7 l < U l の配慮は全時 IHJ#¥:に 亙

っ て 心 術的な酉己l習や 1抗争見がなされねばなら

ない。 ( 特 に 火 気 使 用 の ffi lJ 約 は 重 要 で 、 燃

桜火花などによる内装の- 1 . 1 1 傷もさりながら、

ビ ノ レ 火 災 の 原 因 の 数 多 く が 工 事 中 の 火 災 で

あ る と こ ろ か ら 、 火 気 の 使 用 は 工 法 の 撰 定

の 粂 件 と し て 優 先 し て 組 み 入 れ ら れ ね ば な

らない。)

② つ ぎ に 改 修 工 事 の 進 行 準 備 条 件 と し て 、

工 事 用 諸 機 材 の 巡 搬 扮 盛 、 加 工 作 業 場 、 工

事 用 屯iJ:京芸手の 条 件 が 特 典 的 で あ る 。

ま ず 運 搬 揚 重 方 法 で あ る が 、 既 設ill 築 物 に

はほとんどその府立がなく、長f C _ 品等の搬

入 に は 特 例 な ii!!1nij がないと、- t ; J J 1新 → 搬 入

接 合 の ta! を あ え て し な け れ ば な ら な い。

加 工 作 業 場 所 の 設 営 も 搬 入 と 同 じ く 工 事 効

率 を 左 右 す る 重 要 な 因 子 で 、 改 修 工 事 場 所

での力11工 作 業 は 室 内 外 の 備 品 ・什 器 ・i商品

. 内 装 の 損 傷 防 止 の た め 避 け ね ば な ら な い

ため、なるべく[ I jli:の }JII 工 場 所 の 硲 保 が 施

工 効 率 の た め に は 箆 婆 で あ る 。

f，. 用の屯力はま位者の 凡 間範 囲 で は 200 V  

電 源 で 工 事 用 の 機 総 の 容 i訟をI!有 え る も の は

ま れ で あ る 。 1屯源の仮設か自給の酉己l症 が 必

要 で あ る 。

① 以 上 の 運 縦 、 加 工 作 業 場 所 、 工 事 屯 カ

などの般市[ 1 立、工場で加工を行い、現場で

こ れ を 組 み 立 て る 、 い わ ゆ る プ レ ハ プ 方 ず

を採用すれば若干の救済は可能でるあるが、

既 設 の 建 築 物 で は 先 に 設 也 さ れ て い る ダ ク

ト 、 配 管 、 ケ ー ブ ル 類 を 避 け て の 曲 折工 事

と な ら ざ る を 得 ず、制昔11の施工主主計を行っ

て加 工するプレハプ方式では工) l I j条 件 が 許

さ れ な い こ と は 必 至 て ¥ 勢 い 現 場 合 わ せ 方

式 に 主 力 が 移 ら ざ る を 得 ず 、 プ レ ハ プ 方 ず

の1 * 用には多くを却H寺 で き な い と し な け れ

は? ならなし、 。

④ 7J IJ な 進 行 技 法 上 の 問 地ーとして、消火設

備 工 事 と そ の 関 連 工 事 の 進 行 而 の 噛 み 合 い

が あ る 。 た と え ば ス プ リ ン ク ラ ー の 内 装 工

J'. で は 天 井 の 解 体 → 配 管 → 天 井 復 旧 → ヘ ッ

ド の 取 り 付 け の 工 程 を と る が 、 目 的 の 消 火

設 備 工 事 の 日 程 に 対 し 、 前 後 日 艇 の 組 み 合

わ せ を う ま く 配 分 笑 施 き れ な い と 、 全 体 日

程 の 徒 長 に ひ び く こ と に な る し 、 天 井 工 卒

に |浪 ら ず 同 i憾 な 日程 従 長 要 因 は 随 所 に 伏 在

している 。

⑤ 胞 工 商 の 技 法 で は 、 幾 多 の 問 題 点 の う

ち 対 処 の 雛 し い 点 と し て 、 配 管 の 支 持 方 法

が 挙 げ ら れ る 。 こ れ は 新 設 工 事 と 呉 な っ て

予 め 支 持 の 準 備 が な く 、 一 般 に は 構 造 体 へ

の 溶 接 か 、 ア ン カ ー ボ ル ト の 打 ち 込 み が 考

えられるが、アンカーポ/ レト法では予め1 l l

管 の 迎 設 経路 を知l悉 し て お か な い と 、 f江路

に ア ン カ ー を 打 ち 込 み 全 館 刊 行E の司王放を招

いた笑例がある。

精 密 な 施 工 図 が 保 存 さ れ て お れ ば そ れ に 械

ることができるが、それ以外では' ，! i 路の見

当 の つ き や す い 柱 壁 等 に 支 持 を 求 め る の が

良 策 で は あ る が 、 決 定 的 で は な い 。

4 . む す び

以 上 は 既 設 の 建 築 物 に 消火 設備 を 施 工 す

る 場 合 の 数 多 い 問 題 点 の う ち か ら 若 干 の 重

要 点 を 列 記 し た に す ぎ な い し 、 内 容 も ! 子 述

の城を出ないが、その 中 での軍基 ｾＮ｛ ｊ ｊＮ項は、

① 施工技法より施工の包= 迎而 ( 物 以 ・|坊

火 水li . l 1 等の安全面) の困雛さの方が大きい

と 予 見 さ れ る こ と 、 こ の た め 場 令 に よ っ て

は 1 フ ロ ア ま た は 1 区 画 ご と に 工 事 の た め

の 休 業 帯 を 設 け こ れ を 巡 回 し て 改 修 工 事 を

行 う 方 が 迂 遠 で あ る が 良 策 と 考 え ら れ る こ

と。

② 設 計 施 工 面 で は ① の 問 題 点 を 先 に 硲 定

し 、 改 修 条 件 を ベ ー ス と し た 設 計 、 施 工 計

画 を 持 つ 必 要 が あ る こ と 。

③ 改 修 工 事 の 工 事 側 絡 は 、 liij 述 の ご と く

新 設 工 事 に 比 較 し て 工 事 条 件 、 包・理条件に

よ っ て 工 事 稼 働 率 を 低 下 せ し め る 要 紫 が 多

分 に あ り 画 一的 な 商 枚 当 た り 単価 な ど の 簡

易 な 表 現 は 当 て は ま ら な い で あ ろ う 。

④ 今 回 は 紙 闘 の 関 係 で 、 泡 - ニ 間変化 炭 紫

. ハ ロ ゲ ン 等 の 改 修 に つ い て は 1111J 愛 し た が、

前 述 の 水 系 の そ れ に 較 べ て 改 修 の 困 難 点 が

少ないことは宇主いである 。

( な か 釘 か ひ ろ し ｋｋ ｴｊｊ ｅｄ 製作所生産 ｬｬｾ 業部制造部長Ｉ
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アルミ型枠を使った

無 足 場 工 法 岩 崎 喜男

建 設 工 事 費 の コ ス ト ダ ウ ン は 、 こ の 産 業

界 に 身 を 置 く 者 と し て 、 ま た 技 術者と して、

当 然 志 向 し な け れ ば な ら な い 問 題 で あ る 。

と り わ け 仮 設 工 事 の コ ス ト ダ ウ ン は 枇 も 111

要むも のであるが 、そ の 方向づけは非Ｎ［Ｚ ［ ｾ に

むつかしし、。その一 つ の方 向 と し て 仮 設

司王と本工事と の 一体 化 の 方 向 が ア プ ロー チ

さt L る。

建 設 現 場 に は 必 ず と い っ て よ い ほ ど 、 外

周 に 足 場 が 組 み 立 て ら れ る。 こ れ を な ん と か

な く す る こ と は で き な い か 、 そ の イ 淀 川 11的

に 従 っ て 本 工 'J' ，: との 一 体 化 が 図 れ な い か 、

つま り 仮 設 工 事ー 型 枠 工 事ー 内 外装 工 'J¥. と

いう ー 述 の 流 れ の 内 での シ ス テ ム 開 発 が で

き な い か 、 こ れ に i) f j ( カながら l収り，1¥11 ん だ の

が概題である。

〔目的〕

こ の 工 法 の 目 ざ す と こ ろ は 、 ア ノ レ ミ 型 枠

の 使 用 に よ っ て 型 枠 粕 13 t の向」二を灰l り、|人j

外 壁 と も 打 欣 しとし、壁のモノレタ J レ塗りを

内 外 とも 省 略 し 、 か つ 外 部 足 場 をアノレミ型

枠 に 付j瓜 さ せ る こ と に よ り 、 従 米 の 一般 的

外 部 足 場 を 省 時 し、 仮 設 工 事 政主干のコスト

ダ ウ ン を 目 指 す も の で あ る 。

〔構成・作用〕

① ア J レミ型析をは t1il W し 型 材 を 使 用 し、 i産量'

な 大 き さ に 組 み 合 わ せ 、 そ の 外1U1J に 鋼 製 の

作 業 床 を 取 り 付 け た も の 。作 約 未 は 図 1 の

ご と く 上 部 作 業 旅 と 下 部 作 業 床 と の 2 11皆分

lfi( ' ) イ寸け てある。

② 外 型 枠 は ク レ ー ン 等 で 吊 り 上 げ 、 あ ら か

じ め 下 | 培 の コ ン ク リ ー ト に 思 め 込 ま れ た ボ

ル ト お よ び 上 階 の 鉄1，"梁 に 固 定 さ れ た ボ ル

ト で 直 後 ア ル ミ 型 枠 を 同 定 す る 。

③ 作 業l未 は 上 部 作 業 床 ( 型 枠 エ ・J¥.JTJ ) と下

部 作;如来 ( コ ン ク リ ー ト 打 設 耐 の 処 型 、 打

固定ボルト

アルミ型枠

図 1

56 池築と社会/ 1975年 11 月号

継 目 地 の 処 理 等 用 ) で 構 成 さ れ 、 そ の お の

お の が 数 段 の 作 業 床 を も っ 。

お の お の の 作 業 床 Ili Jの上下移動は各ノマネ

ノレの ジ ョ イ ン ト音11に 丁 番 で 支 持 さ れ た 鋼 製

悌 子 で 行 う 。 こ の 梯子は各パネノレの ジ ョ イ

ント昔11の作業床の外側I j の隙間を埋める作用

を持つ( 安全対策) 。外型枠ノマネ J レをせり上

げ る と き は こ の 梯 子 を 回 転 し て 、 せ り 上 げ

に 支 障 の な い よ う に す る こ と が で き る 。 ま

た各作業床の各ノマネ J レのジョイント音I1の 隙

ノ レ の コ ポ レ が な く 、 不 要 な 出 資 が さ け ら れ

る。

③ 型 枠 の 縦 パ タ が 不 要

- ア J レ ミ 型 枠 自 体 に 縦 剛 性 が あ る の で 横 パ

タ の み で よ い 。 縦 パ タ 渚 税 、 運 搬 不 安 に よ

る 労 働 生 産 性 が 向 上 す る 。

④ サ ッ シ ュ 打 込 み の 精 度 が 向 上 す る

・ ア ｊ レミ型枠の剛性がｾＺｾ 1. - 、ため 、 サ y シュ

打 込 み の 回 定 方 法 が 堅 固 と な り 、 サ ッシュ

の 手直 し が 皆 無 で あ る 。

・コ ン ク リ ー ト 打 設 中 の - 11寺 的 打 止 め 等 の

必 要 が な い た め 、 ま た 一 方 向 か ら の 打 設 も

可 能 な た め 、 打 込 サ y シ ュ 廻 り の コ ン ク リ

ー ト の 充 J興が完全を WJせる。

作 業 床 ⑤ 省 資 源 、 省 エ ネ ル ギ ー

⑦ 部詳細

'  

図 2

- ベニヤ、 後 木 の 使 用 量 が 大 幅 に す くなく

な る の で 、 木 材 資 源 の 節 約 に な る 。 ア ノ レ ミ

型 枠 の 転 用 回 数 は 大 き く 、 再 生 可 能 で あ る 。

・モノレタ J レ主主省時による、セメント、砂の

ぞ? 資源化、モルタノレ浪練のための水、 m力

の 節 約 に も つ な が る 。

- 在米厄場1 ' i 田告による足場周鋼材の節約。

・型 枠 材 、 足 場 材 の 輸 送f立の 大 幅 減 に よ る

II¥J も丁番付足場板で若返れ ( 図 2 )  エ ネ ル ギ ー の節 約。

④ 各 作 業 床 は 枠 付 金 網 の 手f習 を 設 け 、 作 業 ⑤ 安 全 性 の 向 上

j来 の 外 国 全 面 に 謎1三ネ ットを H占 り 、 安 全 対 ・処 物 と 足 場 と の II IJ I I ' 1 ，( がなくなるため、足立

策 と す る 。 イjmと し て の 安 全化 が図れる。

⑤ ｬ 人 ｈｉｍｾ 川、外型枠とあらかじめコンク リ . h ! . 場証が大幅にすくな くなるので、 足 場

ー ト 床面 に 作 られたベースモノレ タノレを定規 の 安 全信2割 、 点 検 が 容 易 で ある。

として 組 み立 て る。 ・Î J 1f! 1型枠がアノレミで あ る た め 、木} ' ; の 銭

⑥ 型 枠 の 間 定 は 上 下 鉄 付 従 に 取 り 付 け ら れ 材 発 生 が す くなく 、 作 業 場 IJ.. J が整然とし、

た ポ ー ル に て 締 め 付 け 悶 定 す る 。 ま た 型 枠 の 片 付 け 賀 川 も す く な く て す み 、 作 業 能 率 も

緊 結 は 一 般 の セ パ レ ー タ ー で 行 い 、 償 パ タ 上 が る 。

を 使 用 し て 締 め 付 け る ( 縦 パ タ は 使 用 し な ⑦ コ ス ト ダ ウ ン

ぃ 。 ア ル ミ 型 枠 自 体 に 縦1町IJ 性 が あ る た め )0 .  rE米 足 場 不 袋 に よ る コ ス ト ダ ウ ン が大 幅

⑦ 担 枠 せ り 上 げ 完 了 後 、 下 部 作 業 床 を 使 用 に j土lおされた 。

し 、 す で に 打 放 さ れ た コ ン ク リ ー ト 而 の 表 ・モ J レタノレ栓不要 に よ り か な り の コ ス ト ダ

前 処 理 ( 木 コ ン取り、豆板補修、目 i主 補 修 等 ) 、 ウ ン がj主成された 。 モノレタノレ主主に比べパテ

UJ 也処J l l i ( 打継日地 の コ ー キ ン グ ) を 次 回 工法による下地併えはが ｾＷ ぎの Ｑ Ｇｬ Jf J であ った。

せ り 上 げ 時 ま で に 完7 しておく 。 輸送祉の大中14 コ ス ト ダ ウ ン。

@ 外 壁の 最 終 仕 上 げ ( リ シ ン 吹 付 、 吹 付 夕 ・作 業 局 内 の 片 付 け 費 用 の コ ス ト ダ ウ ン。

イ J レ等 ) は ゴ ン ド ラ を 使 用 し て 行 う 。 モルタノレコポレのケ紋 片 付 、 廃 楽 処 分の

〔利点〕
コ ス ト ダ ウ ン。

① 従 来 の 一 般 的 外 部 足 場 か 不 要 で あ る ・ノド片手品村発生片付、廃禁処分のコストダ

・ 足 場 組 払 手 IHI の ヂ? カ ウン。

- 足場材t J 1 料の大 ITl l ，な圧縮 ③ 副 次 的 メ リット

- 当 工 法 で は ， 建 物 と 足 場 と の 間 隙 が な い た ・新 し い 工 法 に 取 り 組 み 、 み ん な で 苦 労 す

め、在来足場では必要な! 日11級 選 ぎ が 不 安 で る こ と に よ り 作 業 場 内 に こ の ム ー ド が 反 映

あ り 、 安 全 面 で も 管 理 し や す い 。 し、他の面でるの取り組み方が意欲的になっ

・足場 つ な ぎ が な い た め 、 仕 上 工事 の 駄 目 I  

がｾｊＱらない 。

② 内 外 壁 の モ ル タ ル 塗 り か 不 要

- 型 枠t，'II.立が 非常 に 良 〈、 2 "I4n.f)iU. : aの粕f J ! t

が確 保 さ れ た の で 、 モ ル タ ノレ塗 りをやめ、

|付宮11は 塗 装 工 に よ る パ テ工 法 で 塗 装 下 地 が

1T える。

. (1、Hi まモ J レタ J レ主主 り の 省 略 の た め 建 物の 重

な が 軽 減 さ れ る ( 当 作 業 所 で は 400 - 500 t  

の経減) 。

・内 部 の 左 官 工 事が な く な る た め 、 モ J レタ

- 型 枠 制 度 の 極 限 へ の 挑 戦 は 他 の 服 組 に ま

で 及 び 、 そ の 波 及 効 採 が 非 常 に 大 き か っ た。

.  f:l : 目J¥.! こ 対 す る 厳 し さ の な か か ら 労苦労. ri と

の 心 の ふ れ あ い を こl三じ 、いわゆる労務信= 四

カぜかなりうまくし、った。

- 今 回 の 同 紙 ピ ル 南 10号 館 新 築 工 事 で は 、

こ の 工 法 へ の 取 り 組 み に よ り 、 労 務 者 と の

心 の ふ れ あ い 、 働 き が い の 創 造 と い う 大 き

な 副 産 物 を 学 び と る こ と が で き た。

(い わ さ さ よ し お 消 水 建 設 KK作業所 L U
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優良住宅部品 (better li vi ng) 認定制度に関連して

昭 和4 9年 7 月 に 発 足 した 建 設 大 臣 の 優 良 住 宅 部 品認 定 制 度の概 要

と、 これ に 関 連 し て 当試 験 所 で実 施 し た 「防 音 サ ッ シ 」 の 各 種 性 能

試 験 の あ ら ま し を述 べ る こ ととす る。

1  . 優 良 住 宅 部 品 認 定 制 度 の 概 要

わ が 国 の住 宅 建設 量 は 年 間 約 20 0 万 戸 に 達 し 、 そ の 大 多 数が在 来

工 法 に よ るも の で あ る が 、 工業 化 ( プ レ ハ ブ 化 ) 住 宅 の 建 設 立 も次

第 に そ の 数 を 増 し 、 現 在 で は 約1 0% をし め る に い た った。 政 府 は 、

住 宅生 産 の 合 理 化の 一 端 と して 住 宅 建設 の工 業 化 を推 進 す るため、

日召利 4 8年 1 0月 に 「工 業 化 住 宅 認定 制 度 」 を 発足 さ せ た。 こ れ は 住宅

の も つ 性 能 を 安 全 性、 居 住 性、耐 久 性 な ど の指 標 で総 合 的 に 表 示 し 、

建 設 大 臣 が 認 定 を 行 う もの で あ り、 消 費者 ( 住宅 購 入 者 ) の 利 益 を

精 進す る こと を第ー の 目 的 としている。

これ と ほ ぼ同 様の 趣 旨 で 、 さらに 一 般 消 費 者 の 住 生 活 の 充 実 を め

ざして 、住宅 を 構成 す る 設 備、音 ｉ Ｑ 品 等の ｉｾ 日発普及 が進めら れ るよう

に な っ た。 ( 財 ) 住宅部 品 開 発 セ ン タ ー が 、 これ らの 開 発 普及 を行う

機 関 と し て 設 立 さ れ た の は一 昨 年 の こ と で あ っ た 。 同 セ ンタ 一 発 行

の 案内 設 に よ る と 、 「住宅を 建 てる 際 に 、 材 料 や 部 品 を組 立 て る 現

場 の 手 I}¥I を省 き 、 か つ 住 宅 の 性 能 を一 定 の 水 準 に 保 つ た め に は な る

べ く 大 き く ま と ま っ て い て 独 立 し た 機 能 を持 つ 部品 として 開 発 し 、

こ れ ら を 工場 てM 生 産 で き る よ う にす る こ と が必 袈 」 と |剃発 の 意 義 を

うたい 、 「建設省 は 、 そ の 普及 を積 極 的 に促 進 す る た め 、 昭 和] 4 9年

7 月 よ り 優 良 住宅 部 品 認 定 制 度 を 発 足 さ せ た 。 こ の制 度 は 、 主 と し

て 新 た に 開 発 さ れ た 住宅 部 品 のうち、 品 質 、 性 能 が 優 れ 、 価 格 が 妥

当 で あ り、 し か も ア フ タ ーサ ー ビス が 充 分 に 行 わ れ る も の を 建 設 大

臣 が仮 良住 宅昔11，日1 と し て 認 定 し 、 そ の普 及 を促 進す る こ と に よ っ て 、

住 生 活水 準 の 向 上 と 国 民 の 利益 の 増 進 に 寄 与 し よ う と す る も の 」 と

こ の制 度 の 目 的 を明 らか に して い る。

こ の市II}交 の 認 定 手 続 の 方法 は 図 ー 1 に 示 す と お り で あ る が、 部 品

別 評 定委 只 会 で は 、 当試 験所 ま た は 、 ( 財 ) 建材 試 験 セ ン タ 一 等 に お

け る 性能 試 験 結 果 を 中 心 と し て 審 査 が進 め ら れ る の で 、評 定 申込 準

備 段 階 に お け る性 能試 験 は非 常 に 大 切 となる。

つ ぎ に 「防 音 サ ッシ」を 例 に 、試 験 の大 裂 を 述 べ よ う 。

2 . 性 能 審 査の た め の試 験

( 財 ) 住 宅 部 品 開 発 セ ン タ ー で は 防 音 サ y シ の 要求 性 能 を表 ー 1 の

R  ごとく 規 定 し て い る 。 こ の 基準 に も と づL 、て 当 試験 所 で は 、 某 社 よ

り 依 頼 を 受 け て 同 社 製 の rl幼音 サ ッシ j 2 機 種 に つ い て 安 全 性 、 機

能 性 な ど の 性 能 試 験 を 実施 した 。 こ れ を 以 下 に 示 す。

( 1) 安 全 性

ｾＡￌ ｬ さ、 ｬ 坊 火性 については 、 ＨｩＨ Ｎ 水から広〈行わ れ てきた試 験方 法

( J I S A4 7 0 6，J I S A 1302 ) に よ っ て い る 。 す な わ ち 、 強 さに 関 してい

え ば 、 風 洞装 琶 を私E用 し て 等 分;(Ii の 空 気 圧 で段 階 的 に 試験 体 に 1';げト圧

をhfl加 させてゆく 方 法 で 、主 と し て サ γ シ各 部 の 変形 能お よ び 残 留

変 形 の 有無 を測 定 す る 。 また 11)) 火 性は 、 都 市 ガ ス を 熱源 とした 加 熱

炉 を 用 い て 試験 体 を加 熱 し 、試 験 後 の 変化 状 況 について剥ヨをする 。

戸 先 強 さ は 、 ガ ラ ス を は め 込 ん だ内|草 子外|母 子 に つ い て 、 竪 根中

央 官11に 錘 りを 下 げ て ( 1  k g - 10kg ) 面 外 方 向 と而 内 方 向 の 権 の た わ み

を測 定 す るの で あ る。

性 能 と して は 強 さ で は 280kg/ m
2

以 上、 |りJ 火 性 で は屋 外 2 級力[ 1熱に

合 格 す ること が 求 め ら れ て い る が 、 試 験 で は要 求 性 能 に 達 す る ま で

に ガ ラ え の破 壊 が 生 じ た り 、 加 熱 に よ っ て |母子 召 合 せ 梶 が 変 形 を 起

こし、 火 炎 の 1' . ( 通が認 め られ た りして 再 試 験 を余 儀 な くさ れ る こ と

カf あ っ た 。

強 き や防 火 性 で代 表 さ れ る 安 全 性は、{ 長良住宅 部品 と し て の 基本

条 件 と もい うべき 性 格の もの で あ る か ら 、 そ れ だ け に 高 度 の性 能 値

が JtlH守さ れ る わ け であ る。

(2)機 能 性

水 密性 、 気 管 性 、逃 音性 お よ び附[ 芽i カ のうちて' 前ニ 項 の 試験 に つ

い て は 、 日 本 工 業規格( J I S A4 7 0 6，J I S  A 1416 ) に 定 め ら れ た 試験 方

法 を 適 用 している。

事 設 省 企 業

I住宅生産稼〕

募集要項公表

|  評定申込 評定申込準備

|  性 青 白 交 付

認定書交付

認定部品公表

I  BL ラベル頒布契約 販売準備

BL ラベJ レ頒布

使用推奨

普及指導

L 一 一 一 一 一 一 一 + 需要 者 モ

BLラベル貼布

日 品 販 売 |  

( 公共) ( 一般 )

図 - 1 優良住宅部品認定制度のフローチャート

r  (財) 住宅部品開発センタ - J よ リ転戦

表ー 1 防音サッシ性能評定項目と 基準

;w 定 耳l 日

評 f岨 }昆 却i

通 否

さ 280kg/ m' 以上 280kg/ 附 未I前

(1)  

内 障 子 3 m附孟 3  mm< 

戸
而外方向

ｾ＠
先 外 節 子

， .  ， ， 

全

f虫 内 障 子 1  mm孟 1  mmく

さ
商内方向

外 節 子

刊: "  

， 

"  "  

防 火 位4 屋外2級1m:黄島試験に合絡 |司左. 不合格

(耐2)  
目J 以 持l gロH'  適当である 適当でない

久

陽 極 般 化皮肢 の厚さ 9μ 以 上 9 μ 未 満

性
透明介成樹脂塗肢の厚さ 12μ 以 上 12 μ 未 満

水 ?主 性 庄 力差35kg/ m' でしょ 同 左

(3)  

き 浴水等がないこと しよき ・浴水がある

主、 '11:，' 性 4 m' / hr . m<: 4  m' / hr .  mく

機

遮
コBSg C  

性 25dB以上 25d 日未満

始動l時の 内 自E 子 5  kg 孟 5  kg く

I;[J 

能 づ1 ｾ民力 外 協 子
， ， ， ， 

Wl 

滑動時的 内 隊 子 3  kg 孟 3  kg く

性
1J  

11 ，1} 1J  外 節 子 H  ， ， 
N  

手 手 掛 4  mm以上 4  mm未満

r  bet t er livi ng  No. 8  1975
J

よ り転載

旭築と社会/ 1975年 11月号 5 7  
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この 中 で:iI! 音 性 に つ い て の 試験 では 、 125 - 2000Hz の 周 波 数 範 囲

で % オ ク タ ー プ 間 隔 の 各 周 波 数 ご と の 透 過 倒 失 を iJII I定 し 、 そ の 算 術

平均 値を 計算する 。今 回 の認定申 ｾ Ｚ ｾ Ｑ のための試験では 、こ の試験の

直 前 に 防 火 性 を 除 く す べ て の 試 験 を 終 了 し た 後 に 、 脈 錫J 圧 ( 周期;

2 秒 、 振 幅 土 280kg/ m' の 近 似 正 弦 波 ) を 600 国 税 荷 し て ピ ス な ど の

ガ タ を 生 ぜ し め 、 し か る 後 に こ の 試験 を 笑施 す る よ う に な っ た の で

あ る 。 こ れ は 防音 と い う 性能 に 直 接関 係する m目 だ け に 当 然の要 求

とし 、え よ う。

気 密性 は 、 試験 を}'li UI司試験袋 f E に よ っ て 行 う の で あ る が 、i産管 性

と密核= な 関 係 をもっていて、: i l ! i白ニセ1: が霊長総 10在(25db) を 上 ま わ っ て い

る な ら ば 、 サ ッシ前 後 国 の 圧 力差 101<g/ m' の と き の 通 気品 は 、基 準 他

( 4m'/ hr.m) 以 下 に 押 え る こ と は 困 維 で は な い 。 水 密 性 も 、 同 装 置 を 使

って 2 ･ Ｏ ｭ Ｇ Ｎｭｩｮ の 水噴務 を Ｍｦｲｾ 、ながら 、 圧 力 差 ＳＵｫｧ Ｏ ｭ Ｇ でしぶきやし、

つ水 が 生 じ な け れ ば 合格 である。

当 F斤の 実 施 し た 試験 では以 上 のニ 性 能 に つ い て は い ず れ も 充 分 の

余 力 を 残 し て い て 満 足 で きる結来を得た。

IJ日閉カ は 、 際 子 の 召 合 せ 根中央 ml を 約50cm/ secの速 度 で1:; 日開l す る

のに 裂す る 力 の大きさを 始動 ＱＱ 寺および 約 百ｾ Ｉ叫 について ｩ ｊｬｩ ｉ 定す る ので

あ る が 、: i I! ｩＢｬ ｾ 性や気密性の 向 上をねらうあまリこの性能がおろそか

に さ れ た り、 また サ y シ の 施 工 11寺の技術 力 が こ れ に 関与 す る こ と が

あ るの で 、5] 11の観 点 か ら 機 能 性 を チ ェ ッ ク す る 良 い 手 が か り といえ

る 。 た だ し 、 l羽 閉 速 度 を50cm/ secに保 つ な ど 、試 験 方 法 そ の も の に

. だ 問 題 が 筏 さ れ て い る よ う に 忠 わ れ る 。

以 上 「防 音 サ ッ シ 」 の 試験 内容 に つ い て 簡 単 に 触 れ た が 、 そ れ ぞ

れ の 試 験 状 況 に つ い て は 写 真 を 参 照 せ ら れ た い 。

さ て 、 現 在 ま で に 住 宅部 品 は 「防 音 サ y シ 」 の ほ か に 種 々 の も の

が n日発 さ れ て い る 。 た と え ば 「 給 湯総 ユ ニ y トJ f キ ッ チ ン ユ ニ ッ ト」

「毛摺 ユ ニ y トJ f 経 世 間 仕 切 パ ネ J レJ f 収 納 ユ ニ ット J f ウ イ ン ド パ ネ

ル」 な ど が あ る 。 い ず れ も ベ タ ー リビ ン グ を 営 む う え で 大切 と 思 わ

れ る も の ば か り で あ っ て 、 こ の よ う に 、 今 ま で 「 衣 」 ・「食」の後 続 に

甘 ん じ て い た 「 伎」に つ い て も 清 々 と 真 剣 な 努 力 が 展 開 されている。

ま た 、 そ の一 翼 をに な う 試 験 業 務 も 今 後 ま す ま す 社 会的 要請 が あ る

で あ ろ う し 、 そ の 重 要 性 も 深 まるに: i t e いなし、。これらに応えるため

に は 、 わ れ わ れ 試 験業 務 に 携 わ る 者 は よ り 一 層 の 試 験 技 術 の 向 上 を

図 る と と も に 社 会的 資 任 を 完 了 す る よ う 努 力 し な け れ ば な ら な い 。

拙 文 を 終 え る に 当 た り 、 関 係 谷f立 の ご 指 導 と ご 鞭 縫 を 切 に お 願 い

す る 次 第 で あ る 。 ( 研究只 谷村嘉英 )

戸先強さ試験 気密性試験 水密性試験

強さ試験

開閉力試験 防火性試験 脈動圧試験
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月間の動き

昭和50年 9 月分

事

L >、

"2l :  

17 日 正午 - 1 時半 於会館集会室

出席者塚本、福田正副会長ほか 14理事

議 ') ';. (1)建築工事実務講習会開催の件

(2)第12回よろず相談住宅展開催の件

(3)  1  F  H  P  ( 住宅 ・都市及ぴ地域計

画国際連合) 兵庫国際会議の「より

よい居住環境への改til Jセミナー」へ

の参加勧誘の件

(4)会員忘年懇親会の件

(5)i
'
ド縄海洋博建築写点集頒布の件

(6)入退会者7 1 < 認の件

(7)報告ヰ岨

編集理事会

22 日 2 11寺一 31時 於会館集会室

ｗｾ 市者稲田副会長、松村編集委日長、

伴理事

議事 (1) r建築と社会」収支経過報告と可

後の方針

(2)その他( 青年技術者選衡委員会選

衡結果報管)

事 業 委 員 会 |

若い会員の集い小委員会

2 日 6 1時一 8 1時半 於会館集会室

出 席 者 西 村 副 委 員 長 中村、広瀬、森

下各幹事ほか 10名

議 ') >;. (1)第 4 回「海とレクリェーション」

の申込状況について

(2)第 5 回「ディスカバー大阪」の企

ｾ ｉ ｩｪ 報告

(3)第 6 回「建築家のための明みどり愉

学習会 (4)J の企画について

(4)  r教育磁境」分科会( 第 2 回) 報告

(5)そのほか

広報小委員会

3 日 6 時一 7 時半 於会館集会室

出席者 三 l局副委員長、上松、打浪幹事

ほか 6 名

競 事 (l )P R 分科会の事業報告及び事業企

固について

(2)研修分科会の卒業企画について

(3)親陸分科会の事業企画について

(4)そのほか

見学会小委員会

4 日 611寺- 81時 於会館集会安

出 席 者 水 谷 幹 事 ほ か 6 名

議 事 (1) 7 月 8 月の見学会笑施報告

(2)10月11月の見学会企画報告

(3)12月以降の見学会企画について

(4)そのほか

委 員 会

11 日 6 時 - 7 時半 於会館集会室

出席者律問委J J . 長、大紙 、小泉各副委

只長ほか 2 .?;

議 事 (1)名小委只会の事業報告ならびに事

業企画について

(2)そのほか

若い会員の集い小委員会教育環境分科会

18 日 6 時 - 911寺 於会館 3 階会議室

出 席 者 関 桜 主 主E外 2 名

議 事 (1)収集資料の検討

(2)そのほか

若い会員の集い小委員会第 5 回「ディス

カバー」 事業企画打合会

18 日 6 1時 - 811寺 於会館集会室

出席者 ゲスト高橋敬蔵氏、中村主査外

4 名

議 事 (1)当日のコースの確認及打合せ

(2)当日のイラス トについて

若い会員の集い小委員会第 7 因企画分科

.6‘  

τ E  

25 日 61時一 8 時半 於会館集会室

出 席 者 赤 木 主 査 外 3 名

議 事 (1)第 7 回「防災計画の勉強会」の企

固について

(2)そのほか

住 宅 委 員

住宅資料小委員会

必』

ヨミ

2 日 611寺 - 811寺 於会館 3 階会議室

出 席 者 向 野 副 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 (1) rマイホーム見て歩る記」一部変

更の f! 二

(2)第12回よろず相談住宅の資料作成

の件( イ) 住宅の庭のスライド作成

委 員 会

9 日 51侍50分 - 8 11寺 於会館集会ｾ

出 席 者 小 西 委 貝 長 ほ か 14名

議 事 第12回よろず相談住宅展の件

幹 事 会

23 日 5 時50分 - 7 1時

於会館 Ｓ 階会議ｾ

出 席 者 小 西 委 貝 長 ほ か 2 名

議 事 (1)住宅展出展に関する件

(2)出展者との打合に関する件

住宅資料小委員会

25 日 51時 半 - 81時半

於会館 3 階会議室

出 席 者 河 野 日IJ 委只長ほか 7 名

議 事 (1) rマイホーム見て歩る記」一部修

正の件

(2)  r住宅の庭」スライド編集の件

編 集 委 員

.6.. 

1玄

12月号「集合住宅の設備」共同討議

3 日 21時- 4 時 於会館集会主

出席者 佐 々 木 幹 事 ほ か 6 名

殺事 「集合住宅の設備」特集の執筆につ

いて

委 員 会

3 日 4 時 - 611寺 於会館集会誌

出席者福田副会長、伴副委且長ほか3名

訴事 (1)10月号= 騒音対策と| 幼音材料特集

経過報告

(2)11月号= 第22回背年技術者特集報

tι 

(3)12月号= 集合住宅の設備特集報告

(4)  1 月号= これからのデザインの方

向( 仮称) 特集編集幹 事会報告

(5)第 3 回投稿欄小委貝会報告

(6)第 5 回広告企画小委民会報告

(7)  2 月号= 建築基礎構造( 仮称) 特

集編集幹事会について

(8) 3 月号= 医療施設( 仮称) 特集編

集幹事会について

(9)収支報告

作品作風小委員会

4 日 41時 - 611寺 於会館 3 階会議室

出 席 者 機山副委貝長ほか 4 r， 

議事 (1)10月号作品の決定

(2)11 月号「大阪府立1'[ 少年海洋活動

センター」

(3)12月号以降の作品の件

広告企画小委員会

10日 4 時一 6 時半 於会館集会宅

出席者松村委員長、伴高IJ 委只長ほか 4 名

議 事 (1) 9 月号の住宅公団20周年金阿の広

告収支

(2)10月号防音材料 ・騒音測定機訴の

件

(3)11月号l次付材料企阿の件

(4)そのほか

第22回青年技術者選衡委員会

11 日 1 1時半一 4 時 於会館集会室

出席者 松村慶三 、川 11崎市、 j十合位段、

中村発、品田和治、大久保昌一 、

石間ｾ夫、 山 口安男 、 林正 一 、

前川l場一( 代理) 各選衡委只

五十嵐定義委員は後日務査

議事 第22回青年技術者の選衡

これからのデサ' インの方向( 仮称) 特集

第 2 回編集幹事会

11 日 4 11寺半 - 8 1時

於会館 311特会議室

出席者 川崎泊、太田 |後倍、河辺聡、紙

野桂人各特別斡J 匹、松村こ委貝長 、

片倉幹事

議 事 (1) r これからのデザインの方向」特

mの構成

(2)アンケートについて

(3)セクションデザインの変巡の件

強築と社会/ 1975年H 月号 59 



12月号「集合住宅の設備」第 2 回 編 集 共

同討議

26 日 2 時 - 4 時 於会館集会室

出 席 者 佐 々 木 幹 事 ほ か 5 名

議 事 「集合住宅の衛生設備の問題点」に

ついて

1 月号「これからのデサ' インの方向」特

集 第 3 回

編集幹事会

29 日 4 時 半 - 9  s寺 於会館集会室

出席者 片倉幹事、 川崎特別l幹事ほか4名

議 事 (1)アンケート文案について

(2)セクションデザインについて

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 |

原稿執筆説明会

12 日 u時- 2 時 半 於会館集会室

出 席 者 真 塚 副 委員長 、木村 ・鈴 川両 委

員、戸田建設外掲載予定会社8社

議 事 (1)編集方針について

(2)記載要項について

(3)そのほか

委 員 会

17 日 5  s寺半一 7 時 於会館集会室

出席者井上 Ｎ ｾ塚正副委員長ほか Ｘ 名

議 事 (1)No5 1号 ( 11 月発行) の掲載シートにつ

いて

(2)No. 52号 (51年 2 月発行) の掲載予定シ

ートについて

(3)企画分科会の報告について

(4)委員の追加委嘱について

(5)そのほか

法 規 委 員

委 員 会

4 与

"" 

22 日 3 時 - 511寺 於会館集会室

出席者 山本副委員長ほか 15名

殺 事 (1腿築基準法と消防法との相具点と

問題点

(2)そのほか

建 材 委 員

委 員 会

.6、

"" 

26 日 5 時 半 - 8 11寺半 於会館集会室

出席者 山問、牧田正副委員長ほか 6 名

山中製作所、束手11 : y ートフレー

ム各 3 名

議 事 (1) マス、、検討会

(2)そのほか

| 若 い 会 員 の 集 い

海 とレクリェーション

ー レクリェーション施設 を考 える ー

( 大阪府青少年海洋センター )

6 日 1011寺一 171時

参 加 者 51名

60 

諮問i 大阪府企画部背少年対策課主幹

井 上 都 志 弘 氏

板倉lil 築研究所大阪事務所取締役

太田隆信氏

設計 大阪府 ，坂倉建築研究所

| 建 築 業 務 基 準 委 員 会

23 日 2 時 - 5 時 於 日 本 建築学会

出席者 山桜委 員 ほ か

議 事 (1)士会連合会の「士法改正要綱」案

について

(2)家協会の「建築設計盟主理業務法」

について

東海支部復活15周年記念講演会

な ら び に 懇 親 会

27 日 2 時 半 - 6 時 於愛知会館

・記念講演会 2 時 半一 4 時半

出席者 25名

講師 関 西 大 学 文 学 部 教 授 有 坂 隆 道 氏

演 題 「高松塚の周辺」

・記念パーティー 4 時 半 - 6 1時

出席者 22名

愛知 県 建 築 士会々長 川口 喜代枝氏ほか地

元 関 係 者 本会から塚本会長 、一 回支 部

長その他 支部役員が出席してなごやかに

懇談

l 建 築 ク ラ ブ 朝 食 会 1

9 日 8 時一 9 11寺半

於大阪グランドホテル

出 席 者 7河5名

当 日は梅回函廊、土井憲治氏 よ り「過熱プ

一ム後の画商業界」についてお話を伺 つた。

|  9  月 の 入 会 者 ( 憎敬附称桝略

〔団体会員 2 社 〕

日本住宅パネル工業協同組合

日本ハードボード工業側

〔個人会員 11名〕

小川 討すー 岡 田 正 徳

小 蘭 直 幸 佐々木照夫

高f高 大 普 中国 il' i  

松 下 嘉 輿 道本裕ｽｾ，、

(i 佳会員 1 名〕

山 田 和 弘

北 谷 元 義

迫 村 隆 殺

林 金之

山 口 祥 ↑ 苦
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「建築関係法令の研究 4 J の内容紹介と頒布のお知らせ

日本建築学会建築計画委員会建築規準小委員会

では、白石博三主益を中心として、近畿支部の

委員によって、建築法令を法学的立場で研究し

てこられたが、今般、 「建築関係法令の研究4J

をまとめられた。 これは、昭和47年版、 48年版、

49年版につづく第 4 冊目にあたるもので、内容

は法令コンメンタール、独立論文、委員会議事

録抄の 3部で成 っている。

今回の法令コンメンタールには、つぎの 39項目

の具体的適用例に対する評釈が集録されている。

(前回は 58項目であった)

(採光・ 換気 ・便所)

1  道路に jlij する窓の有効採光面般のt ) : 定に

ついて

2  中庭に面する窓、の有効採光面積の算定

3  有効な採光面積の算定に隣I也斜線制限を

考ト｛ｾできないか

4  随時開放することができるもので仕切ら

れた Ｒ ｾ の採 光と換気

5  防火シャ y ターか設けられている場合の

有効保光面: f i ' t

6 . 隣地の井戸と便所との保有距離

(防 火) 9. - 17. 省 略

7.  r屋線を不燃材料でふく又は造る」と「外

壁を不燃材料で造る」の定義

8  簡易耐火建築物の屋根訴材に強化ポリエ

ステ l レ板を用いる問題

( 階段・ 廊 下) 20.  - 21 省 略

18 . 法定以上に任意に設ける階段の構造

19  出入口扉の開放時に廊下、階段の有効幅

が減少する問題

(排 煙) 24 . - 30 省 略

22. 排煙規定における居室と廊下の区別

23 . 防煙区画の設け方について

(敷地・ 斜線制限・地盤面・階) 33. - 39 省 略

31. 幅 4 m未満の道に接する敷地における問

題

32.  rみなし道路」の問題点

そのほかの独立論文等にはつぎのものがある 。

・建築基準法令における文理解釈と論理解釈

. 防火と避難の法理

・大阪市美観地区条例( 仮称) 案要綱について

. 近代的土地所有権と社会的土地所有権

• rその他これらに類するも の」の解釈( 討論)

. 建築物の用途名称による建築基準法令該当

条文索引

・建築関係法令参考文献目録

以上、法令に関心のある方はもちろん、実務関

係者にも参考になるところも大きいと思われる。

すでに、日本建築協会、学会近畿支部、大阪府

建築士会、家協会関西支部による四会合同法規

委員会でも、この研究が発表され、反響をよん

でいる。

購入の申込先は、日本建築学会本部資料頒布所

(東京都中央区銀座3- 2- 19 'i ll 話03- 535-6511 )、

または間近畿支部( 大阪市西区靭 l ー118 大阪

科学技術センター内 m話06- 443 - 0538) で、

1，500で頒布中。
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，、

内 装 不 燃 材

宮 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

電話 神戸( 331) 0881- 3  

支 唐 大阪市北区絹笠町50{堂ビル 51: 皆 502号室)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市葺合区八幡通 1 一 5 ( 電話221 2923)  

陸屋根防水には 輿 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

訓 ＮＢｉ ｬｩＭ 悶ｾ帯
新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

本 社

大 阪 出 張 所

名古屋出張所

札 幌 出 狼 所

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fス ー パ - l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲加工一式

二) 亨 ヲ q イト

東京都中央区銀座 8 - 4 ー 1 1  電話 03(571 )2703- 4・2370・4064・0264

大阪市都島区都島中通り 2- 3- 1  電話 06(921 )  2 4 9 7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 052(811 ) 3  6  6  0 ・3 1  0  4  

札 幌 市 中 央 区 北三 条来四丁目 電話 011(231) 7 5  1  1  

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 (981) 061 5- 06 1  8  

61  



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

令 郡 朝 日 三 業 社

本 社 東 京 都 港 区 芝 松 町 1 -25- 7  'l tl 話 ( 434) 6171(大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川区加島 1 -58-59  1tl 話 ( 302) 227 1  ( 代)

支 庖 北 海 道 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 砧 ・ 福 岡

営 業 所 釧 路 ・函 館 盛 岡 横 浜 ・静 岡 ・京 都 ・ 神 戸

電気・空調・給排水衛生設備

設 計 施 工

. 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本 社 大阪市西区江戸栂! 1  - 60 'i ll 話 (441) 8231代表

支 l苫 東 京 名 古 屋 大 阪 福 岡 仙 台 金 沢 広 仏

営業所 札 帆 新 潟 ー岡山 ・高松 ー熊本

出張所 盛 岡 秋 回 ー俄浜 ・bi 山 ・J ! 1 回・福井・京高11 ・

神 戸 鹿 児 島 那 新

給 排 水 ・術 生

11是 冷 房 ・換 気 設 計 施 工

雲 五 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 屯 話 大 阪372局 7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 泣 訴 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / - ｾｬＡＺ訴事 ｉ ｊ 戸 ＳＴ Ｑ 局 Ｕ 8  9  2  

空 気 調 和 設 備

各種送風機 ・風カ輸送装置

給排水衛生設備設計施工 設計製作

空調機器類 ・公害防止装置

各種プラント設備

⑩ 械式会社，，Ｚ，ｾＺ，

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T  E  L  (672)  1281(大 代)

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・広 島 ・福 岡 工 場 和 泉 ・ 名 古 屋

テレックス : 本 社 No. 562- 7688 和 泉 工 場 No. 538- 5898 

- 給排水衛生 . 冷暖房

・空気調和設備

回そのイ也管工事一切の設計・施工

( IR斎藤久字事務所1

⑮ 斎 え 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 Jき

6 2  

大阪支庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 信 06- 443- 5041 附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 図 区 大 手 町2- 6- 2( 日本ピルデング)

電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1附

営 業 所 礼 申 昆 ・ 仙 台 ・ 金 沢 町 怯 岡 山

.'B Ｑ ｕ 所九 ｬｾ -J ド 念 !倣 . rt  );，} . 苫 小 牧

冷 暖 房

給 排 水 ・術 生 水 道

電 気

厨 房 ム

環 境 術 生 施 設

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支l苫長 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 帯 地 m階 大 阪 ( 202) 代淡3071

本 広 東京 ・日比谷 三倍ピル

支 1苫 名古昼、福岡、札械、広島、仙台、北l後

出 娘 所 徽浜、高松、静岡、 I I 問、岡山、 金沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

φ 三建設備工業ヰ結審社

大 阪 支l吉 大 阪 市 北 区 紅 椀 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 11 3 1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 殻 町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大代 )

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 広 島 ・徳 間 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 闘 和 ・ 衛 生 設 備

。樟式会社 司--

-‘ 

発 空 調

東京本1;5 東京都新宿区西新宿 新宿住友ピノレ ili 話 03- 344- 1911

大阪本応大阪市北区高田町 ＱＶ 番地ｾｉｬＺ 話 ＰＶ Ｍ ＳＶＳ Ｍ Ｑ ＳＷ Ｑ

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 ぬ 町 11 - 2 ｾｉｬ話 ＰＵＲ Ｍ ＵＸ Ｑ Ｍ ＸＵＷ Ｑ

広 1: 1 ; 市紙屋町 1 丁目 2 番 22 号 ifi 話0822- 47- 4535 

縞岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092- 761- 3795 

出 張 所 横 浜 ・福井 ・京都 ・神戸 ・松江・沖縄

一一冷・暖房、衛生、機器配管、設計施工一一

⑧ 
株会社式 主J 同主

71く 工 業 所

本 社 大 阪 ili 大法区南浜町T 3 丁目 14帯地

〒 5 3  1  ¥l L 話大阪 (372) 2  8  5  1  (代表)

東京支! 山 東京都中央区八丁樹 4 丁目 11併 7号

干 1 0  4  ( 神谷 ピル)

1江 話 東 京 (551) 8  0  4  1  (代表)

HJ ｾｌ ｩ＠ 所 13 取 俳 鳥 寺 I f I I 出 君 i位

!;:J ｦＮ民 ・ ｾｉＧｉｾ 岡 - 絵 山 口 松

ｱｾ 邑

喜亘EE 新日本空調株式会社

司. .  

大 阪 支 応 大 阪 市 北 区 立 山 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ピル )

定訴 (06 )  344 - 6  0  3  1  (代)

本社 ・東京支宿 東京都中央区日本締本石町4- 2( 三列第二別館)

包括 (03)  279 - 5  6  7  1  (大代)

名 古 記 九 州 ・広} ; .) . 札 幌 ・東 海 村 ・北| 控 ・大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 |ー14 T E し 06- 441 - 5 17 1

支 庖 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧指 ｦｬｦ［ 告線繍 ｾｩｩｬＥ
社 大阪市南区瓦屋町T3番丁68番地( オートセ ンタービル2階)

郵似番号542 包 括 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 番

東京営業所 東京都千代田区九段南 2 丁目 2 番 5号( 九段ピル 8 附)

劇I j 挺番号 102 ' l 1l 話東京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4格



へ

- 空気聞辛口股備 ・給 排 水 衛 生段 備 ・塗著書設備

・ 蒸気噴射式冷漬機 ・ 公 害 防止関連機器 Ｏｾ 宣言十 ・製 作・施

、r 頭土

..e:::: 

ヌ1大

( 旧社名 建 材 社 )

E社 東京支桁 ］車車 部商宿区西罰街 ｈ Ｈ 罰 ｬｾ 住在 ビ川 Ｒ ・ ＱＳｆ Ｉ ⑧ Ｈ ＳＴ Ｔ Ｉ ＱＸＵ Ｑ 大代

大 阪 支 防= 大 阪市北区中之} ; ，¥2  - 22 ⑨(203)3721 代

名 古 屋 支 1占= 名古屋市中区錦 2 - 2  - 13 ⑨ (211 )1535 代

出 版 所= 札 眺 lili 台 ・盟 問 ー金 沢 ・神 戸 商 絵

広 仙 紙 山・稲 岡. ｾ 中 縄 パンコック

一 般 空 鯛 政 備 ・恒 温 情1M. 股備 ・ 冷 凍 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 股 備 ・環 境 改善 設 備 そ の他 上況 に 附

，園、一 都 す る 衛 生 、 電気 等 一切 の工 事 の 設 計 ・施 工

ｉｾ イタ苓本 ｕ フヲシト繍ヨ Ｘｮ
匂ヌF 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大 阪 市大淀区中 ilt 本通 l T 目 2 帯地 ホー コクピル

支 1吉

営割陣所

回

大 阪 支 底

本 キ土

干 531 'ilt 筒 大 阪 ( 06) 372- 5171(代 表)

東 京 都 中 央 区 日 本 締 本 IIrr 3 の l 共 同 ピ ル

干 103 1tU Ii 東京 ( 03 )242- 5521(代 表)

福 岡 名 古 島 ー広 島 ・札 帆ー ｦｾＱ 台

H迂 ・冷房 ・空気 1117L温度調整装置

設 計 施

高 ｦｩｾ＠ 童書1

ＮＮＮＮＮｾ＠

一号ー

大 阪 市 北 区 芝 回 町 55番 地 ( ヰヒ阪急 ビ ル 9 階)

1 l L 話 大 阪 (372 ) 2  5  1  1  ( 代 表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁 目 2 番 地

温 ・湿度調整装置、暖房

冷房、 水道、搬送機設備

設計並ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

阪 市 北 区 民 凶 田T 3 0 111 路 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1( 新東京ピル)

仙 台 支 庖

名 古 屋 支 庖

1tL 骨舌 ( 211 )  8  5  1  1  ・ 8  5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

包 括 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 話 ( 971 ) 3  6  2  1  

c : : m哩胆コ 空 気 調 和 設 備

宅 計施工

換 気 ・除塵設備関

東 洋 熊 工 着 信 織 式 会 祉 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 京 町J ; ! l ! 4 丁 目

本 社 東京都i中央区京備 2 丁目 9

支 l吉 名 古 屋 ・ 稲 岡

T  E  L  ( 433)  8  0  7  1  

T E  L ( 562)  1 3 5 1  

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 行

⑨日本管工業株式会社

大 阪 支 唐

四 目 前 支 I吉

滋 賀 営 機 所

津 営 業 所

京 都 市 南 区 西 九 条 ! 在 回 町 2 0 番 地 の 1

tTI鮪 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37(天満僑北詰 )

電話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑬7431- 3  

大 津 市 打 出 浜 13 - 15 也君fi 0775 ⑫ 9  7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1 電話ー 0592 ⑧ 3 6  1  0  

空 調 ・衛生 設 備の 頁

(i ，II&. 2舎町産屈観Z

Ｍ圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 ｅ ・ ｆ 司 Ｚｾ Ｚ ｕ 喧ＺＮ

ーa: .. ・.......

③Hj 謀議語持

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

お認西原衛生工業所大阪庖

阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁 目 11 電 話 大 阪 (458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

@  平' " 互業株式会社

衛 生 ・空 気 調 和 設 備 ・設 計 ・抽 工

大阪市西区江戸場通 2 の2 T E L ( 441 )的 1994・( 443)刊0331

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

@不ニ熱学工業撤去曾紅

本 庖

東京支庖

営 業 所

大阪市南区順ｾｾ町 Ｒ Ｍ ＵＰ ; J I話 261- 243倒也

東京都大田区西馬込 1 - 2 - 1 氾話 773ー1231(tI:J

銀 時 ・ 浜 松 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 稲 岡

親 切 其 心 で 御 用 さ せ て 1頁 き ま す

大 型 パ y ケージ、ヒータ一等々

( 市備の半値以下町出物も少量あります )

胃
宮 地 空 調 専 門 l苫

代 表 御 用 役 宮 地 一 彦

大 阪 市 西 成 区 山 王 3 - 16 ー 7

代表 649-0008 夜間 641- 1242

山

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

田 エ 株 式 会 社

本 社 k 阪市西区京町場 1 丁目 6 2 ltt 話 06 (443)8161(太代表)

名古庄支社 名占服市中区栄 2 丁目 16 - 13 包括 的5 (202) ω77(代表)

京阪ピル

出 張 所 東 京 郎 港I更北背山 3 丁目 6 - 1  8  

共同ビルディングｦｉ山 Ｓ 附 ｬｴｴ ，Ｚｾ 03 (409)  8  9  0  5  

ｾ￞ｉ＠ ;，1; 世田区北11狭通 7丁目l 向 1 ltt ，，， 078 (341)  1778 .  4386 
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⑤ 

I7Eヨ 高司昌 A: : : : '  .L品・ ー...b..

l場 竜 丸 株 式

代表取締役 山 本 博 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 Jみ 3 - 3  朝 日 ピ ル

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

京 都 市 右 京 区 凶 京 傾 聴 野 町 2 1  

T E L  耳( -1: 11 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( イ吃)

稲 岡 市 1 : 1:
1

央 区 議 院 1 ー 1 4  - 8  

T E L  術 開 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 頁

社

A

S

A

 

設 計 施 工電 気 設 備

朝

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6注

国吹

本

本 社 営 難 所

京 都営 蝶 所

社

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 来阪急ビル)

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・九州|

A

Q

玄式株業エ原栗

キ薗岡出張所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

取 締 役 支 社 長 姉 川 正 男

大 阪 市 東 区 町 阿 備 五 丁 目 二 八 番J也 ｾｉｚ ｾ 前大阪 Ｈ ＲＰＲ Ｉ ＰＳＲ ＵＭ 9 需

本 社 東 京 都 千 代 問 区 商 事jJ凹 1 丁 目 4 帯 j 也 5 号

支 社 札 幌 ・仙 台 ' ) L / 内 ・名 古 照 . 1;.¥ ｉｾｪ＠

営業所 ・出' ;1AE斤全国主要都市20ヶ所

会 社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 三 興

代 表 取 締 役 林 敏夫

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 紙 箱 崎 町 3 丁 目 2 番 地

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 稲 山

社

ヰ土

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株 式

電 気 工 事電 気 ・ 吸 冷 房 ・ 空間 工 事 設 計 施 工

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

ro 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大阪r I i ｾ北京区野江東之町 三 丁目 一 五

111 知 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市城東区野江点之町 3 丁目 l! 包括大阪 (931)7004

奈良県御所rli 御 国iui 3  6  0  ¥( L 姉御所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚方市山之上回百11 の 1 itL; tl i枚方 (43)8659・(44)9232

A

Q

一

A
本 電中

本

社

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ピル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代)

東京都港区新橋 2 - 1  6  ( ニュー新橋ビル 7Il皆)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  ( 代)

堺 ・千 業 ・ 字 者11 g  . 熊 本

社

庖

本

支

資 材 倉 庫

奈良営機所

枚 方 営 換 所

I芭支

神 戸営業所

各種電気工事設計施工 ・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 収11I! 町T 1  T 目 1 1  0 帯 地

¥11 r駒 大 阪 ( 472) 代 淡 1 1 0 1 - 7

東 京 都 品 川 区 illi Ji l.又 11: 16 T 口25帯 11サ( - I I ，I} :.' ，ピル)

tl 1! l t . l ' I i ' i 東京 ( 49J ) 1746 ( 492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 介 区 餅 物 山II I町 2 3 帯 地

11I rn可 小 fr ( 56)  5  6  6  5  .  5  8  1  8  

偽 ・ 下 Z止= ・ 手11 ;;且 山 ・ 才， 占 b!

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 寛

阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 5 6 番 地

ｾｉｬ話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 - 四 日 市 ・神 声 ・和 歌 山

松 山・ 京 都 . 1;;: i=lt ・静 岡 ・水 品 ・稲 岡

社

電 気 工 事 ・ 骨十装工 事 ・ 股 昔十 施 工

主上

I苫

4三

，_  

x  

干上本

ＧｲＮｾＮ＠ N:; j'i)斤

支 府

営業所 l作tl¥ Ｑ Ａￆｾ斤

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

Q

E

 

事 株 式工藤エ太 陽

中 実

阪市 西区 北堀 江上通 1 丁 目6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

回
取 締 役 社 長自日四林

取締{ 支社長

社本大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T E L ( 06)  452- 1  1  5  1 (代)

社本

大 阪 市 此 花 区 恩 tt 南 之 町 7 3  

T E L ( 06)  462- 1  3 0  1 (代)

屯力工事本部

ｾ＠営業所

A

Q

一

A
商

電気工事 ・計装工事・設計施工

ヤ マ ト 電 気

氷

株式会社

電気設備設計施工

'1乞

1 ロ

大 阪 市 北 区 西 槻 川 町 1 5 孫 J也

f包 括 大 阪 ( 364 ) 代 3 0  5  6  

東 京 ・神 戸 ・広 !;，) 

名 古 屋 ・岡 山 ・水 };}j 

札 脱 滋 賀 高 砂 ・ 松 山 ・三 原 ・ 沖 縄

本山取締役社長

社

庖

所

所

本

支

営

出

車千謀亀縦株式会話

岩 崎

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 1 0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358 ー 1 1  7  1 大 代 表

東 京 ・ 神戸 ・九 州

雄久取 締 役 社 長

間

v
ヰ土本

業

川

別

営 業 所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

社 寺 数 奇 屋 用 瓦 ・ 大 仏 瓦

床 ・壁 内 外 装 用 瓦 一一 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内外 装 用 様 変 美 術 タイル …・・・大 仏 タ イ ル

新 発 売 ー・・ 古 代 土 絡 調 高 温 〆 タイ) 1- - .... 大 仏 古 代 タ イ ル

φ  

噛

雨 水 漕 入 f'1 落 防 止

耐 震 耐 j弘 司

安 定 韓 耳

エ

ナニワ緩勾12ii
3 寸緩旬最適軽量7j ，止付( 空葺) 瓦

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

匝

市

出

迎

区

元

町

一

丁

目

七

四

二

電

陪

削

ム

O

六

五

T E L  ( 345) 9055(代 表)

T E L  ( 252)  3  9  0  6  

T E L  ( 202)  5  2  6  0  

大 阪 市 北 区 立 尚 北 町 1 6  

大 阪 市 東 区 本 田T 4  - 27御 堂 ピ ル

阪 市 東 区 横 繍 2 - 3  6  

字 社

御 掌 営 業所

4貨堀営 業 所

Board &Sl ate 

@問

東開

Standard 

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

:= 11) 業 家 意 高 庖

社 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 T 目98番 地 ( 靭本町 バ ス停前)

電 骨舌 大 阪 06( 532)代 0461 ｾ＠ 5  

姫 路 市 北 条 口 1 2  6 番 地( 住 友 生 命 保 険 ピ ル 7 F )  

骨量 姫 路 0792( 82)  0999 ⑮ 

⑪ 

ｾ＠

フ タ パ 需 7阪

姫 路嘗嫌 所

貨庖 』用下

、

b

E

V

 

種

ガラス 製 品卸問屋

セ 卜 モ ノ の デ パ ー 卜

各ポツ/ 耐 酸

陶器、

建設省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリ ジットスタイン

エ パ ウオ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

セメント系吹付材

特殊リシン吹付材

アク リJ レ系吹付材

ヒ ル 石 吹 付 材

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 屯話 (06)702一7814- 7  

東 京 事 換 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及責任施工

底商石理大橋矢

株 式

会 社

ペー匂宅F

大 阪 支 唐

大 阪 市 東 区 高 関 橋二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

電 話 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 9 0 5  

サクラ建産株式会社

大阪市都島区都島 中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電話 大阪 (922) 代表4421 - 3  

建 築 物自制自等造作工事、家具建具・室 内 装備 工事

内 外 装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物壁 紙 類一 式/ 設 計 施 工

D E C O R A T O R S . L T D  F U T A B A Y A  

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06) 349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般- 48)第 12064号

6 5  
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発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

-・-
鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・リ ン グ グ リル ⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ フ' ⑪ シャ ッ タ ー - 汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 棟 包 水 切 り に

ス タ ン ダ ー ド メ タ j レの

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市 新 庄 ( 745) 5121 - 5  

年中見ていただ、ける 皆様の見本室

|実|

6 6  

タイル

常設展示場

A M. IO.∞- P.M.5 .oo 

日曜 ・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ピ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

徳田新道

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本 社 : 大| 阪市東区間替町1- 12 日 生 ビ ル 宮 (943)6571代 表

束 京 ・横 浜 ・脱 岡 ・郡山・水戸 ・浜松・岡崎 ・名 古 屋 ・白 山 ・大 津 ・京 都 ・堺 ・神 戸 ・広 仏 ・福 岡 他 全 国主 要 都 市

可

'" 



弘

、

tう 式 装飾天井くクロツパーI
フロッJ ¥ーは光と影をだくみに合成しだ光天井の一種で、色々の基本パターンを

持ち、その建物や使用用途によって幾通りもの組合せガ可能です。その柔和な光

と影は現代感覚にマッチし疋最高の人工空間を創ります。 ( P A 丁、 6 i牛)

奥村重兵衛株式会社日

〒530 電 信( 06) 312- 4131( 代〉

干104 智 信( 03) 563- 3351( 代〉

干812 電 話( 092) 291 - 0459( 代〉

〒733 電 艶( 052) 522- 5436( 代〉

干733 電 話( 0822) 91 - 1533( 代〉

守も83 電 話( 0222) 52- 2631( 代〉

旧 社 名 株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 唐 名 古 屋

広 島

仙 台

六 阪 市 北 区 伊 努 町 22 番 地

買号表部ヰコ央区銀座守 7 目27番 9 号

福 岡 市1専 多 区 住 吉 2 T目 16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 匂 2 T目 守 番6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 香 川 号

仙 台 市 燕 沢 字 西 山 5 の 18

豊 か な 生 活 環 境 を お 届 け し ま す

I na 

伊奈 Ｙｔｊｾ ・伊奈衛生岡署・伊奈ポ υ パコ

I n a 伊 奈 製 岡 椋 試S 社

本 社 愛 知 県 常 滑 市 大 阪 支 眉 大 阪 市 西 区 新町 南 通1- 62 T E L  532 - 6081欣)

d二3 g e mg

本 社 ・ 工 場 干 536 大 阪 市 城 東 区 聖 子 江 東 之町 2 丁 目 l 番 地

電 館 大 阪 (06) 9  3  1 ー 7 8  0  2  ( 代 )

東 京 出 張 所 干 113 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 丁 目 6 番 1 7 号

電 信 東 京 (03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

九 州 出 張 所 〒 81 2 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 田J 5 番 2 1号

電 話 福 岡 ( 092) 2  8  1 ー 7 3  9  6 番

L A F リミットロードエT ーホ斗' ' ' 77-ン C A F 直 流 式 静 音 送 風 機

L E F  リミシトロードアードファン

S A F ストリームラインファン

HA F タ ー ポ 7 7 ン

P A F プ レ ー ト フ ァ ン

V A F 可 変 式 事 由 流 送 風 機

T A F 軸 流 送 風 機

J OY 可 変 節 軸 流 送 風 機

マ ノ レ チ ウ イ ン グ 軸 流 送 風 機

溢 ピ 製 耐 般 送 風 機

送 風 機
営 業 品 目

MA F 歩 調 送 風 機

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

I1夫適なオフィスの

環境づくりには

やっlまりすぐれた

製品かL必要で烹

祉

U

U
開

A

一

E

町

l

同

式

市

川

住

株

訓

い

醐

'
』

E

-

J

t

u

m

固

J

E

-

-

ヨ

目

的

夜

間

凶

-

Y

月

間
川
園
一

h

認

J

E

一

F

F

所

-
U
揖

底

品

市

営

売

日

一
一
糊
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Z こ

オリエンタルメタル ( O. P. M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

施イ壬責由自彩色尺 物長

種品

タ 然 え な い

わ れ な い

傍 ら な い
W ジ ャ ン ポ 波

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス t皮V i皮;S 大 波S ノj 、t皮波 板 規格

途用

s  

ｔｴ ｉｊｉ ンヲ ｊｬ 永守 ｊｾ 製造株式会祖

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488) 1081代 表

八 幡 ( 6 9 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

話

話

話

話

話

電

電

電

電

電

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ビ ル

埼 玉 県 購買 市 塚 越 5 丁目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 国 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24 第 2 中 経 ピ ル

本 社

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 1吉 及 工 場

名 古 屋 支1吉 及 工 場

カ タ ロ グ 御 楕 求 下 さ い 。

ｾｾ＠

/ F / F インテリヤ・・・カラーストーン・・・研出し仕上/

( 旭化成ミュ- ) レコートセット品 )

ヤ

ｾＮマ

ｾ￰ｬ ・

3従

rs，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

( 旭化成ミューj レコート・セット品 )

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l 新 興 建 材 工 業

発

売

元

- 全 国 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

68 



J  

福祉の国カミらやってきた。

長尺吸音床材 惨 ＺＱＭＺＱＺＺＺＱヨ ｦｾ 日 ｆ 砂 町ョトヨ ｩ ｬＮＮＮ ":J日F

スウェーデλ 社会保証が高度にすすんで‘ いる園。

病院、学校、老人ホ ーム、図書館、体育施設などの

あらゆる公共施設が、もっとも充実している因。

この人間中心の土壌から生みTごされた、画期的な長尺床材、

ことに吸音性、 断 熱性にすく。れたヒューマンな床材、

これがアコスチフロア、ターケットジムフ ロアですb

アコスチフロア、ターケットジムフロアは、その機能面、施工面に

おける独特のメリットにより、

北欧はじ め欧米各国の著名な設計者によって採用され、

重要建築物に数多〈使われて L 、ますL

そして L 、まや“ 世 界 の 床 材"“ 新 し い 時 代 の 床 材" として

高い評価を受けてL 、ますL

そのア コスチフロア、タ ーケッ トジムフ ロアが

日本にもやってきたのですL

- 規格・組成

品 名 規 格 車且 成

ア コ ス チ j車 幅 長 表 層 : 塩化ビニール樹脂80%

(一般用) 3.5nmx  184cmx 25m 可塑剤 、顔 料、安定20%  

剤

:〆
正‘

発，包層: 寝化ビニール樹脂

5.5nmx l84cmx 21m 

(体育館専用 ) 可鍾劃l

一 一」一

- 使 用 接着 剤一一一一標 準 工 法一 一 一セメン 卜L

耐 水 工 法一一一一セメ ン卜NE P

- 白 地部介は合わせ切りで施工、

特に耐水性を要求される箇所では 目地溶接施工。

価 絡・・・ アコスチフ ロア- 4，800円1m
' (材工共)

ターケットジムフ ロア- 9，200円/ 附( 材工共)

耐 水 工 法 は 200円1m'''' 。溶接は 300円1m'高。

(価格はいずれも 300m' 以上の場合)

色 数

7 色

1色

( グリーン )

会 Tarket t

可.. MA DE  I N S WE DE N 

マ:;;ii 串

: 11M庇、田
寸A J れペA OY O  K A K O  C O.，じr o.
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行

(
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・
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タイル状吹付け材
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高原 ・


